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‡。環境に関する調査研究  

（大気、陸）   





Ⅰ－1放射能ゾンデ観測値の経年変化考察のための試み  

気象庁 高層気象台  

佐藤昌志、井上聖書   

1．緒言   

気象庁では、国内外の原子力関連施設事故等の異常時の対策に資するため、  
茨城県つくば市（2000年までの夏季の観測は岩手県大船渡市三陸町綾里）で年  

に3～4回、放射能ゾンデ観測により地表から高度約30如上空までの大気中に  
ある人工放射性核種137csから放射されるγ線の鉛直分布の観測を行っている。  
しかし、放射能ゾンデに使用しているγ線検出器の個体差が個々の計数値（観  
測値）に影響を及ぼす可能性があるため、平常時の放射能レベルの変動は非常  
に小さくて、その推移把握は必ずしも十分でなく、これまでγ線の経年変化に  
ついては言及できなかった。   

今回、飛揚前点検時の標準放射線源に対する計数値＊から個々の検出器の計  
数効率を算出し、これを用いて補正された計数値を求めることにより、1991年  
12月～2003年3月までの補正前後の計数値の経年変化について調査したので、  
その方法と結果について報告する。   

＊架台に放射能ゾンデを設置し、γ線検出器の上端面から一定の距離（0・2m、0・5m、   

1．Om、1．5m）に標準放射線源（137cs）を置き、それぞれの距離において測定された標準   

放射線源から放射されるγ線値（1分値、単位はcpm：count perminute）。   

2．調査の概要   

2－1 調査方法  

（1）標準放射線源の強度の算出   

標準放射線源の半減期を用いて、校正を受けた日における標準放射線源の   
強度から飛揚前点検時における強度を求める。  
（2）γ線検出器の代衰計数効率の算出  

飛揚前点検時の各距離における計数効率どを計数値（観測値）c（単位：cpm）   

と1分間あたりの計数値の比と定義する。1分間あたりの計数値は幾何学的   
効率（立体角の禰正）Gと標準放射線源の強度N（単位：Bq（へやクレル））との   

積に60を乗じた値で、とは①式で表される。  

60〃G   

各距離の計数効率を加重平均し、当該点検時の代表計数効率E注とする。  
1991年12月～2003年3月までの期間を調査したところ、この期間の代表  

計数効率の最大値は0．111、最小値は0．085、平均値は0・099であった。   
なお、これらの値は各種実験結果から示されているタリウムで活性化され  

たヨウ化ナトリウム〔NaI（Tl）〕の絶対シンチレーション効率0・12と近く、  

妥当な値といえる。  

（3）補正後の計数値の算出   

観測された計数値Cを代表計数効率で割ることにより補正後の計数値CH  

（単位dpm：disintegrationperminute）を求める。CHは②式で表される。  
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c〃＝。‥ ②  

g斤  

2－2 調査結果  

（1）補正の妥当性の検証  

1991年12月～2003年3月の飛揚前点検時の距離0．2mにおける計数値と  

禰正後の計数値の変化の例を図1に示す。  

1998年3月の計数値増加は標準放射  

線源の更新によるものである。   

図1から、補正後の値の方が変動幅  
が小さく標準放射線源の放射性核種の  

壊変に沿った減数傾向を示している。  
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（2）計数値（観測値）と禰正後の計数 竺8000   

値の比較結果  

（1）と同様にして、同期間の観測 ニ7000  
で得られた最大計数値（高度14～18km）  

の補正前・後の経年変化を、図2に示す。  

つくばの経年変化から、1992～1993年  

に増加、1994～1996年に減少、1996～  

2000年に増加という変動が見られる。   
綾里（8月又は9月の観測）での計  

数値は、つくばでの計数値より多く、  
1997年9月を除き、つくばと同様な変  
化傾向となっている。   

このことから、変動は地域的なもの   

ではなく広範囲の現象によるものと考   

えられる。   

綾里における1997年9月の計数値  

増大は、前年の1996年8月のγ線鉛直  
分布との比較（図3）から高度12km以  

上で多くなっているが、原因は特定で   
きていない。   

3．結語   

今回の放射能ゾンデ観測値に関する調   

査結果では、補正前、補正後の計数値の   
変化傾向に大きな差が無かったものの、   
禰正前の計数値の経年変化把握への有効   

性を検証するためには、さらなるデータ   
の蓄積が必要である。  
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図3 1997年9月と1996年8月のγ線  

の鉛直分布（綾里：岩手県大船渡市）  

参考文献   

グレンF．ノル（木村逸郎・阪井英次訳、2001）：放射能計測ハンドブック（第3版）  
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Ⅰ－2 大気圏の粒子状放射性核種の長期的動態に関する研究  

気象研究所地球化学研究部  

五十嵐康人，青山道夫，広瀬勝己  
1．緒言   

気象研究所地球化学研究部では，1950年代後期から50年近くにわたり大気圏の人工放  

射性核種の濃度変動とその変動要因を明らかにすべく，環境影響の大きい核種について観  

測を継続してきた。その任務は大別すると，全国11地点において放射性物質の濃度水準監  
視に寄与するとともに，放射性核種の起源一輪送・拡散・除去等の動態について調査研究する  

ことである。特に注目する核種は，90srおよぴ137csで，ともに約30年の半減期を持つ核種で，  

主に大気圏内核実験や大規模事故により．全球が広範に汚染されたことはよく知られている  

（グローバルフォールアウト）。しかし，近年は幸いにも大規模事故はなく，大気圏内核実験も  

行われていないので，もはや大気中には新しい放出源はない。従って，大気中のこれらの核  

種は人体に影響を及ぼすような濃度水準にはない。後者の任務を果たすため，気象研究所で  

の降下物の観測では，大面積で試料を捕集してこれらの核種を年間を通して検出し，その変  

動要因を探っている。ここでは，2001、02年につくば市の気象研究所で観測された90srおよ  

び柑7cs降下量について述べる。  

2．調査の概要   

毎月、気象研観測露頓に設置した大型水盤（4m2）に捕集された降下物を採取した。これを  

蒸発濃縮し，まず，Ge半導体検出器により1釘c＄を測定した。次いで放射化学分離により90sr  

を精製し，最終的に炭酸ストロンチウムとして固定した。数週間放置して90srと80Yとが放射平  

衡に達した後に，低／くックグラウンド2汀ガスフロー検出器で測定した。大気圏内核実験は  

1980年の中国核実験を最後に行なわれておらず，人工放射性核種の廠下畳は1985年に最  

低となった。1986年のチェルノブイリ事故により一時的に降下量は増大したがその後は急激  

に低下して，1990年以後，ゆっくりとした減少で推移している。図1に2002年までに気象研で  

観測された月間降下量の変動を示す。また，表1に2002年における90srおよぴ1さ7csの月間  

降下量を示した。1990年代以降は，再浮遊が降下する放射能の主たる成分で、近傍起源の  

成分と，風送ダストによる長距離輸送成分との2成分があり，後者の寄与率，発生地域の解  

明が依然として課題である。2002年8月に90srが137csの3倍量程度降下しており、この原因  

は現状では不明である。過去の異常事例と同様の解析を今後加え、原因の解明に努める。  

3．結語   

今後とも観測を継続してデータの蓄積をはかり，降下量や大気中濃度の変動要因について  

さらに調査研究を進める。  
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固1気象研における90Srおよび187Cs月間降下量の推移   

表12001・2年における烏象研究所での90Srおよび187Cs月間降下量  

降水量  残査重量  

放射能比  m  g／m2  
2．9  102．0  

3．0  17．0  

3．4  119．0  

2．2  31．0  

3．9  165．0  
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2．5  18．0  
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0．16  13．2  土  

0．34  18．9  土  

0．54   51．0  土  

0．37  15．7  よ  

0．33   3＄．8  土  

0．22   9．8  土  

0．28  14．0  土  

0．紗   7，9  士  

0．19   4．8  土  

0．41   5．Ⅰ  士  

0．52   4．6  土  

0．41   6．6  土  

2001 1月   4．6  土  

2月   6．3  土  

3月  15．2  土  

4月   7．2  土  

5月 110．0  土  

6月   5，1 土  

7月   5．7  土  

8月   3．6  士  

9月   4．4  土  

10月   3．＄  土  

11月  3．0  士  

12月   3．3  土  

2．6  1220．0  35．3  72．0  190．4  

凍査重量  Sr   降水量   
放射能比  mm g／m2  mBq／m2  mBq／mユ  
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2．6  76．0  
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1－3 大気中の放射性気体の実態把握に関する研究  

気象研究所 地球化学研究部  

鹿田道夫、和田晃、五十嵐康人、青山道夫、鹿瀬勝己、松枝秀和、時枝隆之   

1．緒言   

本研究では、原子力発電所や核燃料槻ヽら大気中に放出される放射性気体（クリプトンー85お  

よぴトリチウム）に？いて、その大気中における実態把損を目的とし、分析装置の閑静分析精度の向上を  

行うとともに、つくばを中心に国内数地点において大気中濃度の測定を行っている。  

2．調査研究の概要  

2－1．試料採取と分析方法  

－クリプトンー85（85Kr）  

全球に監視網を展開しているドイツ大気放射能研究所（BfS）による分析方法に基づいて測   

定を行っている。分析に用いる大気試料は、つくば及び青森では1週間で約10maを毎週採   

取し、その他の観測地点（札幌、仙台、大阪、福岡、石垣）では1～3日間で約1m3を年1回   

採取した。採取した大気試料からガスタロマト努ラフによりクリプトンを分離し、分離したクリ   
プトンガス中の85KrをGM計数管七計測した。  

1トリチウムく佃）  

気象研究所において月間降下物試料を採取一蒸留し、3日を液体シンチレーションカウンタ   

ー（AIoka製LSC－LBa）で計測した。  

2－2．調査結果  

・クリプトンー85  

つくばにおける1995年4月以来の大気中85Krの濃度を図1にまとめた。図1に見られる一   

時的に高い濃度は、気象研究所の北東約60kmに位置する東海村核燃料再処理施設の稼   

動の影蜜によるものである。同施設の稼動日のデータを除いたものを、つくばにおける大気   

中85Krのバックグラウンド濃度とした。この1995年から2003年までの観測データについて   

解析を行い、夏季に低濃度、冬季に高濃度という季節変化を伴って、年増加率およそ30   

mBq／mソyrで増加していることを確認した。  

一方緯度による濃度変動の違いを見るため、2003年6月から青森においても連続観測を   

実施している（図2）。青森における濃度は、85Krの発生源が北半球高緯度に偏在しているこ   

とを反映して、常につくばより約30mBq／m3高かった。  

－トリチウム  

3日降下量は、1990年代では800～1900Bq／m2／yrで大きな変動は認められなかった。しか   

し2001年から2003年にかけて降下量が約600～400Bq／m2／yrとなり、明確な減少傾向を   

示している。この変動は、太陽黒点敷から予想される「1990年代中頃に降下量極大、2000年   

代初期に降下量極小」の変動傾向および施設からの放出量の減少傾向の両者を反映して   

いるとすれば解釈できる。  

3．結語   

つくば及び青森（平成15年6月から）で大気中85Krの連続観測及び分析を行った結果、青森では  
東海村の核燃料再処理施設からの防Krの放出による直接の影響は受けていないことが分かった。ま  
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た、85Kr分析について、ドイツ方式と気象研方式との比較を、実試料について行い、つくばの2003年  
の48試料中45試料が、6％以内で合致することを確認した0今後とも観測を継続し、大気中濃度の  
水準把掛変動要因の調査研究を行うとともに、分析精度の向上に努める。  
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図2 青森市における大気中85Kr濃度  

（青森市における試料の採取は、青森県原子力センターによる。）  
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Ⅰ－4 環境省における環境放射線等モニタリング調査について  

環境省環境管理局大気環境課  

工藤蕃史、中野雅夫、関荘一郎  

1．緒言   

環境省では離島等を含む12カ所の国設酸性雨測定所において、空間γ線  

線量率並びに大気浮遊じんの全α・全β放射能データのオンライン収集及び  

監視及び大気浮遊じん、大気降下物、土壌及び陸水の核種分析を行っている。  

本稿では、平成15年調査結果を報告する。  

2．調査研究の概要   

次の12カ所の測定所において調査を実施した。  

利尻（北海道）、竜飛岬（青森県）、筑波（茨城県）、佐渡関岬（新潟県）、  

越前岬（福井県）、伊自良湖（岐阜県）∴ 隠岐、蜂竜湖（以上島根県）、梼  

原（高知県）、対馬、五島（以上長崎県）、辺戸岬（沖縄県）  

1）自動モニタリング   

①調査内容  

測定所に放射線自動測定装置を設置し、環境省及び関係地方公共団体  

とオンラインで接続・自動送信する監視測定システムを用いて、空間γ  

線線量率並びに大気浮遊じん中の全α・全β放射能濃度の測定を行い、  

平常時の放射線レベルやその変動特性等の解析を行った。   

②調査結果  

調査結果を表1に示す。空間γ線線量率は、文部科学省が実施した環  

境放射能水準調査の変動範囲内であった。また、全α・全β放射能濃度  

は、原子力施設周辺の環境放射線調査の変動範囲と同程度であった。  

表1． 自動モニタリング調査結果（平成15年1月～12月）   

空間γ線線量率（nGy／h）  全α放射能濃度（10‾6Bqんmざ）   全β放射能濃度（10一日Bq／Gmd）  

最小値   最大値   平均値   最小値   最大値   最小値   最大値   

利尻   6  70   14   0．019   3．0   0．024   3．8   

竜飛岬  19  71   28   0．038   2．6   0．044   3．1   

筑波（5月14日より）   31   95   33   0．042   2．0   0．Of汀   2．7   

佐渡関岬   18   66   23   0．075   2．3   0．095   2，6   

越前岬   16   80   25   0．047   1．5   0．083   2．2   

伊自良湖   38   110   53   0．12   11   0．14 17   

隠岐   39   82   43   0．028   2．7   0．040   3．7   

播竜湖   46   120   54   0．064   7．1   0．070   8．4   

梼原   23   68   30   0．0076   2．6   0．0081   3．4   

対馬   31   87   35   0．027   1．9   0．048   2．5   

五島   26   69  30   0．0078   1．9   0．0065   2．4   

辺戸岬   21   65   24   0．0082   2．1   0．014   2．6   

対照データ   6   130   34   0，0071   20   0．0056   26   

出典   環境放射線等モニタリング調査結果（平成14年1月一12月）   
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2）核種分析   

①調査内容  

測定所又は測定所周辺  

において、表2に示す環  

境試料を定期的に採取し、  

90sr 及び137cs の放射化  

表2  核種分析の対象試料   

学分析並びにγ線スペクトロメトリーによる測定を行った。  
②調査結果   

137cs濃度の放射化学分析結果を表3に示す。大気浮遊じん、大気降下   
物、土壌、陸水についてはいずれも平成5～14年度の環境放射能水準   
調査の変動範囲と同程度であった。筑波の河川水からは微量の137cs が   
検出された。最近の河川水から137csが検出されることはほとんどない。   
この試料を蒸発濃縮した際に析出した乾固物が19．2gと他の地点の約2   
倍であった。河川に流入する水が多くの塩を溶かしていると考えられる。  

表3 環境試料の核種分析結果（137c＄濃度）  

（平成15年1月～12月）   
試料各  大気降下物  土壌（Bq／トg乾土）  陸水  

くmBq舟3）  （MBq／如2／3カ月）  採取深度  （mBq／L）  

最小値  最大値  最小値   最大値  0一一5¢m  5一－20cm  試料名  

利尻   ND  ND   ND   0．13  

竜飛岬   ND   ND  
或波（4月1柑より）  ND   ND  5⊥1   2．′0  河川水                                    0，29   

催疲関岬   ND   ND   ND   0．055   61   29   河川水  

越前岬   ND  ND  

伊自良湖   ND   ND  

隠岐   ND   ND   ND   0．072   58   1 湖沼  

蟻竜湖   ND   ND  

梼原   ND ND  

対馬   ND   ND  

五島   ND   ND  ND   0月39  

辺戸岬   ND   ND  2．5   2．3  河川水   

環境額射能  
ND  0．0055   

水準調査  
ND  0．99 （MBq／km2／月）  ND′－150  ND′－61  陸水  ND′・′3．0   

－：調査せず NP：検出下限以下  

90sr濃度については、大気降下物 NI）～0．63 MBq／km2／3 カ月、土壌（0  

～5cm）NI）～5．8Bq／kg乾土、陸水0．33～3．2mBq／Lであった。いずれも、  

平成5～14年度の環境放射能水準調査の変動範囲と同程度であった。  

3．結語   

原子力施設事故時等に放出される放射性物質及び放射線の影響を検出する  

ためには、平常時からバックグラウンドレベルを正確に把握し、異常値を早  

期に検知できる体制を整備しておく ことが重要である。当省では今後も調査  

を継続し、データを集積・充実させると と もに、監視システムの機能向上等  

によ りモニタリ ング体制の強化を図っていく。  
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Ⅰ－5 高空における放射能塵の調査  

防衛庁技術研究本部 第1研究所  
佐藤美穂子 林 英之  

遠藤  拡  小林松男  

1．緒言   

1961年以来、放射能による環境汚染調査の一環と して、我が国   

上空の大気浮速塵の放射能に関する資料を得るため航空機を用い   

て試料を採取し、全β放射能濃度及び含有核種の分析を行ってき   

た。本稿では、前報に引き続いて2003年度に得た測定結果につい   

て報告する。  

2．調査研究の概要   

1）試料の採取  

北部（宮古東方海上 

茨城県及び福島県沖海上）及び西部（九州西部海上及び北部  

海上）の3空域において航空機（T－4 中等練習機）に装着し  

た機上集塵器（Ⅱ型）によ り試料を採取した。採取高度は、  

各空域とも10km及び 3kmである。エレクト レットフィルタと  

繊維状活性炭布から構成されている放射性ガス捕集用ろ材  

を使用し、高空における放射能塵と同時に放射性ガスを捕集  

した。図1に使用した機上集塵器（Ⅱ型）の概要を示す。  

図1 機上集塵器（Ⅱ型）の概要図  

2）測定方法  

試料の採取に用いたろ材のエレクトレツトフィルタは2等  
分し、半分は灰化して全β放射能測定用と．し、残り半分は、  
γ線機器分析用とするためそのまま、60mm¢×5・5mmh の円板  
状に圧縮成形した。また、ろ材の繊維状活性炭布は100mm¢  
×50mmhの円柱状に圧縮成形してγ線機器分析の試料と した。  
全β放射能測定における比較線源には U308 を使用したo Ge  
半導体検出器のピーク効率は寒天基準容積線源及び活性炭  

基準容積線源を用いて求めた。  
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3）調査結果  

2003 年4月から 2004年3月 までの間における全β 放射能  
濃度の測定結果を図 2 に示す。本期間での高度10km で採取  

した試料の全測定値の平均値は 0．6mBq／m3である。2001、2002  

年度はそれぞれ 0．9mBq／m3、0．7mBq／m3であ り、気象要因等に  

よる変動幅内の値である。また、今期間中に採取した単一試  

料の γ 線スペクトル分析からは人工の放射性核種は検出さ  

れていない。γ線スペクトル分析で検出された宇宙線生成核  

種 7B e は成層圏に多く 存在する もの と考えられるが、その  

濃度の変動を図 3 に示す。また、放射性ガス（ガス状放射性  

ヨ ウ素）はいずれの試料でも検出されなかった。  
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図 3  7B e 放射能濃度  

3．結語  

本期間の上空大気中の全β 放射能濃度は前年度と ほぼ同 じであ   

り、季節的変動も前年度と 同様に少な く なっている。これは、過   

去の核実験等によって発生し、成層圏内に滞留 している放射性物   

質が少な く なったため と考えられる。しかし、環境放射能汚染監   

硯のため引き続き調査が必要と考え られる。  
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Ⅰ－6 都市環境中における放射能モニタリングに関する調査研究  

国立保健医療科学院  

山b 一郎、寺田 宙、杉山 英男  

1．緒言   

都市における放射性核種の利用は多様化し、天然環境下での自然放射性核種やフォール  

アウト等による人工放射性核種被曝だけでなく、人為的に高められた天然核種を含むサ般  

消費財の使用、医療における核医学診療など、公衆等への放射性核種の曝露の機会が増え  

ている。また、放射性核種を用いたテロへの備えも必要とされている。このような状況を  

踏まえ、想定外の環境汚染時へのモニタリングのあり方についても検討が求められている。  

一方、都市の下水には、産業廃水、家庭廃水、雨水などが流入するために、都市環境中に  

放出された各種の放射性物質のモニタリングを行いうる場所であると考えられる。   

これまで試みられた下水処理施設における放射能モニタリングでは、検出される人工核  

種のほとんどが核医学診療由来とされている。医療における放射性物質の使用は検診での  

核医学の利用が増大しつつあることからも今後さらに増加することが想定される。   

また、自然放射性物質を含む鉱物等にはもともと放射能濃度が人工放射性物質に対する  

法令規制基準を超えるだけでなく、製品化の過程で残渡や副産物において、意図せずに天  

然核種の比率が高まる可能性がある。これらの処理産物は一般消費財として生活環境に流  

通している。さらに、下水道事業においては、資源の再利用が課題とされ、処理水を尿尿  

処理場の希釈、車両などの洗浄、水路維持用水、清掃工場の冷却水、散水、工業用水やビ  

ル冷暖房に有効利用する試みが展開されている。このうち、下水汚泥については、乾煉汚  

泥の活用などが模索され建設資材化については既に事業化されている。しかし、自然放射  

性物質が含まれるということを前提とした設備対応や継続的な分析は実施されていない。   

以上より、下水処理施設における放射能モニタリングの必要性を検討するための予備調  

査として、1）下水処理施設における放射能の現状把捉、2）都市における人工核種の利用が  

増加した場合の下水処理施設への放射性核種の流木およびモンテカルロ法を用いた下水処  

理場内の放射線量の予測を試みた。  

2．調査研究の概要  

1）下水処理場から検出される放射性物質の現状   

神奈川県内のA，B下水処理場より、焼却灰、放流水、流入水、汚泥を採取し、ゲルマニ  

ウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリーを行った。焼却灰および汚泥は採取  
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した状態で計測し、放流水と流入水は磁性皿に入れガスコンロ上で過熱し、蒸発させ減容  

後計測した。測定の結果（重量は採取状態）、1）焼却灰からは自然放射性核種としてウラ  

ン系列及びトリウム系列が検出された。その放射能は、238u：0．037±0．0008Bq／g，232Th：  

0．062±0．001Bq／g程度であった。また、40K，7Beも検出された。採取直後の計測では医  

療由来の人工核種が検出された（67Ga（半減期3．3日）：0．1Bq／g，201Tl（半減期73時間）：  

0．3Bq／g）。2）放流水および流入水からは、測定前処理が長いこともあり医療由来の人工  

核種は検出されなかった。3）汚泥からは、医療由来の核種として、A下水処理場では67Ga：  

0．01～0．03Bq／g，201Tl：0．02～0．08Bq／g、B下水処理場では67Ga：0．01～0．07Bq／g，201Tl：  

0．04～0．07Bq／g，131工（半減期8日）：0．005～0．008Bq／g，99mTc；0．03～0．1Bq／g（半減  

期6時間）が検出された（試料は2003年10～11月にそれぞれ5回採取した）。  

2）下水処理場に流入し貯留する人工放射性核種の放射能の試算   

核医学施設で事業所総排水量を考慮し貯留槽を設けない排水管理や管理区域からの退出  

基準適用例を想定し、下水処理場に流入し貯留する放射能を試算した。核種は131Ⅰと 柑F  

を対象とした。事業所等での排水後の下水処理場への到達時間は50分とし、全て汚泥で  

補足されるとした。13】1Ⅰは患者への投与量を5．7MBq／k臥 下水への混入率100％、下水処理  

場管内での1日の投与患者を1人とした。18Fは患者への投与量を3．7MBq／kgとし、撮像ま  

での待ち時間40．分、撮像前の排泄率20％とした。また、下水処理場管内での撮像装置数を  

10台とし、1台あたり1日10人の患者を検査するとした。この設定では70kgの患者一人  

あたりの下水処理場に流入し貯留する18Fは15MBqとなる。放射性核種は厚さ3mの水等価  

汚泥に均等に分布するとし、汚泥表面から5mの距離における 3月間の放射線畳を光子及  

び電子・陽電子のモンテカルロ法による輸送コードであるElectron Gamma Shower Code  

Version4で計算した。下水処理場に流入する人工核種が増加した場合でも放射線畳は131Ⅰ：  

32〃Sv／3月間、ほF：2．9〃Sv／3月間であった。  

3．結語  

1）下水処理場からの焼却灰の再資源利用は、下水処理場に涜入する自然放射性核種が生  

活環境由来であり】31丁の混入も極めて少ないことから、少なくとも通常時については放射  

線防護上の問題は小さいと考えられた。また、放流水の再利用についても放射線防護上の  

障害は小さいと考えられた。  

2）医療由来の人工核種の下水処理場への流入が今後増加したとしても想定した範囲内で  

は、下水処理場職員の被曝のリスクは十分に小さい。⊥方、放射性物質については、クリ  

アランスレベルの導入が課題とされている。クリアランス制度の円滑な導入・定着には排  

出振モニタリングだけでなく環境モニタリングが有益であることも考えられた。  
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Ⅰ－7 土壌および米麦子葉申の放射能調査  

（独）農業環境技術研究所  

山口紀子、駒村美佐子、粟島克明、藤原英司、木方展治  

1．緒言   

昭和32年以来、農耕地（水田。畑）土壌およびそこに栽培生産された米麦子実を対象とし、降下放  

射性核種による汚染状況とそれらの経年変化の定点調査を実施してきた。過去の原水爆実験・事故に由  

来する人工放射性核種は減少傾向にあるものの、今なお環境中、特に土壌に残存しており、米麦子実へ  

吸収されていることが示されてきた。今回は平成15年度に収穫採取された試料について90鮎と187Cs  

の分析を行った調査結果を報告する。  

2．調査研究の概要   

前年度と同様に、全国の独立行政法人および公立農業試験研究機関の特定ほ場から、それぞれの収穫  

期に採取された水田・畑作土および水稲。小麦子実に含まれる90Srと187Csの分析を、公定法に準じ  

ておこなった。土壌については風乾紳士として100gを熱処理した試料、玄米・玄麦については1．5kg  

を電気炉で灰化した試料から90Srを酸抽出後、発煙硝酸法により分離精製し、27てガスフロー低バッ  

クダラウン測定装置でβ線の測定をおこなった。13TCsについては、土壌は風乾細土として40～60gを、  

玄麦1．5kg、および白米3kgは灰化・粉砕後にプラスチック製の測定容器に充填し、γ線スペクトロメ  

トリにより土壌については8～16万秒、米麦子実については24万秒測定した。  

3．結果の概要  

①農耕地土壌：平成15年度の収穣期に、畑および水田ほ場から採取した作土（表層から10～15cm）  

中の90針と1即Cs含量を表1および表2に示した。90鮎含量軋全国平均で畑土壌′1．8 ± 0．13  

Bq／kg、（196±15MBq肱m2）、であり、平成13年度の全国平均値2．4±0．15Bq肱g（254±19MBq収mり  

に比べわずかに減少していた。137Cs含量の全国平均値は、畑土壌で7．6±0．23Bq戊g（868±26  

MBq肱m2）、水田土壌で6．5土0．22Bq悔（751土26MBq肱mりで挙り、平成13年度の全国平均値、9・0±  

0．36Bq／kg（1031±41MBq／km2）および7．8±0．30Bq／kg（885±34MBq／km2）、平成14年度の全国平  

均値7．8±0．23Bq月瑠（894±261MBq／kmりおよび7．8±0．軍2Bq鶴（877士25MBq戊mりと比較し、若  

干の減少傾向にあった。  

②米麦子実：平成15年度に収穫した玄麦および白米中の90Srと1椚Cs含量を表1および表2に示した。  

90Srは全国平均で、玄麦145±9mBq肱g、白米5．9±1．9mBq此gであり、玄麦146±13mBq肱g（平  

成13年度）白米18±3．2mBq肱g（平成14年度）と比較し、若干の減少傾向にあった。137Csは全国  

平均で玄麦、29±1．7mBq／kg、白米12±0．8mBq肱gであり、平成14年度の全国平均値、玄麦25±  

1．5mBq／kg白米17±0．7mBq化gと同水準であった。  

③米麦子実中90Sr、137Cs含量と土壌中含量の関係（図1）  

畑土壌中90Sr含量の多い土壌で生育した小麦ほど、90Sr含量が高い傾向が認められた侃2＝0．80）。土壌  

中を比較的移行しやすい90Srの玄麦への移行は、土壌の種類にはそれほど依存せず、土壌中に残存す  

る90Srの全量に支配されると考えられた。一方、玄麦中187Cs含量および白米中の90Sr・137Cs含量に  

っいては土壌中含量と明瞭な相関が認められず、土壌中の核種の全含量だけが、米麦子実への核種の移  

行レベルを支配する要因ではないことが示唆された。  
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4．結語   

平成15年度に収穫採取した農耕地（水田・畑）土壌および米麦子実中の90Srと137Csの核種分析を  

行った結果、両核種とも引き続き減少傾向を示しながら推移していることが示された。  
表1 玄麦および畑作土の90Srと137Cs含量  

平成15年度   

収穫  90Sr  1a7Cs  

（採取）  玄 麦   畑土壌  玄 麦   畑土壌  
試料採取地  日   晶琴名                         mBq戊g  Bq／kg  MBq肱m2  mBq／kg  Bq／kg   MBq／km2   

札 幌（北海道）  7．18  ホクシンコムキ◆  1do±8  2．8±0．14  B18±2王≧  84±B．3  8」5±0．25  1012±80   
盛 岡（岩事）  7．16  キクカミコムヂ  319±18  4．4±0．19  245±20  54±8．0  16．1±0．37  1483±34   
古 川（宮 城）  7．9  シラネコムキ寸  77±8  1．2±0．12  200±19  86±2．1  7．3±0．25   938士30   
水戸（茨 城）  6．17  ツルヒ●ヵリ  66±8  1．7±0．14  216±16  20±1．1  5．8±0．17  517士16  
つくば（茨 城）  6．12  農林61号  184±9  1．4±0．15  167±16  1±0．6  6．9±0．24  716±24   
熊谷（埼 玉）  6．12  農林61号  ．55±8  0．87±0．10  84±15  6±0．7  3．5士0．14   443±17   
山 陵（岡 山）  6．1  アサカコ○－ルド  26±6  0．32±0．09  89±18  14±1．3  5．4±0．16  967±29   

平 均  145±9  1．8±0．13  196±15  29±1．7  7．6±0，23  868±26   

表2 玄米・白米および水田作土の90Srと137Cs含量  

平成15年度   

収穫  90ST   187C8  

試料採取地  （採取）日  品種去  白 米  白 米   水田土壌  

mBq／kg  mBq及g  Bq此g   MBq／kn2   

札 幌（北海道）   10．7  8．7±0．娼   650±29   
秋 田（秋 田）   9．27  アキタコマチ  14．1±2．1  8±0．8  9．2±0．88   897±37   
大 曲（秋 田）   9．21  アキタコマチ  7．4±2．0  69±2．8  5．7±0．15   461±12   
金沢（石 川）   9二10  コシ酬  0．5 ±2．6  4±0．4  3．5±0．21   506±81   
鳥 取（鳥 取）   9．17  コシヒ呵  乱9 ±1．9  6士0．8  13．8±0．22   2256±87   
盛 岡（岩 手）   9．25  アキタコマチ  4．9±1．8  17±1．0  10．6±0．24   889±19   
古 川（宮 城）   10．2  ヒトメホ●レ  3．3±2．2  9±0．8  8．0±0．35   925±40   
水 戸（茨・城）   9．17  ユメヒタチ  9．4±2．1  2±0．4  1．2±0．06   182±6   
つくば（茨城）   9．17  コ咋即  1．4士1．9  6±0．5  8．9±0．11   889±11   
双 葉（山 梨）   8．27  ハナエチセ◆ン  1．9±1．8  4±0．6  2．5±0．12   310±15   
羽曳野（大 阪）   10．5  葬り晴  7．6±2．1  4±0．6  4．5±0．22   513±25   
山 陽（岡 山）   10．11  吉備の華  7．8±2．0  2±0．4  6．3±0．30   12a8±59   
筑紫野（福 岡）   10．11  ツタシロマン  4．8±1．9   7±0．7  6．0±0．15   643±16   

平 均  5．9±1．9  12±0．8  6．5±0．22   751±26   
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図1：米麦子実中90Sr、137Cs含量と土壌中含量の関係  
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Ⅰ－8 90sr、聞C＄の土壌中深度分布の実態調査  

（独）農業環境技術研究所  

山口紀子、駒村美佐子、粟島克明、藤原英司、木方展治  

1．緒言   

昭和32年以来、農耕地（水田・畑）土壌の作土層の降下放射性核種による汚染状況とそれらの経年  

変化の定点調査を実施してきた。核爆発実験に伴うフォールアウトの最盛期から40年以上が経過した  

現在、作土層中に含まれる90Srおよび137Cs含量はそれぞれ全国平均で最盛期（1963年）の約6％およ  

び17％にまで減少した。作土層中の90Sr、137Cs含量の減少は、放射性壊変だけではなく、下層土への  

浸透にも起因する。農耕地土壌における下層土への90Srおよび187Csの浸透特性は、Sち Csおよび土  

壌の物理化学的性質および圃場管理により決定付けられるものである。今回は鳥取県農業試験場および  

宮城県農業センターより深度別に採取した土壌試料について90Srと137Csの分析を行ちた調査結果を  

報告する。  

2．調査研究の概要   

経年変化を調査している全国の独立行政法人および公立農業試験研究機関の特定圃場のうち、鳥取県  

農業試験場（鳥取県鳥取市）および宮城県農業センター（宮城県名取市）の水田より深度別に土壌を採  

取した。土壌はいずれも細粒質灰色低地土である。作土層より下層は1～10cmきざみに約90cmまでの  

土壌を採取した。土壌中の90Srと187Csの分析は、公定法に準じておこなった。90Srは熱処理した風  

乾細土100gから酸抽出後、発煙硝酸法により分離精製し、2冗ガスフロー低バックダラウン測定装置  

でβ線測定をおこなった。137Csは、風乾細土40～60gをスチロール製の測定容器に充填し、γ線スペ  

クトロメトリにより8～16万秒測定した。今回測定対象とレた土壌の層位別の理化学性を表1に示し  

た。  

3．結果の概要   

図1に90Srおよび1B7Csの土壌深度別濃度を示した。137Csに比べ90Srは、より下層まで浸透して  

いた。測定をおこなった土壌の理化学性のうち固相率のデータが欠捜しているが、仮に固相率が全土層  

で等しいとし、全土層に分布する90Srと137Csの全量に対する作土層に残存している核種の割合を計  

算した。鳥取土壌の90Srでは15％、137C8では53％、宮城土壌の90鮎では21％、137Csでは34％が  

作土層に残存していた。両地点の土壌はいずれも細粒質低地土であるが、鳥取の水田圃場と比較し、宮  

城の水田圃場は、陽イオン交換容量が高く、陽イオンを保持する能力の高い土壌である。宮城土壌で  

90Srが作土層に残存している割合が高いのは、土壌の陽イオン保持能が高いことが関連すると考えら  

れた。一方、137Csは、鳥取土壌の方が作土層への残存割合が高かった。一般にCsは土壌中の粘土画  

分に強く保持されると考えられているが、粘土画分の占める割合は、鳥取土壌に比べ、宮城土壌の方が  

高く、土壌の137Cs保持能はむしろ鳥取土壌の方が高いと考えられる。水田土壌の物質移動では、水に  

溶解した物質の水移動に伴う移動に加え、亀裂を介し、微細粒子に保持されたまま物質が移動する経路  

も重要である。特に水田土壌においては、微細粒子に保持された187Csの移動が、下層土壌への移行の  

重要な部分を占めると考えられた。  
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4．結語  

今回測定した土壌においても、90Sでは137Csに比べ、より下層へ浸透する傾向にあることが示された。  

これら核種の下層への浸透特性は、土壌の物理化学的特性に大きく依存すると考えられる。今後、さら  
に分析事例を増やし、90Srと137Csの下層土への浸透特性を決定付ける要因を明らかにする。  

表1採取土壌の理化学的性質  

粒径組成（w蛸）  交換牲爆イオン（¢mOIノk由   

シルト 粘土  
0．0之′｝  0．002  

0．002m mm   

m   以下  

リン酸 粗砂  細砂  
吸収  2．0”  0之～  
係数  0．2mm O．02mm  

麻植 曝イオン  
交換容量 CaO MgO K20 Na20  

％  GmOlノkg  

層位別  有機  

深さ  炭素  
（8m）  ％  

土性  

33．2   39．5   23．6  0L   

34．9   3乳9   22   CL   

29  40．1  29．7  LiC   

26．8   ヰ0．4   32．2  LiC   

32．1  42   25．7  LiO  

0，1〉  660   3．7   

0．1  620   3．2   

0．1  640   1．2   

0．1  850   0．6   

0．1  620   0．2  

13．5   7．7  1．8  0．4   

11．3   9．8  2．1  0．3  

12．3  9．5   2．8  0．3   

13．1  9．5   2．9  0．2   

12．1  7．8   3．了  0．3  

0”14  1．了8  3．03  

鳥取県14～27 1・06 1・83  

農業  27～33  0．了3 1．26  

試験場  33′｝37  0．了6  1．31   

3了■－   0．38   0．66  

21．1   31．6   44   LiC   

21．4   33．7  43．3  LiC   

19，3   3ヰ．1  45．2  日C   

lO．3   3之．ヰ   57   日O   

18，7   33．5  47．3  日O  

3¢．8   30．4  30，9  LiC   

0．5  1540   3．4   

0．6  1500  1．6   

0．6  1510  1．4   

0．8  1610   0．3   

0．8  1610   0．5   

0．7  1720   1．9  

6．1  0．5   

8，9  0．5   

了．ヰ  0．4   

11．8  0．4   

14．8  0．4   

12．5  0．4  

37．7   22．9   

35．8   25．0   

35．3   25．2   

52．3   38．5   

6g．0   52．6   

46．1   31．1  

0■－15   2．11  3．65   

15′〉20  1．了7   3．05   

20■－38 1．了9  3．08  宮城県  

農業  
センター 38～64 2・26  3・9  

64へ′84  4．03  6．96  

84■｝90  1．4了   2．53  

核種含量 Bq／kg  

lO O lO 20 30  

核種含量 Bq／kg  

lO O lO 20 30   

Osr  

リ  
．J         】  

137cs   （
∈
0
）
他
紙
 
 

（
∈
0
）
他
紙
 
 

宮城県農業センター水田  鳥取県農業試験場水田  

図1：水田土壌中90Srと137Csの深度分布  
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Ⅰ－9 世界の土壌【植物系における昭一の蓄積レベルと動態の把握  

－アメリカおよぴメキシコー  

（独）農業環境技術研究所  

木方展治、藤原英司  

1．緒言   

長寿命129Ⅰの地表面降下後の土壌および植物系における挙動、特に土壌蓄積性や浸透性  

などの動態は、気候や地形等の環境条件あるいは農業形態などで大きく異なることを、降  

下性で非放射性のほⅧ（以下ヨウ素）の土壌深度分布や各種作物中濃度レベルの全国的調査  

によって明らかにしてきた。本課題では、対象域を全世界に拡大し、寒帯から熱帯までの  

世界各地の土壌と植物を採取してヨウ素を分析し、我が国で得られたデータおよび知見と  

併せて解析する。   

本報では北アメリカ大陸のアメリカ合衆国カリフォルニア州とメキシコ高原地帯の土壌  

および植物について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）試料採取と分析法  

北米大陸のアメリカ合衆国およびメキシコ共和国の北緯18～390地域の土壌中ヨウ素  

と植物中ヨウ素について調査した。アメリカは西海岸カルフォルニア州の北緯330から北  

緯390の地域を対象とし、海岸から50～160km離れた海岸山脈の東側の地域（年降水量  

75～760mm、年平均気温15～22℃、標高・20～930m）7地点の調査を行った。この地  

域は冬に降雨が多い地中海性気候地帯の他、降水量が100mm以下の砂漠地帯も存在する。  

農耕地では不足する水分は潅漑によって補われている。またメキシコは北緯180 から北緯  

200 の標高960～2920mの高原地帯を対象とし（年降水量706～1115mm、年平均気温  
10～22℃、標高959～2920m）、海岸から100～210km離れた4地点の調査を行った。  

ヨウ素および塩素の定量は放射化分析法（化学分離法）で行った。  

2）調査結果   

表1にアメリカ。カリフォルニア州およびメキシコ高原地帯の土壌および植物中ヨウ素  

含量を示した。土壌表層土中払およびAo層）ヨウ素の平均含量は、カリフォルニアでは4．1  

±7．7mg鶴、メキシコでは4．1±2．1mg肱gであり、植物の平均含量はカリフォルニアで  
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は0．25±0．09mg／kg、メキシコでは0．18±0．13mg／kgであった。これは日本。本州の畑  

（主に黒ボク土と称されるアンディソル）の表層土平均が42．8mg／kg、そこに生育する作  

物の平均が0．74mg肱gであるのに比して、低い借であった。   

表1番号9のメキシコ・アンディソルは黒ボク土と類似した土壌であるが、ヨウ素含量  

は表層土5．7mg鶴、その上に生育する植物0．1～0．2mg此gとやはり日本より低い値であ  

った。   

表1番号8のメキシコ・モリソルは、塩水湖跡に生成した土壌pH（H20）が8．5を越える  

アルカリ土壌（ソロネッツ）であり、塩素含量は表層で346mg几、深さ78～104cm層で  

1080mg瓜（測定した全土層中の最高値）と高い値を示した（日本・本州の林地、畑等の表  

層土平均は116mg几）。またそこに生育する耐塩性草本植物の塩素食草は23，700mg几と  

非常に高かった（日本・本州の林地、畑等の植物平均は1380mg几）。しかしヨウ素含量は  

土壌表層で1．7mg几、深さ78～104cmで2．9mg瓜、耐塩性草本植物で0．22mg几と高  
くなかった。両対象地域におけるヨウ素含量と塩素含量の一次相関係数は、土壌のAおよ  

びAo層で0．190（n＝19）、対象全土層で0．026（n＝56）、植物で・0．170（n＝13）であり、いずれ  

も5％水準で有意の差は認められなかった。   

表1アメリカ・カリフォルニア州とメキシコ高原地帯の土壌および植物中ヨウ素含量  

温℃  

蕃  メキシコ（高原    地帯）土壌・植物  

号   植物名及び部位   乾物  
8  1¢  モリソル   Ap   0－18   1．7  

〈700〉  （ソロネッツ）  Bq   18－25   1．3  

【2糾0】  草原   2日y   25－45   1．0  
2Cknl   45－78   2．9  
2Ckn2   丁8－10ヰ   3．5  
砂層   135－145  0．ヰ5  

赤色層  145－195  1．6  
蔚塩穫草本茎葉   0．22。  

g  10  アンディソル  Ap  0－20   5．7  

く1039〉  牧草地  Bwl  20－50   ヰ．1  

【2920】  Bw2－3   50－85   10  
Bwヰ   

じやがいも 

く1115〉  採草地   15－29   7．2  

【970】  C   29－52   2．6  
Ck   52－70   

鋸卜110  5．5 0．1     オート麦幼 蘭「‾    隣接畑  Ap く  1 0－25   5．6     茎葉   0．2  10  23  インセプティソル  Ap  0－28  3．0   く837〉  畑地  Bt  28－ヰ3  2．9   【959】   8眈  ヰ3－59  3．3     B¢k  59－79  1．8     Ck  79－114  1．9     亨所官棄‾舶－■   0．025    隣接畑  Ap  0－15  1．8  山  2之  インセプティソル  A  0⊥15  8．6       Bw                       2．1     R  72－  四  

アメリカ（カリフォルニア州）土壌・植物  番 号  気温℃ く降水丑mm〉 【標高m】  土壌名・土地利用  層 位  深度（¢m）  ヨウ素濃度 m扉kg 乾物     植物名及び部位  ロ  之早 く89〉 【0】  アルフィソル 牧草地  Ap  【ト20  1．4     アルファルファ茎葉   0．092  2  18  アルフィソル  Ap  0－17  1．5   く250～3丁5〉  樹周地  BAt  1丁－28  1．8  
【8∞】  Btl  28－ヰ2   1，6  

B也  42－52   2．3  
B¢t  52－80   2．1  
¢qm  60－90   1．2  
C  90－117   0．73  

かんきつ葉  0．25  

隣接地  Ap  O－15  0．8ヰ   

a  1ヰ．9・｝16．5  アリデイソル   A   0－12   0．ヰヰ  

く75～375）  砂漠地   B  1之－30   0、19  

【930】  B¢  30－45  ヰ．0 0．8＄     砂漠硬筆本楯芋茎兼     ルオツ 
ーけヶシュ（潅木）   0．067  

隣接地  A  【ト10   4 
ヰ  19．3  エシティソル   Apl  Ot30   0．ヰ8  

く150〉  畑地   Ap2  30－50   0．69  

【210】  Cl  50－80   1．2  
80－120  1．9  

綿  0．18   
5  16  ヒストソル   OApl   0－5   2之  

く380〉  （黒泥土）   0Åp2  5－25   27  
【3】  牧草地   Oal  25－58   之2  

082  58－94   16  
Oa3  9ヰー130   3．7  
2Cl  0．45  

ジョンソ   

6  ⊥15  モリソル   3．1  

く780〉  樹園地   

【39】  Apl  0－7         Åp2  7－25  ・ 0．3ヰ      Ab  25－ヰ1  2．丁     Bwl  41－85  之．5     Bw之 ぶどう  85－105  2．9 0．21  
7  15  アルフィソル   Apl  0－10   2．0  

く760〉  樹園地   Ap2  10一之ヰ   1．8  

【甲】  Btl  24－50   之．2  

B也  50－75   1，0  
1．3  Bt3  75－100  
0．22  

試料採取は1994年7月、元農業環境技術研究所・乾田康一氏による  

土壌断面記載は第15回国際土壌科学会議エクスカーション資料（1994年）等  
による  

3．結語   

温帯で1000mm以下の降水量を有し比較的海に近いところに砂漠もあるアメリカ合衆  

国カリフォルニア州、および低緯度にあるが標高1000mを越すために気温がカリフォル  

ニアとさほど変わらないメキシコ高原地帯、両者のヨウ素含量は、土壌・植物とも日本よ  

りも低かった。またヨウ素含量と塩素含量との間に明らかな関係は見出されなかった。  
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Ⅰ－10 土壌および土壌構成成分のヨウ素収着能  

（独）農業環境技術研究所  

山口紀子、藤原英司、木方展治  

1．緒言   

原子力エネルギーの利用に伴い環境中への放出が懸念される放射性同位元素の中でも特  

に129Ⅰは、半減期が1600万年と長いことから減衰が期待できず、生態系のサイクルにと  

りこまれてしまうことが懸念される核種である。不測の事態における放射性ヨウ素の土壌  

への蓄積特性を精度よく予測できるよう備えるためには、土壌と強く結合しているヨウ素  

の形態は何であるかを調査する必要がある。本研究はバッチ試験と収着態ヨウ素のⅩ線吸  

収微細構造（ⅩAFS）から、土壌および土壌構成成分表面における無機態ヨウ素（Ⅰ‾，IO8‾）  

の収着。脱離挙動を解析することを目的とした。  

2．試験研究の概要   

収着媒として土壌（表層多腐植質黒ボク土の表層土、農業環境技術研究所内畑地より採  

取）およびギブサイトを用いた。供試土壌のヨウ素収着容量は、繰り返し平衡法により求  

めた。pH4または6に調整した0～400岬NaIO。，NaI溶液を土壌およびギブサイトに添加  

し、1～20日間反応させた。ヨウ素収着後の土壌およびギブサイトにpH7の0．01MNaNO3、  

NaNO2溶液を添加後24時間振とうし、ヨウ素の脱離量を測定した。また、ギブサイトの還  

元処理に伴う収着態ヨウ素の形態変化をⅩ線吸収端構造（ⅩANES）により解析した。  

3．結果の概要   

供試土壌のヨウ素収着容量を図1に示した。IO3‾の土壌への収着容量は、Ⅰ‾よりも著し  

く高かった。また、pHが高いほど、イオン強度が低いほ■どヨウ素の収着容量は高かった。  

圃場条件のpH、イオン強度範囲におけるIO3Ⅷ着容量は、約120mmol／kgであった。土  

壌およびギブサイトへのヨウ素吸着量は、pH4＞pH6、IO3【＞＞Ⅰ‾であった（図2，3）。土  

壌およびギブサイトに吸着したIO3‾のNO3‾による脱離量は、収着量の増加に伴い増加した  

が、0．01MNaNO。により吸着したすべてのIO。‾の回収はできなかった。還元作用を持つⅣ02‾  

の共存下では土壌およびギブサイトからのIO。‾の脱離量が増加した。また、反応時間が長  

くなると、土壌からのIO3▼脱離率が減少したことから（表1）、反応時間が長くなるにつれ、  

土壌表面のIO3‾は、より安定な形態が優先するようになると考えられた。   

還元作用を持つNO2▼の共存下では土壌およびギブサイトからのIO3‾の脱離量が増加した  

が、ギブサイト表面において、還元剤共存下で吸着態IO3‾がⅠ‾へ還元されることがIANES よ  

り示され（図4）、IO3‾からⅠ‾への形態変化が脱離量増加の原因であることが確認できた。  

4．結語   

土壌およびギブサイト表面においてIO3【は比較的強く吸着していると考えられた。還元  

環境下でヨウ素の溶脱量が増加するのは、吸着態IO3‾がⅠ‾に還元し脱離するためであるこ  

とがⅩANESによる解析により明らかとなった。  
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図3：ギブサイトへのヨウ素収着量  

表1：土壌およびギブサイトに収着したⅠ町の抽出率  

収着処理時間■    NO摘出（％） NO2潮出（％）   

土壌   1  56  69  

20日  35  36   

ギブサイト   1日  4．4 6・0   
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図4：土壌および土壌鉱物表面に収着したヨウ素のⅩANES  
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Ⅰ－11地表水中ヨウ素の濃度レベルと動態の把握  

（独）農業環境技術研究所  

木方展治、藤原英司、山口紀子  

1．緒言  

12㌔は地表面に降下後、一部は土壌下層へ浸透して再び大気中へ挿敬するが、  
残りは表面流去水とともに地表を流下し、河川や湖沼に流入し、やがて海に戻  
ると予想される。12㌔と類似の挙動を取ると考えられる121（以下ヨウ素）の表  
流水を中心とした水循環系の動態を把握する目的で、農地の水管理に伴う地表  
水のヨウ素濃度変化および全国の代表的河川や湖沼水のヨウ素濃度レベルの把  

握等を行う。本年度は、日本では最大級の水田地帯や畑地帯が存在し、かつ現  
在でも植物遺体が広範囲に蓄積している人為の影響の少ない湿原地帯も存在す  

る北海道を対象地域とした。  

2．調査結果の概要  

1）調査河川■方法   

空知、石狩地方の一大水田地帯を流下する北海道で最も長い流路長と流域面  
積を持つ石狩川、小麦・ ・てんさい・とうもろこし・豆類等の畑作地帯  

を流下している北海道2 面積を持つ十勝川、森林・原野が流域の85％  
を占め、北海道2位の流路長を持ち、下流域で泥炭地を流下した支流が合流す  
る天塩川、上流は   配粗服相即蜘謝鯛  

酪農地帯になってお  

り、中下流で日本第1  
の湿原地帯を流下す  

る釧路川および釧路  

川と同じ酪農地帯を  

流下するが、湿原の影  
響は殆ど無い阿寒川  

を対象河川とした。図  

1に北海道の各自治  

体における水田面積  

の割合を示したが、十  

勝川、釧路川、阿寒川  
の流域には水田は存  

在しない。採取は原則  

として河川に架かる  

橋の中央から表層  
30cmまでの深さの水  

を採取した。ヨウ素の  

図1北海道主要河川周辺自治体における  

全面積に対し水田の占める割合  
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国土軸甥院承腰平1ヰ捻披芳149号   

KEN帆ÅP6より作成  

℃ 

0  

分析はICP－MS  

質量分析計（二重  

収束型あるいは  

四重極型）を用い  

て行った。  

2）調査結果   

図2に各調査  

地点におけるヨ  

ウ素濃度を円（半  

径に比例）で示し  

た。石狩川では上  

流域のヨウ素濃  

度は1〃g／L以  

下であるが、水田  

地帯を流下した  

後の下流域では  

10〝g瓜を越え  

る値を示した。水  

田かんがい期の  

方が、非かんがい  

ヨウ素濃度   

；0．2〟g／L  

o L；り用／L  

O；10〟g／L  

O；3叫g／L  

100   150  200kn   0  50  

図2 北海道主要河川におけるヨウ素濃度   

表1潅漑期と非渾漑期のヨウ素濃度の比較  期よりもわずかに高いヨウ素度を  

示した（表1）。流域に水田のない  
十勝川では、下流域でも5〃g瓜  
以下であった。釧路湿原を流下す  
る釧路川では、湿原終端部におけ  
るヨウ素濃度が高く、30〃g几を  
越える箇所があった。一方、近傍  
にあり湿原を持たない阿寒川では、  

ヨウ素濃度が流下につれて上昇す  

る顕著な傾向は見られず、下流域  
でも5〃g几以下であった。天塩  
川でも流下につれて上昇する顕著  

な傾向は見られなかったが、泥炭  
地のあるサロべツ原野を流下する  

支流のサロべツ川のヨウ素濃度は、  
10〟g几を越える借を示した。  

3．結語  

単位；〟g／L   

石狩川（水田地帯流下   十勝川（畑地帯流下）  

採取位置        濯鱒期  非潅漑期  潅漑期非潅漑期 相当期相当期   

1上流   く0．2＊   く0．2＊  

2l   0．2   0．4  

3 t   0．5   く0．2＊  

4l   1．2   0．6  

5 t   2．9   2．8  

6l   3．0   2．6  

7I   4．2   3．6  

81   5．0   4．4   3．5  2．9   

91   14．8   13．8   2．8  2．4   

10下流   15．0   12．0   1．7  1．8   

平均値   4．7   4．0   2．7  2．4   

標本標  

準偏差   
5．6   4．9   0．9  0．6   

＊；平均値等の計算時には0．1を当てはめた   

以上の結果は、河川水のヨウ素濃度が高まる1要因は、還元状態にある土壌  
からの溶出であることを示唆する。  
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Ⅰ－12 チェルノブイリ事故地域における放射性核種の  

河川による運搬量の推定  

日本原子力研究所  

松永 武  

1．緒言   

チェルノブイリ事故による環境中の放射能汚染の特徴の1つとして河  

川流域の汚染が生じたことがあげられる。チェルノブイリ発電所は，冷  

却水を得るために，ドニエプル川の支流河岸に立地している。同事故の  

ために，この支流を含む一帯が発電所からの放射性物質により高度に汚  

染した。本報告では，この高度汚染地域からの放射性核種の河川による  

年間運搬量を既報データ1）に基づいて推定し，土壌の放射能汚染が河川  

等の表面水の汚染に対してどのように影響を与えるかを考察した。   

2．調査方法   

本報告の運搬量とは，発電所が面するドニエプル州の支流（プリピァ  

チ川）において，発電所から下流20kmの地点における監視定点を通過す  

る放射性核種の量（核種濃度Ⅹ河川流量）を意味する。現地では，事故  

以来，周辺環境の放射性核種レベルの監視が続けられている。河川に関  

する監視データは，137cs，90sr の河川水中核種濃度と河川流量の観測日  

ごとの数値を含んでいる1）。まず，年間30－80日のこれらのデータにつ  

いて，内挿によって，年間にわたる日データを作成した。つぎに，1日  

ごとに，河川水中濃度と河川流量を乗じて，日運搬量を求めた。最後に，  

日運搬量を1年間にわたり積算して年運搬量とした。239・240puについ ては，  

この事故地域の河川水中懸濁態の239・240 pu濃度 と137cs濃度が見かけの上  

で相関を有すること 2・3）を利用して，137csの河川水中濃度から，239・240 pu  

の運搬量を推定した。用いたデータの制約から，137csについては，河川  

水中の懸濁態・溶存態別に，90sr については形態区別のない全成分につ  

いて，239，240puについては懸濁態のみについて評価した。   

3．結果と考察   

事故の起きた1986年以降1999年までの放射性核種運搬量の推定結果  

を図1に示す。同図には運搬量評価地点における河川の年間平均流量も  

示した。この図から下記の特性を見いだすことができる。  

（1）運搬量の年次推移   

事故の起きた1986年においては，137csが主体であった。これは，事故  

時の発電所近傍地域への放射性核種沈着量の大きさをそのまま反映した  

結果である。137csの運搬量は1年で大きく低下して，1988年以後は90sr  

の運搬量が最も大きい。1986－1999年にわたる，プリピァチ州による運搬  

量の積算値は，137cs（全成分），90sr（全成分），239，240 pu（懸濁態）で そ  

れぞれ1．2Ⅹ1014Bq，1．5Ⅹ1014Bq，8Ⅹ1012Bq と推定された。比較として，  
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137cs（金成分），90sr（金成分），…・240puの高度汚染地域の土壌中存在  
量（1997年時点）は，それぞれ5．6Ⅹ1015Bq，2．6Ⅹ1015Bq，1・3Ⅹ1014Bq（241Am  

を含む）と報告されている。  

（2）核種別の運搬特性   

図1から，90sr の年間運搬量は年間平均河川流量と呼応する形で，変  
動していることがわかる。一方， 137csでは，このような流量対応は静め  

られない。このことは次のように解釈できる。調査地域の河川の年間平  

均流量は，春季の雪解けに伴う出永，あるいは長雨という季節的因子に  

ょり増減する。特に，雪解けの季節は，上流からの河川水が，比較的低  

地である発電所近傍の河岸の土地を冠水させる。元素として可溶性の高  
い90srの一部は，その機会に土壌から水に溶けるために河川に移行する  

量が増加する。13Tcsでは土壌粒子への吸着性が大きいために，90srのよ  

うな挙動とならないと推察される。それに対して，日本国内の山地流域  
では，降水が土壌粒子の浸食移動を誘導するので，137cs の河川運搬量と  

河川流量との間に相関が成り立ち，このチェルノブイリ事故地域河川と  
は応答が異なる4）。  

4．結語   

この報告では，チキルノブイリ事故事例における河川流出という経路  

の寄与を運搬量という数値で定量的に明らかにした。また，対象核種の  

元素特性，環境条件に応じた核種の存在形態とその経時的変動，汚染の  

空間分布，地域特性に応じた降水の働き，とい 

種の河川移行に関わることが見いだされた。このことは，土壌一河川とい  

う複合系における放射性核種の長期的挙動を予測するためには，地形・  

降水等の空間的・時間的因子を表現できる，V、わゆる分布型の放射性核  

種移動モデルの開発5）が求められることを意味している。  
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Ⅰ－13 青森県内の太平洋側、日本海側、自由大気中における  

7Beおよび210pbの大気降下量および大気中渡度の変動  

財団法人 環境科学技術研究所  

川端一史、赤田尚史、長谷川英尚、  

築地由貴、近藤邦男、稲葉次郎   

1．緒言   

現在青森県六ヶ所村において建設が進められている核燃料サイクル施  

設が完成し、操業を開始すると、当該施設から放射性物質が、大気へ直  

接または海洋を経由してもたらされることが予測される。青森県が六ヶ  
所村で実施している環境放射線モニタリングにおいて、平成13年度第三  
四半期、大気中全β放射能濃度が第一および二四半期に比べて高く、か  
つ平常の変動幅を上回る状況が観測された。当研究所構内において測定  
した天然放射性核種でβ線放出核種である210pbの大気中濃度に、夏季  
に低く、冬季に高い季節的変動傾向が認められた。この季節変動傾向と  
環境放射線モニタリングで観測された大気中全β放射能濃度の変動傾向  

と比較した結果、両者間の傾向はほぼ一致した。このことから、大気中  
全β放射能濃度の変動要因の一つに210pbの変動が関与していると考え  

られる。   

しかし、青森県内における大気中210pb濃度の変動要因については、  
十分に把握されていないのが実状である。210pb濃度の季節変動傾向が青  
森県内の局地的なものか、それとも広域的なものかを明らかにすると同  
時に、変動要因を解明することが必要である。そこで、青森県内の地域  
特性の異なる3地点において、起源の異なる7BeとZlOpbの大気降下量  
および大気中濃度を測定し、解析を行った。  

2．調査研究の概要   

青森県内の太平洋側の六ヶ所村  
（環境科学技術研究所構内）、日本海  

側の鯵ヶ沢町（鯵ヶ沢町立西海小学  

校構内）および自由大気中の八甲田  

山山頂（八甲田ロープウェー山頂公  

園駅周辺、標高約1300m）の3地点  
（図1）において、平成15年10月  

から平成16年3月に至る間、約2  
週間毎に降下物と大気浮遊粒子を採  

取した。降下物は、大型水盤（開口  
図1試料採取地点  

面積0．98m2または0．36m2）を使用して捕集した。また、大気浮遊粒子  
は、アンダーセンタイブハイポリュームエアーサンプラーを使用して、  
粒径別（粒径1．1いm以上と以下に分別）にフィルター上に捕集した。   
採取した全降下物は、イオン交換樹脂に全量を通し、乾燥後、プラス  
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チック容器（¢60mmX高さ37mm）に詰めて測定試料とした。大気浮遊  
粒子を採取したフィルターは、直径3．5cm、厚さ約5mmのディスク状に  
圧縮形成したものを測定試料とした。7Beおよび210pbは、低エネルギー  
用高純度Ge半導体検出器付多重波高分析装置を用いて測定した。   
表1に約半年間における7Beおよび210pbの降下量ならびに降水量の  

積算値を地点別に示した。六ヶ所と鯵ヶ沢の2地点における降下量、降  
水量はいずれも同程度であったが、八甲田は、降下量、降水量ともに他  
の2地点の約1．3倍であった。しかし、約2週間毎の7Beおよび210pb降  
下量の時系列変動パタ 表1平成15年11月から平成16年3月までの  
－ンは、3地点で類似  積算降下量および降水量  

していた。また、3 地  

点における7Be降下量  

と 210pb降下量との関  

係には大きな差異は認  

められず、両者間に比  

較的強い相関（r＝0．77，  

n＝25）が認められた。   

調査期間内における  

六ヶ所  鯵ヶ沢 八甲田山  

7Be降下量（Bqm‾2）  970   980 1．220  

210pb降下量（Bqm‾2）  350   320   430  

降水量   （mm）   477  460  628  

7Beおよび210pbの大気中濃度の時系列変動パタ  
ーンは、3調査地点とも類似していた。大気浮遊粒子中7Beおよび210pb  

の各粒径画分にお  

ける存在割合を表  

2 に示した。両核  

種共に、いずれの  

地点においても、  

粒径1．1トLm以下の  

画分に全体の約 9  

割が分布していた。  

表2 了Beおよび210pbの各粒径画分の存在割合  

7Be  210pb  

調査地点名1．丹m以下1．旬m以上 1・旬m以下1・丹m以上  

（％）  （％）  

3
 
 
0
0
 
 
0
 
 

1
 
 

1
 
 六ヶ所  87  

鯵ヶ沢  91  

八甲田山  88  

3
 
 
9
 
 
2
 
 

1
 
 

1
 
 

3．結語   

青森県内の地域特性の異なる3地点において、約半年間にわたり、起  

源の異なる7Beおよび210pbの降下量と大気中濃度を測定した。降下量  

の積算値には、八甲田山と他の2地点とで差異が認められた。しかし、  

降下量および大気中濃度の時系列変動パターンは、3 地点で類似してい  

た。また、両核種間の関係には、地点間で大きな差異は認められなかっ  

た。さらに、両核種の大部分は粒径1．1ドm以下の微小粒子に付着してい  

た。   

これらのことから、降下物および大気浮遊粒子に含有されていた両核  

種は、採取地点近傍ではなく、大陸から対流圏上部を経由し長距離輸送  

されてきたものに由来すると考えられた。今後とも本調査を継続し、青  

森県内における両核種の降下量および大気中濃度の変動機構を究明する  

予定である。   

本記載事項は、青森県からの受託事業により得られた成果の一部である。  
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‡－14 降下物、陸水、海水、土壌及び各種食品試料の放射能調査  

財団法人 日本分析センター   

菅野 信行、樫原 陽子、  

庄子  隆、森本 隆夫  

1 緒言   

本調査は、日本各地で採取した環境試料（降下物、大気浮遊じん、陸水、海水、  

海底土、土壌及び各種食品試料）中の90sr及び137cs濃度を把握することを目的とし   

ている。ここでは、平成15年度の調査結果について報告する。  

2 調査の概要   

平成15年度に47都道府県の各衛生研究所等で採取し、所定の前処理を施した後に   

日本分析センターに送付を受けた各種試料及び日本分析センターが採取した降下  

物試料について90sr及び137cs分析を行った。  

（1）分析対象試料  

降下物、大気浮遊じん、陸水、海水、海底土、土壌、日常食、精米、牛乳、粉  

乳、野菜、茶、海産生物及び淡水産生物  

（2）分析方法  

文部科学省放射能測定法シリーズ2「放射性ストロンチウム分析法」（平成   

15年改訂）及び同シリーズ3「放射性セシウム分析法」（昭和51年改訂）に準  

じた方法で行った。  

3 調査結果   

各種試料の90sr及び137csの平均値及び最小、最大値を以下に示す。なお、nは分   

析試料数である。  

（1）降 下 物  

47都道府県及び日本分析センターにおける月間降下量の平均値及び最小、最  

大値は次のとおりである。  

90sr：0．017（0．0000～0．19）MBq／km2（n＝576）  

137cs：0．013（0．0000～0．41）Ⅶ弛／km2（n＝576）  

（2）大気浮遊じん  

35府県で四半期毎に採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりで  

ある。  

90sヱ・：0．00051（0．00000～0．0023）嘘q／m3（n＝138）  

137cs：0．00012（0．00000～0．00087）mBq／m3（n＝138）  
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（3）陸  水  

47都道府県の1～2地点で採取した上水（蛇口水、源水）及び10道府県で採取   

した淡水の各々の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

上 水  90sr：1．4 （0．049～3．4）mBq／L（n＝57）  

137cs：0．025（0．000～0．16）嘘q／L（n＝57）  

淡 水  90sr：1．8 （0．091～4．6）嘘q／L（n＝10）  

137cs：0．26 （0．000～1．3）mBq／L（n＝10）  

（4）海  水   

14道府県の1～2地点で採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおり   

である。  

90sr：1．5 （1．0 ～1．9）mBq／L   （n＝15）  

137cs：1．7 （0．96 ～2．2）嘘q／L   （n＝15）  

（5）海 底 土   

13道府県の1～2地点で採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおり   

である。  

90sr：0．057（0．000～0．27）Bq／kg乾土（n＝14）  

137cs：1．2 （0．096～4．2）Bq／kg乾土（n＝14）  

（6）土  壌  

47都道府県の1～2地点で採取した試料（深さ0～5cm、5～20cmの2種類）の平  

値及び最小、最大値は次のとおりである。  

0～5cm 90sr：56 （0．8  ～ 350 ）MBq／k㌦  （n＝48）  

1．7（0．026 ～  6．8）Bq／kg乾土  

137cs：370 （23  ～1600 ）MBq／kn2   （n＝48）  

12 （0．41 ～ 57 ）Bq／kg乾土  

5～20cm 90sr：160 （15  ～ 680 ）MBq／kn2  （n＝48）  

1．6（0．14 ～  7．7）Bq／kg乾土  

137cs：560 （10  ～3100 ）MBq／km2  （n＝48）  

6．0（0．042 ～ 26 ）Bq／kg乾土  

（7） 日 常 食  

47都道府県で年2回採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりであ  

る。  

90sr：0．036（0．0072～0．10）Bq／人／日（n＝94）  

0．078（0．018 ～0．18）Bq／gca  

137cs：0．025（0．0060～0．092）Bq／人／日（n＝94）  

0．012（0．0036～0．032）Bq／gK  
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（8）精  米  

47都道府県の1～2地点で採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおり   

である。  

90sr：0．0062（0．0000～0．020）Bq／kg生（n＝51）  

0．15 （0．000 ～0．50）Bq／gca  

137cs：0．0095（0．0000～0．12）Bq／kg生（n＝51）  

0．012（0．0000～0．18）Bq／gR  

（9）牛乳（原乳、市乳）  

47都道府県の1～2地点で採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとお  

りである。  

90sr：0．019（0．0000～0．047）Bq／L  （n＝58）  

0．017（0．0000～0．045）Bq／gca  

137cs：0．013（0．00do～0．083）Bq／L  （n＝58）  

0．0082（Jo．0000～0．049）Bq／gR  

（10）粉  乳  

2道県で購入した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．16 （0．019 ～ 0．45）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．017（0．0056－～ 0．038）軸／gca  

137cs：0．41（0．022・・～1．5）Bq／kg粉乳（n＝12）  

0．031∴（0・0039～ 0・086）Bq／gK  

（11）野  菜  

47都道府県の1～2地点で採取した根菜類（主にダイコ㌢）及び葉菜類（主に   

ホウレンソウ）の各々の平均値及び最小、最大値は次のとおりである。  

根菜類（主にダイコン）  

90sr：0．13 （0．0000 ～ 3．3）Bq／kg生（n＝49）  

0．76 （0．000 ～22 ）Bq／gca  

137cs：0．0091（0．0000 ～ 0．091）Bq／kg生（n＝49）  

0．0053（0．00000～ 0．090）Bq／gK  

葉菜類（主にホウレンソウ）  

90sr：0．076（0．0045 ～ 0．36）Bq／kg生（n＝50）  

0．14 （0．0050 ～ 0．70）Bq／gca  

137cs：0．01 

0．0049（0．00000～ 0．11）Bq／gK  
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（12）茶  

10府県の1～2地点で採取した試料の平均値及び最小、最大値は次のとおりで  

ある。  

90sr：0．35（0．046 ～1．4）Bq／kg  （n＝19）  

0．16（0．042 ～0．56）Bq／gca  

137cs：0．33（0．000 ～1．4）＞Bq／kg  （n＝19）  

0．018（0．00000～0．079）Bq／gK  

（13）海産生物  

34都道府県の1～3地点で採取した試料（魚類、貝類、藻類）‘の平均値及び最  

小、最大値は次のとおりである。  

魚 類 90sr：0．0064（0．0000 ～0．028）Bq／kg生（n＝33）  

0．0085（0．00000～0．084）Bq／gca  

137cs：0．098（0．038 ～0．23）Bq／kg生（n＝33）  

0．029（0．0086 ～0．059）Bq／gK 

月 類 90sr：0．0055（0．0000 ～0．018）Bq／kg生（n＝10）  

0．011（0．0000 ～0．031）Bq／gca  

137cs：0．022（0．012 ～0．037）Bq／kg生（n＝10）  

0．0096（0．0051～0．016）Bq／gK  

藻 類  90sr：0．023（0．0029 ～0．036）Bq／kg生（n＝9）  

0．031（0．0034 ～0．053）Bq／gca  

137cs：0．020（0．0087 ～0・032）Bq／kg生（n＝9）  

0．0033（0．0019 ～0．0057）Bq／gx  

（14）淡水産生物  

10道府県で採取した試料（コイ」フナ、イワナ、ニジマス、ワカサギ）の平均  

値及び最小、最大値は次のとおりである。  

90sr：0．20（0．0000 ～0．75）Bq／kg生（n＝10）  

0．036（0．000 ～0．071）Bq／gca  

137cs：0．12（0．016 ～0．30）Bq／kg生（n＝10）  

0．035（0．0061～0．074）Bq／gK  

4 結語   

平成15年度に日本各地で採取した環境試料の90sr及び137csの濃度は昨年度と同程   

度であった。  
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Ⅰ－15 ラドン対策のための基礎調査  

財団法人 日本分析センター  

真田哲也、佐藤兼章  
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曝蕗施設での実験結果により、 二艮逆運  

（2 

なると予想される建家を選定  
するために、アンケートを用  
いたスクリーニング調査を  

ゝ 

。 
ラドン鮎仙1）  

ン   図2ラドン濃度の測定結果  
調査期間が約1ケ月であり、  
平成14年度まで実施した、四半期毎の1年を通した過去の調査に  
ょる年平均値と直接比較することはできないが、算術平均値、最  
高値は過去の調査と比較して高かった。また、本調査において、  
詳細調査を実施するラドン濃度レベル（180Bq／m3）を超えた建家  
の数は109軒中1件で、過去の調査（899軒中1軒）と比較して  
高い，割合であった。  

この手順碇よりラドン濃度が高い建家を抽出できることを確課  
した。  

謝辞  
本調査を実施するにあたり、ご協力いただいた方々に感謝申し上げ  

ます。  
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Ⅰ－16 環境における中性子線量率の全国調査  

財団法人  日本分析センター  

長岡和則、平出功、佐藤昭二  

太田裕二、佐藤兼章  

1．緒言   

環境中の中性子に関する調査は、環境放射線の全体像を把握する上で重要  

である。しかし、微弱線量であり、また、その測定が難しい事から、γ線等  

の他の放射線に比べて調査例は少ない。航空機内や高緯度地域の調査、加速  

器周辺の漏洩中性子測定に関する調査例はあるが、一般環境における中性子  

線量率の分布については明らかではない。   

この様な状況に鑑み、日本分析センターは文部科学省の委託を受け、平成  

13年度から17年度までの計画で全国の中性子線真率測定を実施している。  

平成15年度までに 25都道府県で調査を実施し、原則5地点／県（北海道は10  

地点）の中性子線量率測定を行った。今回は平庫15年度の調査結果について  

報告する。  

2．調査概要   

全国調査には富士電機社製サーベイメータ型レムカウンタ（直径2インチ  

5気圧 3He比例計数管）を原則 9台使用■して中性子線畳率の測定を行い、同  

時に測定地点の緯度、経度、高度、気圧及び気温の測定を行った。併せて、  

NaI検出器を用いたγ線量率測定及び3MeV以上のエネルギー領域の計数率測  

定（＞3MeV 計数率）、電離箱線量計を用いた線量率測定を行った。測定地点  

は遮蔽物が近くにない平坦な場所を選定し、測定器を軽貨物自動車の荷台に  

載せ、地表面から約1mの高さで測定を行った。   

全国調査と並行して、日本分析センター内で中性子線量率等の連続測定（定  

点測定）を行った。定点測定は富士電機社製エリアモニタ型レムカウンタ（直  

径 5インチ 5気圧3He比例計数管）により中性子線量率を測定し、この他に  

NaI検出器による＞3MeV計数率及び気圧の連続測定を行った。   

環境における中性子の線量を通好に評価するにはそのエネルギー情報が重  

要となる。そこで、測定地点の高度及び地磁気緯度の違いによる環境中性子  

のエネルギー分布の違いを把握するため、地磁気緯度の異なる地点で中性子  

スペクトルの測定を行った。   

なお、全国調査及び定点測定には、日本原子力研究所において 252cf を用  

いて校正した中性子測定器を使用した。  

3．調査結果   

全国調査の測定結果から、中性子線畳率及び＞3MeV計数率の高度による変  

化は次式の指数関数と して表す事ができた。  
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測定値（相対値）＝  eαZ  z：高度［m］   

αの値は高度の影響を表しており、中性子線畳率の方が＞3MeV計数率より  

も高度による変化が大きい事が明らかになった。また、中性子線量率のαの  

値はUNSCEAR等で報告されている高緯度地域の値よりも小さく、地磁気緯度  

が低いほど値が小さくなる傾向が認められた。   

定点測定の結果として、図1に日本分析センターでの測定結果とカナダ  

（F。rt Smith）で観測された中性子計数率を示した。両者の測定結果は同様の  

傾向を示しており、2003年10月 28日から 29日には、非常に強い太陽フレ  

アによる地球磁場の擾乱に起因すると考えられる測定値の減少が観測された。   

地磁気緯度の異なる地点で測定した中性子スペクトルを図2に示す。測定  

結果から、測定地点の地磁気緯度によってスペクトルの形状が変化しない事  

が確認された。また、高度を変化させた場合でも、中性子フルエンス率は高  

くなるがスペクトルの形状に顕著な変化は見られなかった。  

○中性子計数串伊0戒Smi血）  

▲中性子線豊率（日本分析セシター）  
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図2 地磁気緯度による中性子スペクトルの形状の   

変化（3MeV付近のピークで規格化）  

200a／1ノ1   2003／4／11  2003／7／20  200B／10／28  

観測日時（ロⅥ  

図1日本分析センターにおける中性子線量率と   

カナダにおける中性子計数率の観測鮭果  

4．結語   

全国調査の結果から、高度による影響の度合いを示「すαの値が高緯度地域  

に比べて日本のよ うな低緯度地域で小さくなる傾向が確認された。このαの  

値を正確に把握する事は中性子による被ばく を適切に評価するために重要で  

あり、引き続きデータの蓄積が必要である。また、中性子スペクトルについ  

ては、地磁気緯度や高度の変化によってスペクトルの形状が変化しない事を  

確認した。   

次年度以降、更に全国調査及び定点測定を継続して行い、これまでに得ら  

れた結果と併せて、日本における環境中の中性子線量率の分布をと り まとめ  

る予定である。  

5．謝辞   

測定地点の選定等で各都道府県の関係各位にご協力を賜りました。この場  

をお借り して御礼申 し上げます。  
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Ⅰ－17 土壌中プルトニウム濃度の全国調査  

財団法人  日本分析センター  

武田健治、高田文男  

松田秀夫、磯貝啓介  

1．緒言  

本調査は、環境放射能水準調査の一環と して、文部科学省の委  

託によ り平成12年度から実施しており、核爆発実験等に起因する  

放射性降下物（フォールアウト）に伴う土壌中プルトニウムの放  
射能濃度の把握を目的と している。ここでは、平成14年度に日本   

各地で採取された土壌の調査結果について報告する。  

2．調査の概要  

47都道府県の各衛生研究所等が、放射能水準調査のた 
し、乾燥紳士とした後に日本分析セン一夕一に送付された土壌試料   

を用いてプルトニウム分析を行った。  

47都道府県毎に年間1地点（青森県は 2地点）、表層（0～5c皿）   

及び下層（5～20cm）の土壌 2試料、年間合計 96試料について、文   

部科学省放射能測定法シリ ーズ12「プルトニウム分析法」（平成2   

年改訂）に準じて分析した。試料 50gを分取し、242pu回収率補正   

用ト レーサーを添加後、硝酸を加えてプルトニウムを加熱抽出し、   

陰イオン交換樹脂カラムを用いてプルトニウムを分離・精製後、   

ステンレス板に電着し、α線スペクト ロ メトリ ーによ り プルト ニ   

ウム（238pu，239＋240pu）を定量した。  

3．調査結果  

分析結果の平均値、最小値及び最大値を表1に示す。なお、平   

成11年度から13年度までに採取された試料の分析結果の平均値、   

最小値及び最大値も表1に示す。各地点の 238pu濃度は、ND（検出   

されず）～0．13Bq／kg 乾土の範囲であった。239十240 pu 濃度は、ND   

～4．OBq／kg乾土の範囲であった。いずれも平成11年度から13年   

度の調査結果と差はなかった。また、平成14年度採取試料の分析   

結果について、採取地点毎の 23g＋240p u濃度を図1に、プルトニウ   

ム同位体（238pu と  239十240 pu）の放射能比を図2 に示す。  

図1において、熊本県、大分県の 23g十240 pu濃度が他よ り 高めで   

あるが、図 2 よ り、プルトニウム同位体の放射能比は他と 同様で   

あった。  
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4．結語   

平成14 年度に採取さ れた土壌中のプルト ニ ウ ム  
（238pu，239十240p山）濃度は、ND（検出されず）～4・OBq／kg範士  
の範囲であり、平成11年度から平成13年度までに採取された土壌  
の結果と同程度の値であった0また、プルトニウム同位体の放射能  
比（238pu／239・240pu）は約0・03であり、UNSCEAR1982報告書による  
北半球におけるグローバルフォールアウトの値（0・026）と同程度で  

あることを確認した。  

表1土壌中…pu及び239十240pu放 
kg乾土  

深さ  平成14年度  平成11年度～13年度  
（cm）  採取分   採取分   

2さ8pu   平均借   0．013   0．015  

0－5          最小値～最大値  ND～0．13   ND～0．16  

平均傍   0．0058   0．0062  
5－20  最小値～最大値  ND～0．033   ND～0．042   

239十240pu   平均値   d．46   0．54  
0－5  

最小値～最大債  ND～4．0   ND～5．1  

平均値   0．24   0．22  
5－20  

最小値～最大値  ND～1．1   m～1．1   

ND：検出されず   
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Ⅰ－18 自然放射性核種及び再処理関連核種に係る放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

磯貝啓介、松田秀夫、柳下智  
伴場滋、篠田芳情、武田健治   

1．緒言  

本調査は、文部科学省の委託により環境放射能水準調査の一環として平成15   
年度から開始したもので、（1）より正確な国民線量評価及び自然放射能に係る国民   
の理解の増進を図るための全国規模の調査並びに対策の基礎データ蓄積のための   

特定の製品等に係る調査からなるウラン、トリウム等を分析対象とした自然放射   

性核種の調査と、（2）大型再処理施設の稼働を踏まえ、既に過去の核爆発実験等に   
起因して一般環境中に蓄積している再処理関連の長半減期核種（14c、99Tc、129Ⅰ、   
Pu及び241Am：以下「再処理関連核種」という）の全国的な分布状況、J長期的変動及   
びその要因を把握するための再処理関連核種の調査からなる。今回は、平成15年   
度に実施した各種環境試料等の調査結果の一部を報告する。   

2．調査の概要  

1）自然放射性核種の調査  

土壌、海水（汽水等）、日常食、海産生物、ミネラルウオーター、輸入食品  
（海産生物）の238u、2竺2Th及び40K分析を実施した。土壌は、「土壌及び地質分  
類の分かっている土壌」及び’「グラウンド、公園等の土壌」を茨城県、†千葉  

県、岐阜県及び沖縄県の協力を得て入手した。日常食、海産生物等の試料に  
っいては、従来の環境放射能水準調査用試料の一部を用いた。平成15年度に  
実施した分析試料とその数を表1に示す。   

2）再処理関連核種の調査  

北海道、岩手県及び兵庫県の協力を得て海水等を入手し、14c、99Tc、129Ⅰ、  
Pu及び241Amの分析を各々実施した。平成15年度に実施した分析試料とその  
数及び分析対象核種を表2に示す。  

表1自然放射性核種の調査のための 表2再処理関連核種の調査のための  
分析試料及び試料数  分析試料及び試料数  

試料名   試料数   対象核種   

海水   3   g9T¢，Pu，241Am   

海産生物   2   9gTc，129Ⅰ，Pu，241AIn 

海底土   3   Pu，241Am   

土壌   6   】卵Ⅰ，P11，之41Am   

精米   3   14c   

大気   6   14c   

牛乳   3   lzsI 

試料名   試料数  対象核種   

土壌 31   

海水（汽水等）   3   

日常食   10   238u  

海産生物   2424 
5   

232Tb  
ミネラルウオ一夕ー  40K   
輸入食品（海産生物）   5   

石炭灰   5   

化学肥料   5  

3．調査結果  

1）自然放射性核種の調査  
地質及び土壌分類の分かっている土壌の分析結果（全分解法）を表3に示す。  

238u及び232Thの放射能濃度は、茨城県及び千葉県が低く、岐阜県が比較的高  
い値であり、花蘭岩地帯ではそれら核種の放射能濃度が高いと報告されてい  
ることから、それぞれの地質分布を反映した結果であった。また、採取地点  
で測定した空間放射線量率と採取土壌中の238u、232Th及び40Kの放射能濃度か  
ら換算した線量率との間には図1に示すような相関を確認した。   

2）再処理関連核種の調査  
土壌のPu分析結果を表4に、Puの原子数比（240pu／239pu）を図2に示す。  

濃度及び原子数比ともに文献値と同程度であることから、検出したPuはグロ  
ーバルフォールアウトに起因するものと考えられた。  
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表3土壌及び地質分類の分かっている土壌の分析結果  

ICfl一班S  

採取  
γ線スヘ○クトり＝－  空間  

地点   
土壌（地質）  238u  竜 王32Tll  40K  

放射線量率  

Bq／kg乾   土   〟Gy／h   

日立市   褐色森林土壌（緑色片岩）   51± 3．6   0．032   

西茨城郡  褐色森林土壌（互層（固結堆積物））  H              190 ±10   0．033   

茨城県東茨城郡  淡色暴ボク土壌（ローム）   30 ±1．1‡29 ± 0．8   230 ± 8   0．038   

新治郡  褐色森林土壌（花崗岩質岩石）   0．059   

つくば市  褐色森林土壌（斑れい岩質岩石）   21±0．8 竜 38±0．5   740 ±12        17 ± 0．6  20 ± 0．4  220 ± 8   0．024   

富里市   黒ボク土壌（砂及びローム）   21± 0．7  22 ± 0．5   190 ± 7   0．027   

東金市A   粗粒褐色低地土壌（紳砂及びローム）   31±1．1き 23 ± 0．4   410 ± 8   0．049   
千葉県東金市B  粗粒褐色低地土壌（砂がち堆積物）   10 ± 0．4  盲11± 0．3  360 ± 7   0．029   

長生郡   乾性褐色森林土塊腫岩（砂泥互層を含む）  17 ± 0．6  16 ± 0．4  390 ± 8   0．031   
藤清市  残稲性未熟土壌く砂岩泥岩互層・泥岩）  18 ± 0．7  19 ± 0．4  450± 8   0．039   

吉城郡A  褐色森林土壌（砂岩・頁岩・礫岩互層）  33 ± 0．7  37 ± 0．4  540 ±10   0．074   

吉城郡B  福色森林土壌（片麻岩類）   39± 0．9  47 ± 0．8  630 ±14   0．080   

岐阜県 郡上都  褐色森林土壌（流紋岩質岩石）   28 ±1．1  41士0．7  710 ±12   0．082   

恵那如  褐色森林土壌（花掛岩質岩石）   39 ± 0．7  46 ± 0．5  490 ±12   0．063   

土岐市  褐色森林土壌（花簡岩質岩石）   46 ± 0．8 … 71±1．2   960 士12   0．081   

表4土壌中の239十248pu濃度及び原子数比  

深度  
分析  結果  

誅料名  採取場所  採取日  239＋240pu事1  240pu／239pu  

（cm）           1（Bq／kg乾土）  原子数比噂   

北海道  1．1±0．05   0．17±0．016  

札幌市   0．14±0．029  

岩手県  0．18±0．026  
土壌   岩手郡  2003年 ■8月22日  0－5  2．0±0．08       5－20  0．29±0．019   0．17±0．024  

兵鹿県  0．57±0．032   0．15±0．016  

加西市   

文献値  
0－5   ND－5．11）   

0．176±0．0142）  
5－20   ND－0．881）   

＊1誤差は、計数誤差のみを示した。  
♯2誤差は、3回のくり返し謝定における標準偏差（1α）を示した。  
1）第45回衆境放射能調査研究成果論文抄録集（文部科学省）  
2）Ⅹrey，P．W．，Hardy，et al．，Massisotopic composition of globalfall－Out plutonilユnin soil，Proceedings   

of a SyJnpOSiun on Transuranium Nuclidesin the Environnent，IAEA－S誠一199－39．（pp、67卜678）（1976）  
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図1空間放射線量率と換算値の相関  図2土壌中の240pu／239pu原子数比   

4．結語  

本調査結果は、自然放射性核種による国民の被ばく線量評価に資するデータとして、   

また、自然放射性物質に係る社会問題が発生した際の比較対照データとしても有用であ   
り、引き続き調査を継続する。また、わが国における再処理関連核種の分布状況を把握   
することは、再処理施設稼動後のモニタリング結果を評価する際のバックグラウンドデ   

ータとして有用であり、引き続き調査を継続する。  
謝辞   

本調査を実施するにあたり、試料採取地点の選定等には、各自治体の関係各位にご協力  
を賜りました。この場をお借りして感謝申し上げます。  
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Ⅰ－19 環境放射線監視システムで観測された空間放射線豊率の変動  

神奈川県衛生研究所  

桑原千雅子、飯島育代、高城裕之  

神奈川県防災局災害対策課  

1．緒言  

1999年12月 に制定された「原子力災害対策特別措置法（原災法）」によ  
り、神奈川県内の 3 つの試験・研究用原子炉（川崎市 2、横須賀市1）と1  

つの核燃料加工施設（横須賀市）が新たに原子力防災の対象施設となった。  

これに伴い、県では、施設周辺の環境放射線を監視するために1施設につ  

きモニタリ ングステーシ ョ ン（MS）を1カ所、モニタリ ングポスト（掴P）  

を 4から 7カ所設置し、2001年度よ り 24時間監視している。   

2003 年度までに観測さ  

れた空間放射線真率の変  

動 につ いて原因 を調査検  

討 したので報告する。  

2．調査研究の概要   

MS、MP（図1）では、  

2”¢ ×2”Nal（Tりシンチレ  

ー シ ョ ンモニタ、球型加  

圧型電離箱（14t）モニタ  

を用 いて空間放射線量率  

を連続測定 して■いる。さ  

ら に MS には中性子モニタ、  帥m  

ダストモニタ（全 α、β  

放射能）、ヨウ素モニタ、   図1モニタリングステーションとモニタリングポストの設置地点  

気象観測装置（風向風速、  

温度、湿度、雨量など）が設置され、測定している。  

（1）非破壊検査（人工的要因）   

川崎市臨海地区にはプラントエ揚が多数立地している。これらの事業所  

では配管等のメンテナンス時に X線発生装置や放射性核種を用いた非破壊  

検査が行われている。   

千鳥局（図1（1））において、2003年 2月 4 日18時頃から 2月 8 日 0時  

頃まで速日、夕方から深夜にかけ、線量率に鋭い上昇ピ「クが複数回認め  

られた。線量率上昇の原因を調べるために、γ線スペクトルを解析したと  

ころ、低エネルギー領域の 60keV にのみ散乱線の影響と思われる計数率の  

上昇が認められ、X 線発生装置を使用した非破壊検査の影響による上昇と  

推定 した。   

図 2 に示すように、浮島局（図1（2））において、2003年10月15 日15  

時頃から19時頃まで、線量率に鋭い上昇ピークが複数回認められた。バッ  

クグラウンドを差し引いたγ線の正味のスペクトル図において、低エネル  

ギー領域の 65keVの散乱線と、3川keV と 470keV に幅広いピークを確認し  

た（図 3）。非破壊検査には、コバルトー60（60co）およぴイリジウムー192  

（＝2tr）などの放射性核種が利用されることがある。この事例では、主な  
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γ 線のエネルギー（放出  300  

割合）が 31了keV（82．悶）、  

468keV（4丁．8％）、川8keV  

（30．」摘）、2昏6keV（28．1硝）  

の ‖21r を使用 した非破  

壊検査が行われたものと  

推定 した。  

（2）放射性医薬品（人工  

的要因）   

2002年8月 9日17時頃、  

横須賀 市 ハ イ ラ ンド 局  

（図1⑤）で、年平均  

25．3nGy／hの線量率（2003  

年 度） が 短 時 間 に  

42．2nGy／h まで上昇する  

変動が観測された。γ線  

スペクトルを解析する と、  

低 エ ネ ル ギ ー 領 域 の  

80keV と150keV に計数の  
上昇 ピークが認め ら・れた。  

15川eV 程度のγ線エネル  

ギーを持つ放射性核種と  

しては、核医学診断等に  

使用される放射性医薬品  

の g9dT邑、1＝lがある。そ   
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図3 浮島局く2003．10．15）におけるγ繚の正味のスペクトル（0－700keY）  
れぞれの主なγ線エネル  

ギー（放出割合、半減期）は、9g¶Tc 141keV（89・1％、6・01h）、－＝1159keV  
（83．3％、13．27h）であるため、問題の核種の特定はできなかったが、どち  

らかの放射性医薬品を投与された人がモニタリングポスト近傍を通過した  

ことによる一時的な上昇が理由として考えられた。  

3．結語   

通常ではあり得ないことだが、今回報告した現象が 365日毎日観測され、  
モニタリ ングポスト付近に人が常時滞在すると仮定したとき、年被曝線量  

は最大で 0．3mSv／y（自然放射線を含む）と推定され、公衆における年線量  
限度の1mSv／yを十分下回ることが確認できた。   

他に、電離箱の線量率のみ上昇する事例など、まだ原因が特定できない  

現象がある。今後の継続した調査の中で、解析事例数を蓄積することによ  

り、原子力関連施設からの影響か否かを迅速に判断できるよう努めていき  

た い。   

なお、これまでに原子力関連施設に由来する空間放射線量率の変動は、  

環境放射線監視テレメータシステムで観測されていない。また各 MS、MP  
で収集 し たデー タ か ら施設周辺での年被曝線量を推定する と、0．ト  
0．3mSv／y（自然放射線を含む）の範囲内であった。  
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Ⅰ－20 富山県における7Be降下量の季節変化  

富山県環境科学センター ○森 友子、川崎清人、笹島武司  

1緒言   

7Beは単独で存在する天然の放射性核種で、成層圏などの上層大気中で宇宙線と窒素や酸素の原子核との相互作  
用で生成し、環境試料中にも広く検出される。   

本研究では富山県における月間降下物中の7Be降下量の季節別の特徴とその降下形態について解析した。   

2 方法   

昭和63年度（19槌年度）～平成15年度（2003年度）において、当センター（富山県小杉町）の屋上で大型水  

盤（面積5，00伽m2）によって採取された月毎の降下物（合計192検体）について、濃縮後U8容掛こ詰め、ゲル  

マニウム半導体核種分析装置（EG＆G OmC GEM・20180及びキャンベラジャパンGC2519（120〔カ）で約  
100，000秒測定して7Be降下量を求めた。   

降水量hm）については別に降雨を採取して実測し、試料重畳㈲についてはU8容器の蒸発残瘡を秤量して  

求めた。オキシダントのⅩ）月間平均値bpb）については、当センターに設置されている大気汚染常時観測局の  

データを使用した。   

3 結果と考察  

（1）7Ⅰ∋e降下量の季節変化   

表1に7Be降下量（MB（匝m2）及び降水量当たり7Be降下量伽胆qrkm2血m）の月別の平均値を示す。7Be降  

下量は10～12月（秋季）から1～3月（冬季）に多く、7～9月（夏季）に低くなる傾向が見られた。降水量当た  
り7Be降下量も同様の傾向を示すものの、4～6月（春季）にもやや高い傾向が見られた。   

7Be降下量については、降水量などの気象因子により季節変動することが知られている。また、気象や大気研究  
の分野においても、成層圏オゾン（もしくは対流圏上層オゾン）の沈降の指標として有用であると指摘されている。   

そのため、7Ⅰ∋e降下量及び降水量当たり7Ⅰお降下量のデータを4～6月（春季）、7～9月（夏季）、10～12月（秋  

季）、1～3月（冬季）の季節別に分けて、降水量血m）、試料重量鹿）、オキシダントのⅩ）月間平均値わpb）  

との相関を検討した。表2に結果を示すが、季節によって相関係数は大きく変動した。以下にその傾向を解析する。   

表1昭和63年度～平成15年度の月別の唱e降下量、降水量当たり7Be降下量の平均値  

4月  5月  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月   

7Be降下量   2IO  190  200  150  120  190  290  510  630  530  380  270   

7Be降下量／降水量  1．由  1．65  1．04  1，01  0．78  0ミ86  1．76  2．03  2．65  2．20  畠．35  2，．03   

表2 7Be降下量又は降水量当たり7Be降下量と関連因子との相関係数  

4～6月 （春季）   7～9月（夏季）   10～12月（秋季）   1～3月（冬季）   

降水量   0．533  0．769   0．776   0．787   

試料重量   0．077（0．264※1）   0．159   0．836   0．304（0．731※2）   

0Ⅹ月間平卿直   0．485   0．340   0．257   0．022   

注1降水量、試料重量は7Be降下量との、0Ⅹ月間平均値は降水量当たり7Be降下量との相関係数である。  
注2 ※1については3～6月、※2については1～2月とした場合である。   

（分7Be降下量と降水量との関係   

7Be降下量と降水量との関係は図1のとおりであり、冬季＞秋季＞夏季＞春季の順で高い相関関係が得られた。   
7Beは大気中で主にエアロゾルに付着して存在すると考えられるため、夏季、秋季及び冬季には、主としてレイ  

ンアウトやウォッシュアウトによって降水と共に降下してきている可能性が高い。  
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図1・7Be降下量と降水量との関係   

ゆ7Be降下量と試料重量との関係   

7Be降下量と試料重量との関係は図2のとおりであり、秋季に高い相関が見られた。また、冬季の1～2月だけ  
では高い相関が見られることから、秋季及び1～2月には、7Beは主として固体のエアロゾルに付着して多く降下  
してきていると考えられる。3月及び春季の相関樹乱＼が、これはこの時期（特に3～5月）に富山県においては黄  
砂が多く観測されるため、この影響を受けている可能性がある。この様に現時点では黄砂は7Be降下量にあまり寄  

与しないと考えられるが、今後データを蓄積して検討する必要がある。  

紬降水量当たり7】〕e降下量とオキシダントとの関係   

宵山県では表3のとおり春季に特異的にオキシダント濃度が高くなる傾向があり、その原因の一つとして成層圏  

オゾン（もしくは対流圏上層オゾン）の沈降が疑われている。   
降水量当たり7馳降下量とオキシダントの扇の月間平均値との関係は図3のとおりであり、特に春季に中程度  

の相関関係がみられることから、成層圏オゾン（もしくは対流圏上層オゾン）と共に一膏βの7Beが沈降してくる可  

能性が示唆された。   

表3 富山則、杉町における平成15年産までのオキシダントめカ月間平均値bpb）  

4月  5見  6月  7月  8月  9月  10月  11月  12月  1月  2月  3月   

0Ⅹ月間平均値  39   41   35   25   23   2皇   21   21．  21   26   29   34   

10～ほ月（秋季）  
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図3 降水量当たりTBe降下量とオキシダントとの関係   

4 結語   

富山県において昭和63年度（1988年度）～平成15年度（2003年度）の16年間の月間降下物についてその季  

節変化とその要因を検討したところ以下の知見が得られた。  

（1）夏季、秋季及び冬季の7Beは、主として降水と共に｝インアウトやウォッシュアウトにより降下してくると考え  

られる。  

①秋季及び1～2月の7Beは、主として固体のエアロゾルに付着して降下してくると考えられる。  

（釦春季及び3月の黄砂は、7Be降下量にあまり寄与していない可飽性がある。（但し、今後データを増やし検討す  
る必要がある。）  

相春季の7Beは、一部が成層圏オゾン（もしくは対流圏上層オゾン）と共に沈降してくる可能性がある。   

これらのことから、7Be降下量及びその降下形態は各季節によって異なり、富山県の気象的要因に大きく影響さ  

れていることがわかった。  
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Ⅰ－21土壌粒度による放射性核種の濃度変化について  

高知県衛生研究所  

近繹 紘史、 石井 隆夫  

1．緒言   

当所では平成9年から、県内の地表がンマ線量率と土壌中の放射性核種濃度の調査を続けて  

きた。この調査の∴環として、土壌粒度による放射性核種の濃度変化について調査を行い、  

若干の知見を得たので幸陪する。  

2．調査の概要   

調査は地表0～10cmから得られた57地点の土壌について行ったふ 異物を取り除いた土壌  

は乾燥後、締を用い2000～1000〃．m（A分画）、1000～500J⊥m（B分画）、500～250ルm（C分画）、  

250～125〟m（D分画）、125～63〟m（E分画）、＜63〟mα分画）の6種類の粒度に分画（以下「分  

画土壌」、各分画土壌中の濃度を「a，b，C，d，e，f」と記す。）した。 分画土壌はゲ脚力  

ム検出器（測定時間30，000秒以上）を用いてウラン系列核種の214Bi（609鹿Ⅴ）、トリ甑系列核種の22甑c  

（911keV）、40K（1461k甜）及び137cs（662kev）の放射能濃度（Bq／kg乾土）を求めた。有機物含  

有量（％）は分画土壌1gを650℃で2時間灼熱し、その減量から求めた。 分画土壌の潰度比は  

［b／a，C／a，d／a，e／a，f／a］で表した。  

3．結果   

分画土壌の粒度分布を表1に示す。A～C分画が全体の7割を占め、これよりも小さい分画  

土壌は粒径が小さくなるに従い減少する傾向を示した。   

表2に分画土壌中の放射能濃度と有機物含有量を、表3にその濃度比を示す。214Bi、2謂Ac、  

137cs及び有機物含有量は粒度が小さくなるにしたがい濃度は増加する傾向が、4牧ははi㌻⊥定  

の濃度で推移することが認められた。土壌は粒径が小さくなるにしたがい比表面積は大きく  

なることが知られている。このことから、ウラン系列核種及びトリぬ系列核種は【岩石の風化「サ  

溶出ヰ土壌表面に吸着】1）、137cs及び有機物は【地表へ降下（腐敗）－「匪土壌表面に吸着】  
の過程を経ていると推測された。試料中6試料は花南岩土壌で、これら花崗岩土壌中の濃  

度比を抜き出し表4に示す。花崗岩土壌の214Bi、2器庇、137cs及び有機物含有量は、粒径が小  

さくなるにしたがい濃度比は顕著な増加傾向が認められた。一方、甑は粒径が小さくなる  

とともに濃度比も小さくなり、花蘭岩土壌の40Kは【岩石の風化－」妙溶出】の経過を経て減  

少していると推測された。   

表5に分画土壌の濃度比から求めた214Bi、2粕c、倣、137cs及び有機物含有量の相関を、図  

1に137csと有機物含有量の相関関係を示す。有機物含有量は214Bi、228Ac、137csと大小の差  

はあるもののいずれも相関が認められ これらの核種は土壌表面への吸着を示唆していると  

考えられる。40Kはいずれとも相関は認められず、岩石が風化し土壌を形成する過程で他の核  

種と異なる挙動をとっているものと推定された。図1から有機物含有量比1に対し137cs濃  

度比ははぼ1．3の割合で増加すると考えられた。  

4．結語   

土壌試料は粒度の異なる土壌から構成されているため、軋8容器へ分取後は振動・衝撃等に  

よる土壌粒子の移動を避け、土壌粒子の均一保持に留意する必要があると考えられる。  
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表4 花樹岩の分画土壌の浪度比  表1分画土壌の粒度分布（％）  

過重 

57  57  57  57  

e／a f／a   

6  6  

2．28  1．31  
4．87   7．09  

3．65   4，10  
0．98   1．7  

C／a d／a b／ac／a d／a   

6  6  6  

0．98  1．19  1，60  

l．67  2．23  3．42  
1．34  l．74  2．53  

0．29  0．37  0，65   

分画土壌  
211Bi  検体致  

最小値  
最大値  
平均値  
標準偏差  

鯛
1
5
7
0
・
。
胴
㍍
 
 

撃
 
 

≦建亘土壌  

検体数  

最小値  

最大値  
平均値  

標準偏差  

0
7
2
3
 
 

3
．
2
1
1
0
4
．
 
 

5
2
2
4
 
 

6
．
2
4
1
2
3
．
 
 

4．4  17．3  12．1  
43．0  41．3  42．4  
22，9   26．0  20．1  
9．9   4．3   5．2  

●■■一一－－－一一－一一－一一－－－一一一一一一…一…－…－－－－t－t■－t－－－一－－－－t■一■－－一一－－－－一－－－■●■■，－……一…－－－－－－－■■一■－一一－－－…－－－一一●－  

6  6  

1．38  1．56  

4．02   6．65  
2．82   3．73  
0．93  1．53  

228Ac  検体致・  6  6  6  

最小値  1，03  L20 1■42  
最大値  1．71 2．68  3・46  
平均値  1．30 1．81 2．24  
コだミニご ＿＿＿＿．川＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿■＿＿崇畏思慕一一－・－－－－－＿－＿■一一－－－－－－－－－－－－－－－一一一－－－－－－…・川－－－－－－■●■‾‾‾‾‾‾‾‾‾…‾‾‾‾  

40K  検体欺  6  6  6  6  6  

最小値  0．83  0，70  0．58  0．55  0・51  
最大値  1．17 1．27 1．23 1・15  0・99  
平均値  1．00 1．01 0．96  0・90  0・78  

標準偏差  0，13  0．22  0．23  0．21 0・20 －▼－■＝－一一－－－●－－－－－－－－－■－－－一一－－－一－－－－－－一一M－－－－－－…－－一－－－●川一－－M′←＝－●＝－”■－－－－－－－－－一一一■－－－－－－－－－一一■一■－■－ 
137cs 検体致  3  3  3  3  3  

最小値  1．09 1．24 1．48 1．60 1・74  
最大値  l．87  3．03  4，06  6．61 6・71  
平均値1．542．283．134・204・64  

・一－－・－一…一一一－…腰鮭－－－－－且選一椚一週一視－…「呈－－－－・蔓…一・－－ 
有境物含有量検体数  6  6  

最小値  1．13 1．31 1．59  L76 1・89  
最大値  1．73  2．39  3．51 5．66  6・95  
平均値  1．40 1．81 2．35  3．04  3・75  
標準偏差  0．19 …  

表2 分画土壌中の放射能濃度（8q／kg乾土）と有機物含有量（％）  

分画土壌   
21qBi  検体致  

（8q／kg乾土）最小値  

最大値  
平均値  

標準偏差   
228Ac  検体数  

（8q／kg乾土）最小値  

最大値  

還誌  －－－一・－－－－－－一  

彗       検体数  
（8q／kg乾土）最／Jヽ値  

最大値  
平均値  
標準偏差   

137cs  検体数  
（的／kg乾土）最小値  

最大値  
平均値  
標準偏差  

有織物含有量検体数  

Å分画  B分画   

50    50  

2．86   5，41  
53，8   87．5  
柑．3  19．9  

10．エ  13．5   

56    56  

7．52   7．88  
149    231  

38．5   42．5  
22．5   32．5   

57    57  

35．0   3g．6  

C分画＋虻分画  E分画  F分画   
50    50  

1．44  l．34  

117   176  
21、1  23、6  
1乱6   29．3  

56    56  

7．64   7．01  

324   412  
48，5   50．4  

45．3  5乱3  

57    57   

50    50  

1．88   2．80  

259   189  
27．4   30．6  

42．8   33．0  

56    56  

9．36   8．31  
508   585  

56．5   65．0  
69．6   79．5  

57    57  
44．4  4乱4  43．5  69．7  

1220  1150  1170  

548   557   564  
263   265   276   

52    52    52  

0．533  1．24  1．53  
127   137   129  

18．4   2L5   23，9  
22．5   25．3   25．6   
57  57    57  

1150  1080  1010  

563   552   540  
257   232   219   

52    52    52  

1．64   2．16   2．49  
120   140   186  
26．2  2g．7  34．1  

25．7   28．8   34．7  
57    57    57  

3．61  4．44   4．41  
20．7   2屯3   25，0  
10．5  11．8  12．6  

3．96   4．32   4．31  

表5 分画土壌中の核種・有機物の相関  

22㌦c  40Ⅹ  137cs  有機物  
214Bi  

228Ac  
40斑  

137cs  

0．733＊0・013 0．428桝0．554稗  

0．127＊ 0．653締 0．782＊＊  

0．475特 0．284＊  

0．855■＊  

（％）  最小値   1．75  2．5S  2．朗  
最大値   18．6  20．0  19．2  
平均値   7．72  8．74  9．59  
標準偏差  3，37  3．69  3．78  

棟種漫度が0．S8q／kg乾土未満を検出限界以下として処理  
＊：P〈0．05 輔‥P〈0．01  

表3  分画土壌の濃度比  

b／a c／a d／a e／a          f／a  
50   50   50   50   50  
0，65  0．45  0．29  0．25  0．19  
2．63  2．99  3．42  4．87   7．09  
1．17  l．16  1．22  1．36  l．78  

分画土壌過度比  
別4Bi  検体放  

鳥小値  
最大値  
平均値  

ー…＿＿＿＿＿＿＿…＿＿＿産婆薮象＿＿＿＿且≦⊥＿＿…且堂＿＿＿…鼠弘▼＿＿…■j∴旺＿…．」山捜．．＿  y＝1．343x－0，229   

（肝260，r＝0．855，p〈0．01）  

（
モ
ー
セ
p
ヾ
q
）
〕
］
髄
髄
R
訪
U
ト
M
t
 
 

貴8Ac  検体敢  
最小値  
最大値  
平均値  
標準偏差  

40K ’検体数  
最小値  
最大値  
平均値  
標準偏差   

56    56  

0．84  0．75  
l．71  2．68  

l．08  1．16  
0．16   0．34  

57    57  

0．83  0．70  

l，38  1．56  

1．02  1，05  
0．11  0．19  

56    56    56  

0．70  0．71  0．85  
3．46  4．02  6．65  

1．24  1．39  1．63  
0．50   0，67   0．95  

57    57    57  

0．58   0．55   0．51  

1．85   2．43   2．45  
1．08  1．0王‡ 1．08  

0．25   0．31  0．35   
●－   

●●  J、●・1・ノ 

靡吋●●  137cs  検体数  
最小値  
最大値  
平均値  

＿＿…．．●＿■＿＿＿－＿＿星空展墓  
有機物含有量検体欺  

最小値  
最大値  
平均値  
榎準偏差  

52    52    52  

0．66  0．68   0．62  

2．73   3．03   4．04  
1，26  1．46  1．70  
0．35   0．55   0．79  
57    57    57  

0．87   0．88   0．る5  

1．73  2．39   3．51  
1，16  1．31 1．48  

0．15  0．32  0．51   

52    52  

0．74  1．00  
8．88  12．1  
2．09   2．43  

1．44  1．£8  

57    57  

0．93  1．02  
5．66   6．95  

1．76  1．92  

0．94  1．17  

0
 
 

5  

有機物の濃度比（b，C．d．e，f／a）  

図1分画土壌中の137csと有機物の相関  
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Ⅲ。環境に関する調査研究  

（海洋）   





Ⅱ－1日本近海の海水一海底土の放射能調査  

海上保安庁海洋情報部環境調査課  

難波江靖 鈴木和則 三浦幸広 潟永裕之   

1．緒言   

本調査は、日本近海における放射性核種の分布及びその経年変化を把握することを目的  

として、海水の調査は1959年より、海底土の調査は1973年に開始し、以降毎年継続して  

実施している。今匝＝ま、2002年の調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

試料の採取は、海上保安庁海洋情報部及び管区海上保安本部が分担して、海水試料は黒  

潮海域、親潮海域、日本海の各海域で表面海水を採取し、海底土は沿岸域で表面海底堆積  

物を採取している。   

採取試料は海洋情報部環境調査課海洋汚染調査室において放射化学分析を行い、海水は、  

90Sr，137Csの2核種、海底土は、90Sr，1那Cs，60Co，2弛240PⅦの4核種について放射  

能測定を行った。表面海水中における90Sr，137Csの放射能濃度の経年変化を図1に、海  

底土中における90Sr，137Cs，60Co，289，240Ⅰ〉uの放射能濃度の経年変化を図2に示す。  

3－ 結語   

我が国周辺海域の海水及び海底土の放射能濃度は、各核種とも長期的にみて減少傾向に  

ある。今後も継続して日本近海における海水及び海底土の人工放射性核種を調査測定し、  

その濃度分布及び経年変化を監視する予定である。  
mBq／鼠  
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図1 表面海水中の90s r、137csの経年変化  
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図2 海底土中の90sr、60co、137 cs、239，240pu  
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Ⅱ－2 Eヨ本海の海水且海底土の放射能調査  

海上保安庁海洋情報部環境調査課  

難波江靖 鈴木和則 三浦幸広 潟永裕之   

1．緒言  

1993年に日本海亡オホーツク海において旧ソ連■ロシアは固体の放射性廃棄物金属製コ  

ンテナに詰めて海洋放棄していたことが明らかになったことから、海上保安庁海洋情報部  

では、放射性物質による海洋環境を把握するため1993年より日本海の放射能調査を実施し  

ている。今回は、2002年の調査結果について報告する。  

2．調査の概要   

本調査は海上保安庁海洋情報部測量船「拓洋」及び「明洋」により、図1のとおり日本  

海及びオホーツク海で実施した。  

（1）海水の採取   

海水試料は、深度Om，200m，500m，   

750m，1000m，以下1000m間隔及び   

海底上50mの各層でそれぞれ100㍑を   

採取した。  

（2）海底土の採取  縛批   

海底土の試料は、スミス・マッキンタイ   

ヤー型採泥器で採取し、表層泥2Gmのみ   

を分け取り分析試料とした。  

（3）分析項目  

海水、海底土とも90S r，137Cs，60Co，  

239・240Puの4核種である。  脚  
13古 140  

囲1 放射能調査の試料採取点   （粛測定結果  

海水及び海底土中の調査結果をそれぞれ表1，2に示す。  

3．結語   

今回までの測定結果については、旧ソ連・ロシアによる海洋投棄された放射性廃棄物に  

よる海洋環境への影響は認められなかった。今後も、毎年1回、同規模の調査を継親し日  

本海・オホーツク海の放射性核種濃度分析及び経年変化を明らかにし、深海流調査と合わ  

せて海洋投棄された放射性物質の拡散状況の解明にあたる。  

表1日本海・オホーツク海 放射能調査結果（2002年）－海底土  

測点  採取償層  放射能濃度（軸／kg一帯土）  

採取年月日  
番号               緯度（N）  経度（E）  （m）   （em）   川 pn  1ま7cs  90sr  郎co  

－302  2002914  1g96    0～2  0 772    0 08（】  190・＋  013  048二±  0 01  001  

2002g13      0～2    士              ±  
8～2    ＋              士  
0～2    ＋              ＋  

002910      0～2  

20294      0～2        242＋  こ012        十  
＋  

－0  十  010        ＋  
NOr9  44－20．9  140－49．g  2002．6．13      0～2        2．64±0．13  

NO－10  44－50．0  143－59．8  2002．6．16   186   0～2  1．06   二0．057  2．01±0．12   0．58±  0．01  0．010  
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表2 日本海－オホーツク海 放射能調査結果（2002年）－海水  

採取  放射熊濃度（mBq川）  

測点 軍馴  採取位置   採取年月日  水深 田   深度 （m）   
酸素  駅co  137C 

（℃）   pu  98sr  

ノ＋     6  ＋ 

＋      ＋      ＋      ＋  
NO－1  36「35．0  ユ3トユ0．1  2002，9．14  1，992  

＋      ＋      ＋      ＋  
＋      ＋           ＋  

1，898  0．20  34．078  4．68  0．04    0．003  －0．015 ±   0．027  0．27  ±  0．04  0．23  

32629  518  000    0001  －0016    0026  197    006  133  

＋      ＋           ＋  
NO－2  3ト59．7  132－00二2  2002．9．13  1．700                                                                               4  0  53（i    ＋      ＋           ＋  

＋      ＋        0 0tう  
980  020  34077  石02    ＋      ＋  
1653  0．20  34．077  5．01  0．03    0．003  －0．033    0．027  0・52  士  仇05  仇32  

＋       ＋  

＋      ＋  
494  8 50  34079  544          去            ±  

NO－3  38－43．0  132t55．7  2002．9．12  2，875                                                                                                               738  0 30  34080  527          ±      ±      ±  

984  D 20  34078  502    ＋    －0029        ±  
＋           ＋  

2．765  0．2（）  34．076  4．98  0．02    0．0由  －れ024  ミ士  0．041  0．41  ±  ノ0．04  0．2  

0  22 8  33090  605  000    0002  0046  ＋  0026  207  ＋  006  151  

196  岳10  34046      ート    0026        ＋      ＋  
NO－4  40－00．2  134－34．2  2002．9，11  1．305                                                                             491  0 60  34081  ＋                ＋  

736  040  34Q77  512    ＋      ＋        0 05    ＋  
1，228  0．20  34．078  5．05  q．04    ¢．010  0‘1003    0．024  ′0．81  ± 0．06   0．6  

0  216  33435  512  000    0002  ⊥0023    0026  20  ＋ 006   12  

197  12（卜  34058  642    ＋      ＋           ＋  
NO－5  40rOO．2  136－01，l  2002．9．10  1，460                                                                           493  0 50  34二074  5．55    ±      ＋           ＋  

738  0，30  34．072  ±           十      ＋  
99l  020  34071  626    ＋    0013  

1，350  0．20  34．073  5、04  0．03    0．003  －0．020±   0．030  0．6  士，0．05   仇5  

0  219  33340  518  000    0001  0012    0024  2 0  ＋ 007   匹  

00        ＋      ＋            ＋  
0  0  5    ＋      ＋           ＋  

NO－6  4卜00．3  136T19．9  2002．9．4  3，686  

985  0 30  34069  543    ＋      ■           ＋  
1964  0．20  34071  490    ＋      ＋           ＋  

3，293  0．30  34．075  5．01  0．02    0．003  0．009    0．027  0．3  ± 0．04   0．2  

＋      ＋  
＋  

NO－7  現一即．・0  1叩－28，8  20（）2．9．3  3，661                                                                                                             740  048  3ヰ084  531    ヰ・     001              ＋  

9＆3  0 30  34078  507    ＋    －0012             ＋  

3．658  0．30  34．075  4，g3  0．03    0．004  0．031  ：±  0．024  03    0 04  01  

匹  

●一  130  34086  645    ＋    0 052              ＋  
511  0 60  34083  5 6g    ＋    0033             ＋  

NO－8  42－59．9  137－30」2  2002．g．2  3，692                                                                                                                 858  0 3【I  34085  512    ＋    －0002              ＋  

993  0 30  34089  510    ＋    0029             ＋  

3．583  0．30  34．077  5．05  0．03    0．002  －0005 ＋   0029  02  ＋ 004   02  

NO－9  44－20．1  140－49．9  2002．6．13  253   q  

245   

NO－ 10  44－50．0  143－59．8  2002．6．16，  186   0  8 8  32247  7 32  000      ＋三  
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Ⅱ－3 日本海の深海流測定  

海上保安庁海洋情報部環境調査課  

難波江靖 鈴木和則 三浦幸広 潟永裕之   

1．緒言  

1993年に日本海－オホーツク海において旧ソ連一口シアは固体の放射性廃棄物を金属コ  

ンテナに詰めて海洋投棄していたことが明らかになったことから、海上保安庁海洋情報部  

では、放射性物質の拡散の可能性を把握するため、1994年から当該海域において毎年2測  

点の深海流観測を実施している。今回は2002年9月～叩3年5月までの約9ケ月間連続測  

定結果を報告する。  

2．調査の概要   

係留系は、舶NDERÅA社製の流向・流速計を測点NO－1では海底上50m、測点NO－」では海  

底上50mと100mに直列に接続し、海上保安庁海洋情報部測量船「柘洋」で設置、測量船  

「海洋」で揚収した。（図1）測定間隔は60分間隔である。  

〔調査結果〕  

（1）流速ベクトル   

25時間移動平均の流速ベクトルを図2に示す。  

（2）平均流況   

今回観測を実施した測点NO－1及びNO－」並びに以前に観測を実施した測点の平均流向★  

流速図を底上50m個3－1）、底上100m（図3－2）に示す。  

（3）流向別流速頻度分布   

測点NO－1及びNO－」の流向別流速頻度分布をそれぞれ図4．図5に示す。  

3．結語   

流速ベクトル図及び流向別流速頻度分布図によれば、NO－1は季節による変動があるが、  

海底上50mでは非常に弱い流れではあるが末流が卓越しており、平均流速は、1・6cm／sで  

ぁった。測点NO－」においても海底上50m及び100m層とも流れめ弱い時期があるが北寄り  

の流れが卓越しており、  

平均流速はそれぞれ  

4．68m／s，4．4cm／＄で  

あった。   

平均流況図によれば、  

底上50m及び100m層、  

ともに北あるいは北東方  

向へ流れており、過去に  

津軽海峡付近の測点で、  

やや強い流れが観測され  

ている。   

今後、日本海の流況を  

把握するために、空白部  

分の調査を実施する予定  

である。  
園1 深海流の測定点  
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図2 流速ベクトル園（毎時値）  
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園3－1  （単位：cm／sec）  

底上50m層におげる平均流向・瀧遠国  

一 滴底上100m。J  1剥「  1ほF  l■I◆  棚●   

園3－2  （単位：cm／sec）  

底上100m層における平均流向・流速図  

NO－J  

図5 底上100m層の流向別流速頻度分布図   
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l卜4 西部北太平洋亜熱帯循環域に見られる－37cs亜表層極大とその成因につ  

いて－2002年気象庁凌風丸による精密観測結果  

気象研究所地球化学研究部  

青山道夫、広瀬勝己  

1．緒言  

気象研究所では、1950年代から太平洋を主な対象海域として海水中の－3了c＄等の長寿命人  

工放射性核種の研究を行ってきた。海洋の人工放射性核種は1945年以前には全く存在しなか  

ったものであり、海洋の物理的循環、生物地球化学的衰退程を解明するための最もすぐれたト  

レーサーとなっている。今回は〈、気象庁所属凌風丸によりおこなわれた東経165鹿線での精密  

観測の結果の申から－8Tc＄の結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

2002年に「海洋における人工放射性核種の長期挙動の研究」の一環として気象庁凌風丸  

（0206航海及び0210航海）により東経165度線に沿って精密観測をおこなった。試料採取と放  

射能測定の概要は下記のとおりである。  

北緯50度～南緯6度の範囲で、測点間隔は約3渡（33、Okm）であり測点の総数は19点。  

1000m以浅でば少なくとも100m毎に1試料あたり約10リットルを採取した。1000m以深では、  

200～1000m毎に1試料あたり40リットルから100リットルを採取した。試料の総数は約320であ  

り、すべての試料について柑70sを分析した。  

1000mより浅いところの試料については、つくばにある気象研究所の測定室で測定を行って  

いるが、柑Tc菖の鹿鹿が極めて低い深層の試料については、金沢大学低レベル廠射能美験施  
設尾小屋地下測定室セGe半導体横地議による測磨をおこなっでいる。これにより海面から海底  

直上までのすべての試料について濃度を確定させることができ、海水中蓄積量も評価できる。  

同時に行っている他の核種の結果については、別途報告する。  

乱結語   

表面から深度1000mまでの結果について園1に示す。1950年代後半から1960年代前半にか  

けて北太平洋中緯度の海洋表面に供給された137csの大部分が、40年以上にわたって亜熱帯  

循環域の亜表層に蓄積されていることが図1からわかる。とくに、亜熱帯循環域の南端にあたる  

北緯20度付近の深さ200－500mに137cs濃度の極大が存在する。また、水塊の密度26付近に  

柑7c＄の極大が存在する。この極大層の密度から、－釘cs極大の生成機構として、太平洋中央モ  

ード水※1のサブダクション※2によって137csが輸送されてきたことが示唆される。この亜熱帯循環  

域内の北緯20度から40度の領域での海水中蓄積量はおよそ1000－1500Bqm－3である。  
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図1東経165度線に沿う187Cs断面図（単位Bqm・3）  

図中の点はデータを示す。  

また、図1から、深さ200m付近で北緯20度付近から南へ137csが輸送されていることがわか  

る。1970年代と1980年代に北緯10－20皮付近で海水中蓄積量が増加していることがすでに報  

告されている～紬oyamaandHirose，2003）。また、赤道域での表面海水中137c＄濃度の滞留時間  

が非常長いことが見出されている（Hiro＄eandAoyama，2003）が、この図1に示されるような南向  

きの海洋内部輸送が赤道太平洋での137csの蓄積量や表面海水中濃度の経時変動を支配す  

る要因であると考える。  

※1太平洋中央モード水：太平洋中央部で形成される、密度（26．0～26．5）が一様な水塊のこと。  

※2 サブダクション：水塊が同じ密度を持つ層の中を移動すること。  
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Ⅱ－5 日本近海海域における海洋放射能調査  

気象庁気候・海洋気象部  

宮尾 孝、田中秀和  

1．緒言   

気象庁は、昭和32（1957）年に、核爆発実験や原子力の平和利用に伴う海水中の放射能汚染  

を調査する目的で、放射能調査研究費による「表層海水の放射能調査」として、海洋気象観測  

船及び南方定点観測船を用いた表面海水中の全β放射由の観測を開始した。現在は同調査研  

究費による「日本近海海域における海洋放射能調査」として、海洋気象観測船を用いて日本近  

海の11ケ所の観測定点において表面海水、深層水（1000m深）中の全β放射能の調査を継続  

して行っている。  

2∴調査研究の概要  

1）試料採水   

海洋気象観測船により図1に示す11ケ所の観測定点においてそれぞれ年2回、夏季及び冬季  

に表面の海水を採取している（旧南方定点は年5回）。さらに、沖合の5ケ所の観測定点では1000  

m深の海水も採取している。  

2）試料採取及び放射能測定   

海水中の人工放射性物質の捕集には、以下の鉄－バリウム共沈法を用いている。   

試料海水5L（リットル）を量り採り、塩化アンモニウム10gを加え加熱する。その後塩化バリ  

ウム溶液（0．0729mol／L）1mLを加え擾拝する。沸騰し始めたら硫酸第二鉄アンモニウム溶液  

（0．0895mol／L）1血を加え、アンモニア水溶液によってpH8．4程度に調整する。その後約2時  

間緩やかに加熱を続け、このとき生じた水酸化第二鉄の沈殿に、硫酸バリウム及び他の人工  

放射性物質を吸着させる。冷却後、定量用濾紙を用いて試料海水を減圧濾過し、デシケ一夕  

内で乾燥させ測定試料とする。   

全β放射能測定には平成6（1994）年以前はGM計数装置、平成7（1995）年からはガスフロー  

検出器を用いている。放射能既知の試料（平成12（2000）年6月まで八酸化三ウラン、同年7月  

より90sr／90Y）を標準として1試料につき40分ずつ3回測定し、平均値を試料の測定値として  

いる。また自然計数として、試料の調製に用いた濾鰍こついても同様の測定を行い、先に得  

られた試料の測定値とここで得られた自然計数の測定値との差から、試料の真の放射能を求  

めている。  

3）結果   

表1に、日本近海海域の各観測定点における表面海水中の全β放射能の平均値、標準偏差、  
試料数等を示す。また、図2には主な観測定点における年平均値の経年変化を示す。   

各観測定点における全観測期間及び平成15年の各平均値は、0・03～0・06Bq／Lの範囲にあり、  
全観測定点の全観測期間の平均値は約0．04Bq／Lであった。0・08Bq／L以上の値軋昭和60（1985）  
年以前にのみ出現しており、その後は1度も現れていない。  
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3．結語   

日本近海の海水中全β放射能は、近年低いレベルで推移しているが、放射能汚染事故が発  

生した時に的確に対応するためには放射能のバックグランド値を把握しておく事が必要であ  

り、気象庁は日本近海における海水中の全β放射能の観測を継続している。なお、個々の測  

定値については、「放射能観測報告」（気象庁編、年刊）に掲載されており、これを参照され  

たい。  

表1 日本近海の観測定点における表面海水中の放射能（単位Bq／L）  

観測点  Ⅰ百南方 定点  PH－1  PIト6  PT－5  PK－1  PN－1  PN十9 PN－6  PM－1  P血－9  G－5  G－8  全観測点   

（平成15年）   0．05  0．06  0．06  0．06  0．05  0．06  0．05  0．05  0．d5  0．0畠  ．0．04  0．05   
平均値  

（過去全デづ）   0．05  0．04  0．03  0．03  0．03  0．04  0．04  0．04  0．04  0．05  0．05  0．04   
平均値  

標準偏差  0．04  0．03  0．03  0．02  0．02  0．02  0．02  0．03  0，03  0．01  0．01   0．02   

最大値  0．27  0．13  0．16  0．07  0．11  0．09  0．09  0．17  0．17  0．07′  0．06  

試料数   381   74   78   50   61   51   68   66 74   20   21   

＊：州－9は昭和33（1958）年～平成8（1996）年、PN－6は平成9（1997）年以降  

Bq／L  
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図1 日本近海における気象庁の  
放射能観測定点  

◎：表面海水  
○：表面及び1000m深海水  
寛：旧南方定点（表面海水）  

（ただし、東シナ海中央部の観測点に  
ついては、1996年以前はPN・9、1997  
年以降はPN・6に変更している。）  

1955198019651970197519801985199019952000 2005  

図2 主な観測定点における海水中の  
放射能の年平均値の経年変化  

㊥：表面海水  
×：1000m深海水  
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Ⅱ－6 海産生物放射能調査  

（独）水産総合研究センター 中央水産研究所  森田貴己、藤本 賢、商迫洋子、皆川昌幸  
北海道区水産研究所 葛西広海、津田 敦、山村織生  
西海区水産研究所 木元克典、西内 耕、中川倫寿  
日本海区水産研究所 山田克也、市橋正子、加藤修  
水産工学研究所  松下吉樹、山崎慎太郎  

1．緒 言   

日本周辺海域（北海道周辺海域、太平洋沿岸海域、東シナ海海域、日本海沿岸海域、北千島・オホーツ  
ク海・北海道北部沖合域）に生息する主要海産生物の放射能水準とその経年変化を把握することにより、  
水産資源の安全性を確徹し、不測の事態に備え本調査を継続している。   

2．調査研究の概要  
①採取斡料   

北海道周辺輯域（魚類7種、頭足類1種、貝類2種、甲殻類1種と海藻類1種）、太平洋沿岸海域（魚類  
6穫、頭足類1種、貝類2種）、東シナ海海域（魚類5種、貝類1種、頭足類1種、海藻類1種、甲殻類1  
種）、日本海沿岸海域（魚類7種、頭足類2種、貝類2種、甲殻類2種、海藻類1種）、北千島・オホーツ  
ク海・北海道北部沖合域（魚類7種）の合計51種を固定種として調査を行った。また、それぞれの海域  
で新たな指標生物を探索することを目的として、現在までに分析されたことがないか、あるいは分析例が  

少ない種類を毎年新たに選択種として選定している。継続的に同一種を測定することがモニタリング調査  

として望ましいが、近年マイワシは資源の減少により継続的な入手が困難となっている。特に日本海での  

入手が困難であるため、今年度は代替試料としてカタクチイワシわ分析を行った。  
②核種分析   

試料は採集年月日、採集位置、平均体長、体重などを記録して、必要に応じて各部位（筋肉、内臓、肝  
臓等）に分別し、摂氏450度以下で所定の凝作を行い灰化物を調製し分析に供した。  

核種分析はGe半導体検出器を用い、計測時間16－32Ⅹ104秒で行った。分析対象核種は科学技術庁  
放射能測定紘シリーズ7に記載されている対象核種の中か 

58co，60co，65zn，95zr，95Nb，103Ru，106Ru，125sb，134cs，137cs，144ceおよびこれに108mA払110mAg，  

207Biの3核種を加え16核種とした。  

③分析結果   

全ての海域で検出された人工放射性核種の濃度は、昨年度までの調査結果と同程度、ももくほ減少傾向  
にあった。日本海産カタクチイワシの187cs濃度は、ほぼマイワシと同様の債でありマイワシの代替試料  
となり得ることがわかった（図1）。平成12年鹿本調査において新潟県能生港沖で採集されたスケトウダ  
ラ試料から例年よりも高い濃度の137csが検出されていたが、14年度試料においては13年度同様に11  
年度以前の水準に戻っていることが確認された（図2）。東シナ海の農林漁区234区で採集されたマダコ肝  
臓から60coが検出されているが、有明海、八代海、東京湾で採集されたマダゴ肝臓試料からは検出されて  
いない（図3）。その濃度は年々減少傾向にあり汚染は一時的なものであったと考えられる。その他、  
108mAgが4地点のマダコ肝臓のいずれからも検出されている。その濃度は過去の変動幅の範囲内にあり、  
またより短寿命核種の110mAgは検出されていないことから、108mAgは過去の汚染振に由来するものであ  

ると考えられる。   

本調査において検出された137cs、60co、108mAgなどの人工放射性核種の濃度は、食しても人体に全  

く影響を及ぼすものではない。   

3∴結 語   
東シナ海産マダコ肝臓から60coが、昭和61年から平成元年の期間中検出され、その後検出されない期  

間が続いていたが、平成7年度以降から平成11年度を除き現在まで継続して検出されている。その濃度は  
年々減少傾向にあり、汚染は一時的なものであったと考えられる。本調査の測定結果とマダコの移動範囲  
から、日本周辺域以外の東シナ海域内、もしくは隣接する国に汚染源があると考えられるが、その特定に  
は至っていない。今後も注意深く調査を継続していく必要があると考えられる。   

日本海には、放射能汚染源として旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物もしくはウラジオストック沖で沈  
没した原子力潜水艦があるが、現在のところ本調査結果からこれらの彫響は無いと考えられる。   

平成12年度にスケトウダラで検出された高い濃度が37csや東シナ海産マダコ肝臓から現在検出され  

ている60c。が一時的な汚染であると判定できるのは、過去の調査結果の蓄積によるところが大きく、不測  

の事態に備えるものとして、今後も本調査の必要性は益々増加すると考えられる0   
本調査の北千島・オホーツク海域の試料採集は、小樽、稚内、釧路の各機船漁業協同組合及び網走漁業  

協同組合の協力により行われており関係者に感謝する。  
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Ⅱ‾7 日本周辺海域海底土の放射能調査  

（独）水産総合研究センター  中央水産研究所   皆川昌幸  

北海道区水産研究所 葛西宏海、 
西海区水産研究所  木元克則、西内 耕、種子田雄  
日本海区水産研究所 山田東也、市橋正子、加藤 修  

1．緒 言   

日本周辺海域の海底土た蓄積されている人工放射性核種の分布および変動傾向を知るために、  
昭和60年度から日本周辺の沿岸、沖合さらに外洋域の海底土の放射性核種の分析を行ってきた。  
平成4年度からは、これまでの結果を参考にして、日本周辺海域に定点を設定した。平成6年度か  
ら、旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄が明らかになったことから日本海側の調査地  

点を拡充し、さらにオホーツク海及び北西太平洋海域側の地点の調査も随時行うこどにした。  

2．調査研究の概要  
①調査海域と餌料   

海底土試料は、平成14年度に、（独）．水産総合研究センター調査船蒼鷹丸（892トン）、探海丸  
（168トン）、みずほ丸（156トン）および陽光丸（499トン）を用いて、太平洋側の常磐沖、相模  

湾、駿河湾、日商舟状海盆、日本海構、日本海側の佐渡海盆、岩内沖、後志梅盆、大和海嶺、オ  
ホーツク梅、東シナ海大陸棚の各地点から、柱状採泥器を使用して採取した。  

②核種分析   

試料は表層から2叩毎に分画、乾燥処理し、各区分の試料について、高純度Ge半導体検出器によ  
るγ線核種を分析した。また、一部地点の試料についてはPu同位体、90srの放射化学分析を行った。  
③分析結果と考察   

それぞれの地点の10cm層までの分析結果の一部を表に示した。   
γ線核種の中で有意に検出されたのは、従来と同じく〆H汀csと207Biの2核種であった。表層の0～  

2cm層における濃度は、太平洋側の8地点で1a7csは2．2～9．4Bq／kg、201Biは0．36～1．2Bq／kg、239・240pu  
は1．5～5．9Bq／kgの範囲であった。日本輯側の4地点でほTcsは2．1～8．9Bq／kg、287Biは佐渡海盆で  
0．89Bq／kg、239・飢Opuは0．52～2．6Bq／kgの範囲であった。90srの分析は日本海の2地点で行ったが、  
検出されなかった。表層で最大値を示したのは、太平洋側では13アcs、緋Biは日本海溝、卿4？uが相  
模湾の地点であり、日本海側では13Tcsが佐渡海盆、ヱa9，240puが岩内押の点であった。各核種は、海盆  
域や海溝域において高濃度となる傾向が見られた。   

これらの倍は、中央水産研究所および諸機関による従来の調査結果の範囲内にあり、新規の汚  
染源による顕著な寄与は認められなかった。   

3．♯ 語   
平成14年度の調査においても、特に異常な偉は認められなかった。今後も引き続き日本海側、  

太平洋側の沿岸・沖合域を中心にして、変動償向の把握に努め、監視を行うとともに、汚染の評  

価に必要な基礎データの蓄積を行う。   

表  海底土の核種分析結果  単位：Bq／kg乾土  

深さ（cm）   137cs  207Bi  239, 240 pu  90Sr   

水深710m  

4．0 ±0．23  

4．4 ±0．24  

4．0 ±0．23  

3．3 ±0．18  

2．6 ±0．15  

36017’N，141007’E  Ⅰ
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1．2 ±0．15  

1．2 ±0．15  

0．97±0．16  

0．72±0．12  

0．56±0．12  

4．0 ±0．20  

4．4 ±0．20  

4．7 ±0．21  

3．6 ±0．16  

2．6 ±0．15  

2
4
6
8
0
 
 

1
 
 

水深1748m  

3．4 ±0．18  

3．3 ±0．19  

2．7 ±0．15  

1．8 ±0．11  

0．35±0．03  

36017’軋141042’E  H14．7．20 常磐沖Ⅱ  

0～ 2  
2～ 4  
4～ 6  
6～ 8  
8～10   

1．0 ±0．13  

0．83±0．12  

0．67±0．12  

0．55±0．12  

＊  

4．0 ±0．19  

4．0 ±0．17  

3．9 ±0．16  

2．3 ±0．17  

0．49±0．11  

水深2730m  

2．9 ±0．18  

3．0 ±0．18  

3．2 ±0．19  

2．9 ±0．18  

36049，N，142013’E  H14．7．20 常磐沖Ⅲ  

0′－ 2  

2～ 4  
4～ 6  
6～ 8  
8～10   

1．1±0．14  

1．2 ±0．17  

1．2 ±0．16  

1．4 ±0．16  

0．34±0．11  

5．1±0．18  

6．6 ±0．24  

7．3 ±0．24  

7．3 ±0．23  

2．1±0．14  

（＊ 検出下限値未満）   

－61－  



表 海底土の核種分析結果（つづき）  単位：軸／kg乾土  

深さ（cm）  137cs  207Bi  2：｝9・‖Opu  90Sr  

H14．7．19 相模湾Ⅰ  35011’N，139■27’E   水深930m  

O～ 2  3．4±0．18  1．8±0．13  5．9±0．32  

2～ 4  4．2 ±0．20  2．4±0・16  6・3 ±0・35  

4～ 6  3．5 ±0．14  2．3±0．11  5．3 ±0．25  

6～ 8  3．5 ±0．18  2．4±0．13  5．3 ±0．27  

8～10  3．4±0．25  2．1±0，12  5・2±0・粥  

H14．7．19 相模湾Ⅱ  35002’Ⅳ，139025’E  水深1211m  

O～ 2  3．7±0．19  1．9±0．15  4．7 ±0．34  

2～ 4  4．8 ±0．18  2．4 ±0．13  5．7 ±0．36  

4～ 6  4．8 ±0．20  2．7±0．14  5．9±0．25  

6～ 8  5．4 ±0．18  3．1±0．14  6．2 ±0．40  

8～10  6．8 ±0．17  3．3 ±0．13  6．8 ±0．40  

H14．7．19 駿河湾  340開’N，138020’E  水深344m  

O～ 2  3．7 ±0．18  0．36±0．11  1．5 ±0．08  

2～ 4  4．2 ±0．17  0，56±0．11   1．5 ±0．09  

4～ 6  4．4±0，16  0．65±0．11   1．8 ±0．11  

6～ 8  4．6 ±0．16  0．59±0．10  1．7 ±0．10  

8～10  4．6 ±0．18  0．72±0．10  2．0 ±0．12  

H14．10．10 佐渡海盆  37048’N，138032’E  水深520m  

O～ 2  8．9 ±0．23  0．89±0．12  2．4 ±0．19  

2～ 4  6．9 ±0．21  1．0 ±0．13  2．4 ±0．15  

4～ 6  5．2 ±0．20  0．84±0．14  2．4 ±0．13  

6～ 8  3．5 ±0．18  0．46±0．11  1．4±0．08  

8～10  1．7 ±0．15  0．43±0．11  0．73±0．05  

H14．7．30 岩内沖  43001’N，140■22’E  水深42如  

0～ 2  5．7 ±0．19  ＊  2．6 ±0．17  ＊  

2～ 4  6．7 ±0．21  0．45±0．11  2．9 ±0．18  ＊  

4～ 6  8．2 ±0．22  ＊  3．7 ±0．20  

6～ 8  8．3 ±0．18  0．48±0．10  3．6 ±0．19  

8～10  9．7 ±0．22  0．38±0．11  4．3 ±0．24  

H14．7．30 後志海盆  42●58’N，139’33’E  水深3380m  

O～ 2  2，5 ±0．18  ＊  0．76±0．079  ＊  

2～ 4  2．6 ±0．19  ＊  0．76±0．074  ＊  

4～ 6  2．9 ±0．16  ＊  0．73±0．052  

6～ 8  3．5 ±0．16  ＊  0．71±0．059  

8～10  2．8 ±0．19  ＊  0．74±0．050  

H14．7．29 大和海嶺  39050’N，135053’E  水深1200m  
O～ 2  2．1±0．13  ＊  0．52±0．039  

2～ 4  2．0 ±0．14  ＊  0．49±0．035  

4～ 6  1．1±0．11  ＊  0．30±0．026  

6～ 8  ＊  ＊  0．046±0．0091  

8～10  ＊  ＊  0．040±0．0081  

H14．7．22 日高沖舟状海盆  41014’N，143●24’E  水深2180m  

O～ 2  2．2 ±0．12  0．46±0．097  

2～ 4  2．3 ±0．14  0．24±0．11  

4～ 6  2．5 ±0．16  0．38±0．12  

6～ 8  2．4 ±0．14  0．42±0．093  

8～10  2．1±0．13  0．34±0．10  

H14．7．22 日高沖日本海溝  40■36’N，144035’E  水深7490m  
O～ 2  9．4 ±0．21  2．2 ±0．12  

2へ′ 4  9．5 ±0．25  2．3 ±0．16  

4～ 6  12  ±0．25  2．5 ±0，14  

6′－ 8  15  ±0．27  2．7 ±0．14  

8～10  15  ±0．27  2．8 ±0．15  

（＊ 検出下限値未満）  
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Ⅱ－8 海洋表層から深海へ鉛直輸送される人工放射牲核種に関する研究  

（独）水産総合研究センター中央水産研究所  

皆川昌幸、森田貴己、藤本 賢   

1．緒 言   

旧ソ連・ロシアによる放射性廃棄物の海洋投棄の影響を調べるため、平成7年から日本海を中心とした  
我が国周辺の深海域で生物・海底土中の放射能レベル把握のモニタリング調査を行っている。過去のチェ  
ルノブイリ原発事故後の調査により、海洋へもたらされた放射性核種は沈降粒子に捕らえられて深海へ急  
速に輸送されていることが明らかにされている¢この沈降粒子は、主にプラ￥クトン等の生物の遺骸と陸  
起源物質から構成されており、深海域の放射能レベルを決める大きな役割を換うものと考えられる。そこ  
で、上記調査の一環として海洋凄層から深海？鉛直輸送される沈降粒子中の放射性核種レベルの把握とそ  
の経年変動を調べることを目的として、平成11年より日本海盆に沈降粒子捕集装置（セジメントトラップ）  
を設置した調査を実施している．なお、本調査は平成11年度から開始され、現在も継続中である（表1）。  
得られた解料中の放射性核種は、随時計測申である。今回は、平成15年までの全粒子束結果と平成13年  
魔の核種の測定結果を報告する。   

2．調査研究の概要  
①調査航海と海域   

（独）水産総合研究センター中央水産研究所所属調査船蒼鷹丸（892トン）により、平成14年7月18  
日～8・月9日の調査航海において日本海盆深部地点（41001，札137058’E；水深3625m）に装置を設置し  
（図1）、平成15年7月22日～8月12日の調査航海にて回収に成功した。  

②試料採集と保存   

係留系は、装置本体が水深約1100mと 3500mに設置されるように設計した。装置の形状は、大口径  

（0．5024mり時間分画式のものを用いた。韓料採取は、上下層とも約1月間隔で1年間行った。沈降粒子  
を捕集する瓶には、Ⅲ％中性ホルマリ′ンを弼塩化ナトリウム溶液として詞孝したものを入れ∴保存中の試  
料分解を鷹いだ。回収後、試料を直ち艦捕集瓶ごと冷滞保存し研究室に持も帰った。  
③核種分析   

沈降粒子試料は、生物（Swimmer）を放り除いた後0．4〃mヌクレポアメンプランフィルターで吸引濾過  
を行いフィルター上に細魚した。∴鮮掛ま、凍絆乾燥し霊草測軍じた後メノダ乳鉢で粉砕しだものを分析に  
供した。核種分析は、高純度Ge半導体検出器によるγ核種分析により計軌時限（8～13）xlO5秒で行った。  
測定対象とした核種は、7Be，．％，58co，60co，65zn，95zr，争5Nb，103R也，106Ru，108甑 g，11甑g，125sb，134cs，13Tcs，  

1亜ce，207Biの16核種である。  

④分析結果と考察   

これまでに得られた全粒子束の結果を図2に示す。全粒子束は、3～4月に増加する1極大パターンと、  
11～12月と4～6月に増加する2極大パターンが見られた。各年度の全粒子束の年平均債は、上層で104  
～218mg／戒／day、下唇で88～136mg／戒／dayと年によっては釣2倍程度大きく変動していた。特に平成14  
～15年度く卸02～2003年）については、これまでで最も高い値が観測された。一般に全粒子束は、表層の生  
物生産を反映して増減する。したがって、この変動は日本海中部から北部海域の生物生産の経年変動を反  
映したものと考えられる。   

平成13年度試料（2000～2001年）からは、前年度同様に137csが検出された。137csフラックスは、4～5  
月に高い1極大パターンを示した。全粒子束の平均値と異なり、137csフラックスの年平均値は前年度と同  
じで上層が0．70±0．03mBq／m2／day、下層が0．71±0．03mBq／m2／dayであった。137csフラックスは日本周辺の  
137csフォールアウトする畳とほぼ同程度であり、季節的変動パターンも上下層ともほぼ一致していた。こ  
のことは、海洋表面へ降下した137csは比較的短時間のうちに深層へ輸送されることを示唆している。  

137csの放射能濃度の平均は上層で6．5±0．4Bq／kg（検出限界以下～11Bq／kg）、下層で8・9±0・6Bq／kg（検  
出限界以下～18Bq／kg）であった。この濃度臥日本海海底土中の1即cs濃度と比べてほぼ同程度であった。   

3．結 語   
日本海深海域へ沈降する粒子中の放射性核種の濃度、および沈降畳の変動を把握することができた。全  

粒子束の変動パターンは年によって大きく変動しているが、‘深海へ輸送される137csは春期に多く、その畳  
も前年とほぼ変わらないという結果が得られた。   

今回は、特に異常と思われる放射能の償は認められなかった0現在のところ旧ソ連・ロシアによる放射  
性廃棄物の海洋投棄の影響は無いか、あっても極めて少ないと考えられる。しかしながら、沈降粒子を調  
べることは、深海生物の放射能水準とその濃縮過程を把握するため極めて重要である0今後も、引き続き  
得られた試料の核種分析を継続し、不測の事態に備える基礎的データの蓄積を行っていく予定である。  

ー63－   



1騨－  1首  相  伯ざ  弼～  

二  丁＝∵∴T 「丁㌔  02閃嘲   

図－1セジメントトラップ係留地点  

TMF  
0
0
 
 

5
 
4
 
 

厨
眉
旦
官
 
 

M
守
戸
声
【
 
 

M
？
－
d
く
 
 

望
王
宮
【
 
 

N
？
岩
白
 
 

M
？
ぢ
0
 
 

望
・
曾
局
 
 

M
？
貞
≠
↓
 
 

N
？
h
■
苫
 
 

M
？
h
■
苫
 
 

N
守
貞
■
↓
 
 

t
O
i
O
之
 
 

－
？
計
Ⅵ
 
 

【
？
【
ヨ
r
 
 

l
？
h
＿
某
 
 

－
卑
鶴
■
苫
 
 

【
？
q
■
↓
 
 

さ
？
＞
○
之
 
 

富
も
晶
 
 

書
・
ぎ
虻
 
 

茎
・
q
声
ヽ
 
 

毒
を
岩
 
 

0
0
⊥
■
】
冨
 
 

0
0
－
貞
■
r
 
 

仇
今
ゝ
さ
之
 
 

象
も
遥
 
 

か
？
】
ゴ
わ
 
 

図－2 全粒子（TⅢF）フラツクス  
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Ⅱ－9 フォールアウトを用†、た放射性物質海洋拡散シミュレーション  

一日本周辺海域の137cs及び勒240pu濃度について－  

核燃料サイクル開発機構 中野政尚   

1．緒言   

原子力施設からの排水、放射性物質輸送船事故等による放射性物質の海洋放出に係る拡散  
研究は、施設からのリスク評価及び将来の地球環境の保護に対する関心の高さから重要度を  
増している。また、計算機の発展に伴い、海洋学の分野で海洋大循環モデルなどのコンピュ  

ータ計算手放が大きく進歩してきた。そこで、海洋学で得られた知見を放射性物質の海洋拡  
散に応用し、広域における長期的な拡散評価手法を開発することが核燃料サイクルの地球規  
模でのリスク評価に役立つものと思われる。   

そのため、核燃料サイクル開発機構では海洋環境放射能による長期的地球規模リスク評価  

モデル（とong－term皇SSeSSment望0哩lof茎adionuム1idesin七heOceans；LA唯R「ラ・メー  
ル」：仏語で海を意味する。）を構築中である［1］。本稿ではL瓜蛇Rの一部となるグローバル  
領域モデル、日本海モデルを作成し、大気圏核実験による降下物中137cs及び239・240 puデータ  

から計算した海水中放射性物質濃度とそれに対応する実測値を用いて検証したので、その結  
果を報告する。  が   

2．調査研究の概要   
Fujio et al．［2］が開発した海洋大循環モデルを太平洋及び日本海に適用し、それぞれの  

年平均三次元流速場を算出した。さらに、三次元流速場計算結果と移流拡散モデル、スキヤ  
ベンジングモデル（放射性核種が粒子態に吸脱着し、鉛直下方に輸送される過程）を組み合  

わせて放射性核種に適用し、海洋放出放射能の拡散評価を可能にした。   
検証のため、大気圏核実験からの137cs及び239・240pu降下量から本シミュレーションによっ  

て海水中放射性物質濃度を計貧し、日本分析センターが公開している環境放射能データべ－  

ス［3］で検索した実測値と比較・検討した。（図－1～4）  

1）静岡県沖（黒潮域）   

図1に静岡県沖における表層海水中137cs濃度の経年変化図骨示す。点は実測値、線は本シ  
ミュレーションによる計算値を示している。1976年から2003年まで計算値はよく一致して  
いる。さらに実測値のない1960年頃には約30Bq／m3（これは1950年代のビキニ・エネウニ  

トク環礁での核実験の影響と推察される。）と現在の約10倍の濃度であり、2004年以降は、  
緩やかに濃度が減少していくと計算された。  

2）島根県沖（対馬暖流域）   

図2に島根県沖における表層海水中137cs濃度の経年変化図を示す。島根県沖は黒廟から分  
岐した対馬暖流の影響を大きく受ける海域であるため、基本的には黒潮域の濃度と同様の傾  
向を示している。  

3）青森県（太平洋側）沖（親潮域）   

図3に青森県（太平洋側）沖における表層海水中137cs濃度の経年変化図を示す。青森県（太  
平洋側）沖は親潮の影響を受けるとともに、津軽暖流によって日本海の影響を受けることが  
知られている。本シミュレーションでは津軽暖流の流入が考慮されていないためか、観測値  

よりもやや低めに計算された。静岡県沖で推定された1960年代の約30Bq／m3という濃度につ  
いても黒潮の影響を受けないために10Bq／m3程度の濃度と計算された。しかしながら、現実  
には津軽暖流のためにこれより高めの濃度であったと推察される。   

図4に青森県（太平洋側）沖における表層及び水深800m付近の海水中239，240pu濃度の経年  

変化図を示す。137csの場合と異なって過少評価は見られない。この理由として、239，240puは  
可溶性の137csと異なり、スキヤベンジングによって鉛直下方に輸送されやすい性質をもった  
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め、水深約140mの対馬海峡、津軽海峡を通過することが137csと比較すると困難であるため  

と考えられる。その結果、日本海の影響を受けづらいため、親潮のみ考慮したシミュレーシ  

ョンでよく再現できたと考えられる。   

3．結語   
海洋大循環モデルを応用して、日本沿岸における大気圏核実験起源の海水中137cs及び  

239・240pu濃度を化学的性質の違いを含めて精度良く算出できることを確認した。今後は本手法  

を原子力施設からの排水、放射性物質輸送船事故等による放射性物質の海洋放出からのリス  
ク評価に適用できるようL仙肥R体系を整備していく。   

4．参考文献  
［1］中野政尚：海洋環境放射能による長期的地球規模リスク評価モデル（LAMER）柵広域拡散  

モデルの開発と検証－，サイクル機構技報，22，67－76（2004）  
［2］Fujio，S．，Ⅹadowaki，T．，lmasato，N．；‥WorldOceanCirculationDiagnostically  

DerivedfromIlydrographicandWindS七ressFields．1．TheVelocityField．Journal  

Of GeophysicalResearch，96，11163－11176（1992）  

［3］日本分析センター：環境放射能データべ一ス  

（http：／／search．kankyo－hoshano．go．jp／servlet／search．top）  
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図1～4の各実測値は、環境放射能データベース［3］から検索したデータの引用である。  

ー66－   



Ⅱ－10 原子力発電所温排水等により飼育した海産生物の放射能調査  

（財）温水養魚開発協会  

床嶋雑草，横須賀串正  

鈴木 浩㍉東野剛恵   

1．緒青   

原子力発電所等周辺の海域における主要な漁場の放射能調査等の総合評価に資するため、原子力発電所から  

の温排水等により飼育した海産生物等の放射能調査を実施した。  

2．調査研究の概要  

（1）実施場所等   

調査は、茨城県那珂郡東海柑の日本原子力研究所東海研究所構内の当協会東海事業所において実施した。試  

験池は12面（720Ⅰぜ）、血¢水槽2面、若干の小型水槽を使用した。飼育鱒水は日本原子力発電（株）東海第  
二発電所の温排水、東海発電所の自然海水を毎分18t取水した。速水温の維持のため適宜温排水、自然梅水、  

混合取水をした。  

（2）飼育海産生物と放射能分析韓料   

飼育海産生物の種弊はマダイ」ヒラメ、メジナ、クロソイ、スズキ、ウナギ、クロダイ、シマアジ、プリ、  

クルマエビ、アワビ類、マコガレイの12種類である。このうち15試料を採取し、、放射能分析試料とした。マ  

ダイ、ヒラメについては種苗生産庖行い、マダイは当年魚、1年魚、3年魚、ヒラメは当年魚、5年魚を飼育し  
た。その他海藻（アラメ）を2誅料採取した。飼餌料はマダイ親魚用配合飼料1試料、プリ配合飼料1蘇料、  
オキアミ1蘇料を採取した。砂泥は排水路定点に沈澱した採取日の異なる2試料を採取し軋飼育海水は平成  
15年2月28日、4月30日、6月30日、き月31日、10月紆日、12月31日に採水した6試料の他に、プリの  
飼育水1韓料、塩分の変動する前後の海水2試料を採水して分析した。  

（3）飼育海産生物等の放射能分析   

海産生物、飼餌料、砂泥の放射能分析は137cs放射化学分析によった。海産生物は、筋肉と一部試料でほその  
他の部位について分析した。プリについては筋肉、内臓について210po、全身について3Hを分析した。飼育海水  
について軋γ線スペクトロメトリーによる分析の他にプリの飼育水について21‰、3Hを分析した。また  
幻糊pu分析、彗で分析はマダイ脊椎骨を分析し、砂泥についても分析した。また、安定セシ毎分析のた軌  
ァラメと海水を分析した。試料は（財）日本分析センターへ送付し同センターにおいて放射能を分析した。放射  
性療種分析結果臥次表の通りであった。海産生物については、1a7csはm～0・12±0・010恥／kg生、甲嘲やuはマ  
ダイ脊椎骨、飼料は検出下限値未満、砂泥は0．69±0．039Bq／kg乾土であった。彗rはマダイ天然魚の脊椎骨は  
検出下限値未満、飼料は0．1g±0．016勒／kg生であった。21恥はプリの筋肉で0・090±0・011、内臓で4・9±  
0．041Bq／kg生であった。飼餌料では配合飼料が11±0・軋オキアミが1・8±0・082Bq／kgであった。8Hはプ  
リの全身において組織自由水さH濃度が0．52±0．029、有機庸合型8H濃度が0・48±0・095Bq／Lであった。飼餌  
料では配合飼料が組織自由水甑儀度0・34±0・031、有機結合型3＝濃度が0・37士0・095Bq／L、オキアミは組織自  
由水さH濃度が0．26±0．027、有機結合型坦懐度が0．36士0・095Bq／Lであった。飼育海水については描Csが  
1．8±0．26～2．6±0．28血Bq／L、210poは2．3±0・17咄／L、さHは320±27mBq／Lであった。  

（4）飼育海水の放射能測定   

試験他の注水口に水モニターを設置し、放射能監視装置（鵬Ⅰシンチレーション3・7Bq／L検出）によって常  
時放射能を測定記録した。年間を通じ43・0～48・5cpsであった。年度間を通じ安定し、平年の変動範囲内であ  

り、鼻常はなかった。  

3．結語   

飼育海産生物、飼料、砂軋飼育水等の137cs放射性核種分析の結果、分析健は、魚種、飼育期間尊による相  
違はなく、平成10年度以降の本事共における分析値の範囲内であり異常は認められなかった0鰍2仇は飼育海  
産生物、飼料ともに検出されなかった。砂泥から検出されたが我が国周辺の海底土中の分析借の範囲内であっ  
た。湘srは飼料から検出されたが過去の分析値の範囲内であった。21？0と3Hは海洋調査結果における分析催の  
範囲内であった。また、飼育水の放射能モニターによる測定値も通常の値であり異常は諷められなかった0  
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表 飼育海産生物等の放射性核種分析結果  

6髄n  平均  

試料名  利定年月日   137cs   00co  的Sr   ユH   210po   Cs   体重  

144Ce   
■■－●  

（g）   

筋肉  16．3．6（C草）  0．093士0．0092  H12．4．11  

マダイ3年  ＊  1313  

脊椎骨  16．3．12（Sr）  ＊  

筋肉  16．3．6（Cs）   

マダイ天然  ＊  479  （H15．臥6）  漁獲日  
＊  

マダイ1年  筋申  16．3．17（Cs）  0．072士0．0082  
1烏7  托14．5．2  

～打15．10．20  

マダイ当年．  筋肉  16．8．17（Cs）  0．076±0．0083  
37  H15．4．6  

～ド15．12．15  

ヒラメ5年  筋肉  16．3．18（Cs）  0．056±0．0073  2800  住10．3．18  
～H15．12．17  

ヒラメ当年  筋肉  i6．3．17（Cs）  0．035±0，0064  
57  持15．4．16  

～粍15．11．28  

メジナ  筋申  16．3．17（Cs）  0．12±0．010  
鍋6  打6．4． 

～H15．7．30  

タロソイ  筋肉  16．3．18（Cs）  0．10±0．0096  627  H9，5．16   

その他  18．3▲柑（Cs）  0．039±0／0070  ～H15．9．24   

スズキ  肉  16．3．17（Cs）  0，12±0，010  
1360  、H4．4．22  

～持15．10．21   

ウナギ  筋肉  16．3．17（Cs）  0．032土0．0059  
500  Hll．1．26  

一一打15．8．21   

タロダイ  肉  ■16．3．18（Cs）  0．10±0．0096  
326  Hll．5．20  

～H15．9．25  

シマアジ    15．g．虫（C芦）  0．067±0．008宅  
78  打14．4．24  

～Ⅲ15．3．1  

筋阿  16．3．17くC畠）  0」060士0．0071  mほ．5」31  

廟料  彊針二37J18（Po）  8」090±0．011  ～往15．11．12  

プリ   4．9士0．041  377  

全身  16∴3．19（由  0．52土0．029  

全身  16．3．17（H）  0．48土0．096  

クルマエビ  臆肉  16．3．1ナ（己s）  0，072±0．0081  
13  H15．6．10  

′－は1臥12．12  

可食部  16・3▲17（Cs）  0．015士0．0050  
306  H15．8．18  

アワビ類  
甲食部  16．声．H（C卑）   ＊  

H16．乱18  
へ■m且11．20   

16・3・1（安定C軍  10±0．2  H15．7．16  
海藻 ～粍15．11．17   

くアラメ）  16．3，1（安定Cs  10＝ヒ0．2  波浪時                      H15．11．20  
～H15．12，2   

16．3．6¢S）  0．095土0，010  仕1年卜11．7  採取日  マダイ親鳥  

用配合飼料  16．3，2（Pu）  ＊  〝  

18．3．12（Sr）  0．19土0．01  〟  

16，3．17（Cs）  0，061土0．013  H16．11．7  〟  
ブリ用  16．3．10（Po）  11士0．54  ■  

寵合飼料  16．8．18（め  0．34±0．031  H15．11．7  ■  

16．3．17（H）  0．37±0．095  H15．11．7   〝  

16．3．17（C5）  0．046土0．0070  打15．11．12  〟  

16／3．10（Po）  1．8±0．082  
オキアミ  

■  

16．3．19（拇  0．26土0．027  ■  

16． 0．36±0．095  〟  

15．g．1（Cs）  2．1土0．16  Ⅵ15．5．13  〟  

砂泥  16．3．4（Cs）  2．5±0．18  ほ16．1．7  〟  

15．8．19（Pu）  0．69土0．039  〟                                          打16．5．13   

1臥 3．3（γ蕨）  2．6±0．28  ＊  H15．2．28  温排水  
16．3．8（γ線）  1．9±0．18  ＊  H15，も30  温排水  
1臥 3．4（γ線）  1．8±0，26  ＊  軋5．6．30  握含水  
16．乱 4（γ線）  2．0士0．24  ＊  注15．8．31  混合水  

飼育海水  16．3．5（γ線）  2．3±0．29  ＊  R15．10．31  混合水  
16．3．5（γ線）  2．0±0．26  ＊  H15」12．31  温排水  

18．3．1（安定Cs  0．26±0．011  H15．11．7  平穏時  
16．3．1（安定Cs  0．25±0．010  H16．12．2  波浪時  

プリ  16．3．10（Po）  2．3±0．17  H15．11．12  採取日  
飼育水  16．ユ．5（H）  320±27  〝                      廿15．11．12   

注）1．分析結果の表示は、計数値が、その計数誤差の3倍を越えるものについて有効数字2桁、それ以外のものについては＊で表示し、誤差は計数誤差の  
みを示した。分析対象外核種は－で示した。   

2．γ線スベタトロメトリー、放射性ストロンチウム、放射性セシウム及びトリチウムの分析結果は試料採取日に減衰補正した。   
3．分析核種のγ線スベタトロメトリー、プルトニウム、ストロンチウム、ポロニウムの単位は、海産生物についてはBq／kg生、飼餌料については  

Bq／kg、砂泥についてはBq／kg乾土、飼育水については皿8q／Lである。トリチウムは、輯産生物、飼餌料についてはBq／L、飼育水はmBq／Lである。  
安定セシウムは、海藻についてはng／g生、悔水については〃g／Lである。   

4，（Cs）、（Pu）、（Sr）、（Po）は各137cs、239’240pu 、90sr、210poの放射化学分析による定立、（H）は蒸留法または電解凝縮払による3Hの定量、  

（γ線）はγ線スペクトロメトリーによる54Mn、60co、137cs及び144ceの定畳、（安定Cs）はICP一媚こよる安定セシウムの定盤∩   
5，試料名で同一魚種名がある場合のみ年魚を付した。好化から12月31日までは当年魚、以下順次1年乳、2年魚、3年魚とした。  

6．浪合水とは、温排水と自然海水との混合取水である。  
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Ⅱ－11海底堆積物中の放射性核種の鉛直分布  

・佐渡海盆における柱状採泥－  

（財）海洋生物環境研究所  

稲富直彦 小島健ニ  

（財）日本分析センター  

篠田芳晴   

1．緒言   

原子力発電所等周辺海域及び核燃料サイクル施設沖合海域の主要な漁場等における海底堆積物  

中の137cs及びZ39甜Opuの分布と蓄積全量を調べることを目的として、平成5年度より柱状採泥  

を行っている。新潟沖合海域の定常点はすり鉢状の海底を成す佐渡海盆上に配置され、信濃川・  

阿賀野川等、河川の影響を色濃く受け堆積物が堆積しやすい環境にあることが推察されている。  

同海域では、これまで鉛直擾乱の少ない柱状試料が採取されている。  

2．調査研究の概要   

新潟合沖海域における人工放射性核種の海底土への蓄積を理解するため、平成14年度と同測  

点の一つ（S7）および、比較海域として、茨城海域（柑16）において柱状採泥を行った（表1、図1）。  

各測点において採取された柱状試料を15mm厚に切断し、各層について、137cs、ユ39甜Opu、241Am、  

210pb及び各種性状分析を行った。210pbが長期に渡り均一に沈降したと仮定し、その鉛直分布か  

ら堆積速度を見積もった（表2）。以下便宜的に、新潟海域のA3、S7を海盆深部、A3、S5を梅盆  

縁辺部と総称する。  

表1 新潟・茨城沖合海域調査測点位置  

測点   緯度（N）   経度（E）   水深扁）   

A3   370 44．2／   138Q 26．8／   525   

S5   370 40．2′   1380 42．8′   61   

S6   370 41．1′   1380 39．7／   129   

S7   370 42．2／   1380 34．8′   520   

IB16   360 59．5′   14lO 39．5／   566   

3．結語  

蹟鉛直分布（図2）210pb濃度は両海域において表層から下層にかけて概ね指数関数的に減少して  

いた。137cs、239＋封Opu、肌Am濃度は、互いに類似した分布であるが、新潟海域では明らかに210pb  

と異なっていた．。平成15年度採取の新潟海域S7のサンプルでは、深度13．5～15cmに137cs濃度  

のピークが明確に認められた（図2－B）．⊃  

・堆積速度と蓄積全量（表2）蓄積全量は茨城海域IB16に比べ、相対的に新潟海域で高かった。  

新潟S7の蓄積全量は、採取年度により3割程度の差があり、空間的に極狭い範囲で変化するこ  

とが示唆された。重量堆積速度は佐渡海盆縁辺部が最も高く、海盆深部と茨城海域柑16で－ま同  

程度であった．）  
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国1新潟・茨城海域、柱状採泥地点   
図中◎（2002，2003年）  ㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔㌔  

図2 新潟・茨城海域7における堆積物中の  

放射性核種漠度鉛直分布  
Q 137CS 
◎Z39＋川pu  

△241Am  

㊥2川pb  

表2 新潟・茨城沖合海域における堆積物の放射性核種全量と堆積速度（2002，2003年）  

水深  ■底面からの深さ   137cs   2紺2ヰOpu   

調査  測点  Pu／Cs  堆積速度  重量堆積、  速度   
年度  （m）   （cm）   （MBqノkm2）  （鵬q／km2）  （cm／y）  （g／cm2・  y）   

0～2 324   199   0．62   0．47  0．50  

0～21   346   0．31   0．53  0．57  
汀14   

0′－30   484   192   0．40   0，39  0．17  

A3 523 0～30   373   162   0．43   0．34  0．14  

S7  540 0～36   606   0．40   0．40  0．17  

＝‖6  四   0～19．5   117   114   0．97   0．23  0．19  

obalFallout＊（30O～40ON）  1518   0．024      二照澤誹幣鞘一声rさ   ぃ   針蛾混ぬ≡豪測狐紬   r】細部戸二糖雛昭鞘 
＊UNSCEAR（1977，1982）の値を2003年5月時点に補正した。  
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Ⅱ鵬12平成15年度核燃料サイクル施設沖合海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

中村 誠、御園生淳、橋爪政男、藤井誠二、  

原崎 轟、稲富直彦、瀬戸山正宏、小島健治、  

磯山直彦、吉田勝彦、中村良一、河村康巳   

1．緒言  

本調査は」平成2年磨から実施して．いる核燃料サイクル施設沖合   

海域の海洋環境放射能調査であり、文部科学省が行う海洋環境放射   
能の総合評価に必要な基礎資料を作成するととを目的としている。   

2．調査の概要   

1）調査方法  

核燃料サイクル施設沖合海域の主要漁場で漁獲された水産業に   
とって重要な海産生物を10魚種ずつ年2回（4～7月及び10～12月）   

収集した。また、当該海域の16測点において、据底土（海底表面   

から深さ3cmまでの表層土）を年1回（4月中旬～下旬）採取した。   

さらに同測点においセ、海水（表層水、下層水）を年2回（4月中   

旬～下旬及び10月上旬）採取した。  

海産生物試料（肉部）と海底土試料については90sr、ガンマ線放   
出核種及び239十240puを、海水試料については3H、90sr、ガンマ線放   
出核種及び239＋240 puを分析・定量した。  

2）調査結果  

①海産生物試料  

魚類及びイカ・タコ類計20試料の放射性核種濃度範囲を表1  
に示す。検出された人工放射性核種は90〉Sr、137cs及び239＋240pu  

であり、濃度範囲は過去5年間の測定値と同程度であった。  

②海底土試料  

海底土計16試料の放射性核種濃度範囲を表2に示す。検出  
された人工放射性核種は90sr、137cs及び239十240puであり、濃度  

範囲は過去5年間の測定値の変動範囲内であった。  

③海水試料  

表層水及び下層水計64試料の放射性核種濃度範囲を表3に  
示した。検出された人工放射性核種は3H、90sr、137cs及び239’240pu  

であり、濃度範囲は過去5年間の測定値と同程度であった。   

3．結語  

平成15年度に核燃料サイクル施設沖合海域における主要な漁場   

で実施した海洋放射能調査の結果は前記のとおりであり、海産生物、  
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海底土及び海水試料の放射性核種濃度はいずれも、過去5年間の測  
定値と同程度であった。  

表1平成15年度海産生物試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：Bq／kg生鮮物）  

年  度   試料名  試料数   90sr   137cs   239十240pu   

魚   類   16   ND～0．0062  0．057～0．17   N工）  

平成15年度  
イカ∴タコ類   4   ND   ND～0．032  NP～0．00092   

平成1b～   魚   類   81 ND～0．0060  0．050′・・′0．3－0  ND～0．0007   

14年度  イカ・タコ類  19   ND～0．007   ND ～0．06  NDγ0．0010   

（注）NDは検出下限値以下を示す。  

表2 平成15年度海底土試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：Bq／kg乾燥土）  

年 度   試料数   90sf   血c去   
239＋240pu   

平成15年度   16   ND～0．64   ND十5．2   0．48γ4．7   

平成10～14年度   80   ND～1．3   ND～′7．5   0．35～4．9   

（注）NDは検出下限値以下を示す。  

表3 平成15年度海水試料の放射性核種濃度範囲  

（単位：mBq／L）  

年   度  試料名  試料数   3H   90sr   137cs   239＋240pu   

表層水  32  ND ～190  0．94～1．7  1．4～2．7  ND ～0．0087  
平成15年度  

下層水  32  ND ～170  ND ～1．7  ND ～2．4  0．0059～0．029   

平成10～   表層水  160  83 ～280  1．0～2．1  1．1～3．2  ND ～0．011   

14年度  下層水  160  NI〕～280  ′ND ～2．0  N工）～2．9  0．003 ～0．030   

（注）NDは検出下限値以下を示す。  
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Ⅱ－13 平成15年度原子力発電所等周辺海域の海洋放射能調査  

（財）海洋生物環境研究所  

中村 誠、御園生淳、橋爪政男、（藤井誠二、  

原崎 尭、稲富直彦、瀬戸山正宏、小島健治、  

磯山直彦、吉田勝彦、中村良一、河村贋巳   

1．緒言  

本調査は、昭和58年度から実施している原子力発電所等周辺海   

域の海洋環境放射能調査であり、文部科学省が行う海洋環境放射   
能の総合評価に必要な基礎資料を作成すること考目的としている。   

2．調査の概要   

1）調査方法  

従来の北海道、宮城、福島（第1、第2）、茨城、静岡、新潟、   
石川、福井（第1、第2）、島根、愛媛、佐賀及び鹿児島海域に、   
東通原子力発電所を対象とした青森海域を加えた計15海域の主   

要漁場で漁獲された水産業にとって重要な海産生物を各海域3魚   

種ずつ年2回（4～8月及び10～12月）収集した。また、当該海   

域の各4測点において、海底土（海底表面から深さ3cmまでの表   

層土）及び海水（表層水、下層水）を年1回（4月中旬～5月下   
旬）採取した。  

海産生物試料（肉部）は乾燥・灰化した後、海底土試料は乾燥   

後、それぞれガンマ線放出核種を測定した。海水試料たっいては   

化学分離後、90sr、134cs及び137csを分析・定量した。  

2）調査結果   

①海産生物試料   

魚類、イカ・タコ類及びエビ類計 90試料の放射性核種濃度   
範囲を表1に示す。検出された人工放射性核種は137csのみであ   
り、濃度範囲は過去5年間の測定値と同程度であった。   
②海底土試料  

海底土計60試料の放射性核種濃度範囲を表2に示す。検出   
された人工放射性核種は137cs のみであり、濃度範囲は過去 5   
年間の測定値の変動範囲内であった。   

③海水試料   

表層水及び下層水計120試料の放射性核種濃度範囲を表3七   
示す。検出された人工放射性核種は90sr及び137csであり、濃   
度範囲は過去5年間の測定値と同程度であった。134csは、これ   
までと同様、検出されなかった。  
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3．結語   

平成15年度に原子力発電所等周辺海域における主要な漁場で   

実施した海洋放射能調査の結果は前記のとおりであり、海産生物、   
海底土及び海水試料の放射性核種濃度はいずれも、過去5年間の   
測定値と同程度であった。  

表1平成15年度海産生物試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：Bq／kg生鮮物）  

ヰ度   試科名 試料数  137cs   

魚類  5 0．034⊥′ 0．23  

平成15年度  イカ・タコ類  12  ND  ～ 0．048  

エビ類  3  0．049 0．056   

魚類  3愚0  0・05 ～0－32  

平成10ん14年度   54  ND ヤ 0・06  

土ビ類  1  肌038～ 0．08   

（注）NDは検出下限値以下を示す。  

表2 平成15年度海底土試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：Bq／kg乾燥土）  

料数   チ37cs   

平成15年厚   60   ND～   8．1   

平成10～14年度   238   ND ～10   

（注）NDは検出下限値以下を示す。  

表3 平成15年度海水試料の放射性核種濃度範囲  
（単位：mBq／L）  

年度   試料名  革料数   90Sr   137cs   

表層水   60   
平成15年度  

1・0 1・7   1．4 

下層水   60   0．46 ～1．6 0．61～ 2．5   

表層水   238   1．2 ～ ■2．2   1．6 ～ 3．6  
平成10～14年度  

下層水   238   0．90 ～ 2．2   0．96 
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Ⅱ－14 スルメイカの239＋240puレベル  

（財）海洋生物環境研究所  

御園生 淳、吉田勝彦、磯山直彦  

瀬戸山正宏、小島健治、河村贋巳   

1．緒言  

海洋環境放射能総合評価事業の一環として、当所は青森県六ヶ所村に建設中の  

核燃料サイクル施設の沖合海域（以下「核燃沖海域」と記す）で漁獲される種々  

の海産生物について放射性核種濃度を調べて来た。調査対象とした人工放射性核  
種のうち、239†240puは魚類の筋肉中では濃度の低いことが知られており、平成3  
年以来、のベ17魚種、延べ201試料中、8試料で検出されたに過ぎない。しかる  

に、頭足類では、調査した50試料中、18試料で検出されており、そのうちの16  

試料までがスルメイカであった。そこで、スルメイカが239‡240puを蓄積する機構  

● を調べるため、平成13年度から核燃神海域で漁獲されたスルメイカについて雌雄  
■■ 別、部位別に239†240pu濃度の分析を行ってきた。平成15年度も同様の調査を行っ  
たので、報告する。   

2．調査研究の概要  

（1）試料と方法  

核燃沖海域で12月に釣獲されたスルメイカを試料とした。外套長250mm未満の  

群と250mm以上の群に分け、群別に解剖して、それぞれの外套膜、腕足、肝臓を  
灰化した後、分析に供試した。分析は文部科学省測定法シリーズの「プルトニウ  
ム分析法」に準拠して行った？なお、後述するように13、14年度の調査で部位別  
の239＋240 pu濃度に雌雄差が見られなかったので、分析は雌鱒を分かたずに行った。   

（2）結果   

平成15年度に採集したスルメイカの部位別239＋240pu濃度を、13、14年度に収   

集したスルメイカのデータと併せて表1に示す。   

融位別に見た239＋240pu濃度は、漁獲した時期、年度にかかわらず、肝臓＞腕足   
＞外套膜の順となった。   

漁獲された時期が同じであれば、部位別の239＋240pu濃度に雌雄差は認められな   

かった。また、外套膜と腕足では、大きさが異なっても、239＋240pu濃度は同程度   
であった。しかし、肝臓の239＋240pu濃度は小型のスルメイカの方が高く、外套長   

が大きくなると、低下する傾向が見られた。   

各部位の239＋240pu濃度は漁獲時期、漁獲年によって異なった。3ケ年を通じて、  

外套膜では最大4倍、腕足では2倍強、肝臓では8倍の開きがあった。13年度   
については、外套膜で3倍、腕足で2倍、肝臓で4．5倍の差が認められ、14年  

度については、外套膜で3倍、腕足で2倍、肝臓で1．3倍の差が認められた。  

本海域では、7月頃、日本海を北上し、津軽海峡を通過して道東方面に到る群  

－75－   



と、太平洋岸を北上し、道東方面に到る群が漁獲され、10月以降は道束方面か  
ら南下する群が漁獲される。23…40pu濃度のばらつきとスルメイカの回源経路の  
関係について検討する必要があると思われる  

表1核燃沖海域のスルメイカの239＋240pu濃度  

（単位：mBq／kg一生鮮物）  

外套長  
性別   

部 位  
漁獲日  

（mm）  外套膜   腕 足   肝 臓   

170小210   0，77±0∴14   1．8± 0．2   14士1  

210“250  0．66±0．12   1．4± 0．2   10±1  
2001．7．10  

170“210   
♀   

0．86±0．15   1．3 ± 0．2   14±l  

210－250  0．66±0．12   1．1± 0．2   10±1   

190－－210   
♂   

（0．16±0．06）   q．75±0．17   3．9±0．6  

210－25り  0．34±0．07   0．96士0．15   4．7±0．4  

2001．9．2  190“210   （0．22±0．08）   1．1± P．2   5．8土0．5  

210小250  ♀  0．29±0．08   0．94±0．18   5．0±0．4  

250小290  （0．22±0．08）   0．97士0．18   3．1±0．3   

210“250   
♂   

0．55±0．12   1．6 ±．0．2  6．6 ± 0．5  

250“290  Jけ．61士0．14 ～－   1．7 ± 0．2  5」3 ± 0．4  

20．侶．10．21  210、・一・、250   0．66士0．15   l．1± 0．2  6．7 ± 0．5  

250小290 ♀  0．80±0．16   1．8 ±0．3  ．5．0 士 0．4  

2針0“  0．34士0．10   1．3 ± 0．2  3．3 ± 0．3   

20b2．8．21   210－25，0   
♂   P．21±0．07   1．1± 0． 

♀   0．29±0．08   0．90±0．15  3．5 ± 0．3   

210－250  ♂   0．57±0．12   0．73±0．16  3．3 ± 0．4  

2002．10．叩  250…290  ♀   0．54±0．12   0．87±0．17  3．1± 0．3  

290肌   ♀   （0．25士0．09）   b．85±0．16  2．6 ± 0．3   

0．26±0．08   ND   1．8 ± 0．3  
2003．12」16   210－250   ♂♀  

0．37±0．10   l．1士 0．2  1．8 ± 0．2   
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Ⅱ－15 海産生物への3Hの蓄積  

（財）海洋生物環境研究所  

御固生淳、小島健治   

1．緒言  

当研究所は、核燃料再処理施設運転開始前のバックグラウンド放射能のレベル  

を知るために、平成3年よ．り核燃料サイクル施設沖合の海域（以下「核燃海域」  
と言う）を対象とした調査を行ってきた。調査対象とした放射性核種中、3Hは  

海水試料についてのみ測定してきたが、海水から容易に海産生物に移行する核  

種であることを考慮し、平成13年度より海産生物についても3H濃度を測定す  
ることとした。平成15年度は、東通原子力発電所を対象として設定された青森  

海域の定常調査で収集した海産生物試料についても、核燃海域の試料と同様に  

組織自由水3H濃度、及び有機結合型3H濃度を測定した。   

2．調査研究の概要   
核燃、青森両海域の調査で収集した前後期合計26試料のそれぞれから一部   

を取り、文部科学省放射能測定法シリーズ9「トリチウム分析法」（平成14年   

度改訂）に準じて分析を行い、・組織自由水3H濃度、および有機結合型3H濃度   

を求めた。結果を次ページの表に示す。   

なお、核燃海域の試料では、前期のカラフトマスがキアンコウ（2）に、後期   

のマイワシがカタクチイワシに、またミズダコとマコガレイがそれぞれシロザ   

ケ（2）、スルメイカ（2）に変更された。青森海域では、前期のクロソイがマトウ   

ダイに、後期のクロソイがブリ（若魚）、アイナメがクロソイにそれぞれ変更   

された。   

サクラマス、マイワシ、カタクティワシ、ブリ（若魚）の組織自由水3H濃   
度（Bd／L）の値が高く、それぞれ0．48±0．03、0．28±0．02、0．27±0．04、0．26   

±0．04Bq／Lとなった。14年度後期にマイワシなど5魚種が0．25～l．20Bq／L   

という値を示しており、今回も同様な原因による異常値と考えられる。   

サクラマス等4魚種を除いた22試料の組織自由水3H濃度（Bq／kg生鮮物）の  

平均値は0．13±0．03Bq／kg生鮮物、計数値が計数誤差を上回っていた試料の有  

機結合型3H濃度の平均値は0．042±0．018Bq／kg生鮮物であった。これは13、14  

年度の組織自由水3H濃度（0．14±0．03、0．13±0．02Bq／kg生鮮物）、及び有機  

結合型3H濃度（0．050±0．025、0．048±0．021Bq／kg生鮮物）とほぼ同程度であ   

る。   

組織自由水3H濃度が異常値であった可能性のあるサクラマス等4魚種、及  
び有機結合型3Hの正味の計数値が計数誤差以下であったホッケ等7魚種を除   

いた15試料の平均の合計の3H濃度は0．17±0．02Bq／kg生鮮物であった。また、  

海産生物中の組織自由水3Hと有機結合型3Hの濃度比ははぼ3対1となった。   

本海域の表面水の3H濃度は0．15±0．02Bq／Lであるから、3Hの濃縮係数は  
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はぼ1であった。誤差等を考慮すれば、3Hの濃縮係数は1とみなせた0   

3．結語   

核燃海域の海産生物試料の組織自由水3H濃度、有機結合型3H濃度、合計の  
3H濃度の平均値は、夫々、0．13±0．03Bq／kg生鮮物、0・042±0・018Bq／kg生  
鮮物、0．17±0．02Bq／kg生鮮物であった。   

しかしながら、これは多くの検出下限値未満の値を含むデ｝夕を用いて得た  
ものであり、信頼性という点では十分ではない。さらにデータを追加する必要  
があろう。  

表 海産生物の3H濃度  

生 物種  採 取 日   
3H濃度（如／kg生鮮物）  

有機結合型   合  計   

スルメイカ■   19舶／7／8  0．10±0．02  （0．004±0．019）  0．10土0．03   
スルメイカ  1999／10／27  0．12士0．02  0．048±0．O14  0．17土0．03   

スルメイカ（2）  1999／12／8  0．13士0．02  0．080±0．018  0．21±0．03   

ヤリイカ   1999／12／16  0．14士0．02  （0．038±0．013）  0十18士0．02   
ミズダコ   1999／5／6  0．14±0．02  0．0519±0．013  0．20士0．02   
マイワシ   1999／7／28  0．20±0．02  （0．028土0．02の  ‥0．23±0．03   

カタクチイワ、シ  1999／‥11／26  0－21±0／03  0．049去0．け12  0．ゼ6±0．03 
シロザケ♂  199捏10／27  0．15士0．02  （0．04β±0．018）  0．20±0．02   
シロザケ♀  i999／10／27  0．11±0．02  0．040±0．013  0．15±0．02   
シロザケ（2）  1999／12／2  0．16±0．02  （0．叩1±0、016）  0．19±0．03   
サクラマス   1999／4／21  0．3ン4士0．02  0」074±0．甘20  、0／41±0．03   
マトウダイ   Ⅰ999／7／31  ■ 0．15∴士0．02  （0．028±0．015）  0．18±0．03   
ブリ（幼）   1999／11／28  0．1拍舟03  0．065±0．016  0．26士0．03   
タロソイ   1999／12／3  0．15±0．02 ＊   ＊   

ホ少ケ   1999／4／21  0．13±0．叩∴  （0．013土0．018）  0．14±0．03   
アイナメ   1999／7／5  0．11±0．02  畑．018≠0．014）  0．13土0．03   
マダラ   1999／5／13  0．10士0．02  （0．029±0．015）  0．13±0．02   
マダラ   1999／11／9  0．16±0．03  （－0．037士0．013）  

スケトウダラ  1999／5ノほ  0．11±0．02  0．045±0．014  0．16±0．02   
スケトウダラ．  1999／11／7  0．15±0．03  （0．030±0．013）  0．18±0．03   

ヒラメ   1999／7／2  0．10±0．02  （一0▲007±0．019）  
ヒラメ   1999／11／5  0．12±0」03  0．039±0．013  0．16±0．03   

マコガレイ  1999／6／29  0．09士b．02  （0．007±0．013）  0．10±0．02   
キアンコウ   1999／5／13′  0．10土0．02  （0．004±0．010）  0．10±0．02   

キアンコウ（2）  i999／4／23  0．16±0．02  （0．022士0．012）  0．18±0．02   
キアンコウ  1999／‖／19  0．15±0．03  （0．020±0．010）  0．17±0．03   
＊：釆測定   
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Ⅱ－16 イシガレイの成長にともなう137cs濃度の蓄積機構  

（財）海洋生物環境研究所  

磯山 直彦  

1．緒言   

海産生物の放射性核種濃度の変動要因の一つを解明することを目的として、   

成長に伴い放射性核種濃度がどのように変動するか、また、その変動幅がど   

の程度かを把握するための調査（変動調査）を、海洋放射能調査で調査対象   

魚に選定している硬骨魚類について順次行ってきた。   

硬骨魚類の成長に伴う蓄積特性は魚種により異なり、成長に伴い高い濃度   

を示す種類、濃度変動が少なくほぼ一定の渡度を示す種類、現在までに1種   

類だけであるが、逆に低い濃度を示す種類があることが明らかになった。さ   

らに、硬骨魚類の放射能濃度は餌生物の放射能渡度に影響されることが20種   

以上の魚種で確認され、成長による濃度差、勺→生息域による濃度差は、餌生物   

の違いによることが多くの魚種で明らかとなっている（日本沿岸海洋環境放   

射能調査．海生研，2000）。  

これまでの調査により、カレイ類ではアカガレイの137cs濃度が成長に伴い   

低くなり、マガレイ、マコガレイの1？7cs濃度がほとんど変化しないこと‘が示   

された。毛これに対し、イシガレイでは成長に伴い137cs濃度が高くなること、   

硬骨魚類の中でも137cs濃度の変動幅が大きい魚種であることを示唆する結果   

が得られている。そこで、福島第1海域における定常調査で対象魚としてい   

るイシガレイについて、成長に伴う放射性核種濃度の変動（蓄積特性）及び   

変動幅を明確にするための調査、検討を行った。  

2．調査結果の概要  

1）試料および方法  

放射性核種濃度を求めるには多くの試料量を必要とするが、近年、同一   

海域において大きさ別に大量のイシガレイを確保するのは困難な傾向にあ   

る。そこで、福島及び茨城海域を試料採取海域とし、ここで漁獲されたイ   
シガレイ187個体を収集し、全個体について全長及び体重を測定した。採   
取海域、採取時期によりグループ分けをし、比較的多くの試料を採取でき   
た3グループの試料のそれぞれをさらに、全長別に分別して、計12群の筋   
肉のコンポジット試料を調製し、放射化学分析により筋肉中の137cs測定を   
行った。また、137cs分析に用いた計12群の筋肉の灰試料の一部及び採取し   

たイシガレイ全個体から個体別に取った筋肉試料を用いて、群別及び個体  
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別にCsの安定同位体濃度（以下、「安定Cs」という）をICPpMSにて測定し  

た。さらに、成長を推定する指標として、全長と体重の測定に加えて、耳  
石に現れる輪紋の数を読み取った。  

2）調査結果  

① 全長と体重の間には正の相関が見られ、全長と体重の関係では、グループ  
（採取海域、採取日の違い）による明らかな差は見られなかった。  

② 全長の増加に伴い137cs濃度  

は明らかに高くなることが認め  

られた。その濃度は、0．066Bq／kg  

生鮮物（平均全長28．4cm）から  

0．17Bq／kg 生鮮物（平均全長  

62．3cm）の範囲であった。したが  

って、漁獲対象となる大きさの範  

囲では1全長の増加に伴うイシガ  

レイの137cs濃度の変動幅は3倍  
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図1群別の平均全長と137cs浪度の関係  

程度と言えよう。   

また、分析試料数が少ないものの、全長の増加に伴い137cs濃度が高くなる  

傾向は、いずれのグループにおいてもほぼ同様であり、採取海域・時期によ  

る明らかな差は見られなかった（図1）。  

③ 比放射能の算出結果は少ない  

ものの、全長の増加に伴う比放射  

能の増減は認められず、ほぼ一定  

であることが示唆された。全長に  

係らず比放射能がほぼ一定であれ  

ば、イシガレイの筋肉中において  

は137csと安定Csは挙動がほぼ同  

一であると推定される（図2）。  
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図2 群別の平均全長と比放射能の関係  

3．緒言   

分析結果は少ないものの、イシガレイにおいては全長の増加に伴い137cs濃   

度が明らかに高くることが認められた。変動幅はスズキ、ヒラメ等と同様に   

大きく、3倍程度であった。  
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Ⅱ－17 茨城沖～核燃沖の239十24npu濃度の鉛直分布2  

（財）海洋生物環境研究所  

稲富直彦 瀬戸山正宏   

1．緒言   

239嘲pu濃度の鉛直分布には亜表層に極大層（以下、Pu極大層とよぶ）が認められる。そ  

の分布特性は水系配置のみでは十分な説明が出来ないため、水と独立な挙動をする浮遊懸濁  

粒子が鉛直的な移行に重要な寄与をしていると考えられている。このような背景から、平成  
10年度以降、青森沖、茨城沖、宮城沖等に順次定点を配置し、鉛直多層採水を継続しZ39＋240  
Pu礁度と浮遊懸濁粒子、密度、溶存酸素畳、栄養塩類等の時空間的な分布特性の把握に努  

めている。  

2．調査研究の概要   

平成15年度は図1に示す測点の内、表1に示す5測点において、鉛直多層（3～8層）か  

ら海水を採取し、その90sr，137cs，239＋2竺Opu濃度および、DO，栄養塩類，SSを分析した。各測  

点の1～3層において、現場濾過装置による約3001の濾過を行い、孔径0．45〟mフィルタ  

ー上に捕集されたSS中の239＋240pu濃度を測定した。  

表1測点位置および調査項目（2003年春および秋）  

測点  位置  水深  調査日  

No  
採水   

緯度  経度  

現場濾過  
（m）               前期  後期   

AMlO  40053．9－N  142’09．9－E  981   4／17   10／06  鉛直3層   測Om，海底直上   

Bll  41－11．9－N  143曾20．0－E  2132  4／18   10／09  鉛直8層  500m，750m，海底直上   

PS18   38000，N  142059．8，E  1860  ■6／03   10／16  鉛直8層   海底直上   

PS19  3！）019．5，N  142059．8’E  1880  6／04   10／11  鉛直8層   海底直上   

IB17   37000，N  142011．5，E  2450  5／22   10／18  鉛直8層  500m，750m，海底直上   

3．結語  

rpⅦ極大層 茨城海域から宮城海域、核燃海域までの太平洋岸では、深度750～1000mにPu  

極大層が認められ（図2）、この層の密度は27．2～27・3の範囲にあり（図3）、239十240pu濃度は  

いずれの海域においても0．025mBq／L程度であった。  

・pⅦ濃度のピーク（図2）春期調査において、茨城沖IB17の250m層および、宮城沖PS19  

の500m層に濃度のピーク（以下、「Puジャンプ」とよぶ）が認められた。Puジャンプは、  

2000年秋に茨城沖IB17の500m層にも認められており、いずれもPu極大層より浅い深度で  

あった。  

，SS中恥濃度比（図4）採取層が海底から100m以内の距離（32～50m、「海底直上層」と  

よぶ）から採取した海水では例外無くSS中に239＋240puが検出されており、SS申Pu濃度比（採  

取海水中の膿度に占める、SS中濃度の割介）は3 ～42（瑳）であったこよた－1一間層ではND～3．6（舛）  

であり、核燃海域AMlOで高かった、  
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Ⅱ－18 底魚類の2坤0およぴ2－やb濃度一別や0浪喪に寄与する21恥濃度の検討一  

唄わ海洋生物環境研究所 吉田勝彦   

1．緒言   

2柑Poは40Kとはぼ同等の被曝線量をもつ核種と推定されしかも、海産生物に高く、海産食品から  

人体に取り込まれる経路が最も重要な経路であると指摘されている。しかし、我が国の海産食品中の  

2川Poの測定例は少ない。共存する2】？bからの寄与分を補正した分析値はさらに少ない。主要海産生物  

について2】甲0の蓄積部位、濃度水準と変動幅などの基礎的知見を一通り蓄積しておく必要がある。本  

年度は底魚類の210poおよび210pb濃度を求臥次いで2I聖0濃度に寄与する2柑アb濃度を検討した。  

2．調査研究の概要  

1）採取試料七分析   

青森から茨城海域を対象に底魚類5種採集した。可食部の濃度を知ることと蓄積部位を確認するこ  

とを目的として、筋肉、J刑臥幽門垂、脊椎骨、表皮の5部位に分別して分析試料を調製した。   

210po分析は208poを回収率補正用のトレーサとして加え湿式分解し、アスコルピン酸の存在下で塩  

酸抽出液から電着してα練スペクトロメトリーを行った。生物試料は叩b濃度が低く硫化物共沈一硫  

酸鉛法では分析値が得られないことが判明した。そこで2】甲0の分析過程で得られる塩酸抽出液から  

2や0を取り除いた抽出液を数ヶ月放置して新たに生成してくる2】Opoを同様に計測することにより  

210pb濃度を求めた。以上の分析は（貝わ日本分析センターに依頼した。  

2）分析結果  

（訂10po濃度が最も高かったのはマコガレイの幽門垂で900±41軸／隠Wetで浮魚類で最も高かったカ  

ツオの幽門垂800±86Bq／kg，Wet、カタグチイワシの内臓1300±130Bq／kg，Wetと同レベルであった。  

度肝臓の2柑Po濃度は他の部位に比べて高いが、浮魚類と異なり例外なく幽門垂の濃度より数分の1  

から約1桁低かった。この知見をま底魚類の特性かもしれない  

③筋肉中の濃度は造かに低く、最も高いマコガレイでも4．1±0．27Bがぬ，Wet、マダラ、ヒラメで1  

Bq／短，Wet程度、スケトウダラ、アイナメではそれ以下であった。底魚類の筋肉中の210po濃度は浮魚  

類のそれより低い傾向が認められた。  

④2】Opbの蓄積傾向はマコガレイを除くと、脊椎骨ないし表皮が高く1～10Bq／kg，Wet、次いで幽門垂  

が1～2Bq／kg，Wet、肝臓は幽門垂の約1／2で0．5～1Bq／kg，Wet、筋肉は更に低く肝臓の約1／5で0・1  

から0．2Bq／kg，WCtであった。  

⑤ マコガレイの2IOpb濃度は極めて高く、幽門垂58±8．1Bq／kg，Wet，脊椎骨と表皮が13～18、肝臓  

2．1、筋肉0．49であった。  

⑥底魚類の210pb濃度は例外なく幽門垂が肝臓より高い。浮魚類では肝臓が最も高く脊椎骨、表皮、  

幽門垂の順で、幽門垂にはあまり蓄積されない部位であった。底魚頬の210アb蓄積部位の特性である  

ことを示唆する結果が得られた。  

3）生物試料中の210po濃度に寄与する210pb濃度の検討  

①叩bからの寄与分を補正した2】Opo濃度を2】Opo（1）、2－Opbの寄与分を補正せずに求めた210fo濃度を  

2】Opo（2）として、210po（1）に対する2や0（2）の比を求めた。   

脊椎骨と表皮以外の部位では1．0から1．2であり、20％程度の誤差を認めれば必ずしも210pbからの  

寄与を補正する必要はない。  
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（野I？b／2】呼0（1）と轡0（2）／2Ⅰ智0（1）の関係を図1に示した。   

210pbからの寄与分を補正する必要がある試料は210po濃度に対して2－Opb濃度が相対的に高い試料  

であることがより明確になった。  

ヰ，0  

3．5  

3．0  

は音声音  

1．0  

0．5  

0．0  
1，0  1．之  1．4  0．0  0．ヱ  8．ヰ  0．8  0．8  

引Opb／封Opoくり  

図1210pb／210po（1）とZ10po（2）／叩0（1）との関係（底魚鮒   

③試料採取日から分析終了日までの経過日数について若干検討した。分析結果が得られている底魚  

類、浮魚壌の全資料を一括して用いた。図2に経過日数100－150日、180－290日、310－350日の3グ  

ループに分析資料を分けて、竺－Opb／叩0（1）と210po（2）／210po（1）の関係を示した。経過日数が大きいほど  

210pbからの寄与を補正する必要が生じる。しかし、210pb／2柑Po（1）比が0．2以下である大部分の試料で  

は、21聖bの寄与分非補正の分析値は、試料採取日から分析終了日までの経過日数が約200日であって  

も、高々20～30％程度大きくなるにすぎない。従って、試料採取日から分析終了日までの経過日数が  

数ヶ月から半年以内であれは必ずしも経過日数を問題にする必要はなさそうである。  
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図2  21甲b／21？Po（1）と叩0（2）／210po（1）との関係  

3．結語   

平成15年度は頭足類・甲殻類■貝類、および海藻叛を収集し、同様な調査研究を行う。平成16年  

度には主要海産生物について一連の調査結果が得られるので一区切りとする。それらの結果を踏まえ  

て平成17年度以後の調査計画を検討する。  
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Ⅱ－19冊Csの海域への負荷に対する海産魚類の最高濃度の出現時期と聯側聞  

－チェルノブイリ事故前後の資料と経年変動予測式をもとに－  

（財）海洋生物環境研究所  

吉田勝彦、鈴木奈緒子、友定彰  

1．緒言  

人工放射性核種の海洋環境中への異常放出などの負荷に対して、海産生物申の核種濃度が負荷後  
どのくらいの時間を経て濃度のピークが現れ平常の水準に戻るまでの高い濃度はどのくらいの期  

間継続するか等の情報は、モニタリングを実施するさいの有効な基礎資料である。  

福島一宮城海域の定常調査で得られたスズキ、マダラ、および表層海水の137Cs分析データを用  

いて、平常の経年変動傾向を示す経年変動予測式を求め、次いで、予測式をもとにしてチェルノブ  

イリ事故前後の137Cs浪度の経時的変動を精査することにより、負荷後の最高濃度の出現時期と継  

続期間、魚種による経時的変動と浪度レベルの特性、さらに生息水深による差などを検討した。  

2．調査研究の概要  

（1）平常の経年変動傾向を示す、基本式、変動幅の範囲、予測式  

①経年変動傾向を示す基本表  

Y＝ao・E叩（・al・カ …… （1）  

Ⅹ：調査開始年を基準年として、基準年から採取年（年月日を年単位に換算）までの経過年数  

Y：137Cs濃度伯q瓜g，Wet）  

②平常値の変動範囲（IⅥwl）  

変動範囲（lⅥ¶rl）は分析値飴bs）と算出値恥sd〔（1）式に分析値のⅩa（基準年から採取年までの  

経過年紛を代入〕との残菱Ⅳ1・Jの標準偏差柄．D）の3倍以内と定義する。  
Vl．。＝「ゐbs－Yらst ‥‥・・‥ ・（2）  

lVIWl≦3×Ⅵ．D．‥‥‥‥ （3）  

③平常値の選定  

分析値の変動範囲（lVⅣl）と残差ⅣJにより分析値を判定する。Vl・nが±Ⅵwをこえる分析値を  
除き、±Ⅵ料以内の分析値を選別し平常値とする。  

標準偏差を求める前提条件として、対象の値は正規分布をしていなければならない0従って、分  
析値の残差に明らかに偏りが認められるものを除く。選定された平常値の残差ⅣJの値が平均値を  

挟んでほぼ偏りなく分布をしていることを確認する。  

④平常の経年変動予測式の作成  

平常値を基本式（1）に当てはめ、平常の経年変動予測式を作成する0  

⑤平常値の変動範囲  

平常値と経年変動予測式から求めた算出値により、残差、残差の標準偏差を計算し、平常値の変  

動範囲（ⅠVnvl≦3×Ⅵ．dを求める。  

（2）137Cs分析資料による平常の経年変動傾向を示す経年変動予測式と平常値の変動範囲  

①スズキ Y＝0．4152・E叩（－0．0375・刃‥・（4）  
Ⅹ：1985年を基準年として、基準年から採取年までの経過年数、Y：137Cs濃度（Bq触wet）  

平常値の変動範囲：lVⅣ】≦3×Ⅵ．D．＝0・095  

②マダラ Y＝0．3004・E叩（一0．0392・幻‥・（5）  
Ⅹ：1984年を基準年として、基準年から採取年までの経過年数、Y：137Cs濃度03q触wet）  

平常値の変動範囲はlVⅣl≦3×Ⅵ．D，＝0・112  
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（3）チェルノブイリ起源の137Cs濃度穐）の推定  

スズキ、マダラの平常の経年変動傾向を示す経年変動予測式、（4）および（5）式のⅩに協（非平常  
値と判定され チェルノブイリ事故の影響と推定される分析値の基準年からの経過年数Ⅹaを代  

入してYを求めⅥとする。即ち、Ⅵはチェルノブイリ事故が無かった場合の平常値を示す。   
Yら＝1弘一Yc ………‥ （6）  

（4）チェルノブイt」影響推定式   

チェルノブイリ影響を推定する基本式   

Y＝ao・E叩（・al・幻‡1償Ⅹp（・al・カ〉‥・（7）  

Ⅹ：1986年4月26日（チェルノブイリ事故発生日）を基準年とし、採取年までの経過年数  

Y：137Cs濃度捷q堰g，We七）  

①ス不キ  

（7）式と協、Ⅹaから非線形式の近似計算方式であるS血plex法によりaoおよびalを求める。   

スズキについて求めたチェルノブイリ影響推定式は   

Y＝1．216・Exp（・1．376・Ⅹ）‡1－Exp（－1．376・Ⅹ））‥・（8）  
②マダラ   

マダラのチェルノブイリ影響推定式を同様に求める。   

Y＝0．9396・Exp（－0．8491・カ（1堰Ⅹp（・0．8491・Ⅹ）〉 ‥・（9）   

（5）最高濃度の出考即寺期と継続期間の比較   

福島梅域の表層水137Cs濾度のチェルノブイリ影響推定式を魚頬と同様に求め、スズキー（8）式、  
マダラ・（9）式と併せてチェルノブイリ影響推定曲線を図1に示した。ただし、縦軸の単位は海水：  
0．1mBqル、魚類‥Bq鵬，Wetである。   

表層海水の137Csの最大濃度出現時期は事故後約1ケ月後、スズキでは5－6ケ月後、マダラで  
は約9ケ月後であることが判る。   

スズキ、マダラの経年変動予測式から求められた平常値の変動幅はほぼ±0．1セあった。従って、  
チェルノブイリ事故の影響が、放射能レベルから見て、明らかに認められる期間は分析値から平常  
値を差し引いた値が0．1を超える期間である。   

表層海水では事故後半年以内に放射能レベルは事故以前の濃度に回復するが、スズキ、マダラで  
は表層海水の137Cs濃度が事故以前の浪度に回復した後に最大濃度になり、事故以前の濃度レベル  
に回復するのはスズキで約1．7年後、マダラでは更に遅く、約2．4年後であることが判る。   

スズキは表層魚であり、マダラは水深200m付近に生息する底魚である。137Cs蓄積傾向の両魚  
種の違いは生息域、食性の違いが反映された結果と考えられる  

3．結語   

海域への負荷に対する  

影響のしかたを表層水の  

みならず、下層水を含め  

た生育環境水の放射能濃  

度の経年変動、食物連鎖  

による餌生物からの放射  

性物質の移行過程などを  

含めて検討し、魚種によ  

る蓄積傾向の特性をさら  

に解明したい。  
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事故後の経過年数  

図1チェルノブイリ影響推定曲線の比較（スズキ、マダラ、表層海水）  
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Ⅲ。食品及び人に関する調査研究   





Ⅲ－1輸入食品の放射能調査研究  

国立保健医療科学院  

横浜検疫所輸入食品  

神戸検疫所輸入食品  

杉山英男、寺田宙  

検疫検査セ ンタ ー  

検疫検査センタ ー  

1．緒  日   

本調査研究は、現行の暫定限度に基づく（食品衛生払第4条）輸入  

食品の放射能検査（厚生労働省検疫所で実施）と は別に、ヨーロ ッパ  

地域に限定しない諸外国からの各種輸入食品について、その放射能  

濃度レベルを調べて内部被ばく 線量の推定に資する こ と を 目的 とす  

る。このため、輸入統計（厚生労働省集計）の地域区分に準じて、諸  

外国から我が国へ輸入され国内に流通される以前の検疫段階におけ  

る農産品、畜産品、水産品、その他の食品を対象にγ 線放出核種浪  

度の調査を実施 した。本報告では、平成12年度から平成15年度の  

結果について概括する。   

2．調査研究の概要  

（1）討∴料：北ア 

フリ カ州、ヨ ー ロ ッ パ州 な どの地域を生産国 と する穀類、種実類、  

野菜類、果実類、肉類、魚介類、キノ コ類な どの輸入食〉晶は小樽、  

成田空港、東京、横浜、名古屋、大阪、関西空港、神戸、福岡、那  

覇な どの各検疫所が輸入業者よ り重量 2kg程度を採取した。なお、  

一部、菓子類および乳製品のみは流通晶と した。これらは「国鳥栄  

養の現状」に基づく 全18食品群中の14食品群に区分された。   

（2）分析方法：食品試料の前処理と して、国立保健医療科学院で  

は輸入時における形態のまま、または紳断等を して凍結乾燥し 450  

℃で灰化後、U－8容器に充填し、Ge半導体検出器を用いて γ線スペ  

クト ロ メトリ を行った。なお、横浜および神戸検疫所の両センター  

では分析の簡便性を優先して、食品試料は未灰化のまま、アクリ ル  

製マリ ネリ 容器（容積1L）を用いて測定・定量した。   

（3）分析結果：対象輸入食品全147試料の中で、人工放射性核種  

と して検出されたのは137csのみであった（検出数：57／147試料）。最小  

値はN．D．（不検出）で、最大値は156 Bq／kg（イタリ ア産キノ コ類ポルチ  

ーニ・）であった。これら 57試料の137cs濃度範囲の内訳は、0．01Bq／kg～  

0．1Bq／kg未満が10試料、0・1Bq／kg～0・5Bq／kg未満が36試料、0・5Bq／kg～1  

Bq／kg未満が7試料、1Bq′kg以上が4試料であった。ここで、1Bq此gを  

超える食品はいずれもキノ コ類であった（図1）。また、ヰOKは 3試料  

を除き全ての食品で定量され、その濃度は3．33 Bq此g（魚介類いとより  

すり身）～2900Bq／kg（海草類オゴノリ）であった0  
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3．結 語  本調査研究よ り、輸入食品からは人工放射性核種と し  

て137csのみが定量されたが、その137cs放射能濃度は全般的に低い値  

であった。これらの 即cs濃度はわが国で市販されている流通食品中  

の濃度く 

析センター結果）、あるいは日本近海産海産食品中の濃度く0．01Bq体g  

（べにずわいがに・生）～く0．53 Bq此g（たら・生）（旧国立公衆衛生院結  

果）と 同程度の濃度レベルにある こ とが明 らかと なった。これよ り、  

今回の結果からは、諸外国産輸入食品にはと く に深刻な放射能汚染  

は諷め られていない実態が把握された。これ ら輸入食品を国民が摂  

取した藤倉の成人の年実効線量を推定した結果、用いた個々 のパラ  

メ ータ は過剰な線量を導き 出す可能性がある に も 関わ らず、自 然放  

射性核種の摂取か ら成人が受ける年平均実効線量 0．29 mSv（国連科学  

委員会 2000年報告）に比較 して十分小 さ い数値であ る こ と が評価 さ  

れた。  

輸入食品（全147試料、34原産国）  

Cs：0．01－く0．1Bq／kg  

137C＄：0ふく1Bq／kg   

キノコ類  

20．巨156Bq／kg  

図1諸外国産輸入食品中の137cs放射能レベル  

・本調査研究の実施にあたり ご協力をいただきました厚生労働省各検疫所職  

員および兵庫県立健康環境科学研究センターの磯村公郎氏に謝意を表します。  
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Ⅲ－2 陸生食物への核種の移行。蓄積と土壌有機体に関する研究  

国立保健医療科学院 杉山英男′、寺田 宙  

東町大学  加藤文男  

神奈川県衛生研究所 桑原千雅子  

1．緒 言   

環境放射能研究において、ある特定の核種を特異的に高濃縮する食品に  

ついて、その濃度分布や移行・取込みの特性あるいは濃縮・蓄積の機構にう  

いて検討を加えることは内部被ばく線量評価率よび食品の安全確保等に資す  

る上から必要な課題である。本研究では、他の各種食品に比べて特異的に高  

い放射性Cs濃度を示す傾向のあるキノコを対象として、国内野生晶の継続的  

な1”cs濃度の実態把握、並びに生息基質（土壌）における重要な環境要因と考  

えられる土壌有機体（土壌微生物）とCs、あるいは他の金属との関連について  

検討している。  

雪  

2．調査研究の概要  

（1）試 料：キノコならびに生息土壌は、平成14年度孝同様に北海道（平  
成15年9月）、山梨県富士山麓（平成15年7月、9月）、岩手県（平成15年10月）、  
あらたに島根県（平成15年10月）の森林から採取した。   

（2）方 法：（2）－1．キノコ中の放射性Cs濃度は、キノコに付着した葉や土  
などをピンセット等で取り除いた後、細断あるいは均質調製し測定試料（生  
状態）とし、Ge半導体検出器を用いたγ線スペクトロメトリにより求め卑。  
（2）－2．生息土壌中の細菌数ならびに放線菌数は、それぞれYM（yeaslt 

t－malt extract）寒天培地、HV（humic acid and vi七amin）寒天培地を用いて  

生菌数を測定した。  

（2卜3．細菌および真菌のCd耐性の比較は、それぞれキノコ生息土壌懸濁液  
を1mM、5 mM、10 mMCdC12を添加したYM平板培地（pH 5および7）で培養して  
生菌数を測定した。  

（3）結 果：A．国内野生キノコの放射性Cs濃度‥国●内4地域で採取した  
食用等キノコはその全てが菌根性に分類された。137cs濃度は最小値く0・95～  
最大値1480Bq／kg生であった（表1）。地域ごとには、北海道ではく0・95～1  
6．7Bq／kg生、岩手県ではく2．23～214Bq／kg生、富士山麓では14・1～1480  
Bq／kg生、島根県ではく3・06～127Bq／kg生であったo134csは検出されなかっ  

た。これら137csの値は、国内に流通する多くの各種食品中濃度（0・1Bq／kgレ  
ベル）より、全般的に、依然として明らかに高いレベルにあり、輸入食品の  
放射能暫定限度（137cs＋134csとして370Bq／kg）を越えるキノコも検出されたo  

B．キノコ生息土壌の細菌、放線菌数：①北海道、②岩手県、・③富士山麓、  
④島根県で採取したキノコ生息土壌のpHは、①では4・卜5・6、②では4・ト6・6、  

③では4．0－5．2、④では3・8－5・3で、昨年度と同様に、いずれの土壌も弱酸性  
であり、どの地域の土壌も細菌数は放線菌数の10－100倍であった0 4地域の  

土壌pHをもとにpH5，6，7の培地で生菌数を比較したところ、いずれの地域  
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でも細菌数の変化は小さいが放線菌ではpH6－7において生菌数が増加した0  

放線菌のCs蓄積能は細菌と比較して高いとの結果（第45回本抄録集）より、と  
くにp軋鋸から坤催域におけるキノコへのCs移行に関しては土壌微生物（細菌）  

の中でも放線菌の関与が大きいものと推察された。  

c．キノゴによる線虫の捕捉：Cs、K、Naに対する線虫の反応を寒天平板上で  

観察し、Cs≧K＞Naの順で走化性を認めた。また、ヒラタケ、（平板）培養上の  
線虫はヒラタケ菌糸により3－4日後にはほぼ捕捉され、電子顕微鏡（SEM）では  
ヒラタケの栄養菌糸が線虫にからみついている状態が観察された。  

の重金属耐性：今回キノコを採取した生息土壌の多くで、Cd濃  

ら  
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小さく両土壌微生物にはCd耐性能の違いがみられた。  

表1野生キノロ中の137csおよび4取濃度  （湿重量）  

採廠瘍所 寵料曳   聞cs  誤差  4てbx  誤差    採取年月 備考  
（Bq／kgvet）  （Bq／kgvet）  

北海道   シPヌメリイクすチ   10．9   0．12   ナ1．1   1．9    2003．9 菌根性   

北海道 オオイ再ウタケ   く0．95  70．7   8．9    20、03，9菌根性   

北海道   ヤマイクやチ   く1．81  76．1   14．6′    ・・・脚   

北海道 シPヌメ頼クヤチ   12，9 8．42   48．7   9∴5    20q凱9 菌根也   

北海道   ハナイクヾチ   16．7   0． 63．1   1与，7    20雨．9 菌根性   

北港㍉道   
ヰシ沖† 14．5 0．こ55   董65   11．1    ・・・脚   

岩手県   クPカワ   豊艶5 1．怨¢ く112  200乳9・菌根性   

岩∵手県   ほ小チッハ○タケ   11   1．   541   ●    2003．9 菌根畦 

岩等簡∴   ハタケシ．メシア   3．8   0．72 115   20．8∴    200ご′3こ9菌根畦   

は㌢事療 2亜、4 2．¢‡1   錮．5  25，0二    2003．9 ′菌根性   

岩手県   ヌメリイクヤチ   く2．23  く45．8  2003．9 菌根性   

藩学魔 ハナイクやチ   ； 一   0．69 8 14．0    j2003．9 菌根性   

粛泰廉   如動物   ∵緒．凍結  く‡88  2003．9 菌根（腐朽）性   

膚東通麓（、云3d扁）  シうウケ’ナシや   153   2．1′6   103   18．8    200豆．1b菌根性   

者ご∴聖馳麓∴拗繭扇  汚がげヲタケ   87．甘   1．紬 87．1 19： 
富士山麓（2300m）  クツ甲へやニハナイタやチ  1480   3．70   267   14．1・    20q3，10′菌根性   

富士ノ山麓（23叩m）  キシケシや   16．6   1．01   245   20．1    20b3．10菌根性   

曹士≡ン軌麓（曳3ddm）  ヤキ○タケ   44∴9   0こ6白   46．3   10．6    2jOO3．10 菌根性   
富士融麓ぐ2300m）．  アミハナイタやチ 81．4寺  ′＝1．8q  78．4   20．3J    2003．10 菌根性   
富士山麓（1800m）  キハッタケ   4b．1   0．38   67．8   ●    2003．10 菌根性   
富士山麓（1600m）  ドクヤマドリ   14．1   0．36   22．2   6．7    2003．10 菌根性   

島根ご県 クチヘヤh坤ケ   3．3 0．68   101   19．4    2003．10 菌根性   

島根県   サルノコシカケ科   8．4   0．89   140   24．2    2003▲10腐朽性   
島根県   マッハヤタケ   16．4   0．81   く32．5   19．7    2003．10 菌根性   
島根÷県 ヌメリイクやチ 127   1i24   く36▲0   ●    2003．10 菌根性   

島根県   クリ小イク寸チ   く3．06  289   25．8    2003．10 菌根性   
島根県   ウスラシやフウセンタケ   98．6  3．33   223   28．6    2003．10 菌根性   

島根県   シロシメ＝シや   60．5   2．18   126  19．4    、2003．10 菌根性   

島根県   アミタケ   58．7   2．00   139   24．2    2003．10 菌根性   

3．結 語   

キノ コによる137csの高濃縮性は明らかであり、今後もモニタリ ングの一生  

物指標としての意義は高い。今後、土壌中の放線菌のCs蓄積性と線虫などの  

土壌微生物・生物を介したキノコへの食物連鎖によるCsの移行、土壌細菌に  

よる重金属除去等への応用についても検討を加えていく予定である。  
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Ⅲ－3 牛乳中の放射性核種に関する調査研究  

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構  

畜産草地研究所  

西村宏一・構内克弘・須藤まどか・  

宮本 進  

北海道農業研究センター  

押尾秀一・村井 勝・鎌田八郎  
九州沖縄農業研究センター  

田中正仁・岩間裕子・神谷 充   

1．緒言   

前年に引き続き、わが国の牛乳中における放射能レベルの推移を調べるため、全   
国各地から採取した原料乳中の90srおよび1…まワcs濃度を測定した。環境への人為的放   

射性核種の放出レベルが減少していることから、牛乳中の放射能レベルも地域的な   

変動は多少あるものの、経年的には横這いの傾向を示し、測定値自体も非常に低い   
レベルになってきている。このような状況の中で、全国各地の原料乳中の放射能レ   

ベルについて調査・監視するとともに緊急時の測定にも対応するr。また、乳牛が摂   

取している飼料についても137cs濃度を測定し、飽料と牛乳の187csのレベルの関連   
について検討する。   

2．調査研究の概要  

（1）牛乳中の90srおよび137cs濃度の測定  

経常調査は例年と同様に、全国の9カ所の国公立研究機関（北海道、岩手県、秋   

田県、福島県、茨城県（畜産草地研究所）、静岡県、福井県、香川県、福岡県）から、   

春、夏、ゝ秋、冬の4回、測定用試料（原料乳）を採取して90srおよぴ137cs濃度の測定   

を行った。90sr濃度の測定は、牛乳2Lを濃縮した後、4500c以下で灰化して塩酸抽   
出し、HDEHP法により低バックグランドガスブローカウンタで測定した。137cs濃度   

の測定は、牛乳2Lを浪解した後、4500c以下で灰化し、灰を測定用容器に詰ゆて、   

高純度ゲルマニウム半導体検出器を用いて測定した（測定時間は32～56×10イ秒）。   

なお、飼料中の＝7csの測定は試料を乾燥後、粉砕し箱型容顔（3・5L）に入れ、牛   

乳の場合と同様に測定した。  

平成15年度における牛乳中の90sr、137csの測定帯果を表1、2に示した。   

90srは、N．D～88．7mBq／L、137csは、N．D～61．2mBq／Lと前年度までと同様に低い値で   

あったこ 年間を通して（5月、8月、11月、2月）の全国平均値は20．4～26．3mBq／   
L（90sr）、12．3～18．5mBq／L（137cs）で同様に低い値で推移し、季節による変動は   
みられなかった。  

（2）牛乳と飼料中の137cs濃度の関連の把握   

（a）つくば（畜産草地研究所）、（bう札幌（北海道農業研究センター）、（c）熊本（九州   
沖縄農業研究センター）の3ケ所について、平成15年11月に原料乳と給与飼料を   
採取し、それらの試料中の137cs濃度を測定した。牛乳の結果は、つくば5．3、札幌   
43．7、熊本17．2mBq／Lで、飼料については混合飼料（TMR）（103・1、～、146・5   
mBq／Kg乾物）、濃厚飼料（172．4、194．8、143・8m的／Kg乾物）、コーンサイレージ  
（59．8、～、142．8mBq／Kg乾物）、グラスサイレージ（－、541・3、208・OmBq／Kg乾物）、   

乾草（N．D、714．6、175．1m的／Ⅹg乾物）であった。   
牛乳中の137cs濃度は飼料中の濃度を反映していることが推察された。今後、測定   

点数を増やし、平常時の牛乳と飼料中の137cs濃度の関連について把握したい。  
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表1 平成15年度牛乳ヰ90sr濃度  
（mBq／L，測定値±計数誤差）  

15年5月 15年8月  15年11月  16年2月  

28．1±3．8  

26．8±3．9  

48．8±5．2  

23．7±3．6  

15．3±3．2  

19．1±3．6  

12．9±3．1  

28．1±4．1  

16．5±3．3  

88．7±5．6  

22．7±3．6  

34．8±4．2  

12．3±3．3  

Ⅳ．D  

13．3±3．3  

27．4±4．0  

21．9＝ヒ3．9  

16．0＝ヒ3．6  

38．7±4．5  

31．2±4．3  

34．3±4．1  

12．9±3．5  

13．5±3．4  

12．6±3．3   

8．2±3．2  

18．7±3．7  

13．8±3．0  

36．3±4．4  

25．5±4．9  

33．9±4．4  

23．5±3．9  

18．7±3．8  

12．0±3．5  

22．9±3．9  

21．5±4．0  

16．1±3．4  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
l
 
 

平 均  23．4±7．8＊   20．4±11．2＊   26．3±25・4＊   24・4±10・8＊  

＊平均値±標準偏差，軋D：検出不可  

表2 平成15年度 牛乳中137cs濃度  

（mBq／L，測定値±計数誤差）  

15年5月  15年8月  15年11月  16年2月  

13．0±2．8  

30．1±3．2  

16．1±2．9  

61．2±3．1  

10．0±2．9  

11．0±2．9   

8．3±2．8  

10．4±2．9   

6．2±2．8  

17．3±3．4  

29．8±3．2  

N．D  

28．3±3．3  

N．D  

20．0±2．7  

17．9±3．1   

6．8±2．8   

6．8±3．2  

18．4士3．2  

13．4士3．3  

12．0±3．5  

51．1±3．1  

15．8士3．2  

22．9士2．8   

8．9±3．1  

14．3±2．9  

N．D  

8．1±2．き  

10．5士3．1  

24．5±2．7  

32．8±3．0  

10．3±2．8  

N．D   

8．8±2．8  

15．8±3．2  

N．D  

A
 
B
 
C
 
D
 
E
 
F
 
G
 
H
 
I
 
 

12．3±10．7＊  17．4±14．1＊  14．1±11．2＊  18．5±17．5＊  

＊ 平均値±標準偏差，N．D：検出不可  

3．結語  

最近は牛乳中の放射能が上昇するような人為的アクシデントもなく、牛乳中の   

90srおよび137cs濃度は100～101mBq／Lの低いレベルで推移している。地域による変動   

は、乳牛が摂取する飼料の汚染の程度等を反映しているものと考えられる。次年度   

以降、全国から牛乳（年に4回）、飼料（年に1回）を採取し、所定の方法で90sr（牛   

乳）と137cs（牛乳・飼料）を測定し、牛乳中のレベルを調べると共に平常時におけ   

る牛乳と飼料中の137cs濃度との関連についての検討を継続する。  

緊急時に備えては、畜産草地研究所、北海道農業研究センター、九州沖縄農業研   

究センターが共同し、連絡を密にとり牛乳及び飼料等の測定体制の整備を図り、対   

応する。  
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Ⅲ鵬4 家畜の骨中OSr濃度調査（2003年度）  

（独）農業・生物系特定産業技術研究機構  

動物衛生研究所北海道支所  

塩野浩紀渡部 淳 近山之雄  

1．緒 言   

家畜とその飼養環境における放射能汚染を把握するため、1957年度か  
ら家畜の骨中90Sr濃度測定を継続調査している。馬や牛等の家畜は、放  
射性降下物（フォールアクト）により汚染された飼料を直接採取する。  

また、フォールアウトの中でも90Srは骨に蓄積するため、馬や牛等の骨  

中90Sr濃度を測定することは家畜とその飼養環境の90Sr汚染状況を知る  

良い指標となる。今年度’も例年と同様に、北海道内における馬および牛  

の骨中00Sr濃度の測定を行った。   

2．調査研究の概要  

（1）材料と方法   

測定材料として、2003年度内に北海道各地から採取した馬6例および  

牛30例の中手骨を用いた。90Sr濃度は、ジー（2－エチルヘキシル）リン酸  

を用いる9。Y溶媒抽出法により測定した。  

（2）測定結果   

馬および牛の骨中90Sr濃度は、それぞれ72．3±16．6 mB扉g・Ca、27．7±  

12．O mBq／g・Caであった（表1および2）。年次の推移でみた場合、これ  

らの値は測定を開始してから最も低い値を示した（図1）。また、例年  

同様に、牛よりも馬の90Sr濃度が高かった。   

3．結 語   

骨中90Sr濃度は、1965√年（馬）、1966年（牛）をピークとして次第に  
減少し、 現在では低い水準で推移している。本年度における馬および牛  

の骨中90Sr濃度は昨年よりもさらに減少し、測定を開始してから最も低  
い値を示tた。また、例年同様に馬の90Sr濃度が牛よりも高値を示した  

が、これは骨中の安定Sr濃度が馬骨の方が牛骨よりも高いことのほか、  

主に給与飼料の違い、・すなわち馬の場合、タOSr汚染度の高い牧乾草を多  

く摂取するのに対し、牛の場合は90Sr汚染度の低い配合飼料を多く摂取  

することを反映しているものと考えられる。不測の事態に備え、基礎デ  

ータを蓄積することは極めて重要であることから、今後も本調査を継続  

する。  
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表2牛骨中90s〔濃度  鳥：s 
No．  軌g心   
H－1  ＊  47・了  

H－2  ＊  83．1  

日－3  ＊  86．9  

O 
sr（mB／・C寧）  

20．3  

20．9  

30．3  

23．9  

18．8  

44．8  

22．7  

12．5  

No． 年齢  
C－1  6  

C－2  7  

C－3  6  

C－4  6  

C－5  5  

C－6  7  

C－7  5  

C－8  4  

H－4  ＊  84．寧  

日－5  ＊  55．3  

日－6  ＊  76．了  

平均±標準偏差   72．3±16．6             了2．3±16．6  

＊：不明  

☆本年度はと音声が少なく、十分な   
検体数を確保できなかった。  

C－9  6  43．7  

C－10  4  25．8  

C－11   8  18．O  

C－12   9  34．8  

C－13   9  17．5  

0－14  6  16．2  

q－15   7  14・5  

C－16   4  22．3  

C－17   3  23．1  

C－18   3  23．O  

C－19   4  38．6  

C－20  7  35．6  

C－21   7  14．O  

C－22   8  17．8  

C－23  4  22．2  

C－24  5  32．9  

0－25   6  61．1  

C－26  6 －  42．4  

C－27  8  28．1  

C－28  7  50．8  

C－2   5  35・O  

C－30  5  18．5  

±標準偏差   27．了±12．0  平均  

90 
sr（mBq／g・Ca）  

5000  

4000  

3000  

2000  

1000  

0  

195519601965197019751980198519901995 2000 2005  
年次  

国1馬および牛骨中90sr濃度の年次推移  
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Ⅲ－5 緊急時に対応するための野菜等の農偉物および土壌の放射能調査  

（独）農業環境技術研琴所  

藤原英司、山口紀子、木方藤池   

1．緒言   

農業環境技術研究所では野菜等の周年栽培を実施しており、これらは原子力  

関連施設における災害発生時等の緊急時において、農作物の汚染状況を迅速に  

把握するための測定用試料として用いられる。また平常時においては、作物中  

131Ⅰおよび137csのバックグラウンドレベルを把握するために用いられている。最  

近では農業環境における人工放射性核種による汚染が極めて低い水準で推移し  

ていることをふまえ、従来からの181Ⅰおよび137csに加えて、ウラン系列核種や40K  

など天然放射性核種についても平常時における測定対象とじ、食物摂取にとも  

なう人工および天然放射性核種による被鱒く線量の推定に資するためのデータ  

を収集する。今回は平成15年度に収穫した作物の測定結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

1）材料および方法   

農業環境技術研究所内の環境放射能調査圃場において葉菜類および小麦を栽  

培した。また水田圃場においてイネを、キノコ類栽培圃場において原木シイタ  

ケを栽培した。これら作物を収穫後、器官別に分け可食部のみ採取し試料とし  

た。試料を70℃で乾燥後電気炉により450℃で40時間加熱して灰化し、灰化物5  

0～200gをとり乳鉢を用い粉砕して測定用容器に詰め、γ線スペクトロメトリ  
により8～50万秒間測定した。  

2）結果  

①131Ⅰはすべての作物で検出されなかった。  

②シイタケを除く作物では、137csは検出されなかった。シイタケの137cs濃度は、  

0．046～1．651Bq／kgであり、14年度の値4．593～5．654Bq／kgと比較すると低かっ  

た。シイタケ栽培は昨年に引き続き同じ原木を使用して実施してお■り、経年的  
な栽培により培地中137cs濃度が低下したことが考えられる。  

③一部の作物からウラン系列核種が検出された。これは土壌中または大気中  

粒子の作物表面への付着によると考えられる。  

3．結語   

作物中の人工放射性核種濃度は極めて低い水準にあるが、緊急時への備えと  
して引き続きデータを収集する必要がある。今後シイタケ以外のキノコ類およ  
びその培地について分析をおこない、キノコ類の137cs集積メカニズム解明のた  

め、検討を継続する。  
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表1栽培作物の概要  

播種・定植日  収穫日  栽培作物  品種  

四季どり味星   2003．3．31  2003・6・9  

ソロモン  2002．11．5  2003．3．27  非結球葉菜類  1．ホウレンソウ  

2．ホウレンソウ  

3．ホウレンソウ  

4．ホウレンソウ  

5．ホウレンソウ  

6．ホウレンソウ  

7．ホウレンソウ  

8．ホウレンソウ  

9．テンゲンサイ  

10．ニラ  

11．ニラ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

アクティブ  

ソロモン  

2003．3．27  2003．5．8  

2003．5．7  2003．6．9  

2003．6．4  2003．7．9  

2003．7．11  2003．8．12  

2003．7．31  2003．9．8  

2003．9．3  2003．10．31  

2003．10．1  2003．11．18  

CR青都  2003．7，31  2003．9．8  

2003．5．9  

2003．7．30  

l
 
 
1
 
 

8
 
8
 
 

2001．  

2001．  

アスパラガス  2001．3．14  2003．4．28■－ 9．16  

1．玄米  コシヒカリ  2003．5．8  2003．9．16  

2．白米  コシヒカリ  2003．5．8  2003．9．16  

3．小麦（茎葉） 農林61号  2002．11．5  2003．6．20  

キノコ  1．シイタケ  2002年  2003．4．28  

2．シイタケ  2002年  2003．10．16■・■10．31  

表2 栽培作物中131Ⅰ，137cs，214Bi，210pもおよび40Rの放射能濃度  

放射能濃度（Bq／kg生玉）  
栽培件物   131l  137 

c＄  214Bi  210pb  40K  

1．キャベツ  ND  N【）  0．045 ±0．008  ND  76．0 ±0．21  

1．ホウレンソウ  

2．ホウレンソウ  

3．ホウレンソウ  

4．ホウレンソウ  

5．ホウレンソウ  

6．ホウレンソウ  

了．ホウレンソウ  

8．ホウレンソウ  

9．テンゲンサイ  

10．ニラ  

11．ニラ  

12．アスパラガス  

ND  ND  

ND  ND  

ND  ND  

ND  ND  

ND  ND  

ND  ND  

ND  ND  

ND  N【）   

ND  ND  

ND  ND  

hlD ND  

ND  ND  

ND  O．22了 士0．015 195．7：土0．27  

ND  ND  247．5 土0．40   

0．020＊±0．017 1．028 士0．009  20了．8 士0．34  

ND  O．622 ±0．018 180．5 土0．32  

0．033＊±0．026  0．574：土0．027  267．6 土：0．69   

0．035＊±0．016  0．049＊±0．017 192．8 ±0．45   

0．060＊±0．024 1．070 土0．026  259．7 士0．66  

ND  O．641±0．015  255．1±0．59  

0．056 士0．013  0．092：土0．010 127．4 ±0．36  

0．100 ±0．017  0．511 ±0．011 196．9 ±0．44  

0．093：±0．013  0．109 ±0．011 149．2 ±0．39  

0．026＊±0．011  ND  96．2 士0．28  

1．玄米  

2．白米  

3．小麦（茎葉）  

ND  ND  

ND  ND  

ND  ND  91．0 土0．34  

ND  O．078 ±0．005  34．0 士0．16  

ND  ND  o．311±0．035 1．742 ±0．017 203．7 ±0．71  

1．シイタケ  

2．シイタケ  

ND  O．046 ±0．011  ND  O．267 ±0．006  85．0 ±0．67  

ND  l．651±0．021  ND  O．423 ±0．006  66．8 ±0．57  

注）＊参考値（計数誤差の3倍以下）  
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Ⅲ－6 食品の放射能水準調査  

財団法人 日本分析センター  

森本隆夫、庄子隆、平出功   

1．緒言   

本調査は、昭和61年の旧ソ連チェルノブイル原子力発電所事故を契機に、  

環境放射能水準調査の強化拡充の一環として、食品中の放射能レベルを把  

l 握するとともに、国民の食物摂取による内部被ばく線量の推定評価に資す  
るデータを蓄積することを目的として開始された。   

その後、文部科学省でとりまとめられた「放射能調査研究に係る評価検  

討報告書（平成14年9月）」において、食品の調査については調査対象を  

国内産食品から輸入食品に移行することが適当であるとの提言がなされた。  

そこで平成15 年度はこの提言を受けて（1）輸入食品と（2）放射能濃度の高  

いと予想される食品について調査を継続した。  

2．調査の概要  

（1）調査対象食品   

① 輸入食品  

調査対象の輸入食品は、輸入量の多い食品（農産物、畜産物、永産物）  

とした。   

②放射能濃度の高いと予想される食品  

食品の過去の放射能水準調査結果等において放射能濃度が高かった   

食品（紅茶、ごま、ヘーゼルナッツ等）を調査対象とした。  

調査した食品は102試料であった。  

（2）分析・測定の実施  

購入した食品の可食部について、乾燥・灰化の前処理を行い、γ線ス   

ペクトロメトリーによる核種分析、90sr、137cs、プルトニクムの放射化   

学分析を実施した。ただし、プルトニウムについては、陸域で採取され   

た試料からは、検出されることがほとんど無いため、魚介藻類のみを分  

析対象と した。  

3．調査結果   

①γ線スペクトロメトリー‥検出された人工放射性核種としては137cs  

で、35試料から検出され、その濃度範囲は0．011Bq／kg～2．3Bq／kgで  

あった。  
′   

②90srと137csの分析：90srが検出されたのは、44試料でその濃度の範  

囲は0．012Bq／kg～12Bq／kgであった。この中で1Bq／kgを超えたのは、  

いんげん豆、緑茶、紅茶、ごま、ヘーゼルナッツ、ハーブであった。   

137cs が検出されたのは、62試料でその濃度の範囲は 0・0078Bq／kg～  
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2．1Bq／kgであった。90sr同様、1Bq／kgを超えた食品はヘーゼルナッ  

ツのみであった。食品の種類別に90srと137csの濃度を図1に示す。   

③ プルト ニ ウ ム 分析：239一之40pu  が検 出 さ れた の は、わか め  

（0．00082Bq／kg）、たらばがに（0．00079Bq／kg）、うに（0．0012Bq／kg）  

の 3試料であった。238puはいずれの試料からも検出されなかった。  

4．結語   

平成15年度に調査した食品について、いずれの核種についても若干、  

放射能濃度の高い食品が見られたが、分析結果の多くは放射能水準調査及  

び原子力施設周辺のモニタリング結果と同程度のレベルであった。   

平成16年度は、食品の摂取による日本国民の内部被ばく線量を試算す  

るために必要な食品中の自然及び人士放射性核種の分析を行い、線量の推  

定を行う。併せて、平成16年度までに実施した放射能分析結果を整理し、  

放射能データ集を作成する。  

◆穀類   

呵いも類・種実類   

A砂糖一甘味料類、菓子類   

●豆類   

ム果実類   

0野菜類－きのこ類   

◇海藻類   

X晴好飲料類、調味一番辛料類   

＋魚介類  

（
叫
モ
b
里
髄
鞘
s
O
ト
M
【
 
 

1
 
 

0
 
 

1
 
 

〇
．
 
 

〇
・
 

0．0001  

0．00010．001 0．01 0．1  1   10 100  

90sr濃度（Bq／kg）  

園1  種類別食品の90srと柑7cs濃度  

－100－   



Ⅳ。分析法、測定法等に関する調査研究   





Ⅳ－1環境生態系のトリチウム安全評価モデルとデータベース構築  

放射線医学総合研究所  

宮本霧子、武田 洋、井上義和  
本郷昭三、竹下 洋、佐野理江  

ワイフアースト（有）山本一英  

茨城大学 一政祐輔  

熊本大学 百島則幸  

富山大学 佐竹 洋  

1．緒言  

現在の環境中のトリチウムのソースとしては、発電用軽水炉や重   

水減速炉、核燃料再処理施設、3H標識化合物工場などが主体である   

が、六ヶ所村には、誘致中の国際共同開発ITER核融合実験炉と建   
設中の核燃料再処理施設が新たな潜在的ソースとして加わった。ト   

リチウムが緊急時に、また平常時に計画額出された場合の環境生態   

系における拡散や濃集分布を定量的に予測し、ヒトへの影響評価方   

絵の開発や評価実施体制を整備する必要性は高い。  

本研究では、まず放医研のランダムウオーク型大気拡散プログラ   

ムをトリチウム用に変換し（Tritium－EESAD）、トリチウム環境・人   

体核種移行評価システム（Tritium－ERMA）に組み込んだ。本システ   

ムをツールとして、環境汚染の程度を予測し、原子力施設の通常モ   
ニタリング法の改善やヒトの線量評価法の改良に役立てるために、   

IAEA主催の国際共同モデル相互比較検証事業に参加することによ   

って、実際の観測データを用いて本システムの検証を行い、更に詳   

細な環境移行。体内代謝モデルに改良し、モデル運用に必要なデー   

タベースを整備することを目的とした。  

2．調査研究の概要   

昨年度はIAEA－BIOMASS（BIOsphere Mode11ing and ASSes苧ment  

program（1996－2000）、生物圏モデル化評価の国際共同事業）3H作業  
グループのカナダシナリオを用いて、Tritium－EESADの基本的な計  

算能力の検証を行った。今年度はTritium－EESADの特徴である毎時  

計算値の出力機能を補強するために、気象データ入力に関る補助プ  
ログラムを整備し、出力結果確認機能もよりユーザーフレンドリー  

なシステムへと改良し、カナダ及びロシアから更に詳細な日時別デ  

ータの提供を受けて改良後のTritium－EESADについて検証を行った。   

カナダ及びロシアから日時別の気象データ提供を受けた期間に  

っいて、HTOの土壌沈着速度0．003m／s～0．005m／s、土壌から大気へ  

の再放出率0～3（％／br）、及び土壌下層への浸透率0～2（％伽）の範囲  
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で、最適評価解析で得られた3組のパラメータセットを用いて詳細  

な解析計算を行った。これらの計算値を元に大気湿分中トリチウム  

濃度（Bq／L）と土壌水分中濃度（Bq′L）≧、及び雪中濃度（Bq／L）を求めて、  
BIOMASS参加各国の計算結果と同じエンドポイントで比較した結  

果を表1に示した。本調査研究の計算結果は一定放出（カナダ）と  
間欠放出（ロシア）のどちらのシナリオに対してもガウスプルーム  

モデルを用いている他の参加国と比べて検証用観測値によく合った。  
表1BIOMASS参加各国の検証データ（トリチウム濃度の比）  

カナダシナリオ   ロシアシナリオ  

参国  （土壌水分中／大気湿分中）   （雪中／大気湿分中）   

検証用観測値   0．26   0．454   

フランス1   鱒0・7  

スウェーデシ   痕0．15  

／レーマくニア   約0．3   0．615   

フランス2 約0．75   0．0076  

米国   約0．4   0」69   

ドイツ1   約0．1   1．24   

ドイツ2   約0．95   0．452   

ロシア  2．06   

本調査研究、   0．才56   0．409   

3．結語   

本年度までTritium－EESADについて、基本的・部分的な検証とプ  

ログラムの改良を順調に行ってきた。今後、2003年9月から開始さ  

れたIAEA－EMRAS事業のトリチウム＆C14作業グループに「EMRAS  
に参画する日本のトリチウム研究者ネットワークJapanet」として、  
積極的に参加しモデルを改良していく。まず韓国の「大豆シナリオ」  

とカナダの「パーチ湖シナリオ」を用いて検証を行い、また放医研  

が1980年代に本放射能調査研究によって東海村でデータを蓄積し  

た、松葉中OBTの経時変化の研究結果を「松葉シナリオ」として作  
成呈示し、各国参加者のモデル検証に提供する予定である。  

研究発表  

（1）宮本、武田、井上、本郷、竹下、佐藤、山本、一政、百島、  
佐竹：第45 回環境放射能調査研究成果論文抄録集、（平成14  

年度）、文部科学省、123－124、平成15年12月．  

（2）山本、坂下、宮本：ランダムウオーク型トリチウム大気拡散  
モデル（Tritium－EESAD）の開発と検証、第37回日本保健物理  

学会、平成15年6月．  
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Ⅳ－2 大規模調査のための積算型ラドン・トロン弁別測定器の開発  

放射線医学給食研究所  

床次眞司、高橋博路  
■  

1．緒言  

わが国においては、自然起源放射性物質（Naturally Occurring   

Radioactive Materials：NORM）の規制に向けた取り組みが進められ   
よう としており、ラドンについても、その介入が今後の検討課題と   

して挙げられている。ラドンの介入においては、対策レベル（Action   

Level）の設定が必要不可欠であるが、国際放射線防護委員会による   

Publication 65（1993）では、年間平均ラドン濃度と して 200－600   

Bq／m3（3MlOmSv）がその目安として示されている。わが国では、これ   

までの全国規模の調査により、全国のレベルや地域特性が示されて   

きた。近い将来導入される予定の対策レベルについては、その設定   

に当たり高ラドン濃度地域の特定やその様相を明らかにする必要が   
生じている。したがって、調査対象地域は広くはないものの、標本   

数を可能な限り増やして、得られた結果についての統計的精度を高   

めなければならない。その一方で、わが国では、その特徴的な建築   

様式（土壁の使用）から、ラドンの測定にトロンの影響を懸念する   

場合があり、トロンの影響を排除した測定が求められる。このよう   

な状況を踏まえ、わが国のラドン測定では、ラドンとトロンの弁別   

機能を持たせた測定システムが必要とされている。放医研では、市   

販の測定器を改良することによりラドン・トロン弁別測定システム   

を構築して、様々な調査に使用して来た。今回の測定器は、調査規   

模や実用性を検討した上で開発されたものである。測定器の仕様等   

について報告する。   
●j■   

2．調査研究の概要  

測定器（名称：ラデュエット）の概要を図1に示すが、2 つの測定   

器によって構成される。材質は導電性プラスチックである。一つは   

換気率の小さいタイプで、主にラドンが検出される。同じ形状でも   

うーつの測定器は換気率が大きくなるように側面に6つの穴が開け   

られ、導電性■スポンジで覆われている。これにより積極的にトロン   

が．検出される。検出器にはCR－39が用いられ、容器の底面に固定さ   

れている。環境中での曝露後は化学エッチングの処理が行われ、ト   

ラック数が自動読取装置によって計数され、ラドンとトロン濃度が   

算出される仕組みになっている。  

校正設備を利用して得られたラドン濃度・トロン濃度換算係数は   

表1の通りである。表には市販のものを改良した結果（機器名称：ラ  
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ドポット）も併せて記されている。  

3．結帝   

大規模調査のための積算型ラドン・トロン弁別測定器を開発した。  
弁別測定は従来のように、2種類の・測定器について換気率の違いを  
利用して行われている。形状も小さくシンプルで、物理的な強度や  
輸送、コストパフォーマンスにも配慮した測定器であり、今後さま  
ざまな調査での利用が期待される。  

低換気率型（上フタ無）  高換気率型（上フタ無）  催・高換気率型（上フタ有）  

催換気率型（側面）  

導電ウレタンスポンジ   ソフトタイプ  

低換気率型（側面）  

導電ウレタンスポンジ                        ソフトタイプ  

図1 積算型ラドン・トロン弁別測定器  

表1 積算型ラドン・トロン弁別測定器の濃度換算係数  
測定器   ラドン  †、ロン   参考文献   

従来塾ラドポット   2．6   0．1  Zhuoetal．，  

改良型ラドポット   ・6   Re 

Tokonamietal．，  

Radiat．Prot．・Dosim．（2003）  

低換気率  2．3   0．1  

ラデュェット  

高換気率型  2．1   1．9  

ラデュエット  

単位：tracks cm‾2 kBq‾1m3 h▼1  
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Ⅳ－3ICPJMSによるウラン同位体比迅速測定法の開発  
および環境モニタリングへの適用に関する研究  

放射線医学総合研究所  
吉田聡、田上恵子、内田滋夫   

1．緒言   

環境中の天然ウランは、試料によって濃度が大きく異なる一方、  

236u／238u同位体比はほとんど一定である。従って、ウランの同位体  

比の変化を測定することは濃縮ウラン或いは劣化ウランによる汚染  

を検一出・モニタリングするために有効である。本研究の目的は、原  

子力施設周辺の環境試料中のウラン同位体比測定を環境モニタリン  

グの一環とすることを念頭に、ICP－MSによるウラン同位体比の迅速  

測定法を開発することである。   

平成13 －14年度は、土壌に関して、ウランの濃度と 238u／238u同  

位体比の分析方法を中心に検討した。合ゎせて、土壌の物理化学特  

性を分析．した。また、幾つか提案されている重金属元素の抽出法を  
ベー スに、ウランに適用できる選択的抽出法の検討を開始した。  

微量のウランの計位体比をより正確に測定するための簡便な分  

離・濃縮法の検討にも着手した。平成15年度はこれらの開発研究  
を継続するとともに、植物ヰのウラン同位体の分析を行った。   

2．調査研究の概要  

1）手法   

茨城県東梅村および青森県六ヶ所村を中心に土壌と植物試料を採  

取し、土壌に関して、陽イオン交換容量、交換性カルシウム及びカ  

リ ウム、総炭素、総窒素、有機体炭素の分析を行った。   

土壌と植物中のウランの全量と同位体比の測定法は、前年度まで  

に検討した手法を基本と した。即ち、乾燥、粉砕した試料を酸で湿  

式分解し、四重極型ICP－MS（Agilent7500）或いは二重収束型ICP－MS  

（Finnigan MAT ELEMENT）′ を用いてウラン同位体を分析した。   

土壌に付加された人為的ウランを土壌から選択的に抽出するため  

の手法開発には、バッチ法を用いた。即ち、風乾細土をポリ プロピ  

レン製遠沈管に採取し、各種の抽出液を加えて、一定時間震塗した。  

抽出液には純水及び濃度の異なる硝酸、酢酸アンモニウム、炭酸水  
素ア・ンモニウムを用いた。震塗後の上澄みをろ過し、ろ液中の有機  

物を酸で分解した後、ウランの濃度と同位体比を測定した。また、  

各種分離樹脂によるウランの分離・濃縮法の検討も引き続き行った。  

2）結果と考察   

茨城県東梅村のJCO敷地境界で採取した表層土壌と植物について、  
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ウランの濃度と同位体比を測定した結果の例を表1に示す。土壌中  
のウラン濃度はこの地域のバックグランド濃度と同様であった。  

235u／238u同位体比は天然の値0．00725よりも■高い。植物中のウラン  
濃度は土壌に比べて1／100程度であるが235u／238u同位体比は同じ地  
点の土壌に比べて高い傾向があった。これは、土壌中のウランのう  
ち、植物に吸収されやすいもののほうが235u／238u同位体比が高いこ  
とを示している。即ち、後から人為的に付加された濃縮ウランの方  
がより植物一吸収されやすいことが予測される。植物は人為的ウラン  

の付加に対する有効なモニターと して利用できる可能性がある。   

土壌中のウランを各種の溶液で抽出し、ウラン同位体を測定した  

結果、一般的に、抽出液の濃度が高いほどウラン抽出量は増加した。  

得られた235u／238u向位体比は土壌の全分析の値より も大きく、適当  
な抽出条件を使うことや、付加された濃縮ウランを選択的に抽出し、  
感度良く検出できる可能性が示された。  

表1：土壌・植物中のウラン同位体の分析結果  

U濃度  同位体比  
地点名  試料名  

mg／kg－dry RSD（％）u－235／U－238 RSD（％）  

土壌  

ヨモギ（菓）  

ヨモギ（茎）  

オオバコ  

ハルジオン   

土壌  

ヨモギ  

1．27  5．8  

0．0108  2．6  

0．0074  25．6  

0．0109  0．8  

0．0136  6．4  

2．21  1．9  

0．0103  0．6  

1．30  2．0  

0．0087  5．8  

0．0087  0．5  

0．0217  7．0  

0．0240  7．8  

0．0187  5．8  

0．0229  7．1  

0．0102  0．3  

0．0135  1．3  

0．0083  0．0  

0．0095  3．0  

D  土壌  
ヨモギ  

3．結語   

土壌の抽出実験で得られた235u／238u同位体比は同じ地点の植物よ  
りも小さく、植物に吸収される部分を抽出実験によって再現するに  

はさらに検討が必要である。今後は 、引き続き上述の調査研究を継  

続するとともに、選択的抽出法に関して、抽出液の種類と濃度、  

抽出時間等の条件を検討する。合わせて、ウランの簡便な分離。  

濃縮法についても、手法を確立するための基礎研究を継続する。  
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Ⅳ【4 加速器質量分析装置による129Ⅰ測定法の確立  

日本原子力研究所 むつ事業所 海洋調査研究室  

鈴木 崇史、北村 敏勝、甲 昭二、外川 織彦、天野 光   

1．緒言  

129Ⅰは原子力施設から放出される可能性の高い長半減期放射性核  

種（乃／β＝1570万年）であり、再処理工場等の原子力施設から放出さ  
れる129Ⅰによる環境影響評価が必要である。なお環境中には天然で  

生成される129Ⅰや大気圏内核実験により生成された129Ⅰが既に存在  
している。   

従来、129Ⅰは中性子放射化分析法により測定されてきた。しかし検  
出感度が129Ⅰ／127Ⅰ比で10・9程度1）と高く、環境中の129Ⅰを測定する  

には満足できるものではなかった。そこで日本原子力研究所では加速  

器質量分析装置（AMS：AcceleratorMassSpectrometer）を用いた129Ⅰ  
の高感度測定法の確立を目指した。原研申つ事業所に設置してある  

AMSはHighVoltageEngineeringEuropa製で、最大加速電圧3MV  

のタンデム型の加速器に 2本の独立したビームラインが取り付けて  
ある2）。一つは14C測定用にセットアップされており、もう一方のビ  

ームライン・を129Ⅰ測定用にセットアップし、その性能評価を行った。   

ヨ十ロツペで既に稼動している再処理工場から放出された129Ⅰは  
北大西洋や北極海の海水循環のトレーサーとしても使わ、れている3，4）。  
日本では青森県六ヶ所村に再処理工場が稼動予定である。六ヶ所周辺  

海域の129Ⅰを測定することは、129Ⅰの環境影響評価のみならず、海水  

循環のトレーサーとしての利用も考えられる。  

2．調査研究の概要   

ヨウ素ラインの精度、正確さ、検出限界についで性能評価した。精  

度につ－いてはカナダトロント大学Iso翫ace研究所で作製された標準  

物質を使用し、20回測定したところ、（7．89±0．09）Ⅹ10・11が得られた。  

これより、ヨウ素同位体比が10・10程度であれば約1％（相対標準偏  

差）の精度で測定が可能であることが実証された。様々なヨウ素同位  

体比を持つ標準物質を作製し測定した結果を図1に示す。この結果か  

らヨウ素同位体比が10－10～10－12まで良い直線関係が得られた。検出  

限界は市販試薬のヨウ化銀を測定することにより見積もった。市販試  

薬中のヨウ素同位体比は129Ⅰ／127Ⅰ＝（3．9±0．3）Ⅹ10・13であった。この時  

の検出器のスペクトルを図2に示す。129Ⅰのピーク周辺に妨害となる  

ようなカウントがないことから、検出限界はさらに一桁程度低いと考  

えられる。   

なお環境中の129ⅠをAMSで測定するためには、ヨウ素をヨウ化銀  

の形で抽出する必要がある。海水試料の場合、ヨウ素キャリアー  

（2・3mg）を加えた後、四塩化炭素による溶媒抽出により抽出し、硝酸  

銀により ヨウ化銀の沈殿として処理したものをAMSの測定用のター  
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ゲットとする。  
3．結語   

性能評価した結果から、原研AMSのヨウ素ラインは129Ⅰを高精度  
に測定できることが分かった。また環境影響評価のみならず環境科学  

研究においても有用な装置であると考えられる。今後は、日本周辺海  

域における129Ⅰの分布と挙動を明らかにするとともに、種々の環境  

試料中の129Ⅰ測定に対応できるよう、前処理法を開発するとともに、  
AMS利用の拡大を図りたい。  

（
Ⅰ
ト
㌔
宍
l
）
。
焉
雲
賀
詔
羞
 
 

10－1ユ  10－11   10・10  10－9  

NominalRatio（29I／127Ⅰ）   

図1、129Ⅰ標準物質の測定結果。全ての測定値はIsoTrace研究所  

の標準物質で規格化した。  

595  600  605  
Channel  

610  615   

図2、市販試薬（AgI）を50分測定した時の129Ⅰスペクトル。   
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Ⅳ－5放射性物質の形態別分析手法の開発研究  
一六ヶ所村淡水試料申のランタニド及びアクチニドの化学形態－  

（財）環境科学技術研究所  

高久 雄一、大塚 良仁、久松 俊一、稲葉 次郎  

1．緒言   

放射性物質等の環境中移行は、当鼓物質の物理・化学的存在形鰻に大きく依存すること  

から、これらを形態別に分析することは極めて重要である。本調査では、環境試料中の放  

射性物質等を形態別に分析する手法を開発するとともに、実試料の分析を行い、これらの  

環境動態の解明に資することを目的とする。そのため、液体タロマトグラフ装置（LC）と  

ICP一質量分析装置（ICP胡S）を接統し、淡水試料中のランタニド及びウランについての形  

態別分離法を確立し、本法を六ヶ所村の淡水試料に応用した。  

2．調査研究の概要   

図－1に調査場所を示す。湖沼とし  

て、鷹架沼及び市柳沼、河川として、  
二又川、老部川及び鷹架沼への流入  

河川である戸鎖川、計9地点におい  

て、6、8、11月に採水を行い、同時  

に現場において、水温、pH及び電気伝  

導率の測定を行った。昨年度までに開  

発したランタニド及びUの形態別分  

析法を下地とし七、分析法を確立し  
た。採水した試料を0．45岬のメン  

ブランフィルターを用いてろ過し、  
ろ液を‘溶存態’、フィルター上に  

残った残さを‘懸濁態’と定義する。  
図1 試料採水地  

更に、溶存態をカットオフ10kDaのフィルターを用いて限外ろ過した。この際の  
ろ液に含まれる成分を‘低分子体’、フィルター上に残った濃縮液に含有ざれるも  

のを‘高分子体’と定義する。次に、各成分中の元素濃度を定量し、溶存態元素濃  

度と低分子体濃度の差分を高分子体濃度とした。更に、高分子体をSEC＿ICP＿MSを  

用いて分析し、各元素と結合している有機物の分子量を求めた。分離カラムには、  

HImCHI製カラムGL－W540（排除限界600kDa、理論段数13000以上）を用いた。溶離  
液には、0．01MTRIS－HCl（流量1．Omlmin‾1）を用い、カラムの有効分子量範囲の校正は、  

BIO－RAD製GelFiltrationStandardを用いて行った。試料導入系には、超音波ネビュライザ  

ー（U－5000、CETAC製）を用いた。   

（1）ランタニド及びUの溶存態濃度   

各試料中のランタニドの濃度は、いずれもpgg‾1のレベルであり、年間を通じて  

オーダーで甲変動は見られなかった。Uに関しては、市柳沼と戸鎖及び老部川の濃  

度は約10pgg‾1であり、大きな季節変動も見られないが、鷹架沼及び二又川（F－3）  

では、100pgg‾1以上の高濃度を示した。特に、鷹架沼の11月の試料では、U濃度  

が1ngg．1と非常に高い値であり、Na濃度も約3000匹gg－1と非常に高いため、海水  
の混入が有ったことを示している。二又川支流（F－3）においても約100pgg‾lのU  
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この原因は不明である。  が測定されているが、   

（2）ランタニド及  

びUの限外ろ過に  

よる結果   

図－2に8月の鷹架  

沼（T＿2）及び二又  

川（F－2）試料中の  

ランタニド及び U  

の低分子体と高分  

子体の存在比率を  
示す。ランタニドに  

ついては、鷹架沼に  

jβ冬空占虚召声丘虔血声声ヨ⊃  
臼8mOntS  

j8丘空虚虚8戸倉童心声声j⊃  

図2 鷹架沼及び二又川におけるランタニド及びウラン  

の低分子体と高分子体の存在比率  

おいて年間を通じ  

て低分子体の割合が高く、海水の混入の影響  
であると考えられる。逆に河川では、年間を  

通じて高分子体の割合が高く、夏場において  

高分子体の占める割合が増加する。これは、  

各河川の上流部に牧場又は森林が存在し、そ  
こからの有機物の流入が大きいためであると  
考えられる。Uにおいてもランタニドと同様  

の傾向が見られた。更に、湖沼、河川に共通  

して、ランタニドの原子番号が大きくなるに  

つれて、低分子体の占める割合が大きくなる  
傾向が見られ、8月の鷹架沼（T－2）において  
Laの20％、Luの紬％が低分子体である。  

（3）ランタニド及びUのSEC－ICP－MSによる  

分析結果   

図－3に鷹架沼（T－2）の8月の試料における  

SEC－ICP－MS のタロマトグラフを示す。この  

試料においては、■160kDa、30kDa、15kDaの  
3つの質量数に対応した位置に元素のピーク  

が見られた。このうち160kDa及び30kDaの  
ピークは他の試料においても検出されている  

が、15kDaのピークは鷹架沼に特有のピーク  

1¢OkDa 30kDa 15kDa  

図3 SEひICP・MSのクロマ  

トグラム  

である。また、ランタニドにおいては原子番号が上がるにつれて分子量の少ないピ  

ークと結合して元素が増える傾向が認められた。   

3．結語   

LCとICP－MSを接続し、扱水試料中のランタニド及びウランについての形態別分離法を  

確立し、本法を六ヶ所村の淡水試料に応用した。本法を用いる事により各元素と結合して  

いる有機物の質量数を求める事ができた。  

［本調査研究は、青森県からの委託調査事業（平成15年度放射性物質形態別分析調査）で実施し  

た成果の一部である。］  
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Ⅳ－6 放射性核種分析法の基準化に関する対策研究   

－ゲルマニウム半導体検出器を用いたin－Si七u測定経－  

財団法人 日本分析センター  

長岡和則、太田裕ニ、虻川成司、佐藤兼章  

1．緒言  

ゲルマニウム半導体検出器は優れたエネルギー分解能を持ち、1n－Situ   

測定（現場における測定）に用いると、地表面に沈着した放射性物質の放   

射能濃度及び空間放射線真率を核穣毎に求めることができる。この事牡は、   

核種別に精度の高い測定結果が得られるので、原子力施設の緊急時におい   

て有効である。そこで、日本分析センターは文部科学省からの委託を受け、   

ゲルマニウム半導体検出器を用いたin－Situ測定法に関する検討を行い、   

マニュアル原案を作成した。  

2．調査研究の概要   

In－Situ 測定結果に影響する因子について、その影響の度合いをシミュ   

レーション計算等により評価するとともに、実際の環境場において測定を   

行い、妥当性を確課した。  

（1），放射性物質の土壌中鉛直分布の仮定が解析結果に与える影響   

地表面における放射能濃度をA。（Bp／g）とすると、土壌中の深さZ（g／cm2）   

における放射能濃度A（Z）は、放射性物質の土壌中における鉛直分布を表す   

パラメータをβ（g／cm2）と して以下のよ うに表せる。  

d（Z）＝do・叩（一）  

このβは浸透の程度を表し、数値が大きい程深く・浸透していることを示   

す。図1は日本分析センターのグラウンドで測定したスペクトルを基に、   

パラメータβを変化させて137cs 放射能濃度及び線量率を解析した結果で   

ある。  

表1放射性物質の土壌中における鉛直分布  0
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沈着後の  降水量  鉛直分布を表す   

（mm）    経過時間  パラメータβ   

（年）  （〆cm之）   

0 ～1  ＜3   0．100   

0 一｝1  ＞3   1▲00   

1 ～ 5  3．00   

5 ～ 20  10．0   

20  （ICRURep．53より引用）   10  

β（g／cm2）   

0
 
 

図1鉛直分布を表すパラメータβの  

解析結果（137cs）への影響  
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線量率の解析結果はβに大きく依存しないが、放射能濃度の解析結果は  

βに大きく依存することが分かる。従って、放射能濃度を算出する際には、  

βの把握が解析結果の信頼性に大きく関わることになる。人間活動による  

土地の乱れがない場合には、放射性物質沈着後の経過時間及び降水量に応  

じて、ICRU Rep．53（1994）に示された値（表1）を用いることができる。  

（2）周辺地形の広がりの影響   

In－Situ 測定で放射能濃度を算出する際には、γ線を減衰させるような   

障害物が周囲になく、無限に開かれた地形（無．限平面）を仮定して解析を   

行う。しかし、実際の測定では完全な無限平面地形はあり得ないため、無   

限平面を仮定して放射能濃度を解析すると過小評価になる。そこで、周囲   

の広がりによる計測値への影響を、放射性物質の土壌中における鉛直分布   

（β）別に評価した。一例として、放射性物質が地表付近に分布している   

場合（β：0．1g／cm2）の計算結果を図 2に示す。このグラフを用いて過小評   

価の程度を判断し、計測値を補正することができ 

（3）検出下限値  

本測定法で1時間軸定．した場合の検出下限は、地表面に沈着した放射性   

核種に対して、0．03kBq／m2程度、それらの核種からの空間放射線真率とし   

て0．1nGy／h程度であり、測定室でマリネリ容器を用いて10時間測定した   

場合と同程度であった。  

く4）採取土壌との比較  

いくつかの環境場においてin－Situ測定を行い、採取した土壌の測定結   

果と比較を行った。ウラン系列核種、トリウム系列核種及び 40Ⅹ について   

の測定結果を図3 

・い相関が見られ、妥当な結果が得られた。   
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in－Situ測定結果（Bq／厄湿土）  

図2 周囲の広がりによる計測値への影響  図3 採取土壌測定とin－Situ測定との比較  

3．結語   

In－Situ測定法による測定結果の信頼性に影響する因子として、放射性   

物質の土壌中における鉛直分布や周辺地形の広がりの影響等を評価した。   

また、実際の環境場においてin－Situ測定を行い妥当性を確認することが   

できた。  
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Ⅳ－7 固相抽出ディスクを用いた環境試料中237Np迅速分析牡の開発  

財団法人 日本分析センター  

伴場 滋、篠田 芳晴、磯貝 啓介   

1．緒言   

原子力発電所や再処理施設等の原子力施設に起因する放射性核種の環境  

における放射能レベルの把握は、環境モニタリング及び環境影響評価の上で  

重要である0特に、超ウラン元素は環境試料中の放射能レベルは低いものの、  

衆境安全上重要な核種であるので、それらの分析法の確立が望まれている。   

237Npは、半減期が2・14×106年のα線放出核種である。原子炉内では、主  
として238u（n，2n）反応で生成する237uのβ‾壊変で生成する。また、241Amのα  

壊変生成核種でもある237Npは長半減期核種であるため、万が一原子力施設か  

ら環境中に放出された場合には長く影響を及ぼすこととなる。また、ネプツ  

ニウムは環境中で十3価～十7価までの酸化状態で存在するため、その挙動を複  
雑なものとしている。  

そこで、大気浮遊じん、土壌、降下物、飲料水、牛乳及び葉菜を対象とす  
る237鱒p迅速分析法を検討し、マニュアル原料を作成した。  

2．調査研究の概要   

Miuraら1）や仇enら2）の方法を参考にして、  

固相抽出ディスクを用いてネプツニウムを分  

離・精製する条件を検討した。検討には、237恥  

及び誠軋を添加した試料溶液を用い、還元剤と  

して用いるピロ亜硫酸カリウムの添加量、水酸化  

鉄（Ⅱ）共沈する際のpH、溶離液の組成及び固相  

抽出ディスク（3M製E叩Ore脚Ⅰ卿」SR陰イオン  

交換ディスク）への捕集及び溶離時の通液速度に  

ついて調べ、両核種の回収率を比較した。また、  

上記検討実験の結果に基づき作成した23恥迅速  

分析法（図1）に従って、実際の環境試料を用いて、  

237恥の添加回収試験を行った。さらに、他の分析  

機関とクロスチェックを行い、分析法の妥当性を  

確認した。   

主な検討結果を以下に示す。  

試料  

‡  

前処理  

l  

ピロ亜硫酸カリウムによる溝元  

f  

水酸化鉄（Ⅱ）共沈  

l  

一        8M硝酸に溶解  

憂  

国相抽出ディスクによる分離・精製  

1  

γ線スペクトロメトリー（239恥）＊  

＊239恥をトレーサーとして使用した場合に実施する  

】  

Ⅰα瑚S測定（禦恥、班Pu）  

図1237Np迅速分析法分析フロー  

1）固相抽出ディスクによる分離・精製条件  

・試料溶液200mlに、還元剤のピロ亜硫酸カリウムを1g以上添加し、この溶液をpH7  

以上として水酸化鉄沈殿を生成させると、237Npと242puは定量的に回収できた。  

・237Npを固相抽出ディスクへ捕集させる時に、その試料溶液を流速200ml／分で流  

し、溶離液を流速で10ml／分で流すと、237Np及び242puとも定量的に回収できた。  

・溶離液は、塩酸／塩酸ヒドロキシルアミン／塩化ナトリウム混合溶液1）、硝酸／ア  
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スコルビン酸混合溶液2）、塩酸／ヨウ化アンモニウム混合溶液3）が固相抽出ディス  
クに適用できたが、ICP－MSでの測定を考慮して、塩酸／ヨウ化アンモニウム浪合  
溶液を選択した。  

・上記条件で、2鵡恥及び237 Npの両核種が定量的に回収されることから、242puを237Np  

分析の回収率補正用トレーサーとして利用できることを確認した0  

2）実環境試料を用いた添加回収試験結果  
上記検討より決定した条件で、土壌10g、飲料水2L、牛乳100ml、葉菜100gを用   

いて、237Npの添加回収試験を行った。いずれの試料も80％以上の回収率が得られた0  
3）クロスチェック結果  

クロスチェック結果を表1に示す。2機関の分析結果は添加値と一致した。また、   
回収率補正用トレーサーとして239Np、242puのいずれを用いても分析結果は添加値と   
一致した。さらに∴認証物質である NIST SRM43570cean Sediment Environmental   

Radi。aCtivityStandardの分析結果も参考値と一致した。これらの結果から、作成し   
た237Np迅速分析法の妥当性を確認した。  

表1クロスチェック結果  
野馳  

9．7 ± 0．13 、1  
11 ± 0．2 昭  
10  ± 0．2 ■0  

回収率㈲  

73  

供試量  分析機関  トレ一トー  

9やu  糾  

74  

鞠乾土   A －………－…－‾‾……▼訂…‾■‾…て6‾…盲‾‾正訂‾‾‾材…  

10  ± 0．5 噌  

10  ± 0．5 増  

11 ± 0．5 昭  

11 ± 0．5 昭  

11 ± 0．5 噌  

罰恥  76  
瀞  

73  

B  軌  70  

67  

土壌  相当の  

酸抽出液  

昭〆闇料  

■■一一－－－－■－■－－一－－－－一－－－－－一一－－－－－一－－－一一一一一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一－－一一－－－■■■■－－－－－－－－－－－－－－－■●■，－－－†■■■  

射  11 ± 0．2 昭  

紀  9．4 ± 0．14 招  

餌  11 ± 0．2 昭  

紡  11 ± 0．5 昭  
72  11 ± 0．4 相  

伝  11 ± 0．5 嶋  

A  a琴lユ  
100g生  

葉菜  相当の  

灰化物  B  誠軌ユ  

昭
 
相
 
場
 
 

73  0．（X冶1±0．∝）24  

71  0．（髄1±0．∝）26  

紀  0．0084±0．0028  

ⅢST  即g  

S湖  抑g  

4訪㌍  甜g  

n政レ句  A  彗）u  

増 刊）添駈値：10．恥偏執  

咤 NISrSu43570cemSediJnent触1Radi亀CtivityStarkbrd   
刀柚0．00融吼∝姓′Ⅶ．00鋸劇y匂  

嶋ⅠαL妬による定数分弼畠摘ま3匝粕繰り返u蝦こおけ灘である。  
州 α線スベタトロメトリーによる定数分醐臓である。   

3．結語  

簡便、かつ、迅速な237Np分析法として、固相抽出ディスクを用いて分離・精製し、242pu   

を回収率補正用トレーサーとしてICP－MSを用いて定量する方法を確立し、そのマニュア   

ル原案を作成した。  

土壌10gを用いた場合の検出下限値は、0．01Bq／kg乾土であった。本法は試料の前処   

理から測定までの一連の分析・測定振作を16時間以内に終了できる。  

なお、本研究は文部科学省からの委託業務として、平成14年度から平成15年度に実   

施した「環境試料測定法調査」の成果の一部である。一   

1）T．Miura et al．，J．Radioanal．Nucl．Chem．，250，449－452（2001）  

2）Q．Chen et al．，J．Radioanal．Nucl．Chem．，253，45卜458（2002）  

3）文部科学省 放射能測定法シリーズ12「プルトニウム分析法」（平成2年）  
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Ⅴ。都道府県における放射能調査   





Ⅴ叫1 北海道における放射能調査  

北海道立衛生研究所健康科学部放射線科学科  

福田鵬義、佐藤千鶴子、横山裕之  

1．緒 言   

前年に引き続き、文部科学省委託による平成15年度の北海道における環境放射能水   

準調査の概要を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時採取）については全ベータ放射能の測定、降下物（大型水盤による1カ月採  

取）・陸水・海水。海底土・土壌・農畜水産物・日常食についてはGeガンマ線スペク   

トロメータによる核種分析を行った。あわせて、牛乳の1alIならびに牛乳・野菜・  

海産生物の90srおよび137csの核種分析を行った。また、空間放射線量率調査を行  

った．．  

（2）、測定方法  

亀    測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定法」、「Ge（Li）半導体検出器等を用いた  
機器分析法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」，「放射  

性ヨウ素分析法」、「放射性ストロンチウム分析法」に準拠して行った。なお、空間放射  

線量率は、モニタリングポストによる連続測定およびシンチレーションサーベイメ⊥  

タによる月に一度の測定を行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置；アロカTDC－103（GM－HLB－2501）  

Geガンマ線スペクトロメータ；ORTEC GEMq25185P  

低バックグラウンド放射能自動測定装置；アロカLBC－471Q  

モニタリングポスト；アロカMAR－21  

サーベイメータ；アロカTCS－166  

原子吸光分光光度計；Varian Spectr AA220  

（4）調査結果  

月毎の降水（定時採取）の全ベータ放射能調査結果を表Ⅰ、90srの放射化学分析結果お  

よび137csの核種分析測定結果を表Ⅱ、牛乳中の131Ⅰ分析結果を表Ⅲ、Ge半導体検出器  

による核種分析測定結果を表Ⅳ、空間放射線量率測定結果を表Ⅴに示す。なお、137cs  

の放射化学分析結果については、Ge半導体検出器による核種分析とした。  

降下物（3月分）については、蒸発残留物が6．5g、チ37csが 0．14MBq／km2であり、黄  

砂の飛来によるものと考えられる。  

3．結 語   

本年度の調査において、異常値は認められなかった。  
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Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採・取 年 月   降水量  測定琴  降水の放射能濃度㊥q／0  

（m血）  鹿低値   最高準   

平成15年 4月   59．5   9   ND   ND   

6月   36．0   4   m   ND   

6月   54．5   8   m   ND   

7月   28．0   4   m   m   

8月   85．0   10   m   m   

9月   91．0   11   m   m   

抽カ   141．5   6   m   ND   

11月   73．0   8   m   ND   

12月   65．0   1   m   ND   

平成16年1月   83．5   14   ND   m   

2月   116．5   18   m   ND   

3月   28．0   10   m   m   

年 間 借   861．5   123   m   ND   

前年度まで過去3年間の償  397   m   ND   

Ⅱ 放射化学分析繚果  

試 料 名  採取  90Sr  137Cs  単位  

年月   

野  0．057  0，092－0．15  ND   ND～0．009  Bq／kg生  

莱   1  m   ND～0．048  ND   ND～ND  Bq耽g生   

牛 乳  平15 6  4  0．019  0．033   ND～0．055  m  0．038   N刀ト0．11  Bq几生   
海  平161   1  m   N℃ヰN℃  0．20   ND－0．28  Bq／kg生  

産  ND   ND～ND  0．038 ND…0．037  Bq搬g生  
生  ND   ND～ND  m   ND～0．040  Bq搬g生  

物   平15 6   0．12   ND【一0．045  m   0．044－0，12  Bq／kg生   
＊前年度まで過去3年間の値  

Ⅲ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   札幌市北区  ＊過去の借   

採取年月日  平15 5．13  平15 7．2  平159・1  平1511．5  平161，5  平16 3．1  最低値  最高値   

1叫（Bq札束）   m   ND   ND   m   ND   m   ND   m   

採取場所   音更町  ＊過去の値   

採取年月日  平15 5．14  平15 7．2  平159．3  平1511．4  平161．7，  平16 3．3  最低値  最高値   

131Ⅰ（Bq瓜生）   m   ND   N   m   m   m   ND   ND   

＊前年度まで過去3年間の値  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

試 料 名  採取場所  採取年月   検体  137Cs  ＊過去の値   単位  

数               最低値  最高値   

降下物  札幌市  毎月   12  ND   0．14  ND′｝0．63   MBq／km2   

陸  札幌市  平成15 5月   1  ND   NDγN℃  mBq／L  

蛇口水   稚内市  平成15 6月   m  ND～ND   mBq／L  

水   石狩市  平成157月   ND   N℃レN℃  mBq／L   

0～5cm  札幌市  平成15 8月   32   26～30   Bq／kg乾土  

土  0．73  0．57～0．72  GBq／km2  

5～20cm  町幌市  平成15 8月   17  10～17   Bq此g風上  

壌  1．6   1．4～1．7   GBqノkm2   

精  石狩市  平成1511月   m   NつルN℃  Bq／kg樽米  

米   札幌市  平成1511月   m   ND｛ND  Bq／kg精米   

野  恵庭市  平成15 8月   ND   m～41   mBq耽g生  

莱   恵庭市  平成15 8月   ND   ND－・ND  mBq搬g生   

牛  m   ND～m   Bq／L  

乳   札幌市  平成15 5月   ND   ND～ND   Bq／L   

淡水産生物   鮒   石狩市  平成157月   m   ND【】0二066  Bq／kg生   

日常食  都市部  札幌市  平成15 6，12月   2   ND   0．019  0．027ん0．046  B小人・日   

海水  余市町1  平成15 6月   1  ND   ND～ND   mBq／L   

海底土  余市町  平成156月   1  m   ND～ND  ′Bq／kg；乾土   

海産生物   鮭   浦河町  平成15 9月   1  0．086  0．075～P．0埠  B扉kg生   

＊前年度まで過去3年間の債  

Ⅴ 空間放射線率測定結果  

測定年月   モニタリングポスト（nGy瓜）  サーベイメ⊥タ   備 

最低値  最高借  平均値   （追跡）   

平成15年  4月   25   36  26   70   吏ネルギー補償有り   

5月   25   35   26   62   

6月   25   35   26   69   

7月   25   36   26   73   

8月   26   43   27   71   

9月   26   38   27  73   

10月   25   40   27   71   

11月   25   61 27   63   

12月   23   53   27   72   

平成16年 1月   20   41   24   67   

2月   21   46   25   71   

3月   24   40   25   73   

年 間 値   20   由   26   62～73  

前年度まで過去3年間の値   17   67   26～27   63～79  
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Ⅴ－2 青森県における放射能調査  

青森県原子力センター  

渡部陽一 野呂幸男 工藤英嗣  

吹越恵里子 貝森優希  

1．緒 言   

平成15年度に文部科学省の委託により実施した青森県における放射能調査の概要を報告   

する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

・全ベータ放射能……降水（定時採取）   

・131Ⅰ 分 析…‥ヰ乳  

・γ線放出核種分析・・…・降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米、野菜類、牛乳、日常食、海  
産生物、海水、海底土   

・空間放射線量率……モニタリングポスト、サーベイメータ   

2）測定方法  

試料の採取前処理及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（平成15年度）」及   

び放射能測定法シリーズ（文部科学省編）に従い実施した。   

3）測定装置   

・全ベータ放射能  

低バックグラウンド計数測定装置（アロカ製LBC－472Q型）   

・131Ⅰ分析及びγ線放出核種分析  

ゲルマニウム半導体検出器（SEIKOEG＆G製GMX－25190型）   

・空間放射線量率  

空間放射線測定器（アロカ製MS虹R42型）  

NaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）   

4）調査結果   

・降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す。  

測定結果は過去3年間の測定値の範囲を上回ったが、環境レベルの変動と考えられる。   
・牛乳中の131Ⅰ測定結果を表2に示す。  

測定結果はこれまでと同様、すべて検出限界以下であった。   

・各環境試料のγ線放出核種分析結果を表3に示す。  
土壌（青森市）の測定結果が過去3年間の測定値の範囲を上回り、土壌（むつ市）及び  

カレイ（陸奥湾）は下回ったが、環境レベルの変動と考えられる。  
なお、土壌（青森市）は平成13年、土壌（むつ市）は平成12年、牛乳（青森市）は  

平成15年に採取地点を変更している。   

・空間放射線量率測定結果を表4に示す。  

測定結果はすべて、過去3年間の測定値の範囲内であった。   

3．結 語  

平成15年度の調査結果は、これまでとほぼ同じ水準であった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  
採取  降水量  

放射能濃度（Bq／L） 月間  

年月  血  降下量  

測定数   最低値   最革値   （MBq／km2）  

平成15年 4月・   96．6   8   N．D   1．9   29   

5月   62．6   5   0．28   1．7   2   

6月   115．2   8   N．D   0．3   1．2   

7月   76．2   7   N．D   0．31   0．86   

8月   161．7   9   N．D   0．42   13   

9月   147．9   12   ．D   0．37   3．0   

10月   105．1   13   N．D   1．8   24   

11月   87．5   9  N．D   4．0   95   

12月   79．5   N．・D   5．3   150  

平成16年 1片   63．8   16   N．D   1．6   45   

白月   84．5   14   0．32   4．2   110   

3月   69．1   0．51   4†5   

年 商 値   1149．7   124   N．D   5．3   0．86～150   

前年度までの過去3年間の値  411   N．D   8．3   N．D～140   

（注）N．D：検出限界以下（計数値がその計数誤差の3倍以下のもの）  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   青 森 市  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   15．6．26  15．7．24  15．8．25  15．10．21  15．11．17  15．12．2  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／L）  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

（注）N．D：検出限界以下（計数値がその計数誤差の3倍以下のもの）  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採取  137cs   
前年度草で  

試 料 名  
採取場所   年月   

体  
過去3年間の値   の された人工  

数  
放射性核穣   

降 下 物  青森市  H15．4 ～H16．3  12  N．D  O．17  N．D  0．87  MBq／加2   

陸   上水（蛇口水）   青森市  H15．6   N．D   N．D  0．37  mBq／L   
水  

6．9   N．D   5．9  Bq／kg乾土  

青森市  H15．7   
ト  

270   N．D   210  鵬q／加2  

0～5c皿  

土  2．3   3．6   4．3  Bq／kg乾土  

むつ市  H15▲8   
97   150   190  MBq／加2  

6．7   N．D   5．1  Bq／kg乾土  

膏市  封15．7   

準  630   N．D   440  MBq／加2  

5～20cm  
N．D   N．D   1．0  Bq／kg乾土  

むつ市  H15．8   
N．D   N．D   180  舶q／加2  

精   米  弘前市  Hl6．1   N．D   Ⅳ．D   N．D  Bq／kg精米   

ジャガイモ   む？市  H15．8   N．D   N．D  0．045  

野  

むつ市  H15．10  口   N．D   N．D  N．D  

キャベツ  Bq／kg生  

三戸町  H15．11  6   0．053   N．D  0．074  

莱  

大   根   三戸町  H15．11  ロ   N． N．D   ．D  

牛  乳  青森市  H15．8   0．031   軋D  0．23  Bq／L   

日 常 食  青森市一  H15．6 H15．12  2  N・ワトD  N．D  0．10  Bq／人日 

むつ市  
H15．8   N．D   N．D  

梅   水  
（関根浜沖）  mBq／L  

むつ市  N．D   N．D   N．D  
（陸奥湾）   

むつ市  
H15．8   1 N．D   N．D   N．D  

（関根浜沖）  
海 底 土  

むつ市  
Bq／kg乾土  

（陸奥湾）   

H15．8   5．2   5．4   5．  

むつ市  
H15．5   軋D   N．D  N．D  

海  

深浦町  H15．5   N．D   N．D  N．D  

産  

ムラサキイガイ  むつ市 （関根浜沖）  H15．6   N．D   N．D  N．D  Bq／kg生  

生  

カ レ イ  むつ市 （陸奥湾）  H15．11  ロ   0．079   0．084  0．17  

物  
・むつ市  

ホ タ テ   （陸奥嘩）   H15．11  N．D   N．D  N．D  

（注）N．D：検出限界以下（計数値がその計数誤差の3倍以下のもの）  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（pGy／h）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   革高値   平鱒鱒   （nGyh）  

平成15年 4月   27   50   30   J  61   

5月   28   56   29   59   

6月   27   52   30   61 

7月   27   43   29   59   

8月   28   45   30   61   

9月   28   5P   30   61   

10 28   54   30   65   

ト1月   28   74   30   57   

12月   25   80   31   53   

平成16年 1月   21   77   29   4宰   

2月   19   52   25   40 

β月   22   56   28   40   

年 間  借   19   80   29   40、～65   

前年度までの過去3年間の値   9   76   26   40～65   

（注）サーベイメータの測定値は、宇宙線の寄与（約30nGy／h）を含む。  
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Ⅴ－3 岩手県における放射能調査  

岩手県環境保健研究センター  

間山 秀信 千葉 紀穂  

1．緒言   

平成15年度岩手県において実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査   

結果について報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

① 定時降水の全ベータ放射能  

② 空間放射線量率  
モニタリングポスト及びサーベイメータ  

③ Ge半導体検出器による核種分析  

大気浮遊じん、降下物、上水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、白菜）、牛  
乳、日常食、濁水、海産生物（ほたて貝）   

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び空間放射能線量率の測定は、「放射線測定調査委託  

実施計画書（文部科学省・平成15年度）」、全ベータ放射能測定は文部科学省 放  
射能測定法シリーズ「全ベータ放射能測定法（昭和51年改定）」、核種分析は同シリ  

ーズ「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成4年改訂）」によ  

り実施した。  

（3）測定装置  

① 全ベータ放射能：プラスチックシンチレ一夕ーALOKA製JDC－3201  

② 空間放射能線量率：サーベイメータALOKA製 TCS－171  

モニタリングポスト ALOKA製 MAR－21  

③ Ge半導体核種分析装置：SEIKO－EG＆G7700、ORTEC GEM－15180P  

（4）調査結果  

定時降水の全ベータ放射能は表1に示した。過去3年間と同レベルにあり、異  

常値は認められなかった。  

空間放射線量率（サーベイメータ及びモニタリングポスト）の結果は表2に示し  

た。異常値は認められなかった。  

Ge半導体検出器よる核種分析の結果は表3に示した。土壌、日常食及び野  

菜から137csが検出されたが過去3年間と比べ差は認められなかった。  

3．結 語   

平成15年度の岩手県における環境放射能のいずれの調査項目においても異常値は  

認められず、過去3年とほぼ同程度の測定値であった。  
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表1大型水盤に一よる月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果   

大型水盤による   

採取年月   
降水壷  降水の唐時採取（定時降水）  降下物  

（m）  放射能濃度（Bq／1）    月間降下量  
（MBq／kポ）   

平成15年4月   109．2   8毒 N．D   2．2  46」4  
5月   58．8   4  N．D   N．D   N．D  

6月   68．4   5   N．D   N．D   N．D  

7月   194．5   ‖ N・D 毒 N・D  N．D  

8月   236．9   9   N．D   札D   N．D  

9月   123．4   8  N．D  N．D   N．D  

10月   75．4   7   N．D   N．D   N．D  

11月   114．3   7 N．D   N．D   N．D  

12月   91．6   8   N．D   N．D   N．D  

平成16年1月   58．4   8  墓 叩・D  N．D   N．D  

2月   58．6   9  N．D  グ2．4   9．5  

3月  60．1  9   N．D  12・4   15．0  

年間値   1249．6   93   N．D  2．4   N．D～46．4  

前年度までの過去3年間の値  287  N．D 蔓 2．4  N．D～70．7  

表2 空間放射線量率測定結果  

測定年月  
サーベイメータ  

最高値    最低値  蔓  平均値   （pGy／h）  

平成15年4月   40   22   24   34   

5月  35   21  23  33   

？月   38   22  H   24   3写   

7月   39   22  
l   

23   31   

8月   41   22   24   40   

9月   44   22   24   35   

10月   66  ，  

22   重   24  34   

11月   76   
竃   

22   25  33   

12月  44   n  22  25   35  

平成16年1月  53   
ま  

19  24   37   

‡ 2月  44  18  23   27   

3月   47   19  24   36   

年間値   76   18   24  27～40   

別年度までの過去  
23  23   23   21～38   

3年間の値  
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表白 ゲルマニウム半導体検出轟による核種分析測定蒔果   

I37cs  
前年度までの  

過去3年間の値      その他の  
採 取  

顔料名  取  

単位  

場  

所   H 最低値最高値  最低最高値  種  

壬 ‖  
】  ‖  H   

大気浮遊じん   盛岡  4回／ 年  4   N．D 重  星N・D   N．D  N．D  なし 嘘q／m3   

l  

下物  盛  毎月  12  N．D   ‖ N．D 5．30E－01      なし MBq／km2   

l   

上水  蛇口水  盛岡  ウ月  6   N．D  N．D   N．D  なし  mBq／L  

0～5cm  滝沢  8月  6．37E十01  3．5OE＋01  6．37E＋01  

円     Bq／kg  
5～0皿  滝沢  8月  田   6．65E＋qO  なし 

乾  

精米  滝  11月  6   N・D  N．pN⊥げ  ‖  なし Bq／kg生   

1．4IE－P2  呈 凡D1」9ム這⊥02      なし －－－－W－一－－－－鵬 野 莱  大根  ■玉山  10月  、1  －－ Bq／kg生  

雪白菜  玉山  10月  円   1．79E一－02  なし                 N．D   2，58E－02  

牛乳  重工鱒乳  喜7・  8月  6   ・p  

t  

N．b  

日食  盛岡  ¢月 12月  2  1」35E儀一02 2．22E－02    H 1．07E－02雪5．細－d2  ‖  肝      なしBq／人・   日   
海水  嘩市  8月  6   凡D  なし  mBq／L   

帆立貝   山田  2月  6   凡D  ‖ N．D 2．04E－02      なし Bq／kg生   

注：計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「N．D」と表記している。  
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Ⅴ－4 秋田県における放射能調査  

秋田県衛生科学研究所  

武藤 倫子   鈴木 意  

1．緒 言   

平成15年度（平成15年4月～16年3月）に実施した文部科学省委託による秋田県に  

おける環境放射能調査の結果について報告する。  

2．調査研究の概要  

（1）調査対象  

定時降水・大気浮遊塵・降下物・陸水（蛇口水、淡水）・土壌・農畜産物（精米、  

大根、キャベツ、牛乳）・水産物（鯛、鯉）・日常食・空間線量率（モニタリン  

グポスト、サーベイメータによる。）  

（2）測定方法  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「放射能測定調査委託実施計画書（平成い  

年度）」・「全ベータ放射能測定法（昭和51年度）」・「ゲルマニウム半導体検出器  

を用いた機器分析絵（平成2年改訂）」等に準じた。  

（3）測定装置  

①低バックグランド自動測定装置：Aloka LBC－471q型  

②シンチレーションサーベイメータ：Aloka TCS－166型  

③モニタリングポスト：Åloka MAR－21型  

④ゲルマニウム半導体検出器付波高分析装置：S玉ⅨOE＆G MCA－77qO型  

ORTEC GEM・20－P  

（4）調査結果  

・定時降水中の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した。年間の給降水量は1，601mm、  

定時降水の測定回数は129回であり、全β放射能濃度の最高値は平成16年3月  
の4．76B小であった。また、年間綺放射性降下量は39SMB膵mであった。  

その結果、年間の総降水量は昨年度よりやや少なく、定時採水の回数も少なか  

った。しかし、全β放射能濃度の最高値は昨年度より高かった。また、一年間総  

放射性降下量は昨年度よりかなり少なかった。  

・牛乳中の131Ⅰの分析結果を表Ⅱに示した。全て検出限界以下であった。  

・ゲルマニウム検出器による137csの測定結果を表Ⅲに示した。上水、精米、野菜  

を除く全てから若干検出された。土壌は昨年度よりやや低い値であった。  

・空間放射線量率の結果を表Ⅳに示した。昨年度とほぼ同様の結果であった。  

3．結 語  

年間綺放射性降下量は昨年度のおよそ50％低かった。また、昨年度と同様に各試料か  
ら若干の137csが検出された。  
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表Ⅰ．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

薩水の定時採取 （定時降水）  

深取  降水量  

（叫）  

放射能濃度（Bq几）  

年月  
月間降下量  

測定数   最低値   最高値   
（MBq偲mり  

平成15年4月   158．0   7   N．D   0．755   26．4   

〝 5月   38．1   4   N．   0．896   15．3   

〃  6月   94．9   10   N．b   N．D   N．D   

〝  7月   174．1   9   N．   N．p   N．D   

〝  8月   213．2   13   N．D   0．759   10．95   

●   

〝 9月   124．7  11   N．D   N．D   N．D   

〝 10月   193．0   11   N．D   0．965   36．44   

〃 11月  99．5   7   N．D   0．593   33．15   

〃 12月   157．7   18   N．D 2．52   76．   

平成1由牛1月   175，8   16   N．D   1・   56．97   

〃  2月   79．1   14   N．D   2．08   69．16   

〃  3月   92．9   14   鱒．D   4．76   73．14   

年 間 借   1601   129   N．D   ．76   N．D～76．0   

前年度までの過去3年間の借  N・   3．8   N．D～229．9   

表Ⅱ．牛乳中の1弧Ⅰ分析結果  

前年度まで過去  
採取場所   秋田市   秋田市   秋田市   秋田市   秋田市   秋白市  

3年間の値   

採取年月日  15．8．19  15．10．1  15．11．4  15．12．18．  16．2．18  16．3．12  最低値  声高値   

放射能濃度  

（Bq几）   

N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  N．D  N．D   
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表Ⅲ．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採   
187Cs  

前年度まで  

過去3年間の僚  
試料名  採取瘍所  

取 年  
体  単 位  

月   数                    最低値  最高値  最低値  最高鱒   

15．6  

大気浮遊じん  秋田市  ●  2＊  N．D   N．D   N．D   N．D   mBq／m8  

15．9  

15．4  

降下物  〃  ～  12  N．D   0．16   Ⅳ．D   0．213   MBq触2  
16．3  

陸．  〃   15．7  1   N．D  Ⅳ．p   N．D   

mBq瓜  

水   淡水   15．9  1 0．420  Ⅳ．D   0．326   

26．4  24．4   30．8   Bq庫g乾土  

0～5c血   〃   15．10  1  

土  952  792   1059   MB¢km2  

壌  20．6  15．畠   25．4  Bq偲g乾土  

5′－20cm   〃   15．10  1  

1717  1969   3089   MB¢血2   

精米  15．10  1   N，D  N．D   N．D   Bq堰g精米  

野  大根   〃   15．10  1   N．D  N．Ⅰ）   N．D   

Bq侭g生  

葵                       キャベツ   15．10  1   N．D  N．D   0．16   

牛乳  〝   15．8  1 0．0854  N．D   0．0221   Bq几   

淡水産生物（鯉）  15．8  1   0．109  0．I13   0．142  Bq此g生   

15．7  

日常食  ●  2   N．D  O．030  N．D   0．0433  Bq／人・日   

15．12  

海水産生物（鯛）   南秋田郡  15．9  1   0．0950  N．D   0．0998  Bq此g生   

＊機器の故障と交換のためデータ欠損  

ー131－   



表Ⅳ．空間放射線真率測定結果  

モニダリングポスト（n    瑚1）   

測 定 年 月 日  
サーベイメータ   

（nGy瓜）  

最低値   最高値  平均値  

平成15年4月   34．0   54．0  36．3  47．9   

〝  5月   33．2   49．0  35．5  56．9   

〝  6月   34．0   53．9  36．3  54．0   

〝7月   34．1   49．6  36．2  53．2   

〝  8月   84．8   55．5  36・6  51O   

〝  9月   34．2   50．0  36．2  さ4．5   

〝 34．4   68．6  37」0  56．1   

〃 ∴11月   34．2   由★9  36．5  54．8   

ん12月   32．9   71．4  37．2  50．4   

平成16年1月   30．4 53．8  35．7  51．1   

〃  2月   31．3   61．2  35．8  51．4   

JJ 3月   30．4   47．9  34．2  51．4   

ヰ 周 僅   30．4   71．4  36．1  47．9′－56．9   

前年度までの過去3年間の値   28．7   72．4  ．5  34．5～58．9   
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Ⅴ－5 山形県 に お け る 放射能調査  

山形県衛生研究所   

伊藤 健，酒井真紀子，笠原義正  

1．緒言   

前年度に引き続き、平成15年度に山形県が実施した文部科学省委託環境放射能水準調   
査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能および降下物・陸水（上水）・土壌・精米。野菜・牛乳・日常食：   
海産生物（魚類，貝類，海藻類）の各々の核種分析，並びにサーベイメータ，モニタリン   
グポストによる空間放射線量率を測定した。  

2）測定方法  

試料採取，前処理，全β，γ放射能測定及び空間放射線量率の測定は、文部科学省編   
『環境試料採取法（昭和58年）』，『全ベータ放射能測定法（昭和51年）』，『ゲルマニウ   
ム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平成2年）』及び平成15度放射能測   

定調査環境放射能水準調査委託実施計画書により行った。  

3）測定装置  

GM自動測定装置（射止a製mC－163） 
Ge半導体核種分析装置（セイコーEG＆G製ORTEC■GEM15180）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka製TCS－171）  

モニタリングポスト（Aloka製MAR－21）  

a．全β放射能  

b．γ線核種分析  

c．空間放射線量率  

4）調査結果  

乱定時降水の全β放射能調査結果を表Ⅰに示した。例年と同様のレベルであったo  

b．γ線核種分析調査結果を表Ⅱに示した。例年と同程度の値であったo   
。．空間放射線量率測定結果を表Ⅲに示した。例年と同程度の値であった0  

3．．結 語  

平成15年度の山形県の環境放射能レベルは、前年度までの過去3年間の本県におけ   
る放射能レベルと同程度であった。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  木型水盤による降下物  

採取  廃水量  
放射能濃度（Bq／L）  

年月  
月間降下量  月間降下量  

（mm）  

測数   最低値   最革値   
（MBq／km2）  （MBq血が）  

平嘩15年4月 9   7   N．D   N．D   N．D  

5月   8．6   5   N．D   N．D   N．D  

6月   12 8   N．D   N．D   N．D  

7月   201、．3   N．D   N．D   N．D  

8月   145．9  t   14   N．D   N．D   N．D  

9月   111．7   12   N．D   N．D   N．D  

10月   40．7   9   N．D   N．D   N．D  

11月   110」6   7   N．D   N．D   N．D  

12 a 8．3   12   N．D   N．D   N．D  

平成16年1月   23．5   12   N．D   N．D   N．D  

2月   70．3   N．D   N．D   N．D  

3月   16．9   7 」D   N．D   N．D  

年 間 値   1111．9   120   N．D  N．D   N．D  

潮年度までの過去3年間の値  36l   N．D   N．D   N．D  
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まヤ  

試料名  採取場所  採取年月   体  

過去3年間の値   その他の検掛された 
単唾  

数  

人工放射性核種  

大気浮遊じん    山形市  1亨・4～ 16．3  4  N．D  N．D   N．D  N．D  mBq／㌦   

降下物  山形市  15．4～ 16」4  12  N．D  N．D  鶏N．D  0．24  MBq此血2   

上水 源水  
陸  

蛇口水   山形市   15．6  6  N．D  N．D  N．D  N．D  mBq／L  
水  

淡水  

23   19   25  Bq耽g乾土  

0～5cm   山形市   15．9  
1130  809  139  MBq此血2  

8」3   3．5   6．2  寧q丑g乾土  

5～20cm   山形市  15．9  口  
846  431   589  MBq丑山2  

精 米  山形市  15．1l  口  N．D  N．D  N．D  Bq此g精米   

野   大根  山形市  15，1P  用  N．D  N．D  0．018  

Bq耽g生 

菜 ホウレン草    山形市  15・1り  口  N．D  ND  甲・D  

茶  Bq耽g乾物   

牛、乳  山形市  15．8  口  N．D  N．D  N・D  N．D  Bq／L   

淡水産生物  B（推g生   

日常食  山形市  15．5，11  2  N．D  N．D  N．D  0．111  Bq／人・日   

海水  mBq／L   

海底土  Bq此g乾土   

海  15．6  N．D  N．D  N．D  
産  

生  

Bq此g生  

物  0．034  N．D  0．058  
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト匝Gy仙）  サーベイメータ  

測 卜定 年月  
最低値   高値   平均値   （nGy爪）   

平成15年 4月   40 60   42   57   

5月   41   48   42   58   

6月   41   55   42   61   

7月   9   62   41   67   

虫月   40   57   42   69   

月   39   54   41   81   

10月   39   51   40   65   

11月   38   58   40   64   

12月   37 64   41   67   

車成16年1月   29   73   69   

2月   29   63   36   56   

月   38   53   40   60   

年 間 値   29   73   40   56～Sl   

前額度津での過去3年間の値   32   81 43   53～79   

ー136－   



Ⅴ－6 宮 城 県 に お け る 放 射 能 調 査  

宮城県原子力センター  

両川和借  木立 博  
伊藤節男  石川陽一  
佐々木俊行 高橋正弘   

1 緒  閂   

前年度に引き続き、平成15年度に文部科学省の委託を受けて宮城県が実施した「環   
境放射能水準調査」の結果を報告する。   

2 調査概要  

（1）調査対象   

定時降水については全ベータ放射能の測定、降下物、陸水、土壌、白常食、農畜産物、   
海産生物、及び牛乳にウいてはゲルマニウム半導体検出器による核種分析を行った。   

また、サーベイメータによる空間線量率を毎月1回、モニタリングポストによる空間   
線量率を周年連続で測定した。  

（2）測定方法   

全ベータ放射能は文部科学省編「全ベータ放射能測定法」（昭和51年改訂）、核種   
分析は同省編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成   
4年改訂）、サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間線量率は「放射能測定   
調査委託実施計画書（平成15年度）」に基づいて行った。  

（3）測定装置   

①全ベータ放射能   

②核種分析 

オートサンプルチェンジャー 付β線自動測定装置  
（アロカ製JDC－3201）  

オルテックGe半導体検出器  
セイコーEG＆G多重波高分析装置   

③サーベイメータによる空間線量率  
NaI（Tl）シンチレーション式サーベイメータ  

（アロカ製TCS－166）   
④モニタリングポストによる空間線量率  

NaI（Tl）シンチレーション式モニタリングポスト  
（アロカ製MAR－21）   

（4）調査結果   

表－Ⅰに定時降水の全ベータ放射能測定結果を示す。   
表－Ⅱに牛乳（原乳）の1＝Ⅰの分析結果を示す。   
表－Ⅲに降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食及び海産生物の核種分析結果を示す。   
表－Ⅳにサーベイメータ及びモ土タリングポストによる空間線量率の測定結果を示す。  

3 結  語   

平成15年度に実施した全ベータ放射能及び空間線量率の測定結果は、例年と同レベ  
ルであった。また、昭和63年度から開始した核種分析結果についても、特に異常な値   
は認められなかった。  
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表－Ⅰ定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

採  取  降水量  疲射能濃度（Bq／L）  

年 月  （甲m）  測 定 数  最 低 値  最 高 値   

平成15年 4月   118．8   6   ND   ND   

5月   10．4   ND   ND   

6月 101．7   5   ND   ND   

7月   481．3   12   ND   1．3   

8月   153．5   1 ND   ND   

9月   115」8   7   ND   2．6   

10月   66．0   5   ND   1．6  

11月  103．1   6   ND   ND   

12j∃   100．1   3   N 1．2   

平成16年 1月   15．2   2   ND  ND   

2月   41．8   4   ND   ND   

3ノヨ   22．2   ND   ND   

間 値   1329．9   64   ND   2．6   

前年度までの過去3年間の催  166   ND  6．1   

表－Ⅱ 牛乳（原乳）中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  宮 城 県 畜 産 試 験 瘍（岩出山町）  前年度まで過音3年間の値   

採 取 年 月 日  15．7．16  15．8．10  15．9．10  15．10．10  15．11．6  15．12．3  最 高 値  最 低 値   

放射能濃度（Bq／L）  N D  N D  N D  N D  N D  N D   N D   N D   
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表－Ⅲ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

前年度まで過  

検  

試  料名   採取場所  採取年月   体  重 任  

数   

降  下 ′ 物   女 川 町  15．4～16．3  12  ND  雨D  ND  0．077   なし   MBq／km2   

陸水（蛇口水）   仙台 市  H15．6  ロ  ND  ND  ND  ND   なし   適q／1   

土  4．2  4．2  4．3  54   なし   Bq／kg乾土  

0 － 5cm  岩出山町  H15．9  口  

170  170  160  210   なし   肥q／km2  

壌  2．8  2．8  1．4  豆．5   なし   Bq／kg乾土  

5－20cm  岩出山町  H15，9  ロ  

530  530  250  420   なし   MBq／km2   

精  米   石 巻 市  H15．11  口  ND  ND   なし   Bq／kg精米   

野  なし   

Bqノkg生  

莱   根  利 府 町  H15．9  ロ  0．019  0．019   ND  0．017   なし   

牛乳（市販乳）   利 府 町  H15．7  6  ND  ND  ND  甲D   なし   Bq／L   

日  常 食   石巻市、他  15．7，15．11  2  ND  0．024  ND  0．12   なし   軸／人・日   

海産生物（カレイ）   利 府 町  H15．7  1  0．063  0．063  0．056  0．072   な■し   軸／kg生   
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表－Ⅳ 空間放射線真率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

剖 ∵定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nG 

平成15年 4月   20． 2   36．4   21．5   65．2   

5月   19．8   30．2   20．9   66．6   

6月   20．1   33．1   21．6   65．4   

7月   19，9   36．8   21． 7   64．2   

8月   20．1   38．1   22．4   61．8   

9月   20．4  29．8   21．9   61．8   

10月   20．4  32．5   22．0   68．6   

11月   20．5   33．9   22．2   70．0   

12月   20．2  40．4   22．1   64．4   

・平成16年1片   20．3  43．9   22．3   69．4   

2月  20．2  44．4   22．4   63．2   

3月   19． 5   29．0   21．1   67． 2   

毎   間   償   19．5  4■4．4   21．8   61．8～70，0   

前年度までの過去3年間の値  16．5   53．4   22．5   62  75   

ー140－   



Ⅴ－7 福島県における放射能調査  

福島県原子力センター   

澤田 貞 酒井 広行 佐々木広朋   

高橋 浩子 加藤謙太郎  

1緒 言   

平成15年度に文部科学省委託により福島県が実施した、環境放射能水準調査結果を報告する。  

2 調査の概要  

（カ調査対象   

① 全β放射能   

②1狙Ⅰ分析   

③ 核種分析  

定時降水   

牛乳僻L）   

大気浮遊じん、降下物、陸水（上水（蛇口水）、淡水）、土壌、精米、野菜（大  

根、ほうれん草）、牛乳（市販亨u、淡水産生物（イワナ）、日常食、海水、海底  
土、海産生物（アイナメ）   

モニタリングポスト、NaIm）シンチレーションサ」ベイメータ  ④ 空間線量率  

（カ 測定方法  

試料の採取及び前処理は、環境昧肘能水準調査委託実施計画書に準拠して行った  
① 全β放射能 文部科学省マニュアルによりGM自動測定装置に七測鼠   

牛乳をGe半導体検出器により直接測定  

乾燥後又ば直接灰化装置で450℃で灰化するか蒸発乾国後にGe半導体検出  

器で測定。  

委託実施要額による。   

GM自動測定装置（アロカ製JDC－161）  

鎚半導体検出器（α掴BE鱒製GC－301計7500RPC）  

Ge半導体検出器（CANBERRA製GC－3018て500RPC）  

Nd m）シンチレーション検出器（アロカ製ADP－112）  

Nd（Ⅵ）シンチレーションサーベイメータ（アロカ製TCS－166）  

②131Ⅰ分析   

③ 核種分析  

④ 空間線量率  

（釦 測定装置   

① 全β放射能   

②131Ⅰ分析   

③ 核種分析   

④ 空間線量率  

（初 調査結果  

①定時降水中の全β放射能臥全121試料中120試料は検出限界宋満であったが、3月に1  
試料で5．9Bq／Lが検出された。  

＠牛乳源亨uでは131Ⅰが検出限界未満であった  

③核種分析では、137csが降下物、土壌、淡水産生物（イワ刃、日常食、海産生物（アイナ  
メ）で検出された。  

④空間線量率は、モニタリングポストで39～67nGy／h（年間平均値41n伽／揖の範囲で、  
サーベイメータで69～77nGy／b（年間平均値73n醐）であった。  

3 結 語   

平成15年度の本県の調査結果軋環境中の放射能は例年と同レベ／レであり、全般的に低レベ／レ   
で推移しており、異常は認められなかった。  
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（1）定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   
降水塵  

（mm）  

放射能濃度㊥d／U  
月間降下量  

測定数  最低噂  最高値   

（M勤踵mり  

平成15年4月   00．0   10   N．D   N．D   N．D   

5月   33．5   5   N．b   N．D   N．D   

6月   85．5   9   N．D   N．D   N．D   

7月   322．5   17   N．D   N．D   N．D   

8月   28年．0   18   N．D   N．D   N．D   

9月   137．0   11   N．D   軋D   N．D   

10月   94．0   9   虹D   N.D N．D   

11月   120．5   11   ．D   N．D   N．D   

12月   99．5   7   N▲D   N．D   N．D   

平成16年1月   11．5   6   N・p   N．D   N．D   

2月   26．0   7   N・D   N．p   N．D   

3月   38．0   11   N．D   5．9   N．D   

121   N．D   5．9   N．D   

前年度までの過去3年間の値  310   N．D   3．1  N．D｛－10．5   

（勿 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  大熊町  過去3年間の値   

採取年月日   15．4．8  15．6．9  15．8．5  15．10．15  15．12．9  16．2．12  最低値  最高値   

放射能濃度亀q心  N．D  N．D  N．D   N．D   N．D   N．D  N．D  N．D   
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（め ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採   

137cs  
前年度まで  その他の  

試 料 名  採取 場所   痕 年  
週畢こ3年の値    検出され  

由  

た人工放  

月   
数            射健棒嘩   

大気浮遊じん   大熊叶  四半期  4  N．D  N．D  N．D  N．D   N.D mB扉血3   

降 下 物  大熊町  毎 月  12  N．D  0．18  N．D  0．14   N．D  MBq堰m2   

陸  
上水蛇口水  福島市  15，6  1  N．D  N．D  NJD   N．D   

＝i■l  
水  

淡 水  福声申  15．9  1 N．D  N．D  N．D   N．D   

26   23   36  N．D  B殖g乾土  
0～5cm  福島市  15．6  1  

970  735  1241  N．D  M岬  

壌  15   9．4   1年  ■N．D  B殖g艶土  

5′－2伽m  福島市  15．6  1  
1500  838  1．ウ80  N．D  MBq瓜m2   

精 米  福島市  15．11  1  N．D  N．D   0二14  N．p  B殖g精米   

大 根  福島市  15．11  1  N．D  N．D  N．D   N．D   

業  Bq瓜g生  

ほうれん草  福島市  15．11  1  N．D  N．D  N．D   N．D   

牛乳  
福島市  15．6  1  N．D  N．D  N．D   N．D   

（市販乳）  

B扉IJ   

淡水産生物  
碍島市  15．9  1  0．13  0．P85  0．16  N．D   B桃色生   

（イワナ）  

日 常 食  福島市   

15．6  
2  N．D  0．038  N．D  0．022  N．D  B扉人・日   

15．11  

海 水  相馬市  15．7  1  N．D  ′N．D  N▲D   N．D   mB（甚」   

海 底 土  相馬市  15．7  1  N．D  N．D   2．1  N．D  Bq餌g乾土   

海産生物  
相馬市  15．9  1  0．14  0．11  P．13  N．D   Bq雌g生   

（アイナメ）  
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（㊨ 空間放射線量率測定結果  

モニタリングボスト（n伽／／h）  
サーベイメータ  

閲寒年月  （nGy／h）  

最低値   最高値   平均値   

平成15年 4月   40   56   41   72   

5月   39   46   40   71   

6月   39   53   40   て1   

7月   39   串2   41   71   

8月   39   52   41   69   

9月   39   55   41   76   

10月   40   60   1   77   

11‘月   3．9   56   41   77   

12月   39   64   41   72   

平成．16年1月   39   6   41   70   

2月   40   67   41   77   

3月   40   5   41   71   

年  39   67   41   69 ■～ 77   

前年度までの過去3年廟の値   31   8 40   59 ～ 80   

ー144－   



Ⅴ－8 茨城県における放射能調査  

茨城県公害技術センター  

滝口修平 橋本和子 豊岡健司  

宮崎雅弘 斎藤美子武田文宣  

1 緒 言   

平成15年度に茨城県で実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果について報告   

する。   

2 調査結果の概要  

1）調査対象  

①全β放射能：定時降水；水戸市石川  

②核種分析：降下物，大気浮遊じん，陸水（蛇口水），農産物（精米，大根，ホウレン草），  

陸水（淡水），水産生物（コイ）；霞ケ浦  

畜産物（原乳）；水戸市見川  

土壌；東海村石神  

海水，海底土；東海沖  

水産生物（シラス）；大洗沖  

日常食；水戸市  

空間放射線量率；水戸市石川  

2）測定方法   

試料の前処理，全β放射能測定及び核種分析は，主として文部科学省マニュアルに従って  

実施した。  

3）測定装置  

①全β放射能：低バックグランドβ線測定装置 アロカLBC⊥472Q  

②核種測定：ゲルマニウム半導体検出器  キヤンへ曾ラGC－4019  

③空間放射線量率：車載エリアモニタ  アロカMSR－R74－3260（2”¢NaI（Tl）検出器）  

モニタリンデステーション アロカMAR－R74（2”¢Nal（Tl）検出器）  

4）調査結果  

①表1に定時降水の全β放射能を示した。90試料中19試料で検出された。  

②表2に原乳中の131Ⅰの分析結果を示した。全試料検出限界値未満であった。   

③表3にゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を示した。土壌，海底土，ホウレン  

草，コイ，シラスで微量の137csが検出された。   

④表4に空間放射線量率を示した。異常は認められなかった。   

3 結 語   

平成15年度の本調査に係わる環境中の放射能水準は，例年とほぼ同レベルであり，異常は   

認められなかった。  
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（表1）大型水盤による月間降下物及び定時降水試料中の全β放射能調査結果（水戸市石川）  

降水の定時採取（定時降水）  

嘩取   降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   

月  日   （mm）   測定数   最低値   最高値  
2 （MBq／km）   

平成15年 4月   138．0   7   N．b．   0．58   1．7   

5月   86．0   7   N．D．   N．D．   N．D．   

6月   168．0   13   N．D．   0．84   76．6   

7月   141．0   13   N．D．   0．50   」0   

8月   191．0   7   叩・D・   0．83   44   

9月   106．5   5   N．D．   1．8   9．4   

10月   110．5   7   N．D．   1．6   46   

11月   151．5   10   N．D．   1．4 4．5   

12月   38．0   4   N．D．   N．D．   N．Dニ   

平成16年1月   20．0   4   N・D   0．49   2．7   

2月   19．0   4   N．D．   1．9   9．2   

3月   108．0   9   N．D．   1．3   3」2   

年 間 値   1277．5   90   N．D．   1．9   200．3   

前年度までの嘩去3年間の借  268   N．D．   2．4   N．D．～65．9   

（表2）牛乳中の131Ⅰ分析結果  

廃 取 場 所   水 戸 市 見 川  過去3年間の借   

採 取 年 月 日  15．4．18  15．7．24  15．9．16  15．10．15  16．1．16，  16，3．23  最低値  最高値   

放射能渡度（Bq／L〉  N．D．  N．D．  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   
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（表3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  

取  ！37cs  
前年度まで  その他の  

試料名  採取場所    年  過去3年間の催    検出され声 人工放射  

月  数  

日   
性核種   

最準備  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  水戸市   1回／3ケ月  4  N．D．   
石川  

N．D．   N．D．   N．D．  mBq／m3   

降 下 物  水戸市′ 石」＝  1回／月  12  N．D．   N．D．   N．D．   0．12  MBq／km2   

上水蛇口水  水戸市 石ノ‖  6月   
N．D．   N．D．   N．D．  

陸  

Bq／L  
水  淡 水  霞ケ浦   5月   N．D．   N．D．   0．3  

18   23   49  Bq／kg乾土  

0～5cm   東海村   5月   
石神  

土  
570   1900   3000  MBq／km2  

壌  2．3   9．6  Bq／ヰg乾土  

5～20cm   東海村   5月   
石神  

1200   540   1500  MBq／km2   

精  米  
不戸市 石川  10月  円  

N．D．   N．D．   N．D．  Bq／kg痺米   

野  大  
根  水戸市 石ノ＝  11月  口  

N．D．   N．D．   N．D．  

B＝q／kg生  

菜                           ホウレン草   水戸市   11月  6  0．04   N．D．   N． 
石ノ＝  

牛  乳  
水声市 見川  8月   

N．D．   N．D．   ・N．D．  Bq／L   

淡水産生物（コイ）   霞ケ浦   5月   0．19   0．19＿   0．36  Bq／kg生   

日 常 食．   水戸市  6月，12月  2  N．D．   0．012   N．D，   0．056  Bq／人・日   

海  水   東海村沖  7月   N．D．   N．D．   N．D．  mBq／L   

海 底 土   東海村沖  7月   0．34   N．D．   0．21  Bq／kg乾土   

海産生物（シラス）   大洗町沖  8月   0．065   0．062   0．091  Bq／kg生   
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（表4）空間放射線量率測定結果（水戸市石川）  

モニタリングポスト（nGy／h）  サ」ベイメータ  

測定年月  
最低値  最高値  平均値   

（除宇宙線）  

（nGy／h）   

平成15年4月   45．4   6   47．2   28   

5月   45．1   65．2   46．9   29   

6月   45．0   66．4   46．7   29   

7月   44．7   61．6   46．7   30   

8月   44．8   65．7   47．2   

9月   45．6   69．0   47．6   29   

10月   46」1   65．0   48．1   28   

11月   46．4   63．9   48．3   29   

12月   44．9   92．3   48．6   30   

平成16年1月   45．6   56．0   47．2   30   

写月   45．7   61．9   47．7   28   

3月   44．6   62」7   46．4   30   

年 間L値   44．6   92．3   47．4   28′～30   

前年度までの過去3年間の値   43．4   67」9   46．4   24～28   
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Ⅴ－9 栃木県における放射能調査  

栃木県保健環境センター大気環境部  

吉成友徳 廣田久美子 見目ススム  

1．緒 言  

平成15年度に実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査に   

ついて、その結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、精米、   

野菜（大根及び白菜）、牛乳、土壌、日常食及び空間線量率  

（2）測定方法   

試料の採取、前処理及び測定は文部科車省の放射能測定マニュアル及   
び平成15年度放射能測定調査委託実施計画書に従い行った。  

（3）測定装置   

ァ 全β放射能  GM式全β自動測定装置  

（アロカJD C－16 3型）  

イ γ線核種分析 G e半導体核種分析装置  

（ORTE C GEM－15180－P）  
ウ 空間線量率   N aI（Tl）シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ T C S－166）  
モニタリングポスト  

（アロカMAR岬21）  

（4）調査結果   

ア 全β放射能  結果を表1に示した。年間測定数92検体すべ  
てが不検出であった。  

イ γ線核種分析   結果を表2に示した。土壌から137c sが検出  

された。  

ウ 空間線量率  結果を表3に示した。サーベイメータ、モニタ  

リングポストの値ともほぼ前年同様の水準で推移  

した。  

3．結 語  

各種環境試料中の放射能濃度は、前年度までの調査結果とほぼ同程度g   
で、全般に低レベ′レで推移しており、異常は認められなかった。  
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（義一1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水 の 定 時採 取 （定時降水）  
降水  

採取年月   放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

mm）  測薮   最低値   （MBq／km2）  

平成15年4月   127．2   N．D   N．D   N．D   

5月   113．9   8   N．D   N．D   N．D   

6月   107．1   13   N．D   N．D   N．D   

7月   184．7   12   N．b   N．D   N．D   

8月   194．7   12   N．D   N．D   N．D   

9月   146．7   5   N． N．D   N．D   

10月   109．3   9   N．D   N．D   N．D   

11月   196．3   9   N．D   N．D   N．D   

12月   26．9   N．D   N．b   N．D   

平成16年1月   5．7   2   N．D   N．D   N．D   

2月   13．5   N．D   N．D  N．D   

3月   73．1   5  N．D   N．D   N．D   

年間 借   1299．1   92   N．D   N．D   N．D   

前年度までの過去3年間の値  245   N，D   0．22   N．D～5．62   
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（表－2）ゲルマニュウム半導体検出暑削こよる核種分析測定結果  

137cs  
前年度まや  

検  

試料義   採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値   その他の検出され  

た人工放射性核   

数  種   

N．D   N．D   N．D   N．D   なし   mBq／m3   

降 下 物   河内町  H15．4～ H16．3  12   N．D   N．D   N．D   N．D   なし   MBq／km2   

陸   蛇口永  河内町  H16．1．13  口  
水  

N．D   N．D   N．D   なし   ふBq／L   

0～5cm  今市市  H15．8．1  口  37±1．1  31±1．1  50±1．1   なし   Bq／kg乾土  

土  

壌  

5～20cm  今市市  H15．8．1  ロ  5．7±0．66  4．2±0．68  35±0．94   なし   Bq／kg乾土   

精  米   宇都宮市  H15．1q．31  ロ  N．D   N．D   N．D なし   Bq／kg精米   

大根  宇都宮市  H15．10．31  口  N．D   
0．033±0．  

N．D  
0088   

なし   Bq／kg生  

野  

菜  

白菜  ‘宇都宮市  H15．10．31  6  N．D   
0．038±0．  

N．D  
0062   

なし   Bq／kg生   

牛  乳   西那須野  H15．8．11  q  N．D   N．D   N．D   なし  Bq／L   

N．D   N．D   
0．045±0．  

日 常 食   宇都宮市  H15．6．22 H15．12．7  2  N．D  013   
なし   Bq／人・日   
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（表－3）空間放射線量率測定結果  

号ニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 

最低   最高値   平値   （nGy／h）  

平成15年4月   33   43   36   58   

5月   35  51   36   58   

6月   35   51   36   58   

35   51 36   56   

8月   35   63 37   58   

9月   35   50   37   60   

10   35   47   37   56   

11月   35   45   37   60   

12月   35  57   37   60   

平成16年1月   35   57   お  58   

2   57  37   60   

3月   35   43   36   58   

年 間 値   33   63   36・   56  ～  60   

前年度まセの過去3年間め値   30   63   35．6   52  ～   68   
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Ⅴ－10 群馬県における放射能調査  

群馬県衛生環境研究所   

飯島明宏  嶋田好孝  

1．緒言   

平成15 年度に群馬県で実施した文部科学省委託環境放射能調査  
の結果について報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、穀類、野菜  

類、牛乳、日 常食及び空間放射線量率   

2）測定方法  

放射能測定爾査委託実施計画書（平成15・年度），及び科学技  

術庁編放射能測定法シリーズに準じて行った。   

3）測定装置   

ア 全β放射能調査  GM 自動測定装置 

（ア ロ カ JDC・163）   

イ γ線核種分析調査  Ge半導体核種分析ノ装置  

（セイ コー GEM・20190－S）  

ウ 空間放射線量率調査   モニタリ ングポスト  

（アロ カ MAR・15）  

シンチレーショ ㌣サーベイメータ  

（ア ロ カ TCS－151）  

4）調査結果   

ア 全β 放射能調査  

イ γ線核種分析調査   

ウ 空間放射線量率調査  

別紙（1）の と お り  

別紙（2）の と お り  

別紙（3）の と お り  

3．結語   

いずれの試料について も放射能濃度は過去の結果 と 同 レベルで  

あtり、異常値は認め られなかった。  
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（り大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

疲水畠  

醸取年月  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量   月間降下量  

（mm）  測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   （MBq／km2）   

15 年 4 月  106．0   9   N．D．   N．D．   N．D．  

5 月  83．5   8   N．D．   2．9   2．9   

6 月  88．5   7   N．D．   N・■   N．D．   

7 月  218．0   12   N．D．   N．D．   N．D．   

8 月  148．5   7   N．D．   ．D．   N．D．   

9 月  160．0   6   N．D．   N．D．   N．D．   

10 月  73．0   6   N．D．   N．D．   N．D」   

11月  10乱5   7   N．D．   0．24   1．6   

12 月  草5■5   5   N．D．   N．D．   N．D   

16 年 1月   0．0   0   N．D．   N．D．   N．D．   

2 月  15．5   2   N．D．   N．D．   N．D．   

3 月  42．0   3   N．D．   N．D．   N．D．   

年 間 値   1069．0   72   N．D．   2．9   N．P．～2．9   

前年度までの過去3年間の埠  215   N．D．   ．D．  N．D．～N．D．  

N．D．：検出されず  
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（2）ゲルマニウム半導体検出器による核穫分析測定調査結果   

13TGさ  

顔体  
試料名  

採取場所  搾取年月   数  

前垂度まで 過去3年間の値   をの…他の検出′ された人工放  

射性核種   

最低値  最高値  最低嘩  最高鱒   

大気浮遊じん    前橋市  H15．4へ′ H16．3  4   札D．   N．D．   N．D．   N．ロ．  mBq／m3   

降下物  前橋市  H15．4′・′ H16．3  12  N．D．  0．038士0． 007  N．D．  0．070士0． 008  MBq／km2   

上水 源 水  

陸  
鱒口鱒   前橋市  H15．8   

水  
N．D．   N．D．   N．D．  m8q／L  

汲 水  

2，¢土0．3  N．D．  2．9：土0．4  Bq／kg乾土  

0・－5Gm   前橋市  ‖15．7   

130土14  N．D．  170土20  MBq／km2  

0．67±0．2   

b   
チ N．D．  2．6士0．3  Bd／kg乾土  

5～20¢m   前橋市  州畠．7   
50±1与  N．D．  340土40  MBq／km2  

精米  前橋由  H15．12  ロ  N∬．   N．D．   N．D．  Bq／kg精米 

野  

前橋市  H15．12  口  N．D．   N．D．   N．D．  

Bq／kg生 

菜   前市  H15．12  l  N．D．  N．D．   N．D．  

茶  Bq／7kg革物   

牛 乳  富士見村  H15．8   N．D． N．D．   N．D．  Bq／L   

淡水産生物  Bq／kg生   

0．0（i6土0．   0．072土0．   N．D．   0．056土0．  

日常食  前橋市  H15．6， H15．12  2  007  008  
Bq／人・日   

009  

海水  
mBq／L   

海底土  
Bq／kg乾土   

海  

産  Bq／kg生  

生  

物  

N．D∴ 検出されず（計数値がその計数誤差の3倍未満）  
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（3）空間放射線量率測定結果  

モニタノングポスト（¢PS）  サーベイメータ  

測 濠←年′、月  
衰低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成15年・、4月   7，2   ‖．9   7．9   80   

5 月   7．1   14．3   7．7   73   

6 月   7．1   11．6   7．8   75   

7 月   7．0   12．7   7．7   71   

8 月   7．0   15．2   7．9   8P   

9 月   7．1   12．6   7．9   69   

10 月   7．3   12．6   8．0   72   

11月   7，3   12．7   8．1   73   

12月   7．2   19．7   8．1   71   

16年1月   7．2   12．1   8．0   74   

2 月   7．4   11．5   8．0   70   

3、月   7．3   10．2   7．9   69   

年 間 値   ナ．0   19．7   7．9   69～80   

前年度までの過去3年間の値   7．0   16．8   8．0   52′〉75   
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Ⅴ－11埼 玉 県 に お け る 放 射 能 調 査  

埼玉県衛生研究所  

日生 司 三宅定明 浦辺研一  

1 緒 言   

平成15年度に埼玉県で実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査の結果について   

報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水、土壌、精米、野菜（大根・ホウレン草）、茶、牛乳、淡水産生物   

（ニシやマス）、日常食及び空間放射線量率。  

（2）測定方捷  

凍境放射能水準調査委託実施計画書（平成15年度）シ√1及び各種放射能測定法シリーズ   

（文部科学省編）に基づいて行った。  

（3）測定装置  

GM計数装置：AlokaTDC・501  

Ge半導体検出帯：EG＆GORTEC GEM・15180・P  

波高分析器：SEIKOEG＆GMCA7800  

シンチレーション軒へヾイメータ：AlokaTCS－166  

モニタルダホ○スト：AlokaMAR－15  

全β放射能  

核種分析  

空間放射線量率  

（4）調査結果   

ア全β放射能測定結果  

定時降水の全β放射能測定結果を表1に示した。全β放射能は検出されなかった。   

イ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

牛乳中の181Ⅰの分析結果を表2に示した。全検体が検出限界値未満であった。   

ウゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析結果を表3に示した。土壌、茶、大根及び  

淡水産生物から137csが検出されたが、異常値は認められなかった。   

エ空間放射線量率の測定結果   

サーベイメータ及びモニタリングポストによる空間放射線量率の測定結果を表4に示し  

た。異常値は認められなかった。  

3 結 語   

調査結果は前年度までの過去3年間の値とほぼ同程度の値であり、異常値は認められなかった。  
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表1 定時降永試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水野こよる降下物  

援敢㌧年月   降水壷  放射能漉度（Bq／L）  月間降下量   月間降下量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MB小皿2）   （MB西n2）   

平成15年4月   110．2   6   N．D濁ミ  N．D   

5月   145．   9   N．D  N，   

11月   162．8   9   N．D   N．D   N．D   

12月   37．2   3   N．D   N．P   N．D   

平成16年1月   4．1   N．D   N．D   N．D   

2月   9．7   2   N．D   N．D   N．D   

3月   105．3   8   N．D   N．D   N．D   

年間値   1357．9   84   N．D   N．D   N．D   

※N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍以下のものとする。   

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場 所  江南町  江南町  江南町  江 南 町  江南町  江南町  前年度まで過去3年間の値   

採 取 年 月 日  Hl5．5．12  Hl5．7．9■  H15．9．11  H15．11．13  H16．1．15  H16．3．9  最低値  最高値   

放射能濃度（B扉L）   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前＼年度まで  

試 料 名  187cs    過去3年間の償  位  

数  

大気浮遊じん  mB扉m3   

降下物  さいたま市  H15．4～H16．3  12  N．D  N．D  N．D  0．11  岬q他2   

陸  N．D  N．D  N．D  

蛇口水  さいたま市  H15．6   N．D  N．D  N．D  mBq／L  

水   水  

0～5Gm   さいたま市  H15．8   8．ケ  臥0   9．5  軸侮乾土  

土  230  230   240  MBq／如2 

壌  N．D  N．D  N．D  軸他乾土  

N．D  N．D  N．D  MBq触2   

精米  さいたま市  H15．10   N．D  N．D  N．D  如昭精米   

野  さいたま市  H15．9   0．1l  N，D  0．036  Bq／短生  

菜   さいたま市  H15．9   N．D  N．D  N．D  

茶  所沢市他  H15．占   2  N．D   0．34  叶D  0．47  Bq／短乾物   

牛 乳  さいたま市  H15．8   N．D  N．D  N．D  Bq／L   

淡水産生物  熊谷市   H15．10   0．35‡  0．11  0．1＄  Bq／短生   

日常食  さいたま市  H15．6，H15．1l  2  N．D  N．D  N．D  0．066  ちq／人・日   

海 水  叩Bq／L   

海底土  Bq／短乾土   

海  

産  Bq／短生  

生  

物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（呼S）  サ∵ベイメータ  

測   定   年   月  

㍉最 低 値  最 高 偉  平 均 値   （鵬Oy／h）   

平成15年 4月   1鼠．3   王6．0   12．0   40   

5月   11∴2   1岱．．9   11．8   41   

6月   11．3   15．1   11，9   4‘9   

7月   11．2   17．0   11．8   45   

8月   11．2   18．0   12．0  45   

9月   11．3   17．．8   12．0   49   

10月   11，5   16∴2   12．1   43   

11月   11．4   15． 12． 2   47   

12月   11．3   23．9   12．1   4．5   

平成∴16年 1月   11．2－   13．5   11．9   48   

2月   11．3   13，7   11．9   46   

草月   11．4   15．8   12．0   49   

年  間  値   11．2   23．9   12．0   40～49   

前年度までの過去3年間の値   10．6   21．6   12il   41′～52   
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Ⅴ－12千葉県における放射能調査  

千葉県環境研究センター   

井上智博 内藤孝和 押尾敏夫  
水上雅義 中西基晴  

1．緒言   

千葉県は、前年度にひき続き平成15年度文部科学省委託の環境放射能水準調査を   

実施したので、その結果について報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

a．全β放射能：定時降水   

b．γ線核種：大気浮遊じん・降下物・土壌・陸水（源水、蛇口水）・精米・  
牛乳・野菜類（ダイコン、ホウレンソウ）・日常食・海水・  

海底土および海産生物（ゴマサノざ）   

c．空間線量率：モニタリングポストおよびサーベイメータによる測定  

2）測定方法   

試料の採取および前処理は、「平成15年度放射能測定調査委託実施計画書」に基   

づきお七なった。測定は旧科学技術庁編の各種放射能測定法シリーズに基づいてお   

こなった。  

3）測定装置   

a．全β放射能   

b．γ線核種分析  

GM式全β自動測定装置：、アロカ JDC－163  

G e半導体検出器：ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置：SEIKO EG＆G」MCA－7700  

c．空間線量率  モニタリングポスト：アロカ MAR－21  

シンチレーション式サーベイメータ：アロカ TC S－151  

4 
射能調査 定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。   

b．γ線核種分析調査 測定結果を表2に示した。   

c．空間線量率調査  測定結果を衰3に示した。  

3．結語   

平成15年度の調査結果は、定時降水試料中の全β放射能調査では4月、8～11月お  

よび平成16年3月の各1試料から放射能が検出され、γ線核種分析調査では土壌1深  

度および水産生物から137C sがわずかに検出されたが、特に異常値と認められるも  

のではなかった。空間放射線量率については12月に降雪の影響、平成16年2月は近隣  

の非破壊検査の影響で一時的に高くなった以外は、異常値は認められなかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料および定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）     大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能痍度（Bq／1）    月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  

（MBq／km2）  （MBq／km2）  

平成15年 4月   118．0   9  N．D．  3．1   9．1  

5月   13 9．1   10  N．D．  N．D．   N．D．  

6月   3 7．4   9  N．D．  N．D．   N．D．  

7月   134．4   9  ，N．D．  N．D．   N．D．  

8月   3 37．3   8  N．D．  1．6   3．6  

9月   150．7   3  N．D．  4．0  532∴1  

10月   165．0   9  N．D．  2．5   5．5  

11月   244．3   11  N．D．  ハ1．5   7．7  

12月   49．6   4  N．D．  N．D．   N．D．  

平成16年 1月   12．9   3  N．D．  N．D．   N．D．  

2月   23．7   3  N．D．  N．D．   N．D．  

3月   122．7   9  N．D．  3．3   4．4  

年 間 値 ■  15 35．1   8 7  N．D．  4．0  56 2．4  

前年度までの過去3年間の値   2 56  N．D．  2．9  24．0～54．2  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  前年度まで  

取  137cs  その他の検出さ  

試 料 名   採取場所    毎  過去3年間の値    れた人工放射能  

月   核種   

数  

H15，4  
大気浮遊じん   市廊市  ～  4  N．D．  N．∴D．  N．D．  N．D．  

H16．3  
mBq／m3   

H15．4  
降 下 物  市原市  ～  12  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  MBq／km2   

H16．3  

上水 源水  木更津市  H15．6  1  N．D．  N．D．  N．D．  ，N．D．  

陸  

蛇口水  市原市  H15．6  1  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  ／1  
水  

淡水  ‾で－‾‾  

NJD．  N．D．  2．0  Bq／kg乾土  
0～5cm   市原市  H15、8  1  

土  N．D．  N．D．  75  MBq／km2  

壌  1．7  N．D．  1．7  Bq／kg乾土  
5～20cm  市原市  H15．8  1  

250  N．D．  250  MBq／km2   

精  米  千葉市  H15．9  1  N．D．  N．D．  N．D．  Bq／kg精華   

野  N▲′D．  N．‥D．、  N．D．  

Bq／kg生  

菜   N．D．  N．D．  N．D．  

茶  Bq／kg乾物   

牛   乳  八街市  H15．8  1  N．D．  N．D．  N．D．  N．D．  Bq／1   

淡水産生物  Bq／kg生   

H15．6  

日 常 食  千葉市  2  N．D．  N．D．  N．D．  0．049  Bq／人・日   

H15．12  

海  水  市原市  H15．7  1   N．D．  N．D．  N．D．  mBq／l   

海 底 土  市原市  H15．7  1   N．D．  2．5   2．8  Bq／kg乾土   

水産生附マサハ千倉    H16．2  1   0．14  0．11  0．14  Bq／kg生   
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表 3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

最低値  最 高値  平均 値   （nGy／h）  

平成15 年  4 月   24   44   2 5   4 6   

声月   24   37   2 5   4 8   

6 月   24   3P   2 5   4 9   

7 月   24   38   2 5   4■8   

8 月   24 3 2 6   5 2   

9 月   写4   3 7   2－6   46   

10 月   24   43   26   50   

11月   24   4 2   宰6   46   

12月   2 6ノ 2 Cj 50   

平成16 年  1月   24   3 3   2 5   51   

2月 24   7 7   2 6   51   

3 月   25   3 8   2 7   50   

年  間  嘩   24   7 7   2 6   46 ～ 5 2   

瀞年度までの過去3年間の値   2 1. 5 3   2 4   45 ′－ 58   

＊平成13年3月にモニタリングポストを更新したため、前年度までの過去3年間の値の  

欄には、平成13年度および平成14年度の2年間の値を記載した。  
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Ⅴ【13 東 京 都 に お け る 放 射 能 調 査  

東京都健康安全研究センター  

高橋保雄  小輪瀬勉   栃本博  

′J、西浩之  富士栄聡子 瀬戸博   矢口久美子  

1．緒 言  

東京都において平成15年度に実施した放射能測定調査に  

ついて報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

雨水、降下物、陸水、土壌、農畜産物、日常食、海産生物。  

2） 測定方法  

環境放射能水準調査委託実施計画書（平成15年度）並びに  

文部科学省編 各種放射能測定法に準じた。  

3） 測定装置  

GM計数装置  

シンチレーションサーヘやメーター  

モニタリンクやホ○スト  

核種分析装置  

ALOKA TDC－511   

ALOKA TCS－121  

ALOKA MAR－15  

CANBERRA Genie2000 System  

4） 調査結果  

定時降水の全β放射能測定結果を表Ⅰに示す。  

表Ⅱ、Ⅲに核種分析結果を示す。  

表Ⅳに空間放射線量率測定結果を示す。  

3．結 語  

平成15年度の東京都における放射能測定錮査では  

特に異常は認められなかった。  
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Ⅰ大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降永 の定時廃液（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放紆能濃度但q／L）  月間降下量  月間降下量  

年月  （腫〟血2）  軌2）  
血）  測建教   最低値   最高値   

平成15年4月   147   8   N．D   軋D   軋D   札D   

5月   190   10   N．D   N．D   N．D   N．D   

6月   98   軋D   軋D   N．D   N．D   

7月   175   8   N．D   N」D   N．D   N．D   

8月   91   7   N．D   N．D   N．D   N．D   

9月   132   3   N．D  N．D   N．D   N．D   

10月   18   7   N．D   N．D   N．D   N．D   

11月   224   9   N．D   N．D   札D   軋D   

12月   48   3   N．D   札D   軋D   軋D   

平成16年1月   4   1   N．D  N．D   N．D   N．D   

2月   21   2   N．D   N．D   N．P   軋D   

3月   172   8   N．D   凡D   凡D   N．D   

年 間 値   1682   77   N．D   N．D  N．P～N．D   N．D～N．D   

繭年度までの過去3年間の値   235   N．D   N．D  N．D～N．D   N．D～N．D   

Ⅱ 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   八丈島  新宿区  前年度まで過去3年間の値   

採取年月 日   H15．5．20  H15．5．28  最低値   最高値   

放射能濃度（馳／L）   N．D   N．D   N．D   N．D   
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Ⅲ ゲ／レマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  その他の  

1a7cs  前年度まで  検出され  

試料名  採取場所  採取年月  過去3年間の値     た人工放 

射性核種   

数  

大気浮遊じん  
如3   

降 下 新宿区  H15．4～H16．3  12   N．D   N．D   N．D   N．D  蝿q／血2   

上水 源 水   葛飾区   H15．6   N．D   N．D   N．D  
隆  

蛇口水   葛飾区   H15．6   N．D   N，D   N．D  
水  

やq／L  

淡 水  

4．3   2．1   2．3  Bq／kg乾土  

0～5cm   新宿区   H15．8   

土  154   70   90  雌q佃2  

壌  3や4   3．2   4．9  軸／kg乾土  

5～20cm   新宿区   H15，8   

356   343   450  雌q／血2   

精   米  新宿区   H15．10   0．10   N．D   N．D  馳／kg精米   

野  新宿区   H15．10   N．D   N．D   N．D  
馳／kg生  

菜   H15．10   N．D   N．D   N．D  

茶  恥／kg乾物   

八丈島   H15．5   N．D   N．D   凡D  

牛   乳  

新宿区   H15，5   N．D   N．D   N．D  

淡水産生物  馳／kg生   

日 常 食 新宿区  H15．6，H15．12  2   凡D   N．D   N，D   0．03  馳／人・日   

海  水  嘘q／L   

海 底 土  軸／kg乾土   

海  H15．10   0．12   0．11   0．13  

産  

Bq／kg生  

生  

物  

＊ 平成13年度より、土壌採取場所を葛飾区から新宿区に変更した。土壌については前年度まで過去2年間の値  
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Ⅳ 空間放裾線量率測定結果  

モニタリングポスト（撼y／h又はcps）    サ⊥ベイメ∵タ価y／h）  

測定年月  

最低値   最高値   平均値 八丈島   新宿区   

平成15年 4月   13．6   17」1   14．2   40   68   

5月   13．5   17．6   13．9   44   60   

6月   13．6   17・鱒   14．0   40   60   

7月   13．5   18．0   14．0   40   60   

8月   13．5   18．3   14．1   40   62   

9月   13．5   17．9   14．0   40   58   

10月   13．6   18．9   14⊥3   40   60   

11月   13．7   16．7   14．4   40   58   

12月   13．8   26．7   14．5   42   58   

平成16年1月   13．7   16．2   14．3   40   64   

2月   13．7   16．5   14．3   40   60   

3月   13．6  18．5   14．2   40   58   

年 間 値   13．5   26．7   14．2   40～44   58～64   

前年度までの過去3年間の値   13．4   29．4   14．2   38～50   50～78   

－168－   



Ⅴ－14 神奈川県における放射能調査  

神奈川県衛生研究所   

飯島 育代、桑原 手雅子   

渡遺 美佳、高城 裕之  

1 緒言   

文部科学省委託により2003（平成15）年度に実施した環境放射能水準調査の概要  
を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

全ベータ放射能：定時降水   

がンマ線スへ∵＝Ⅷメ‖一による核種分析：定時降水，浮遊じん，降下物，陸水，土壌，  

精米，野菜類，牛乳，日常食，海水，海底土，海産生物  
ウラン分析：河川水，土壌，河底土，海水，海底土，海産生物  

空間放射線量率：横浜市旭区，横須賀市長坂，足柄下郡箱根町，茅ヶ崎市下町屋   
2）測定方法   

がンマ線スへ○クトロメ＝－，全ベータ放射能及び空間放射線量率：放射能調査委託実施   
計画書（平成15年度）に準じた。  

ウラン分析：固体ケイ光光度法を用いた。   
3）測定，装置   

①全ベータ放射能：アロカ製TDC－6型GM計数装置，同JDC3301型αβ測定装置   
②がンマ線スヘ○クトりトリー：オックスフォード社製Ge半導体検出器及びマルチチャンネルアナラげ－  

③ウラン分析：アロカ製FMT－3B型フリオリメータ  

④空間放射線量率‥アロカ製TCS－166型シンチレーションサーベ イメータ   

4）調査結果  

当所は2003年6月1日に茅ヶ崎市に移転した。定時降水、、野菜類など、い√これまで   

横浜市旭区で採取していた試料は同年6月以降茅ヶ崎市採廠に変属した。また、 ′  
土壌の採取場所を同一公園内で変更した。   
①定時降水：106試料について計測した。5月の1試料から全ベータ放射能が検  
出された。がンマ線スヘ○クいメ＝－の結果、人工放射性核種は検出されなかった。  

②環境韓料：8月採取の土壌及び9月採取の海底土、4月採取の降下物から】3了Cs  
が検出されている。   

③食品試料：夏季及び冬季採取の日常食、10月採取の市販乳、精米、マアジか   
・ら137Csが検出されている。   

④ウラン濃度：測定を行った48試料とも前年度と同様の値であり、環境におけ  
る平常の範囲内であった。なお、海底堆積物2試料は採泥器故障のため、採取  
できなかった。   

⑤空間放射線量率：衛生研究所跡地が11月に立ち入り禁止となり、12月以降、  
横浜市旭区の測定を中止した。4地点とも昨年度と同様の値で変化はなかった0  

3 結語   

2003年度は所の移転に伴い、若干試料採取地を変えたが、県内の環境放射能レ  
ベルは前年同様、いくつかの食品群料、降下物等にユ3了Csが断続的に検出され、低い  
ながら一定の濃度を推移している。また、核燃料加工工場周辺のウラン濃度も平  
常の範囲で推移している。いずれも今後の継続した調査が必要である0  
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表1定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）      大型水盤による降下物  

採取年月  水量  放射能濃度（Bq／t）  月間降下量   月間降下量  

（hm）  測定数  最低値  最高値   
椎q／kmへ2   MBq／km〈2   

2003年4月   139．4   14  ND   ND   ND  

5月   6叫   10   ／／   61   100  

6月   6了．3   14   ／／   ND   ND  

7月   214．6   16   J／   J／   ／J  

8月   449．9   8   J／   ／／   ／／  

9月   149．2   4   ／J   ／／   JJ  

10月   180．5   8   ／J   ／J   ／J  

11月 35・4   10   J／   ／J   ／／  

12月   29．6   5 ／′   JJ   ／J  

2004年1月   13．5   4   ／J   ／J   JJ  

2月   33．ヰ   3   ／／   
／／   JJ  

3月   146．1   10   ナノ   ／／   ／／  

年周値   1793．3   106  ND   61   100  

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND  

表2 年劉斥のl」3闇輔課  

採取場所   藤岡打  轍帝   藤肺  藤肺  藤尺市  藤沢市  前醐鞘社用  

柵白   用 －→ ●  ′弛研御  勒均防  喝／11／釘  叫の1／15  ●一肌  鮒直   繭直  

髄麟頚麦軸／l）   旺）   岨   柑）   旺）   柑）   柑）   旺）   柑）  
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

試料  
¢s－13了      ’その蝉申検出 

採取場所  線  された人望鱒毯位 
射牲核穣 

大気浮遊じん   横浜由、 茅ヶ崎市  4⊥3  4   ND  ND  D  ・Nb  岬q／m人3   

降下物  横浜市、 茅ヶ崎市  4γ3  寝  ND  0二069  ND  0．12  MBq／km〈2   

上水（原水）  津久井郡  6   口   ND＜  ND  ND  ND  叩Bq／l  

水                       （蛇白水）  茅示噛市  7   ND  ND  D  ふ由／l   

3．3  3．0   16  
0～5cm  横浜市  8   

Bq／kg乾土  

100  93  53  
MBq／kh｛2  

土壌  
1．4   1．5   Bq／kg乾土  

5～200m  浜市  8   
140  150  980  MBq／km∧2   

精 米  茅ヶ崎市  10   0．024  ND  0．b40  Bq／kg精米   

ダイコン  茅ヶ崎市  口   ND  NP、  ND Bq／kg生  

野菜  ND  ND  0．056 ■■■   Bq／kg生   

牛 乳  茅ヶ崎市  10   0．032ダ  NDく、  0．0御   
－   Bq／l   

横浜市  Bq／（人日）  

日常食  
平塚市  如女  2  両面  て0．063  Nb  ∴0．050  

ND  0．063  

Bq／（人日）   

海 水  横褒東商  9   二〔l  Nb  Nb  Bq／卜   

海底土  横須賀市  9   1  1．5   1．   1．8  Bq／kg乾土   

海産  
マアジ  小田原市  10   0．22  ・14  b．16  

生物  
Bq／kg生   
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表4 ウラ淵所轄果  

名    三毒郵喝野   採取年月   
ウラン濃度   過左3年間（研直   月鱒  

試料数               鮒直  ・最高値  義歯直  最高値  
、癖麺蜜帯  2鵬3年8月／2脚輝2月   11   0．5   1．3   0．2   1．4   
壬 茄ヨ   2004年2月   4   3．1   3．3   2∴1   3．0   

裏釘l  

土壌   顔市  2003年9月，2004年3月   8   0．3   1．3   0．1   1．3   

河鹿土   横須賀市  2003年6．8．12月，2004年2月  20  0．4   n喝耽g乾土             2．4  0．■5  2．7   
海底土   横須賀市   2004年2月   2   1．1   1．6   0．7   1．8   

海産生物   横須賀市   2004年1月   0．02  0．02  0．01  0．03  暇耽g生   

表5 空間放射線量率測定結果  

サ⊥ベイメータ（nGy／h）   

測定年月   横浜市  茅ケ崎市  横須賀市  箱根町   

2卵3華叫月   6 52   6′1   ち3   

5月   5了   52   59   55   

6月  61   55   61   52   

7月   64   56   62   57   

8月   60  58   即   52   

9月   60  56 64   52   

1 6 6 

11月   61   58   60   54   

12月  5由   63   53   

2004年1月  57   62   50   

2月  57   59   ち5   

3月  59   63   54   

年平均値   61   56   61   53   

前年度までの過   53～62   53～57  54・－66  46～56   
去3年間の値  
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Ⅴ－15 新潟県における放射能調査  

新潟県放射線監視センター  

笠原 貫、昆 倍芳、山崎 興樹、加藤 健二、藤巻 広司、  
丸田 文之、坂上 央存、殿内重政、鈴木 博之  

1．緒  

前年度に引き続き、平成15年度に実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査及び放射線監視等交付金による  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査の概要を報告する。   

2．調査の概要  

1）調 査 対象  

環境放射能水準調査は、降水、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、精米、野菜、牛乳、淡水産生物、日常   
食、海水、海底土、海産生物、空間線量率を対象とした。  

原子力発電所周辺の環境放射線監視調査は、空間線量率、積算線量、大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、   
農産物、畜産物、海水、海底土、海産生物、指標生物を対象とした。  

2）測 定 方 法  

試料の採取、前処理、調製及び測定は、文部科学省編の各種放射能測定法シリーズ、「放射能測定調査委託実   

施計画書（平成15年度）」及び「柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査年度計画書坪成15年度）」   

に基づいて行った。  

3）測 定 装 置   

ア．全ベータ放射能   

イ．空間線量率  

自動サンプルチェンジャー付きGM計数装置：アロカ社製JDC－163  

低線量率測定器：DBM方式2〝 ¢×2〝NaI（Tl）シンチレーション検出器  

モニタリングポスト：アロカ社製 MAR－21  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166  

ゲルマニウムガンマ線分光分析装置：検出器 キャンベラ社製  

γ線解析システム セイコーEG＆G社製  

低バックグランド液体シンチレーションカウンター：アロカ社製 LSC－LBV  

低バックグランドGM計数装置：アロカ社製LBC－481  

α線エネルギー分析装置：キャンベラ社製 シリコン半導体検出器、Genie2000  

TLD素子、リーダ：松下電器産業社製 UD－200S、UD－5120PGL  

ウ．核種分析  

エ．積算線量  

4）調 査 結 果   

ア．全β放射能（表1）  

定時降水について測定したが、例年と同レベルであった。   

イ．空間線量率（表2、3）  

柏崎刈羽原子力発電所周辺地域及び新潟市において測定したが、各地点とも例年と同レベルであった。   

ウ．核種分析（表4、5）  

大気浮遊じん等について、ゲルマニウムガンマ線分光分析装置を用いて測定した結果、海永等に137csを  

検出した。  

また、放射化学分析により90sr、3H、239十之40 puを検出した。これら検出された人工放射性核穐は、い  

ずれも例年と同レベルであった。   

エ．積算線量（表6）  

原子力発電所周辺地域及びその対照地点において測定したが、各地点とも例年と同レベルであった。  
3．結  

平成15年度の調査結果からは、一部の試料から過去に行われた核実験等の影響によるものと判断される人工   

放射性核種が検出されたが、これらはいずれも極めて低い値であり、異常値は認められなかった。  
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表1大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全べ｝タ放射能調査結果（環境放射能水準調査）  

H15∴年 

9月   71．7   ＊   ＊   ＊   

10月   146．5   13   ＊   2．4   16．2   

11′   159．5   12   ＊   ＊   ＊   

12月   165．9   12   ＊   2．7   1．5  

H16年 1月   216．94   14   ＊   1．4   119   

2月   113．5   12   ＊   1．7   2．8   

3月   71．5   12   ＊   ＊   ＊   

年 間 償   1786．0   135   ＊   2．7  ＊～119   

前年度までの過去3年間の値  1～18   ＊   9．2   ＊～39．5  

（注）1 調査地点は新潟市  

2 ＊は検出下限値未満   

表2 低線量率測定器による空間線量率（原子力発電所周辺監視調査）  

空間線量率（nGy／h）  

測 定 地 点   測 定年 月  平均値   最高値   最低値   

柏崎市街局   H15年4月～Hl6年3月   42   81   30   

荒浜 局   H15年4月～H‘16年3月   39   84   26   

下高町局   H15年4月～H16年3月   38   93   22   

刈 羽 局   H15年4月～H16年3月   37   91   20   

勝 山 局   H15年4月～H16年3月   37   92   21   

宮 川 局   H15年4月～H16年3月   40   94   28   

西 山 局   H15年4月～H16年3月   41   95   25   

赤田町方局   H15年4月～H16年3月   39   82   26   

土 合 局   H15年4月～H16年3月   38   85   24   
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表3  空間放射線畳率測定結果（環境放射能水準調査）  

モニタリングボスト（nGy／h）  サナベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   ヰ均値   （nGy／h）   

H15年 4月   46   72   49  88   

5月   46   67   48   88   

6月   46   81   49   88   

7月   46   77   49   92   

8月   47   72   49   86   

9月   47   62   ・49   86   

10月   47   79   50   90   

11月   47   73   50   92   

12月   47   85   51   84   

H16年 1月   39   79   49   88   

2月   41   89   50   86   

3月   43   66   49   82   

年  間  値   39   89   49   88   

前年度までの過去3年間の値   32   103   49   76 ⊥96   

（注）1測定場所は新潟市  
2 サーベイメータ測定値は宇宙線を含む。  
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表4－1放射化学分析結果（90sr）（原子力発電所周辺監視調査）  

試 料名   採取年月  検体数  最低値   最佐   過去3年の値   単 位   

精束   H15．10   3   0．0089   0．013   0．008 ′、ノ 0．016  Bq／kg生   

大根（根）  H15．11   2   0．031   0．036   0．034～ 0．083   Bq／kg生   

鱒 乳   H15．4，7，10，  4   0．025   0．047   0．025 ～ 0．045  Bq／L   

H16．1  

貝類（ササやェ）  H15．7   ＊   ＊   ＊   Bq／kg生   

海産生物  
H15．5，10   

（ホンダ○ヮラ）  

0．058   0．080   0．044 ～0．070  Bq／kg生   

表4－2 放射化学分析結果（∂H）（原子力発電所周辺監視調査）  

革科名  採取年月  検体数  革低値   最高値   過去3年の値   単 位   

H15．6，9，12  
陸  

H16．3   
12   ＊   1．1   ＊  ～1．2   

Bq／L  

永   H15．6，12   2   ＊   0．98   ＊  ′、一0．96   

海 水  H15．5，10   10   ＊   ＊   ＊  ～ 0．75   Bq／L   

表4－3 放射化学分析結果（239＋240 pu）（原子力発電所周辺監視調査）  

試料名   採取年月  検体数  最低値   最高値   過去3年の値   単 位   

浮遊じん   
H15．7  

2   ＊   
Hl6．1  

＊   ＊   Bq／m3   

降下物   H15．7 H16．1   2   ＊   ＊   ＊ ～ 0．00066  Bq／m2   

海底土   H15．5，10   4   0．11   0．16   0．11～ 0．19   Bq／kg乾   

（注）＊は検出下限値未満  
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表5－1 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（原子力発電所周辺監視調査）  

検  

137c占  前年度まで  

試料名   採 取 場 所   採取年月   体  過蜜3年間の値  
射性核種   

数  

大気浮遊じん   柏崎市・刈羽村  36  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／㌦   

・西山町   

降 下 物   柏崎市・刈羽村  轟月   24  ＊  0．1   ＊  0．43  Bq／m2   

陸  q／L  

永   H15．6，12   2  ＊   ＊   ＊   ＊  

土  
0～5cm   

柏崎市  

壌  刈羽村（2地点）   
H15．7，11   6  3．0   34   2．6   35  Bq／kg乾   

精  米   柏崎市・刈羽村 西山町  H15．11   3  ＊  0．055  0．0094  0059  Bq／kg生   

大 根（根）   刈羽村（2地点）  H15．11   2  0．044  0⊥046  0．017  0．051  Bq／kg生   

大 根（菓）   刈羽村（2地点）  H15．11   2  0．15  P．28  仇029  0．23  Bq／k色生   

キャベツ   刈羽村（2地点）  H15．10，11   2  0∴032  0．15  0．068  0．10  Bq／kg生 

牛 乳  原 乳  柏崎市（2地点）  H15．4，7，10 H16，1   8  ＊   ＊  ＊  0．019  Bq／L 

松  葉   柏崎市（白地点）  H15．7，11   4  ＊  0．094  0．045  0．13  Bq／kg生   

海 水   前面海域（3地点） 放水口付近（2地点）  H15．5，10   10  0，0016  0．0029  ＊  0．0030  Bq／L 

海底土   前面海域（3地点） 放水口付近（2鵬）  H15．5，10   10  ＊   ＊   ＊   索  Bq／kg乾   

カレ  柏崎   H15．5   0．066  0．066  0．075  Oi093  Bq／kg生  

マダイ  柏崎市   H15．6   0．15  0．15  0．12  0．14  8q／kg生  

海  

ヒラメ  柏崎市   H15．10   0．15  0．15▲  0．11  0．16  Bq／kg生  

産  

サザ土  柏崎市   H15．7  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

生   

ワカメ  崎   H15．5   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

放水口付近（2鮎）  H15．5，10   
12  ＊   ＊   ＊  0．081  Bq／kg生  

ホンダやヮラ  

（注）1 ＊は検出下限値未満  2 ∴ は検出されなかったことを示す。  
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表5－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（環境放射能水準調査）  

検  

137cs  前年度まで  

試料名  採 取場 所  採取年月   体  過去3年間の値  
工放射性核  

数  

天気浮遊じん   新潟市   毎月   4  ＊   ＊   ＊   ＊  ぬBq／m3   

降 下 物   新潟市   毎月   12  ＊   0．087  ＊   0．38  MBq／km2   

陸  H15．6   ＊   ＊   ＊   0．36  
mBq／L  

水   H15．11   ＊   ＊   ＊   ＊  

16   16   2．7   13  Bq／kg乾  

土  H15．7   
980   980   210   980  MBq／km2  

6．7   10  Bq／kg乾  

壌   H15．7   
2300  2300  1400  2400  M王王q／km2   

精  米   巻町・新潟市  H15．10   2  ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

大 根（根）   新潟市   H15．11   0．022  0．022   ＊  0，015  Bq／kg生   

ホウレン草r．   新潟市   H15．6   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生   

車  

H15．8   
＊   ＊  ＊   

H15．8   
Bq／L  

乳   ＊   ＊   ＊   ＊  

淡水産生物    新潟市   
（アナ）  

H15．11   0／13  0．13  0．16  0，18  Bq／kg生   

●   

日 常 食   西川町   H15．6，12   2  ＊   0．033  ＊   0．057  Bq／人日   

海 水   新潟港沖   H15．7   ＊   ＊   ＊   魂  mBq／L   

海底 土   新潟港沖   H15．7  1．2   1．2   1．1   1・3  Bq／kg乾   

海  H15．11   0．074  0．074  0．076  0．080  Bq／kg生  

産  

生  H15．4   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

物   

ワカメ  両津市   H15．4   ＊   ＊   ＊   ＊  Bq／kg生  

（注）1 ＊は検出下限値未満  
2 ∵  は検出されなかったことを示す。  

表6 積算線量（原子力発電所周辺監視調査）（単位：mGy／91日）  

四半期  

監視 調 査 地 域   0．11   0．11   0．12   0．12   0．46   

対  照  地  点   0．12   0．12   0．14   0．13   0．51   

（注）1年間積算線量の単位は、mGy／365日  
2 測定地点数は、監視調査地域20か所、対照地点5か所  
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Ⅴ－16 富山県における放射能調査  

富山県環境科学センター  

森 友子  

1．緒言  

前年度に引き続き、富山県において平成15年度に実施した文部科学省委託による  

環境放射能水準調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大  

根、ホウレン草）、牛乳（生産地）、日常食、空間放射線畳率  

2）測定方法  か  

試料の採取、前処理及び測定は文部科学省編の各種放射能測定法シリーズ及び「環   

境放射能水準調査委託実施計画書（平成15年度）」に準じて行った。  

3）測定装置   

①全ベータ放射能   

② γ線核種分析   

③空間放射線量率  

GM計数装置（AIokaJDC－163）  

Ge半導体検出器（CANBERRA GC－2519）  

モニタリングポスト（Aloka MAR－21）  

シンチレーションサーベイメータ（Aloka TCS－166）  

4）調査結果   

①全ベータ放射能  

測定結果を表1に示す。測定した134検体中、4検体で検出された。   

② γ線核種分析  

測定結果を表2に示す。すべての検体で検出限界未満であった。   

③空間放射線量率  

測定結果を表3に示す。モニタリングポスト、サーベイメータとも例年と  

同程度の値であった。  

3．結語  

平成15年度の富山県における調査結果は例年とほぼ同程度の値であり、異常は認  
められなかった。  
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（表1）定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時痍取（定時降水）  

採痕年月   
降水量  

（mm）  

放射能濃度（Bq／L）  月間降下量 

測定数   最低値   最高値   
（MBq／km2）  

平成15年4月   254．5   13   N．D   N．D   N．D   

5月   59．4   6   N．D   軋D   N．D   

6月   181．6   12   NこD   N．D   N．D   

7月   196．4   13   N．D   N．D   NJD   

8月   292．3   9   N．D   N．D   N．D   

9月   89．9   ■9   N．D   N・D   Ⅳ．D   

10月 114．8   10   N．．D   N．D   N．D   

11月   261．1   O   N．D   叩．D   N・   

12月   204．5   12   N．D   4．2   30．7   

平成16年1月   2P7，3   16   ．D   N．   N．D   

畠．月   206．7 14   D   2．5   39．7   

3月   88．7   10   N．D   N．D   N．D   

年間   2，157．2   134   N．p   4．   7P．4   

前年度までの過去3年間の値  403   N．D   4．3   N．D～56．7   

注 N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名  採取場所  採取年月  体  
過去3年間の値  

単位  
た人工放  

数  

大気浮遊じん  小杉町  H15．4～H16．3  4  N．D  N．D  N．D  N．D  鵬q／m3   

降下物  小杉町  H15．4～H16．3  四  N，D  N．D  N．D  0．30  MBq／km2   

陸  
小杉町   H15．6   N．D  N．D  軋D  N．D  

水   蛇口水  
通q／L   

N．D  N．D  軋D  N．D  Bq／g乾土  

0～5cm   

N．D  N．D  N．D  N．D  MBq／km2  
土  

壌  

小杉町   H15．7   √  

軋D    N．D  N．D  N．D  Bq／g乾土  

5～20cm  

N．D  N．D  軋b  N．D  鵬q／km2   

精 米  小杉町   H15． N．D  N．D  N．p  N．D  Bq／g精米 

大 根   小杉町   H15．11   Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．DJ  N．D  

野  

菜  

占q／g生  

ホウレン草  富山   H15．10   Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．D  甲・D  

牛乳  砺鱒市   H15．8   口  N．D  N．D  Ⅳ．D  N．D  Bq／L   

日常食  富山市他  H15．6、H15．11  国  N．D  N．b  NJD  N．D  Bq／人・日   

注 N．Dとは、計数値がその計数誤差の3倍を下回るものを示す。  
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（表3）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  

測定L＼車 
サーベイメータ  

低   最市債   平均値   
（nGy／h）  

平成15年4月   47  83   51   100．0   

5月   48   75   50   101．6   

6月   48   76   51   101．4   

7月   47   76   51   100．9  

8月  48   78   51   102．8   

9月   48   76   5   101．7   

10月   47   77   51   99．6   

11月   47   83   51   103．6   

12月   43   108   53   99．4   

平成16年1月   29   93   47   102．8   

2月   30   96   48   82．7   

3月   44   68   50   101．1   

年間値   29   108   50   82．7～103．6   

12．0   0   1ナ．q   

前年度までの過去3年間の値注1  94．8～106．0  
34   14   50   

注1 モニタリングポストの前年度までの過去3年間の値については、上段は更新前の機器  

によるもので単位はcps、下段は更新後の機器によるもので単位はnGy／hである。  
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Ⅴ－17 石川県における放射能調査  

石川県保健環境センター  

宮本麻美。桝田武史・小森正樹  

1．緒言   

前年に引き続き、平成15年度に実施した文部科学省委託環境放射能水準調査結果に   

ついて報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、降下物、陸水、土壌、日常食、農畜産物、海産生物、空間線量率   

2）測定方法  

試料の調製および測定は、文部科学省マニュアルに準じている。  

3）測定装置   

全べ｝夕放射帝   

核種分析   

モニタリングポスト   

サーベイメータ  

アロカ（株）製JDC，3201  

ゲルマニウム半導体検出器：CANBERRA製  

NaI（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製肌－21  

Nal（Tl）シンチレーション式：アロカ（株）製TCS－166  

4）調査結果  

・定時降水試料中の全ベータ放射能については、調査期間中の試料数は106であり、その   

うち全ベータ放射能が検出されたのは4試料であった。これらは10月、12月、2月に確   

認された。  

・牛乳中の131Ⅰについては、6試料（奇数月）全てが検出限界値未満であった。  

・ゲルマニウム半導体検出器による核種分析については、降下物、土壌、フクラギ試   

料から137csが検出されたが、例年と同レベルの濃度であった。137cs以外の人工放   

射性核種は、全ての試料から検出されなかった。  

・空間線量率については、サーベイメータによる測定は例年と同レベルを示しており、   

異常は認められなかった。モニタリングポストによる連続測定についても、例年と   

同レベルの範囲で推移した。  

3．結語   

各試料の放射能分析及び線量率モニタリング結果において、異常は観測されず、例年  

と同レベルであった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採取場所：金沢市太陽が丘  

降水の定時採取（定時降水）  

採 ■取〉年月   
降水量… 

放射能濃度（B研）  
（mm）  月間降下量  

測定数  最低値  最高値   
（MBq／km2）  

平成15年4月   213．0   9  N．D   N．D   

5月   60．5   5 N．D   N．D 

6月   165．   9  N．D   N．D   

7月   192．0   10  N．D   NJD   

8月   185．5   8  N．D   N．D   

98a 221．5   6  N．D   N．D   

10月   125二5   6   N．D   1．9   22．9   

11月   187．0   8  N．b   N．p   

12月   304．0   13   N．D   2．8   104．5   

平成16年 1月   351．0   13  N．D   N．p   

2aa 306．0   12   N．D   3．4   52．1   

3月   113．5 7  N.D N．D   

年 間 噂   2425．0   106   N．D   3．4   N．D′｝104．5   

前年度までの過去3年間の値  329   N．D   10．7   N．D～482．7   

＊1）降下物採取期間中の降水量  

表2 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

前年度まセ  
採取場所  羽咋郡押水町字坪山ナ部93－2 石川県畜産総合センタ「        過去3年間の値   

採取年月日  H15．   
畠15．   H15．   H15．   H16．   

H16」  最低鹿  最高値  
7．17   9．18   11．20   1．15   3．9   

放射能濃度  
N．D   N．D   N．D   N．D   N．b   N．D   

（Bq／1）   

ー184－   



表3 ゲルマニウム半導体検出器i；よる核種分析測定調査結果  

検  137cs  
前年度まで  

試料名    採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値  

数  

た人工放  

射性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

降下物    金沢市 太陽が丘  毎 月  12  N．D   0．11   N．D   0，53   なし．  MBq／km2   

陸   上水  

水   （蛇口水）  

N．D  N．D   なし   mBq／l   

29．0   38．0   なし  由q／kg範士  

0′〉5cm  金沢市 来町  H15．7  6    31．0  
土  

1170   1025   1730   なし  MBq伽m2  

壌  
39．3   20．7   23．5   なし  Bq／kg乾土  

5～20cm  傘沢市   H15．7  1  
来町  

4600   36q   40I7   なし  MBq伽n2  

精 米  内灘町 向粟崎  H15．9  1  N．D  N．D   なし  Bq／kg精米   

大根    金沢市 
H15．9  1  ・D  N．D   なし   

野  
Bq／kg生   

菜ホウレン草  
西念町  

H15．9  1  N．D   ・D   0．046  なし   

羽咋郡  

牛 乳     押水町  N．D  N．D   なし   Bq／1   

坪山   

H15．6  

日常食    金沢市  2  N・P   N．D   0．049 なし  Bq／人・日   

H15．12  

海  
ワカメ   H15．4  1  N．D  N．D   なし   

産  
鳳至郡  

生  N．D  N．D   Bq／kg生  

物  
鹿磯  

フクラギ  H15．9  1  0．15   0．16   0．21   なし   
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表4 空間放射線量率測定結果  

測定地点：金沢市太陽が丘  

モニタリングポスト（n甲／h）  
☆2）  

卿 定 年 月  サーベイメータ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成15年4月   48   70   51   96   

5月   48   68   50   98   

6月  48   80   51   9鱒   

7月   48   69   51   98   

8月   48   70   51   100   

9月   48   65   50  94   

．   10月   48  77   50   94   

11月   47   77   50   96   

12月   42   94   51   88   

平成16年 1月   26   78   45   96   

2月   26  82   42   

3月   43   68   49   92   

年  間  値   26   94   49   82～100   

前年度までの  

過去3年間の値   
29   116   49   80～100   

★2）宇宙線寄与分30nGy／hを含む。  
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Ⅴ－18 福井県における放射能調査  
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別添   

Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水の定 時 採 取（虚時降水）  

放射能濃度（Bq／1）  

採取年月   降水量  月間降下量  

（m）  測定数   最低値   最高値   （MBq／km2）  

平成15年4月   227   10   N． p   3．5   37   

15年5月   53   2   N．D   3．1   41   

15年6月   246   12   N．D   N．D   N．D   

15年7月   252   9   N．D   N．D   N．D   

15年8月   214   8   N．D   N．D   N．D   

15年9月   75   7   N．D   N．D   N．D   

15年10月   92   6   N．D   N．D   N．D   

15年11月   187   6   N．D   3．9   69   

15年12月   230   9   N． D   5．7   507   

16年1月   430   14   N．D 7．7   656   

16年2月   267   9   N．D   2．9   24   

16年3月   120   5   N．D   3．4 214   

年 間 値   2393   97   N．D   4．3   N．D～656   

前年度までの過去3年間の値   292   N．D   4．0   N．D～ 55、3   

Ⅱ．牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場・所   奥越  〃   〃   〃   前年度までの  

高原牧場  過去3年間の値   

採取年月日  H15．5．22  15．6．23  15．7．15  15．8．21  15．9．25  15．10．23  最低値  最高値   

放射能濃度  N．D   N．D   N．D   N．D N．D   軋D   ・D   

（Bq／1）   
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ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度までの  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  過去3年間の値  

数   人工放射性  

最低値  最高値  最低値  最高値   核種   

大気浮遊じん   福井分析管理  軋D   N．D   N．D  亜q／m2   

壷屋上   

降 下 物  15．4′、一16．3  12  N．D   N．D   N．D   0．32  鵬q／k㌔   

陸  

●  

15．6   叩．D   軋D   N．D  

嘘q／  

水   15．8   1．3   1．7   2．0  

3．7   3．8   5．2  Bq／k塵乾土  

陸  15．7   

240   160   240  MBq／km2  

2．3 p  2．2   2．7  Bq／kg乾土  

土   15．7   

由0   290   520  M如／km、2   

精 米  福井市   15．10   N．p   N．D   ．D  Bq／kg精準   

野  坂井郡   15．11   N．D   軋D   D  

軸／kg生  

菜   福野市   15．11 N．D   N．D   N．D  

牛 乳  福井、勝山市  15．5～  2  N．D   N．D  N．D   b．040  Bq／1   

15．10  

淡水産生物  0．14  Ⅳ．D  ‘0．20  馳／kg生 

（フナ）  

福井市   15．6   0．018  N．D   0．026  

日常食  Bq／人・日  

福井市   15．11   0．023  N．D   0．039  

海産生物  越前町   15」11   0．11  N．D   0．10  Bq／kg生   

（カレイ）  
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Ⅳ．空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト  （nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月  
最 低 値   最 高値 平 均 値   （ムGy／h）  

平成1声年 4月   45   53   48   83   

15年 5月   45   51   46   83   

15年 6月   46   51   47   83   

15年 7月   46   51   47   84   

15年 8月   47   53   48   80   

15年9月   46   50   47   80   

15年10月   47   52   48   82   

15年11月   46   52   48   83   

15年12月   43   63   49   83   

16年 1月   29 53   44   69   

16年2月   28   50   41   81   

16年 3月   45   51   46   80  

年 間 値   28   63  47   69～84   

前年度恵での過去3年間の債   24   81   47   78～91   
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Ⅴ－19 山梨県における放射能調査  

山梨県衛生公害研究所  

山本 敬男  江頭 恭子  

小林規矩夫  

1．緒  口  

平成15年度に山梨県で実施した文部科学省委託の環境放射   
能調査結果について、その概要を報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

降水、大気浮遊じん、  

精米、野菜（大根、ほ  
空間放射線量率   

2）測定方法  
試料の採取、前処理及  

放射能測定法（1976）」  
るガンセ線スペクト ロメ  

編「放射能測定調査委託  
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0  

3）測定装置   

ア）全べけ夕放射能  
GM計数装置：Aloka JDC～163型   

イ）核種分析  
Ge半導体核種分析装置：SEIKO EG＆G ■   

ウ）空間線量率  
シンチレーショ ンサーベイメータ：Aloka TCD－166型  
モニタリ ングポスト  ：Aloka MAR－21型  

4）調査結果  
定時降水の全β放射能測  ゲルマニウム  

空間放射線量  
ヽ
 
 
 
 
ヽ
 
 

T
J
 
ナ
J
 
 

i
 
i
 
 
 

I
 
Ⅱ
 
 

表
表
 
 

を
を
 
 

果
果
 
 

結
結
 
 

定
析
 
 

導体検出器による核種分  半
率
 
 

の測定結果を表Ⅲに示した。  

3．結 語  
いずれの調査項目も昨年度とほぼ同じレベルにあり、異常   

値は認められなかった。  
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（Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降 水 の 定時 採 取（定     時降水）  大型水盤による降下物  

採由 

降水量  放射能濃度¢〟L）  月間降下量  月間降下量  

年月  （惟〟加2） （惟〟km2）  

血め  測定数   鱒贈   最高値   

平成15年 4月  110．5   10   軋D．   N．D．  N．D．   

5月  130．0   9   軋D．   N．D．  N．D．  

6月   59．0   軋D．   N．D．  軋D．   

7月  188．q   7   軋D．   N．．  N．D．   

8月  別1．0   N．D．   軋D．  N．D．   

9月  151．0   6   軋D．   軋D．  N．D．   

10月   69．5   N．D．   軋D．  軋D．   

11月  154．5   N．D．   Ⅳ．D．  ，D．   

12月   23．5   4   N・∴   N．．  ‘N．D．   

平成16・年1月   15．0   2   軋D．   N．D．  軋D．   

2月   27．0   4   軋D．   N．D」  N．D．   

3月   70．5   7   軋D．   軋D．  N．D．   

年 間 値   1309．5   軋D．   N．D．  N．D．   

前年度までの過去3年間の値  254   N．D．   N．D．  N・D▼ 
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（Ⅱ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで過去3年間の値   その他の  

試料名   採取場所  採取  検出され  

年月  た人工放  

最低値   最高値   最低値   射性核種   

大気  甲府市  H15．4  N．D．   N．D．   N．－D．   軋D．  嘘〟m3   

浮遊じん  ～椚6．3   

降下物   甲府市  H15．4  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  惟〟km2   

～H16．3   

陸  N．D．   N．D．   N．D．   N．D．  亜〟L   

水   

北巨摩郡  19．5±0．77  15．8±0．65  30．0±l．00  B〟kg乾土  

0～5cm   高根町  H15，8  口  

土  487土19．2  327±13．5  860±28．7  嶋〟血2  

壌  北巨摩郡  12．1±0．58  10．4±0．67  34．2±0．50  Bq座g乾土  

5～20cm   高根町  血．8  口  
920±44．1  1050±67．7  2920±42．4  膿擁m之   

精 米   北巨摩郡  N．D．   ．   N．D．   N．D．  Bq座g精米   

高根町   

大 根  北巨摩郡  N．D．   軋D，   N．．   N．D．  

野  高根町   

Bg生  
菜  N．D．   N．D．   軋D．   N丑  

草   高根町   

牛 乳   北巨摩君β  N．D．   N．D．   軋D．   N．D．  B   

高根町   

日常食   甲府市  H15⊥6  N．D．   ■0．05±0．01  B〟人・日   

‡15．12   
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（Ⅲ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）    サ⊥ベイメ一夕  

測 定 年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成15年 4月   43   54   44   83   

5月   43   60   45   86   

6月   43   57   45   87   

7月   44   73   46   84   

8月   胡   46   87   

9月   45   63   47   87   

10月   45   60   47   83   

11月 46   61   48   82   

12月   46   60   48   81   

16年1月   46   56   48   86   

2月   46   64   48   89   

3月   46   58   47   87   

年 甲 値   43   73   47   8l～89   

前年度までの過去3年間の慣   14．0   26．5   15．9   79～94   

＊：モニタリングポストは旧機種のデータのためcps表示。  
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Ⅴ－20 長野県におけ る放射能調査  

長野県環境保全研究所  

薩摩林 光 中込 和徳  

西澤千恵美☆林 弘道  

1．緒 言   

前年度に引続き、長野県において平成15年度に実施した文部科学省委託に  

よる放射能調査の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

定時降水の全β放射能、大気浮遊じん・降下物。陸水（汲水、蛇口  

水、淡水卜土壌一精米・野菜類（大根、ホウレン草）・牛乳一淡水産生  

物（ワカサギ）・日常食・海産生物（イワシ）の核種分析、サーベイメ  

ータおよびモニタリングポストによる空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の調整と測定は科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、  

「ゲルマニウム半導体検出暑削こよるガンマ線スペクトロメトリー  

（平成2年改訂）」および文部科学省防災環境対策室編「放射能調査委  

託実施計画書（平成15年度）」によって行った。   

3）測定装置  

GM計数装置   ：ALOKA JDC・163  

Ge半導体検出器 ：SEIKO EG＆G GEM－20180－P  
シンチレーションサーベイメータ ：ALOKA TCS・166  

モニタリングポスト：ALOKA MAⅣ15   

4）調査結果  

定時降水の全β放射能の測定結果を表1に、Ge半導体検出器による  

核種分析結果を表2に、空間放射線量率の測定結果を表3に示す。  

3．結 語   

平成15年度の長野県における調査の結果、環境試料中の放射能および空間  

放射線量率ともに平常時のレベルにあり、異常値は認められなかった。  

☆ 長野県立須坂病院  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取 （定時降水）  

採取年月   
降水量  

（血）  

放射能濃度（Bq    ／1） 
月間降下量  

測定数  最低値  最高値 
仙／扉）  

平成15年4月   71．8   10   Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．D   

5月   47プ．8   8   Ⅳ．D  Ⅳ．D  Ⅳ」D   

6月   61．2   Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．p   

7月   84．6   N．D  N．D  Ⅳ．D   

8月   122．0   Ⅳ。D  Ⅳ．D  Ⅳ．D  

9月   7．9   7   N．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D   

10月   34．4   Ⅳ．D  Ⅳ．D  N．D   

11月   ・3   Ⅳ．D  N．D  Ⅳ．D  

≡   54．0   Ⅳ．p  Ⅳ」D  Ⅳ．D   

平成16年1月   34．0  Ⅳ．D  N．D   軋ゎ   

2月   64．2   Ⅳ．D  6．3  6．5   

3月   21．2   N．D  N．D  N．D   

年間値   788．4   N．D  6．3   Ⅳ．D↑一6．5   

前年度までめ過去3年間の値  296   Ⅳ．D  Ⅳ．D  Ⅳ．D   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  

試料名  
採取 場所  採取年月   体  

137cs  
繭年度まで 過去3年間の値   その他甲 検出され  

た人工放  
単位  

射性核種  

数                     最低値  最高値  最低嘩  最高値   

大気浮遊じん   長野市  15．4～16．3  4  Ⅳ．D   y．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D  叫／ポ   

降下物  長野市  15．4ん16ノ．3  12・  Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   軋D  脆亘／血2   

上水 源 水  長野申   15．7   Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  

陸  

蛇口水  長野市   15」6   Ⅳ．D  Ⅳ．D   軋D  亜q／1  

水  

淡 水  諏訪湖   15．11   Ⅳ．D  N．D   鱒．D  

9．2  Bq／kg乾土  

0～5cm  長藤市   15．8   

土  
220  1  緋l、佃  

壌  Ⅳ．D  Ⅳ．D   て  的／k将士  

5～20cm  長野市   15．8   

Ⅳ．D  Ⅳ．D   5O  鱒釘2   

精米  豊町  15．10   Ⅳ．D  Ⅳ．D   鱒・D  軸／k琴碍米   

野  根   佐久市   15．10   料⊥D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  

如／k生  

菜   Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  

牛 長野市   15．9   2   Ⅳ．D  Ⅳ．D   Ⅳ．D  Bq什   

淡水産生物（ワカサキ●）   諏訪湖  15．12   0．082  0．007  0．12 Bq／kg生   

日常食  須坂市  15．6，15．11  q  Ⅳ・D029   Ⅳ．D  0．11  Bq／人・日   

海産生物（イワシ）   長野市   16．1   Ⅳ．D  0．054  0．086  Bq／kg生   
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（cps）  サーベイメータ  

測 定 年 月  

畢低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成15年4月   12．3   17．1   13．2   96   

5月   12．5   20．7   13．芦   昭   

6片   1．8   19．7   138   92   

7月   12，6   19．0   13．7   0   

8   12．6   18・3   13．8   

9月   12．7   17．5   1・7   92   

10月   13．0   16．9   13．9   94   

11月   12．7   203   13．9   98   

12月   11．5   22．8   14l   8‡6   

平成16年1月   1皇．3   23．8   13．8   88   

2月   2・7   24．2   14．0   84   

3月   12．7   16．3   13．3   94   

年 間 値   11．5   24．2   13．7   84～98   

前年度までの  

過去3年間の値   
11．8 28．9   13．9   86～104   
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Ⅴ‾21岐阜県 に お け る 放射能調査  

岐阜県保健環境研究所  

南 部 敏 博  

1．緒言   

平成15年度岐阜県において実施した、文部科学省委託の環境放射能水準調査の結果につ   

いて報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米  

野菜（ダイコン、ホウレンソウ）、茶、牛乳（生産地）、日常食及び空間線量軋  

（2）測定方位  
♂  

試料の調整及び測定は、科学技術庁編「全ベータ放射能測定払（昭和51年度）」  

「ゲルマニウム半導体検出器ガンマ線スペクトロメトリー（平成2年度改訂）」及び  

「平成1－5年度放射能測定調査委託実施計画書」に準じて行った。  

（3）測定装置  

1．全ベータ放射能  

低バックグラウンド自動測定装置：アロカ製LBC－452型  

2．核種分析  

G¢半導体核種分析装置：セイコーEG＆G製  

3．空間線量率  

エネルギー補償型γ線用シンチレーションサーベイメーター：アロカ製  

TC S－166  

モニタリングポスト：アロカ製MAR－21  

（4）調査結果  

表－1定時降水試料中の全ベータ放射能の測定結果を示す。  

表－2 環境試料の核種分析結果を示す。  

表－3 空間線量率の測定結果を示す。   

3．結 語   

平成15年度の調査結果は、前年度とほぼ同様、異常値は認められなかった。  
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表－1定時降水試料中の全β■放射能調査結果  

降 水 の 定 時 採 取（定時降水）  

降水量  

放射能濃度（Bq瓜）  月間降下量  

年月  （mm）  
（MBq／km2）  

測定数   最低値   最高値   

平壌15年 4月   286．5   7   N■p   0．87   12   

5月   136．5   5   N．D   N．   N．D   

6月   228．0   7   N．D   N．D   N．D   

7月   444．5   N．D   N．D   N．D   

8月   298．5   7   N・   N．D   N．D   

9，月   271．0   3   N．D   N・p   N．D   

10月   76．0   3   N．D   N．D   N．D   

11月   205．5   6   N．D   N．D   N．D  

12月   71．5   3   N．D   N．p   N．D   

平成16年1月   27・亨   2   N．D   N．D   N．D   

2月   72．5   3   N．D   0．91   ．3   

3月   26．0   N．D   0．79   l．6 

年 間 債   2144．0   61   ．   0．91 N．D～12   

前年度までの過去3年間の値  177   N．D   2．4   N．D～17   
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表－2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  検  

取  体  137cs  前年度まセ  その他の検出された  

試 料 名   採取場所  年  数  過去3年間の値    人工放射能性核種   

月  

最低値  最高値   最低値  最高値   

大気浮遊じん   各務原市  毎月   4  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D   m軸／mヌ   

降 下 物   各務原市  毎月   12  N．D  N．D  N．D  N．D   N．D  つ MBq／Km‾   

陸  

蛇口水  各務原市  6月   N．D  N．D  N．D   N．D   mBq／L   

水  

粛   

7．6  6．5   8．0   N・   Bq／kg艶土  

0～5   岐阜市   7月   

土  Cm  68  53   66   N．D  ↑ MBq／Kmサ  

壌  

7．1  亭・   d．5   N．D   Bq化g乾七  

5′～20   7月   

Cm   51  49   55   N▲D  つ MBq／Kmて   

精米   ー 岐阜市  10月   N・  N・D  N．D   N．D   Bq侮精米   

野  N，D  N．D  N．D   N．D   Bq／kg生  

琴   N．D  N．D  N．D   N．P   Bq／kg生   

白川町   5月   N・  N．D  N．D   N．P   Bq／kg乾物  

茶  

池田町   5月   N．D  N．b  N．D   N．D   Bq／kg乾物   

牛 乳  笠松町   8 N．D  N．D  N．D   N．D   Bq几   

岐阜市  

日 常 食  と  6・12月  2  N．D   N．D   N．D  0．042   N．D   Bq／人・日   

各務原市  
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表－3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy仙）  サーベイメータ  

測 定年 月  

最低値   最高値   平均値   （nGy仙）   

平成15年  4月   62   77   64．7   100   

5月   62   82   63．6   94   

6月   62   90   64．8   98   

7月   62   85   65．2   98   

8月   63   80   65．1   96   

9月   63   79   65．3   92   

10月   63   79   65．8   94   

11月   64   83   66．8   96   

12月   58   100   6（；．1   92   

平成16年  1月   63   97   65．7   96   

2月   63   89   66．1   92   

3月   63   72   65．3   96   

年  間  借   58   100   65．4   92…100   

前年度までの過去3年間の値   58   99   66．4   90…102   

－202－   



Ⅴ－22 静 岡 県 に お け る 放 射 能 調 査  

静岡県環凍放射線監視センター   

秋鹿昌弘（元静岡県環境放射線監視センター）、息明雄、小池明   

（現 環境衛生科学研究所）、相田和俊（現 中東遠健康福祉セン   

ター）、吉田秀行（現袋井商業高校）、若松雄二  

1．緒 言  

静岡県では、昭和36年度より文部科学省委託環境放射能水準調査を実施してい   

る。   

今回は、平成15年度に実施した調査結果の概要を報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査の対象  

ア 放射能  全β放射能（定時降水）  

核種分析（浮遊塵、降下物、陸水、土壌、農畜海産生物及び日  

常食）  

空間放射線量率  イ 放射線畳  

2） 測定方法  

放射能測定調査委託実施計画書（平成15年度）によった。  

3） 測定装置   

ア 全β放射能  ・GM測定装置   

イ 核種分析  ・G e半導体検出器を用いた波高分析装置   

ウ 空間放射線量率 ・NaI式モニタリングポスト（DBM方式）  

・N aI式サーベイメータ（DBM方式）  

4）調査結果   

ア 全β放射能調査  

定時降水試料の全β放射能は、表1に示すとおり、すべて検出限界以下であ  

り、過去3年間と同程度であった。   

イ 核種分析  

牛乳中の131Ⅰは、表2に示すとおりすべて検出限界以下であり、過去3年  

間と同程度であった。  

その他の環境試料の調査結果は、表3に示すとおりである。  

137c s以外の核種は検出されなかった。   

ウ 空間放射線量率  

空間放射線量率の調査結果は、表4に示すとおりである。モニタリングポス  

トによる線量率は年間を通じて大きな変動はなかった。  

3．結 語   

今年度の調査結果は、従来の値と同程度であり、異常は認められなかった。  
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表1   大型水盤による月間降下物試料及び定時降水中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度［Bq／u  月間降下最  

［mm］  ［MBq／km2］    測定数  ・最低値  最高値   

平成15年  4月   164．0   ND   ND   ND   

5月   295．0   ND ND   ND   

6月   145．5   14  ND   ND   ND   

7月   295．0   18  ND   ND   ND   

8月   441．5  8  ND   ND   ND   

9月   184．0   5  ND   ND ND   

10月   101．0   9  ND   ND   ND   

11月  252．5   ‖  ND   ND   ND   

12月   34．5   4  ND   ND   ND   

ヰ成16年   1月   18．5   3  ND   ND   ND  

2月   78．0   4  ND   ND   ND   

月   133．5   13  ND   ND   ND   

年 間 値   2143．0   109  D   ND   ND   

前年度までの過去3年間の値  ND   ND   ND   

表2  牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採 取 場所   御殿場市  塵市  御殿場市  浜松市  御殿場市  浜松市  浜松市  御殿場市   

採 取年 月 日   H15．4．7  H15．4．16  H15．7．15  H15．7．8  H15．10．2  H15．10．15  H16．1．8  H16．1．14   

放射能濃度［Bq／u   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
1．〇7Gs  

その他の  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  検車され た人工  

本年度  
放  

射性核種   

数  

大気浮遊じん  ND   ND   ND   ND  巾Eq／ma   

降 下 物  静岡市  毎月  12  ND   ND   NP   0．14   ND  MBq／隼  h2   

陸水   蛇口水   静岡市  6」12  2  ND   ND   ND   ND   ND  mI軸ノ  L   

8．5  6．7   ＝   ND  如／k顔  士  

土  0′｝5¢m   御殿場市  7   
200  190   3ヰ0   ND  MBq／knて  

4，4  3．7   6－6   ND  Bq／kg乾  土  

■†  5｛′20cm   御殿場市  7   
370  270   550   ND  MB’q／、  岬   

精 米  静岡市・  田   ND  ND   NP   ND  寧q／kg  生   

準松市  皿   NP  
野  

ND   ND   ND   

大 根  
御殿場市  皿   0．044  N Bq／kg  生  

菜  
ホウレン草  御飯場市  12  て ND  0」060  N【）   

磐閏市  4 ND  ND   ND   

茶  Bdノkg  生  

修善寺町  5   0．1 山   0．19   り〉P   

牛 乳  市  8，2′  2  ND   ND   N   ND   Nb  亘qノ  

岡市  6，11  2、  0・02ヰニ  加48  ・0．012  、・0．05卜   ND 

日 常食  8q／人  

浜岡町  6．11  早  ND  0‥0鱒  ND 

海産生物  あじ   静市  皿   0．13  OJ、11  0．16   ND  Bq／k  

浜松  6，9，12，3  4  ND   ND   N  0．10   Nb   

松 葉  軸／k  草生  

由示  6β，12，3   4  ND   ND   ND   心15 ND 
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表4  空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト［nGy／h］  

測 定 年 月  
サーベイメータ  

［nGy／h】  

最低値   最高値   平均値   

平成15年  4月   29．0   48．6   32．2   78   

5月   29．0   ぬ0   31．5   86   

6月   29．3   49．5   32．0   76   

7月   之7．9   56．5   32L．6   80   

8月   2由．8 66．7   32．4   80   

9月   28．8   49．4   32．0   74   

10月   29．0   56．2   31．3   70   

11月   28．6   52．7   32．1   74   

12月   2．1   47．8   31」1   78   

平成16年 1月   ；●   43」5   31，3 72   

2月   32．5   53，9   39．6   78   

3月   30．7   48．3   34．2   78   

年 27．9   66，7   32，7   70～86   

前年度までの過去3年間の値   28．3   78．7   32．6   70′、ノ92   
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Ⅴ－23 愛知県における放射能調査  

愛知県環境調査センター  

増永 信夫 小川 敏幸 角脇 怜  

1緒言   

愛知県は文部科学省（旧科学技術庁）の委託により、昭和35年度より核実験等によるフォールアウ  
ト調査を実施してきたが、昭和62年度より原子力発電所等立地県の隣接県として「環境放射能水準調  
査」を実施することになった。ここでは平成15年魔の放射能調査結果について報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水、降下物（大型水盤）、大気浮遊じん、上水、土壌、穀類（精米）、野菜、牛乳、日  
常食、海水、海底土、海産生物、空間放射線量率（サーベイメータ）等合計136件と、空間放  
射線畳率（モニタリングポスト）について通年測定1件。  

（2）測定方法  

試料の採取及び前処理は、「放射能測定調査委託実施計画書」に従った。全β放射能測定は科  
学技術庁編「全ベータ放射能測定法（1976）」、核種分析は同編「ゲルマニウム半導体検出器を用  
いた機器分析法（1979）」、固定式連続モニタによる空間放射線量率の測定は同編「連続モニタに  
よる環境γ線測定法（1982）」に従った。  

（3）測定装置  

ALOKA製TI）C－501、SC－702、GM－2503B  

CANBERRA製GC3518－7915－30、MCAシリーズ35プラス  

Exploranium製G虹135  

此0ⅩA製MARr21  

GM自動測定装置  

ゲルマニウム半導体核種分析装置  

シンチレーションサーベイメータ  

モニタリングポスト  

●
 
●
 
 
 
 
●
 
●
 
 
 
 
●
 
●
 
 

●
 
●
 
 

（4）調査結果   

1）全β放射能  

測定結果を表1に示した。定時降水中の全β放射能測定は88回行ったが、いずれも検出さ  
れなかった。  

2）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析  

測定結果を表2に示した。柑7csの検出は、降下物の1／12検体、土壌の0－5cmとい20cm  
の両者とも1／1検体、日常食の都市部（名古屋市）の2／2検体と農村部（新城市）の1／2検体、  
海産生物で2／3検体であったが、いずれも通常測定される値であった。また、その他の人工放  
射性核種はいずれの試料にも検出されなかった。  

3）空間放射線量率  

名古屋市内の定点（北区辻町、当所敷地内）で測定した結果を表3に示した。シンチレー  
ションサーベイメータによる測定は月1回で、それらの測定値の平均は95nGy／h（変動係数  
2．1幻、モニタリングポストによる測定は通年で、それらの月間平均値の平均は39nGy／h（変  
動係数7．5％）で、いずれも通常測定される値であった。   

3 結語  
本年度は、いずれの調査項目においても特に異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降 水 の 定時 採 取（定 時 降 水）  

採 取 年 月   降水量  

m）  放射 能 濃 度（Bq几）  月間降下量  

（MBq／km2）  

卿定数  最低値   最高値   

15年 4月   188．7‘   1会   N．D   N．D   N．D   

5月   118．9   9   N．D   N．D   N．D   

165．5   9   N．D   N．D   N．D   

ウ月   426．8   14   N．D   N．D   N．D   

8計   283．6   9   N．D   N．Ⅰ）   N．D   

9月   149・7   5   N．D   N．D   N．D   

10月   106．5   4   ・D   N．p   N．D   

11月   198．6   10   ∴N．D   N．D   N．D   

12月   3q7   3   N．D   N．D   N．D   

16年 2乳3   3   ・D   N．p   N．b   

2月   44．6   4   N．p   N．D   N．p  

3月   77．畠   6   N．D   N．D   N．D   

年∴間，∴値   1814．7   88   N．D   虹p   N．D   

前年康まで申過去8年間の偉  249   N．D   2．6   N．D′｝19．0   

「N．D」は不検出。  

表3 空間放射線量率測定結果  

モ土夕リングボズト（n勧化）  サーベイメータ  

測  定  年  月  （hGy仙）  

最低億  最高値   平均∴値   

平成15 年  4 月   36   48   39   
96   

5 月   37   61   89   
！渡   

6 月   aヤ   52 40   
98   

7 月   87   57   40   
98   

8 月   鱒   60   40   
95   

9月  88   51   4P   
95   

10 月   ぬ   50   4b  
97   

11 月   37   51   40   
96   

12 月   3¢   5   89   
92   

16 年1月   86   54   88   
98   

2 月   38   57 39   
94 

3 月   37  49   39   
96   

年  間  値   83   61   39   92 ～98   

95＊   

前年度までの過去8年間の嘩   36   66 40   96Tl（）7  

103＊   

＊平均値  
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

繭年度まで その他  

検  1a7Cs  過去3年間の値    の検出  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  された  

数  

種   

大気浮遊じん    名古屋市北区  15．4′・】1軋3  4  N．D  N．p   N．D  N．D  mBq／ma   

降 下 物    名古屋市北区  15二4－16．3  12  N．D  0．058   N．D  0．066  MBq／km2   

上水源水   犬山市継鹿尾  15．6，12  2  N．D  N．D   N．D’  N．D  

陸  

水  

9・I  11   15  Bq偲g乾土  

0－ 5cm   渥美郡赤羽根町  1臥5   1  

土  

240  500  740  MB扉k血2  

十  

II 12   17  Bq／kg範士  

鱒                                           5－20cm   渡英那赤羽根町  15．5   1  

770  1200  ユ900  MBq／km2   

精   米    名古屋市北区  15，12   1   N．D  N．D  N．D  Bq悔生 

野 犬  棍    渥美郡田原町  I5・5   1   N．D  N．D  N．D  

Bq在g生   

菓 ホウレン草    ＝直美郡田原町  15．5   1   N．D  N．D  N．D  

牛  乳    名古屋市北区  15．8，16．2  2  N．D   N．D  N，D■  N・p  Bq几   

名古屋市   15．6，11  2  0．032   0．052  N．D  0．078  

日 常 食  Bq／人・日  

新城市   15．6，11  2  N．D    0．081  N．D  0．084  

海  水    伊勢湾小鈴谷沖  15．8   1   N．D  N．D  N．D  m】∋q瓜   

海底 土    伊勢湾小鈴谷沖  1声．8   1   N．D  3．4   乱9  Bq／k虞乾土   

海  1   0．062  N．D  0．074  

産  

あ さ り  知多郡南知多町  15．6   1   0．034    N．D  N．D  Bq几g生  

生  

物  1   N．D  N．D  N．D  

「N．D」は不検出。  
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Ⅴ－24 三 重 県 に お ける 放 射 能 調 査  

三重県 科学技術振興センター保健環境研究部  

市岡 高男 長谷川 圭司 橋爪 清  

1．緒 言  

三重県では、昭和63年より文部科学省の委託による環境放射能調査  

を行っている。今回は、平成15年度に実施した調査についての概要を  

報告する。  

2．調査の概要  

1） 調査対象  

降水（定時採取）106試料の全β放射能（内2試料については核種  

分析も実施）、大気浮遊じん、降下物（大型水盤による月間採取）、  

陸水（上水、淡水）、土壌、精米、野菜類（大根、ほうれん草）、茶、  

牛乳、日常食及び海産生物（鯛、あさり、わか、め）計31試料のγ線  

スぺクトロメトリーによる核種分析、サーベイメータ（月1回）及び  

モニタリングポスト（周年連続）による空間放射線量率を対象に測  

定。   

2） 測定方法  

試料採取、前処理、全β放射能、γ線核種分析および空間放射線  

量率の測定は、文部科学省編「環境試料採取法」、「全ベー タ放射能  

測定法」、「ゲルマニウム半導体検出器等を用いる機器分析のための  

試料の前処理法」、「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スぺ  

クトロメトリー」、「連続モニターによる環境γ線測定法」および平  

成15年度放射能測定調査委託実施計画書に従った。   

3） 測定装置  

GH計数装置：アロカ柑自動測定装置TDC－511，SC－756B  

Ge半嶺体検出器：SE柑O EG＆G製G別ト15190－S，92Ⅹ  

NaIシンチレーションサーベイメータ：アロカTCS－171  

モニタリングポスト：アロカMAR－21   

4）調査結果  

全β放射能調査結果は表Ⅰに、空間放射線量率測定結果は表ⅠⅠに、  

ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果は表ⅠⅠⅠに示  

した。  

3．結   

本調査は16年度目になるが、環境試料等の放射能および空間放射線  

量率は、ともに前年度まで過去3カ年の値とほぼ同程度の値を示し、特  

に異常な値は認められなかった。  
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（義一Ⅰ）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

採取  

降水の定時採取（定時降水）  

年 月   
降水量  廠射能濃度（Bqル）  

（mm）   足数   最底鹿   最値   
融闇斎．．票  

平成15年4月   174．5   13   Ⅳ．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

5月   128∴0   9   N．b   鱒．D   Ⅳ．D   

6月   397．0   10   Ⅳ．D   N．D   Ⅳ．D   

7月   429． 1 6j Ⅳ．D   Ⅳ．D   N．D   

8月   424．5   14   軋D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

9月   143．5   7   Ⅳ．D   1，7   8．5   

10月   110．5   5   Ⅳ．D   ⅣニD   軋D 

11月   159．5   9   Ⅳ．D   0－8   5．7   

1虫月   113／0   7   N．D   Ⅳ．D   Ⅳ．D   

平成16年1月   48．0   5   ・D   町D   Ⅳ・D   

2月   32．5   4   Ⅳ Ⅳ．D   軋D   

3月   127．0   7   Ⅳ．D   Ⅳ．D  Ⅳ．D   

年闇 値  ．2287．0   10（∋   Ⅳ．D   1．7   Ⅳ．D～1815   

前年度までの過去3年間の値  266  Ⅳ．D   1．7   軋D～212．3   

（義一ⅠⅠ）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／hト  サーベイメータ  

測 定年 月  

革低   最高値   平均値   （nGy／h）  

平成15年4月   45．7   58．9   嬬48．0   52   

5月   45．4   69．8   47．1   47   

6月   45．6   68．6   48．】．   48  

7月   4・5．8   70．5   48．5   47   

8月   46．1   71．2   48．8   48   

9月   43．0   61．5   48．4   54   

10月   47＼1   64．8   48．9   49   

11月   47．0   62．4   49．2   48   

12月   42．1－   73．0   49．1   50   

平成16年 1月   43．6   76．3   48．4   50   

2月   46．8   79．8   49．2   48   

3月   46．9   61．9   48．5   52   

年  間  値   42．1   79．8   48．5   47～54   

前年度までの過去3年間の値   41   90．5   47．4   58．1～65．6   
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（義一Ⅲ）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採   137cs  
前年度まで  

歯科名  
採取場所   取 年  

過去3年間の値  

た人工放  

単 位  

月   

数  

射性核種  

大気浮遊じん   四日市市   
15．4  

4  N．D  N．D   N．D   N．D   N．D   嘘q／m3   

～16．3  

降 下 物   四日市市   
15．4  

12  ・p  N．D   N．D  0．098  N．D   弧qパ皿2   

～16．3  

嘩  
蛇口水  四日市市  15．6  1  N．D  雨．D   N．D   N．D   N．   

嘘q／L  

水  N．D   無   無   N．D   

0～5  N．D  ．D   N．D   N．D  鱒q／kg乾土  
15．9  1  

土  Cm   菰野町  
N．D  N．D  N．D   ・D   脇q／血2  

N．D   N．D   N．D  Bq／kg乾土  

Cm   撃  
N．p  N．D   N．D   N．D   腫q／1皿2   

精  米   松阪市  15．9  1   N．D  N．D   N．D   N．D  Bq／kg精米   

野  

多気郡  

明和町   

1，1Ⅰ  1   N．D  N．D  0．056  N．D   

重郡  
叫／k生  

菜   

楠町   

15．11  1   0．0582  N．D   N．D   N．D   

多気  

大台町   

15．5  1   

茶  N．D   N．D  N．D  0．169  N．D  Bq／kg乾物  

亀山市  15．5  1   

牛   乳  

度会郡  

大内山村   
15．8  1  N．D   N」D  N．   N．D   N．D   Bq／L   

日 常 食  津市   

15．6  
2  N．D   N．D  

15．12  
N．D  0．0年5  N．D  Bq／人・日   

魚類  

海  

1．5．5  1   0．128  0．107  0．223  N．D   

産  伊勢市 

生  
15．4  1   N．D  N．D   N．D   N．D  Bq／kg生  

物  
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Ⅴ－25 滋賀県における放射能調査  

滋賀県立衛生環境センタ嶋  

金田恵美子 坪田でるみ 桐山徳也 山中直  

1．緒言  

前年度に引き続き、滋賀県が平成15年鹿に実施した文部科学省委託に  
よる環境放射能水準調査の結果を報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

① 食べ｝タ放射能 定時降水   

② 核種分析調査  大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、穀類（精米）、  

野菜類（大根、ホウレン草）、牛乳、日常食（都市部）   

③ 空間放射線畳率  

2）測定方法  

測定方法等は、平成15年慶應境放射能水準調査費託喪施鮮画草に  

従い行った。  

8）測定装置   

① 全ベータ放射能  

GM計数装置（ALOKAJDC－163）   

② 核種分析調査  
ケ●ルマニウム半導体核種分析装置（ORTEC GEM－15180P、SE［KO  

③ 空間放射線量  
サーベイメータ（ALOKA TCS－166）  

モニタリングポスト（ALOKA MAR－2り  

4）調査結果   

① 全ベータ放射能  

定時降水における測定結果を表1に示す。す の試料で検出下限値  

未満であっキ。   

②核種分析調査  

ケ■ルマニウム半導体核種分析装置を用いた環境試料中一870＄の測定結果を  

表2に示す。過去3年間には土壌、日常食から低レベルの18了G＄が時折検  

出されているが、平成1与年度も日常食の検体で低レベルの1a7csが検出  

された。   

③空間放射線量率  

大津市における測定結果を表3に表す。前年度と同程度の値であった。   

3．結語  

調査結果は前年度とほぼ同程度あり、特に鼻常値は謎められなかった。  
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表－1定時降水試料申の食べータ放射能調査結果  

野水量  

醸水の定時採取（定時降水）  

原敬年月日    （mm）  
妙射能諒恕く亘q／り  月間降下量  

測定癒  畢底値  恵高値  （MBq／km之）   

平鹿15年  4月   66   12   ．D   N．b   N．D  

5月   98   9   N．D   N．D   N．D  

6月   309   14   N．D   N．D   N．D  

7月   282   12   N．D   N．D   N．D  

8月   296   8   N．D   N．D   N．D  

9月   227   6   N．D   N．D   N．D  

10月   67   5   N．   N．D   N．D  

11月  143   8 8 軋D   N．D   N．D  

12月   77  6   軋P   N．D   N．P   

平成16年  月   38   6   N．D   N．D   N．D  

2月   39   4   N．D   N．D   N．D  

草月   103   9   N・P   N．D   N・’P  

摩周療 1頗5 寧9  牲ロ  N▲D  畔D  

前年度までの過去3年間の鹿  N．D  3．5  6   

表－2ゲルマニウム半導体核種分析装置による核種分析測定醜査鏑果  
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喪－3 空間放射線畳率測定結果  

モニ伊ノングポスト  
採取年月日  

サーベイメ⊥タ （nQy／h）∴    単位  最蜂値  牒席債  平均値   

平成15年  4月  hGy／h   32 46   34.8 99．8  

5月  nGy／h   32   63   33．9   ■．  

6月  nGy／h   3さ   62   35．3   9軋2  

7月  nGy／h   33   61   34．9   98．4  

8月  nGy／h   33   72   35．由   9亭．8  

9月  nGy／h   34   46   35．5   101．0  

1d月  nGy／h   34   47   35．9   如．8 

11月  nGy／h   34   47   36．4   101 

12月  nGy／h   34   ＄9   36．0   103．8   

平成16年  1月  nGy／h   33   62   35．4  102．0  

2月  nGy／h   33   54   84．9   104．0  

3月  nGy／h   33   や5   35．0   96．4   

年間値  nGy／h   32   72   35．8   93．2～104．0   

前年度までの  CP＄  12月＊1   21．0ヰ1   13．5＊1   

過去3年間の値  
90⊥0～110  

49＊2  34．7＊2   

＊1：平成12年4月～平成14年2月12日までの値（札OK入 れ肌恥15にて測定）  

＊2：平成14年2月18日～3月31日までの値（ALOKÅ 賊ÅR－21にて測定）  
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Ⅴ－26 京都府における放射能調査  

京都府保健環境研究所  

東本智徳、前田高志、漉過哲也  

水本美佳、藤波直人、筒井剛毅  

1 緒 言  

京都府では、前年度に引き続き平成15年度においても、文部科学省委託による環境放射能水準調査   

及び放射線監視交付金による高浜原子力発電所周辺の環境放射能調査を行ったので、その概要を報告   

する。  

2 調査の概要  

く1）調査対象   

① 環境放射能水準調査  

浮遊じん、降下物（定時及び月間）、陸水（上水及び淡水）、土壌、農畜水産物（精米、茶、  

大根、ほうれん草、牛乳、ふな、さば）、日常食及び空間線量卒   

② 高浜原子力発電所周辺の環境放射能調査  

浮遊じん、月間降下物、陸水（上水及び淡水）、土壌、農畜産物（玄米、大根、ほうれん草、高  

菜、みかん、生椎茸、小豆、馬鈴薯、梅、きゆうり、やまぶき、牛乳）、指梼植物（よもぎ、松葉）、  

海産生物（さざえ、めばる、あじ、かたくちいわし、いか、なまこ、うまずらはぎ、わかめ、ほ  

んだわら）、海底土、海水及び空間線量率   

（2）測定方法  

試料の調製及び測定方法は、科学技術庁編『全ベータ放射能測定法』、『ゲルマニウム半導体検出   

器を用いた機器分析法』及び『ストロンチウム分析法』等に準じた『京都府環境放射能測定法（改訂  

Ⅱ）』によった。  

（3）測定装置  

測定機器は、別表のとおりである。   

（4）調査結果  

表Ⅰ～Ⅴに調査結果を示す。   

① 環境放射能水準調査  

定時採水を除く環境試料について、ゲルマニウム半導体検出器による核種分析調査を行ったと  

ころ、土壌、大根、日常食及びさばから137C＄が検出された。   

② 高浜原子力発電所周辺の環境放射能調査  

従来の測定値と同程度の187C＄及び90S rが検出された。  

3 結 語  

平成15年鹿の調査結尾は、前年度と同程度のレベルにあり、特に異常値は認められなかった。  
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Ⅰ定時採水試料中の全べ†タ放射能調査結果   

琴取年月   放射能濃度（Bq／L）  月間降下畢  

（mm）  測屋敷   最底値   （MBq／kふ2）        最高値   

平成15年4月   137．0   1ヰ   N、D   1．了   ∴翫痛   

5月   89．0   9  －   ●1   70．9   
6月   266．0   1ヰ   4．5   4．5   110．8   
7月   213．5   N．D   N．D   N．D   
8月   275．0   10   N．D   2．4  ●●   

9月   164．0   7   N．D   N．D   N．D   
10月   68．0   5   N．D   N．D   N．D   

11月   136．0   8   N．D   N．D   N．D   
12月   65．5   5   N．D   N．D   NJD   

平成16年1月   1臥5   4   N．D   1．9   1．d   
2月   34．0   4   N．b   3．8   5．7   

3月   9二1．ノ8   9   N．D   N． N．D   
年間借   1557．5   100   N．D   l▲  N．b～11軋6   

過去3年間の儒  245   N．D 4．1  N．D′｝93′て7   

採取地点：京都府伏見区村上町395京都府保健環境研 所産上   

Ⅱ 放射化学分析結果  

冨式科名L   部位  、採取地点  探取年月日   ＄ト90濃度 

3年間の値   

河川水  ㌢朝来川  H15．5．29  2カ± 0．28 3．3■－ヰ．j mBq／L   
Hl5．5．23  330 ± 23  1  

よもぎ   菓   
大山  890   

小事q／k㌢生  

吉坂  H 520 

米   玄米   大山、  H15．10二22   一   N．D～5¢   

牛乳   原乳  多祢寺  Hl説11．細   N．D   N．D一－55   ィn白q／ 

めばる   全身  毛島沖  H15．ヰ．柏   N．D   軋D   

なまこ   全身、  毛島沖  H15．ヰ．17   N．D   N．D   血Bq／kg・生  

ほんだわら   毛島沖  H15．ヰ．18   N．D   N．D一－140   

Ⅲ 牛乳中の卜131分析結果  

採取場所   京都市   舞鶴市  過去3年間の値（Bq／L） 

採取年月日  H15．8．25  Hl5．5．19  H15．11．20   最低値   最高値 
日放射能濃度   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  
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Ⅳ ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

試料名    採取喝帝  採癒年月  検体傲   Cs・－137  前年度まで過去3年間の値   その他の検出された  

低値   最高値   最低値   最高値   人工放射性核種   

大気浮立じん∴′    ′京都市  H15．4”H16，8   ヰ   N．D N．D   N．D   N．D   N．P   両日q／ma  

鶴市  H15．ヰ■－H18．8  2ヰ   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

降下物  H15．ヰーM8．3  12   N．D   N．D   N．D   0．062：土 0．014   N．D   MBq／km之  

舞市  H15．4■一日16．．3  12   N′．D   N．D   軋D   0．12±：0．015   N．D   

上  N．   N．D   N．D   N．D   N．D   mBq／L  

水   鶴市  H15．5．H15．11   2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

陸  N．D   N．D   N．D   N．D   N．D  

水  淡  2   N，D   N．D   N．D   N．D   N，D  

水   綾部市  H15．5   N．D   N．D  N．D   N．D   N．D  

地下水  幸治市  H15．12   N．D   N．D   N．D   N．D   軋D   

高柳市  Hl説7   l  30 士 08ヰ  3．0 土 0．糾  2．¢ 土 0．30  乱6 士 030  ND  B ／k  土  

0｛・5（；m  
73 ± 8．2  7a 士 8．2  57 士 8．6  93 士 7．7   N．D   MBq／km之  

土  舞鶴市  H15．7   ¢  7．0 ± 0．82  100 ± 1．2  1．7 ± 0．27  120 ± 1．3   軋D   Bq／kg乾土  

壌  綾部ね  H15．7   55 士 0．81  55 士 0．81  20 土 0．ヰ7  35 士 0．もヰ   N．D  

5′－20¢h   京彿市  H15．7   l  2．3 士 0．28  2．3 土 0．28  0劇‡士 0．23  4．8 士 0．30  軋D  B ／k 土  
350 ± 42′  350 士42  1さ0 ± 35  6さ0 土 那   札D   MBく】／km之   

精米  京都市  H15．11   N．D   N．D   N．D   N．D   N，D   Bq／k圧縮米   

玄米  舞鶴市  H15．10   5   N，D   0．20 士 0．023   N．D   0．72 ± 0．031   N．D   Bq／kg生  

綾部市  H15．11   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

大根（根）  京都市  H15．1l   0．017 士0．0052  0．017 士0．0052   N．D   N．D   N．D  

鉢鶴市  H15．12  3   N．D   0．Oa9 士0．00ヰ2   N．D   N．D   N．D  

野  舞鶴市、  H15．12   3   N．D   0．20 ± 0．011   軋D   0．別掩：LO．012   N．D  

莱  ほうれん草   ’京都市  H15．11   N，D   N．D   N．D   N．D   N．D  

鶴市  H15．11   8   N．D   0．073 士 0．012   N．D   0．15 ± 0．014   N．b  

高  H15．ヰ   8   N，D   N．D   N．D   0．023 ±0．0073   N．D   

みかん  た鶴市  H15．12   N．D   N．D   N．D   0カ1ヰ．士0．0085   N．D 

生椎茸  舞鶴市  H15．4   1．7±：0．020  1．7± 0．0紬  1．1士 0．OaO  1．8士 0．020   N．D   

馬鈴薯  簸市  H15．6   2   N．D  N．D   札D   ．D   N，D   

小豆  舞鶴市  H15．11   2   N．D   N．D   N」D   0．25土 0．022   N．D   

よぎ  舞鶴市′  H15．5，H15．10   8 N．D   0」80 ± 0．019   N．D   0．＄6 士 0．¢22   N．D  

疲紺市  ■H15．5．H15．10   2  0．12′土 0．013  0．1ヰ 士 0，018  0．10 ±0．011  0．26± 0．019   N．D  

松  舞鶴市  H15、9   a   N．D   N．D   N．D   0．056 ±0．0075   N．D  

綾部市  、H15．9   N．D   Nノ．D   N．D   0．060 士0．0085   N．D   

梅 女鶴市，  H15．8   N．D   N．D   ．D   N．D   N．D   

如うり  舞鶴市  H15．8   2   N．D   N．D   N．ロ   NiD   N．D  

綾部市  H15．8   0．021士0．0049  0．021士0．0040   N．D   0．02¢±0．0035   N．D   

やまぶき  綾部市  H15．5   0．030 ± 0．010  0．030 ± 0．010  0⊥027：土0．0088  0．043 ± 0．010   N．D   

茶  幸治市  H1説5  口  N．D   N．D  N．D   N．D  N．D   Bq／kg乾物  

加悦町  H15．5   N．D   N．D   N．D   0．46 士 0．05ヰ   N．D   

牛乳  東亜市  H15．8 N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／L  

舞鶴市  Hほ、5．H15．11   2   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   

淡水産生物（フナ）    宇治市  H15．12   N．D   N．D   N．D   N．D   N．D   Bq／kg生   

日常食  京都市  H15．6．H15．12  2  0．021±0．0058  0．025 土0．0051   N．D   0．038 ±0．0051   N．D   Bq／人■日 

真水  舞鶴沖  H15、8．H16，2   2  1．了 士 0．87  1．8 ± 0．ヰa  1．丁 士 0．3丁  2．8 土 0．40   N．D   mBq／L  

海底土  舞鶴沖  H柑．8．H16．2   6  1．4 士 0．21  2．2 ± 0．25  1．7 士 0．22  2．6 ± 0．22   N．D   Bq／k山姥土   

さば  京都市  H15．11   0．078 ±0，0050  0．076 ±0．005‡I  0．09ヰ ±0．0078  0．12：土 0．014   N．D   Bq／kg生  

めばる  免租沖  H15．4   3  0．05Q ± 0．015  0．12：± 0．016  0．0糾 ± 0．01ヰ  0．16 士 0．018   N．D  

あじ  舞鶴沖  H15．10   0．15 士 0．015  0．15 ± 0．015  0．0的 ± 0．018  0．14 ± 0．01¢   N．D  

海  0，053 ± 0．010  0．053 ± 0．010   N．D   0．055 士 0．011   N．D  

産  N．D   N．D   0．0ヰ5 ± 0．01a  0，07了 ± 0．013   N．D  

生  物  無血沖  H15．ヰ，H15．11   2   N．D   0．031±0．0092   N．D   0．054 ±0．0097   N．D  

さざえ  象鶴沖  H15．¢   3   N．D   N．D   N．D 0．069 ± 0，018   N．D  

なまこ  舞鶴沖  H15．4   3   N．D   0．080 士 0．016   N．D   0．14 ± 0．02ヰ   N．D  

わかめ  舞鶴沖  H15．4   3   N．D   N．D   N．D   0．070 ± 0．020   N．D  

ほんだわら   舞鶴沖  H15．4   3   N．D   N．D   札D   0，096 士 0．022   N．D   
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Ⅴ 空間放射線畳率測定結果  

測定場所 モニタリングステーション（nGy／h）  サーヘ’イトタ（nGy／h）  

舞  鶴市大山  舞鶴市吉坂  舞鶴市倉梯  

低値  最高個   

京都市 
測定年月   平均値  最低値  最高値  平均値  最低値t最高値   平均値   

平成15年4月   32   57   35   37   59   40   48   69   52   83   
5月   32   58   33   37   ＄1   39   48  73   
6月   32   ＄0   34   37   70   40   46   76   51   81   
7月  31  74  35  38  69  40  まl  79  51   8585 
8月   32   72   34   86   83   40   46   86   印   82   
9月   32   50   33   3了   ＄2   40   4了   61   ヰ9   85   

10月   32   54   34   38   糾   40   45   69   50   85   
11月   32   70   35   37   73   41   48   75   52   83   
12月  29   81   35   34   85   41   ヰ5   95   62   83   

平成16年1月   24   8ヰ   32   30   88   39   45  108   52   81   
74   33   36   81   40   48   83   52   82   2月  27  

3月  29   56   34   33   74   40   48   76   51   83   

24   84   34   30   88   40   45  108   51   83   
過ま3年間の値  22  100   34   28  124   l   42  111   52   ；●   

測定場所 モニタノングステーシヨ      ン（nGy／h）  

舞  鶴市塩汲  舞鶴市岡   安▲㌻ 舞鶴市老冨   

測定年月   高値l平均値   最低値l最高値   平均値  最低値  最高情  平均値   

平成15年4月   35   61   39   38   55   39   42   62   45   

5月   36   62   38   37   61   39   43   67   45   

6月   36   63   39   36   62   40   42   71   45   

7月   36   76   39   36   64   39   41   72   45   

8月   36   80   38   36   74   39   42   78   45   

9月   38   57   38   36   57   39   43   65   45   

10月   36   58 38   37   57   39   44   89   ▲ ●   

‖月   3¢   78   40   36   67   40   43   73   47   

12月   29   89   40   34   84   41   34   83   46   

平成16年1月   25   85   36   31   84   40   30   91   42   

83   37   35   74   40   36   84   43   2月  29  
3月  30   65   38   33   66   39   35   80   ヰ4   

25   縛   38   31   84   〃l   30   l   45   

過去2年間の儒   24  117   ●   30   9？   41   33  106   44   

別表 測定機器  
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Ⅴ－27大阪府における放射能調査  

大阪府立公衆衛生研究所  

肥塚利江渡辺 功  

1緒言  

大阪府では、昭和35年度より文部科学省（旧科学技術庁）の委託により放射能調査を  
実施している。今回は、平成15年度に実施した調査結果について報告する。   

2調査の概要  

（1）調査対象  

・全ベータ放射能：降水（定時）  

・核種分析：大気浮遊じん、降下物、上水（原水・蛇口水）、土壌、精米、   
野菜（タマネギ・ダイコン・ホウレンソウ・キャベツ）、牛乳（原乳・市販乳）、   
日常食、海水、海底土、海産生物（サバ）  

・空間線量率：モニタリングポスト（1地点）、シンチレーションサーベイメータ（5地点）  
（2）測定方法   

平成15年度放射能測定調査委託実施計画書に準じて行った。  
（3）測定装置  

・全ベータ放射能：低バックグラウンド放射能自動測定装置（アロカ製LBCM472－Q型）  

・核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（東芝製IGCN20175SD型）  
・空間線量率：モニタリングポスト（アロカ製MAR－21型）  

シンチレ⊥ションサーベイメータ（アロカ製TCS－166型）  

（4）調査結果  

・全ベータ放射能：定時降水試料中の全β放射能調査結果を表1に示す。  
85件中5例検出したが異常値は認められなかった。  

・核種分析：環境及び食品試料中のゲルマニウム半導体検出暑引こよる核種分析測定  

調査結果を表2に示す。上水（原水）試料より、昨年度と同様、微量の 131Ⅰ  

が検出された（0．4mBq／L）。  
その他の試料に異常値は認められなかった。   

・空間線量率：モニタリングポスト及びシンチレーションサーベイメータによる空間放射  

線量率測定結果を表3に示す。異常値は認められず、昨年度までと同程  
度の値であった。   

3結語   

平成15年度の大阪府における放射能調査結果は、昨年度と同様、平常値であり、人工  
放射性物質の新たな環境への放出は無いことが確認された。   

昨年度に続き今年度も上水道原水に微量の131Ⅰを検出したが、飲料水の摂取制限に  
関する指標の約1／105のレベルであり、府民への健康影響はない。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水畢  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

mm           （MBdノkm2）    測定数  最低値  最高値   

′  

平成15年 岬   126   10   ND   ND  ND   

平成15年拍   77   9   ND   0．32   0．61   

平成15年 6月   －149   10   ND ND   N   

平成土5年 7月   161   11   ND   ND ND   

車成15年 8月   132   9   Nb   0ニ32   わ．56   

平成15年 9月   143   6   ND   ND   ND   

平成15年10月   88   5 ND   0．37 0.58 

平成15年11月  1？9   9   ND ND ND   

平成15年12月   61   3   ND   0．32   0．59   

平成16年1月   20   2   ND   0．86   5．92   

平成16年 2月   29   2   ND   ND   ND   

平成16年 3月   103   9   ND   ND   ND   

年間値   1218   85   ND   0．86   ND～3．92   

前年度までの過去3年間の値  233   ND   2．65   ND～16．2   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

137  

森村名  
検  その他の検出  

採取場所   採取年月  
体 数   平成15年度  

単位   

射性核種  

最低値最高値  

大気浮遊じん   大阪市  H15・4∵ H16－3  田  ND  ND  ND  ND  mBq／m3   

睦下物  大阪市  H15．4 ノ↑－ H16．3  12  ND  ND  ND  0．047  MBq／km2   

H15．6   ND  ND  ND  ′ 131Ⅰ：0．4   
陸   上水・原水  守口市    ロ  mBq／L  
水                        蛇口水  大阪市   H15．7   ND  ND  ND  

0～5cm  木阪市   2．3  1．9  5．9  Bq／kg乾土  
H15．8   

土  
130  1  290  MBq／km2  

壌  2．9  3．3  4．1  Bq／kg乾土  
H15．8   

490  650  850  MBq／k血2   

精米  大阪市   H15．11   ND  ND  ND  Bq／kg精米   

ダイコン  大庭市   H15．11   ND  ND  0」012  

Bq／kg生  

農  H15．11  ■   ND  ND  ND  
産  

物  H15．7   ND  Nb  ND  

8q／kg生  

キャベツ  熊鱒町   H16．1   ND  ND  0．01ウ  

H15．8   ND  ND  ND  ND  
牛   原乳  堺・羽曳野市    ロ  Bq／L  

乳                       市販乳  大阪市   H15．8   ND  NP  ND  0．073  

日常食  大阪市  H15．6 ～H15．12  2  0．035  0．049  ND  0・P47  Bq／人／日   

海水  大阪港   H15．7   ND  ND  ND  mBq／L   

海底土  大阪港   H15．7   3．0  2．0  2．1  Bq／kg乾土   

大阪市   H15．11   0．062  0．09  0・1  
海   

産  

生  
Bqノkg生  

物   
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表 3 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／hr）  サーベイメータ（nGy／hr）  

測定年月  

最低値  最高値  平均噂  当所中庭 大阪城牟園熊取町3地点   

平成15年 4月   37   49   39   125  8．1   

同  5月   38   56   39   122   85・6   

同  6月   38   57   40   124  91．2   

同   7月   39   58   40   122  86・4  74．4～109   

8月   38   60   40   116  82．9   

同  9月   38   46   40   119  85．8   

同  10月   37   51   39   123  8313   

同   11月   ’37   48   39   119  86，0   

同   12月   36   46   37   126  89．0   

平成16年1月   36   47   37   122  87．0   80．9～115   

同  2月   36   59   37   124  91．8   

同 3月   3   55   38   1声   80・8   

年間値   34   60   39   113～126 81㌧・92   74～115   

前年度までの  

過去3年間の値   
35   187＊   41   116 ～131 85～101   76～120   

＊：平成12年10月近接建築物の非被壊検査の影響  
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Ⅴ－28 兵庫県における放射能調査  

兵庫県立健康環境科学研究センター  

桟村公郎t住友聡－  

1．緒言   

前年にひき続き，平成15年度に兵庫県が実施した文部科学省委託による環境   

放射能水準調査結果について報告する．  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時採取した降水，大型水盤による降下物，大気浮遊塵，上水（蛇口水），土壌，  

日常食，牛乳（生産地），野菜（生産地），米（生産地、消費地），海産生物（いかな  

ご），空間線量率   

（2）調査方法  

試料の前処理，全ベータ放射能測定及び核種分析は，文部科学省のマニュアル  

に準拠した．  

（申測定機器  

アロカ LBC472  

東芝 高純度ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置  

アロカ MAR－21  

アロカ TCS－171  

3．調査結果   

（1）定時採取による降水の全ベータ放射能測定結果を表1に示す．過去3年間と  

ほぼ同様のレベルにあり異常値は認められなかった．   

（2）ゲルマニウム半導体γ線核種分析装置を用いた137c＄の測定結果を表2に示  

す．137csは土壌，海産生物に検出されたが過去3年間と比べて差は認められ  

なかった．その他131Ⅰなどの人工放射性核種は全て認められなかった．  

（3）空間線量率及びモニタリングポストの測定結果を表3に示す．空間線量率は  

平成14年から測定器を変更したため新しい測定器で過去1年，古い測定器  

で過去2年と比較したが差は，認められなかった．モニタリングポストは平成13  

年度から測定機器を変更したために過去2年と比較したがこれも差は認めら  

れなかった．．   

（4）結語  

平成15年度兵庫県における放射能調査において土壌及び海産生物に人工  

放射性核種である－37csが検出されたが，その値は過去3年間の値と大きく異  

なることなく異常値は認められなかった．サーベイメータによる測定値およびモ  

ニタノングポスト測定値についても異常値は認められなかった．  
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表1定時採取による降水の全ベータ放射能（神戸市）  

採取   降水量   降水の定時採叡（定時降水）  月間降下量（MBq／km2）   

年月   （m叩）   放射能濃度（Bq／L）  （ナ線核種定性鱒析）   

測定数  最低値 最高峰  

2003．04   14了．6   10   N．D．  2．1   46．5（人士核種検出しない）   

2003．05   7臥0   7   N．D．  2．4．   40．0（人工核種検出しない）   

2003，06   226．2   N．D．   1．2   85．9（人工核種検出しない）   

2003．07   194．6   10   N・D・  q7   14．9（人工核種検出しなし＼）   

2003．08   301．5   10   N且  08   11．1（人工嘩種検出しなし＼）   

2003．09  119．1   9   N．D．  N．D   叫D   

2003．10   55．2   5   N．D．  N．D   N」〕   

2003．11   103．7   7   N．D．  2．1   3．1（人工核種換出しない）   

2003．12   了3．3   4   N．D．  N．D   N．D   

2004．01   9．8   N．D．  N．D   N二D  

2004．02   20．6   3   N．D．  N．D   N．D   

2004．03   85．0   8   N．D．  1．0   2「8（人工核種検出しない）   

年間値   1414．6   85   町D．  2．4   N．D．「85．9   

前年度革での過去寧年の値   212（合計）   N．D．   7．9  N．D．－79．4   

注：降水量は1mm以下の全ベータ測定を行わなかった降水も含む  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検   187cs  過去3年の値   その他検出   

試料名 採飯場所採取年月  体  単位  

数   放射性核種   

大気浮遊塵神戸市2003．04－2004．03  4   N，D． N．D．N．D． N．D．   検出しない  mBq／M3   

豊岡市2003．04－2004．03  4   N．D． ND． N．D． N．D．   検出しない  mBq／M3   

降下物  神戸市2003．04－2004．03  12   N、D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  MBq／km2   

蛇口水  神戸市2003．06   N，D． N．D． N．D， N．D．   検出しない  mBq／l   

土壌0－5cm加西市2003．07   19  19  35  53   検出しない  Bq／kg乾土   

土壌5－20cm加西市2003．0フ   1．1  1．1  3．3  9．2   検出しない  Bq／kg乾土   

生産地米 加西市 2003．11   N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／kg精米   

消費地米 神戸市 2003．11   N．D． N．D． N．D． N．D． 検出しない  Bq／kg精米   

大根  加西市 2003．11   N．D． N．D． N．D． N．D   検出しない  Bq／kg生   

ホウレン草 加西市 2003．11   N．D． N．D，N．D． N．D   検出しない  Bq／kg生   

牛乳  三原町 2003．08   N．D． N．D． N．D． N．D．   検出しない  Bq／l   

日常食  加古川市2003．06，2003．12  2   N．D． 0．027 N．D．N．D．   検出しない  mBq／人日   

海産生物 明申市 2003・04   54  54  50  87 検出しない  mBq／kg生   
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表3．  空間放射線量率測定結果（神戸市）  

測定年月   モニタリングポスト（nGシ／hr）   サーベイメータ（nGy／h）  

最低値 衰高値  平均値   工ネルキーー補正型  

2003．04   39  55  41   93   

2003．05   39  64  41   96．   

2003．06   39  81  42   92   

2003．07   39  85  42   109．   

2003．08   39  62  42   

2003．09   qO  53  42   105．   

2003．10   4〔）  54  42   94．  

2003二‖   40 66  42   98．   

2003．12   40  60  41   105．   

2004．01   39  50  41   103．   

2004．02   40  71  42   103．   

2004．03  39  59  41   104．   

年碑値   39  85  年2   92－111   

前年度までの   測定器変更のため過去2年の値   新旧の測定器の値（新1年，旧2年）   

過去3年の値   35  59  40   92…119   
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Ⅴ－29 奈良購蟄をこおをサ●る放射禽転調査  

奈良県保健環境研究センター  

岡田作、玉瀬音久雄、北村 栄治  

1．緒  言   

前年度に引続き、奈良県において平成15年度に実施した文部科学省委託による環境  

放射能水準調査の結果を報告する。  

2．調査の概要  

（1）調査対象  

定時降水の全β放射能。空間放射線量率。大気浮遊じん、降下物、土壌、陸水、牛  

乳、精米、野菜類、日常食および茶の核種分析。  

（2）測定方法  

試料の前処理、全β放射能測定、核種分析及び線量率測定は、文部科学省の「放射   

能測定調査委託実施計画書」「全β放射能測定法」「Ge単導体検出器を用いた機器   

分析方法」等に従って実施した。  

（3）測定装置  

全β放射能 全βGM自動測定装置（アロカLBC－4202型）  

γ核種分析 Ge半導体核種分析装置（東芝NAIGIGC16180SD型）  

空間線量率 ⅣaI（Tl）シンチレーションサーベイメータ（アロカTCS－171型）  

モニタリングポスト（アロカ MAR－21型）  

（4）調査結果  

定時降水中の全β放射能調査結果を表1に示した。異常値は認められなかった。  

Ge半導体核種分析装置による137cs測定結果を表2に示した。土壌，茶および日常   

食でIa7csが検出されたが、過去3年間と同程度であった。  

空間放射線量率測定結果は表3に示した。異常値は認められなかった。  

3．結   

平成15年度の調査結果において，環境放射能レベルは低いながら一定の濃度を推移し，  

いくつかの食品試料，土壌等に137csが断続的に検出されている．今後も環境での動態，  

摂取量などについて継続した調査が必要と考える．  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射濃度（Bq／    1）  
月間降下量  

（MBq／km2）  

（mnl）  最低値  最高値  

平壌15年4月   206．5   ND  0．9  11．2   

5月   127，0   9   ND  ND  ND   

6月   273．8   12   ND  ND  N【）   

7月   2036   12   ND  0．：き  1．7   

8月   293．3   10   ND  0．3  0．7   

9月   237．0   7   ND  0．：‡  14．1   

10月   拍1．1   5   N  ND  ND   

11月   238．2  9   ND  0．6  2．7   

12月   32．6   3   ND  0．7  4．8   

平成16年1月  40．9   3   ND  1．0  8.9 

2月   25．5 2   ND  0」4  7．8   

3月   138．3   10   ND  0．6  9．0   

年間値   1947．8   93   ND  1．0   Np～14．1  

前年度までの過去3年間の値  260  ND  軋5  ND～27．0   
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表2 γ線核種分析調査結果  

検  

セシウム137  前年度までの  

書式科名  採取場所  採取年月   体  
過去3年間の値  

単位  

数                  最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊じん  奈良市  15．3－一16．3  4   ND   ND   ND   ND  mBq／m  匂   

降下物  奈良市  15．3～16，3  12   ND   N【）   ND   ND  M8q／km  2   

陸水（蛇口水）  奈良市   15．6   ND   ND   ND   N   mBq／1  

表層  4．1√  1．8   6」4  Bq／kg乾h  土  

橿原示   15．7   

土  286  64．6 341  MBq／k  

壌  下虚  4．2  2．4   5，0  8q／kg乾  

橿市   15．7   

（5～20¢m）   女76  305   588  MBq／k巾  和   

精米  橿原市   15．10   ND   ND   ND   ND  セq／kg麟  準   

野 大根   榛原町   15．12   ND   ND   ND   ND   

Bq／kg生  

菜  15．12   ND   ND   ND   ND   

茶  奈良市   15．6   2   ND   0．302   ND   0．87  申／kg乾  鱒  

牛乳  ，大宇陀町  15．8  ND ND  ND  ND  Bq／1  

日常食  橿原市   15．6，15．‖   ND   0．034  ND  0．040   Bq／人・  日   
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表3 空間放射線量率調査結果  

モニタリングポスト（    nGy／h）   サーベイメータ  

調 査年 月  
最低値   最高値  平均値   （nGy／h）   

平成15年4片   49   63  51  64   

5月   48   69  51  66   

6月   49   72  52  70   

7月   49   68  52  66   

8月   49   76  52  64   

9月   50   61  52  65   

10月   66  52  66   

11月   50   63  52  63   

12月   由   64  52  66   

平成16年1月   49   62  51  65   

2月   49   80  52  66   

3月   50   67  52  64   

年 間 値   48   80  52  63～70  

前年度までの過去3年間の値   45＊1   72＊1  50＊1  64～68＊2   

（注）   

＊1：モニタリングポスト機器更新（H14年3月）後の値を使う。   

＊2：サーベイメーター機器更新（H14年4月）後の値を使う。  
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Ⅴ－30 帯口歌山県古こおをサる放射禽短評河査  

和歌山県環境衛生研究センター  

勝山 健  瀬谷 真延  

坂本 明弘  

1．緒 言   

前年度に引き続き、平成15年度文部科学省委託による放射能水準綱査について報告する。   

2．調 査 の 概 要  

1）調査対象  

定
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大気浮遊塵、降下物、蛇口水、日常食、土壌、各種食品 く牛乳、白  

）の核種分析、及び空間線量率測定を行った。   

2）測定方法  

試料の調整及び測定方汝は、「平成15年度環境放射能水準調査委託実施計画書」、昭  

和51年改訂「全β放射能測定汝」、平成4年改訂版「Ge半導体検出器によるガンマー  

線スペクトロメトリー」に基づいて行った。  

3）測定装置  

・核種分析：Ge半導体検出器（SEIKOEG＆G製 G．EM－15190－P’型）  

・全β放射能：低バックグランド全β放射能測定装置（アロカ社製 LBC－452U  

型）  

・空間線量率：シンチレーションサーベイメータ（アロカ社製 TC S－166型）  

モニタリングポスト（アロカ社製 MAR－21型）  

4）調査結果  

表1に定時降水試料中の全β放射能測定結果を示した。  

表2に陸水、土壌、日常食、精米、野菜等のγ線核種分析結果を示した。  

表3に空間線量率測定結果を示した。  

3．結 語  

今年度の調査結果は、過去の調査結果とほぼ同程度で特に異常は見られなかった。  
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放射能の測定調査  

表1  定時降水試料中の全β放射能測定結果  

降水の定時採取（定時降水）  

月間降下物  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度（Bq／ 且）  （MBq／km2）  

（m犯）  

測定数  最低値  最高値   

平成15年4月  16 5．5   8   ⅣD   ND   ⅣD   

5   6 8．0   10   ND   2．04   7．10   

6   241．0   ⅣD   ND   ND   

7   7 2． 5   7  ⅣD   ⅣD   ND   

8   2 78．．0   7 ND   ND   ⅣD   

9   196．0   7   ND   ⅣD   ⅣD   

10   90． 5   5   ND   0．71   1．27   

11   2 58．0   8   ND   ND   ND   

12   40．5   3   ND   ND   ND   

平成16年1月  21．0   2   ND   ⅣD   ND   

2   68・ 3   ND   ND   ND   

3   7 3．0   7   ND   ND   ⅣD   

年 間 イ直   21．0～278．0  3～11   ND   2．04   ND～7．1   

前年までの過去  ND   1．35   ND～15．2   

3年の値   
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表2  ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

セシウム137  

試料名  採取場所  採取年月  検体  単位  

数  人放  

射性核種         最低値  最高値  最低値  最高値   

大気浮遊塵   和歌山市  3ケ月毎  4  ND  ND  ND  ND  撼q／叩3   

降  下 ㌧物  毎 月  12  ND  ND  ND  ND  肥q／kd   

陸水（蛇口水）   新宮市  ；－ 03、09  円  ND  ND  ND  ND  叫且   

2．75  1．12  2．3  Bq／kg乾土  

新宮市  ’03 05   1  r  

土  99．5  48   118  肥q／kIぱ  

ND  ND  ND  Bq／kg乾土  

新宮市  ，03 05   1  

壌   ND  ND  ND  加阻q／kⅡぞ   

精  米   新宮市  ’0311   1   ND  ND  ND  Bq／廃盤  

野  根   新宮市  ，04 02   1   ND  ND  ND  
書   

Bq畑野坐  

菜   菜  新宮市  ’04 02   1   ND  】ⅣD～  ND  

牛乳（市販乳）   新宮市  ’03 06   1  ND  ND  ND  ND  Bq／旦   

日 常 食  和歌山市  ’0307  2  ND  ND  NP  ND  Bq／人・日   

0401  

魚類（アジ）  新宮市  ’0311   1   0．133  0．14  0．17  Bq／kg生   

茶  那智勝浦町  ’03 06   1   0．563  0．45  0．47  Bq／kg乾   
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表3  空間放射線量率測定結果  

測定．年月  モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメ岬タ  

最低値   最高値   平均値   （nGy／hr）   

平成15年 4月   30．0   43．0   31．0   61．2   

5   30．0   44．0   30．7   60．0   

6   30．0   48．0   30．8  54．、2   

7   30．0   52．0   30，7   63．0   

8   30．0   49．0   30．8   57．8   

9   30．0   39．0   30．6   61．8   

10   30．0   43．0   30．9   65．0   

11   30．0   44．0   30．7   64．2   

平成16年1月   28．0   42．0   29．1   70．4   

3   28．0 40．0   28．9   58．8   

年闇  値   28．0   53．0   30．2  54．写～70．4   

前年までの過去3年間  59．0   33．2  54．0～77．0   

の値   
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Ⅴ－31鳥取県における放射能調査結果について  

鳥取県衛生環境研究所  

田中長義   吉田篤史  

九鬼貴弘   田中卓実  

尾田喜夫  

1．緒  岩   

島取県において平成15年度に実施した文部科学省委託による環   

境放射能水準調査結果の概要について報告する。  

2．調査の概要   

1）調査対象  

定時降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精  

米、野菜（大根・ほうれん草）、牛乳、日常食、海水魚（さば）及び  

空間線量率   

2）測定方法  

P   科学技術庁編「全ベータ放射能測定法（昭和51年）」、「ゲル  
マニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー（平  

成2年）」及び「平成15年度放射能測定調査委託実施計画書」  
に基づいて行った。   

3）測定装置  

（1）全ベータ放射能測定・GM計数装置（ALOKA TDC－511）   
（2）核 種 分 析・G e半導体検出器（ORTECEM－15  

180－P）  

（3）空間綽量率測定・サーベイメータ（ALOKA TCS－151）  
・モニタリングポスト（ALOKA MAR－  
21）   

4）調査結果   

（1）定時降水の全β放射能調査結果は表1に示すとおり、年間  

の降水回数94回（前年96回）のうちベータ線が検出された  
のは、19匝I（前年27回）であり、ほぼ前年なみであった。ま  

た  検出頻度も、前年と同様に冬季に高い傾向であった。  
81暮 の調査結果は表2に示すとおり、全て不検  の

年
 
 

中
3
 
 

乳
去
 
年
偶
 
 

）
出
 
 

2
 
 

（
 
 

間についても不検出）であった。   

（3）ケ◆ルマニウム半導体検出器による環境試料の核種分析結果は、  

表3に示すとおりで、ほうれん革、日常食及びさば力、ら137  

C sが検出されたが、前年度と同様に低い値であった∴   

（4）空間線量率測定結果は、表4に示すとおりで、前年とほぼ同  

程度の値であり、年間を通じて異常値は認められなかった。  

3． 結   

鳥取県における放射能調査結果は、平成15年度も過去の調  

査結果と同程度の値であり特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全ベータ線放射能調査結果  
降 水 の 定 時 採 取 （定時降水）  

採  取  降水量  放射能濃度（Bq／の  月・間降下量  

（mm）  測定数  （MBq／km2）  

年  最低値   最高値   

平成15年4月   148   ND   1．2   13．5   

5月   96   3   ND   1．1   16．5   

6月   111   9   ND   1．6   45．0   

7月   239   13   ND   1．5   44b   

8月   191   1日   ND   ND   ND  

9月   178   8   ND   1．1   19．6   

10月   54.9 4   ND   ND  ND   

11月   122   8   ND   N   NP   

12月   123   ?1 ND   6．8   88．5   

平成16年1月   186   8   D   2．2   78．7   

2月   89．1   8   ND   1．2   42．6   

3月   149   9   ND   1．8   19．5   

年  間値   1687   94   ND 6．8   ND′－88．5   

前年度までの過去3年間め瞳  339   ND  9．6   ND～282   

表2 年乳試料中の1311分析結果  

採 取 場 所   
前年度まで  

乗噂町  ′乗伯町   乗伯   東伯町   乗町   栗伯町  
過去3年間の値   

採 取年 月日  15．5．28  15．7．8   15．9．3  15．11．13  ．16．1．29  16．3．29  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／且）   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   ND   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による環境試料申の核種分析測定調査結果  

137cs  前年度まで  

検  過去3年間の値   単 位  

書式 料 名  採 取 場所  採取年月日   体  た人工放  

数  

H15．4′、J  

4  ND   ND   ND   N［）  mBd／m3   
大気藤並じん  羽合町南谷  H16．3  

降 下 物  羽合町南谷   Hl5．4′｝  ND   ND  1．64  MBq／km2   
H16．3   

陵  H15．6．13  ND   ND   ND  ND  mBq／劇   

羽合町南谷  

水   

ナ  

土  ND   ND   ND  Bqノ短駈  

Or、■5cm  国府町新通り  H15．7．8  ロ  

ND   ND   ND  MBq／krp2  
壌  

ND   ND   ND  Bq／k駈  

5′－20cm  国府町新通り  H15．7二8  

ND   ND   ND  MBq／km〒   

精  米  倉吉市秋喜  H15．12．19  ND   ND   ND  Bq／短隊   

野  ND   ND   ND  

Bq／kg生  

葉   0．052  ND  0．646  

牛  乳  乗伯町保   H15．8  ND   ND   ND   ND  Bq／月   

鳥 取 市   H15．6  Bq／人／臼   

日 常  食  H15．11   

海産   

さば  0．103  0．045  0．139  Bq／kg生   

生物  
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表4 空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測 定 年 月 日  

最 低 値   最 高 値   平 均 値   （nGy／h）   

平成15年  4月   60   77   62   84   

5月   60   88   62   84   

年月   61   96   63   80   

て月   60   94   63   84   

8月   60   1   63   82   

9月   60   75   62   80   

10月   61   79   62   84   

11月   60   82   62   80   

12月   59   94   64   80   

平成15年1月   50   117   61   82   

2月   58   93   63   83   

3月   51   83   62   84   

年  間  値   50   117   62   80′－84   

前年度までの過去3年間の値   26   82   40   74′｝113   
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Ⅴ－32 島根贋もをこおをナる放射骨臣調査  

島根県保健環境科学研究所  

原田和事、岸真司こ江角周一、田中文夫、  
高井敏文、関龍太郎  

1．緒 言   

平成15年度に島根県が実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果及び原子力   

発電所周辺の環境放射能調査結果の概要を報告する。  
2．調査の概要  

（1）調査対象   

ア．文部科学省委託環境放射能水準調査  

定時降水、降下物、陸水、土壌、精米、野菜類、牛乳、日常食、海産生物、空間放射線  
畳率   

イ．原子力発電所周辺環境放射能調査   

空間放射線積算線量、空間放射線畳率、大気浮遊じん、降下物、陸水（水道原水、蛇口水、  

池水）、海水、植物（松葉）、農畜産物（精米、大根、ほうれん草、キャベツ、小松  

菜、茶、牛乳）、海産生物（かさご、なまこ、さざえ、むらさきいがい、あらめ、いわの  

り、わかめ、ほんだわら類）、土壌、海底土  蔀  

（2）測定方法   

測定は、「平成15年度環境放射能水準調査委託実施計画書」、「平成15年鹿島根原子力発   

電所周辺環境放射線等測定計画」及び文部科学省編各種放射能測定法シリーズに準じて行っ   

た。  

（3）測定装置  

測 定 区 分  使  用  機  器   

全 β 放 射 能  低バックグラウンド2冗ガスフロー計数装置   

核  90sr  〝  

種  3H  低バッググラウンド液体シンチレ｛ション計数褒置  

分  

析  
そ の 他  Ge鱒出器付き4000チャンネル波高分析装置   

空  線  モニタリング   原発監視：DBM回路付き3”¢■球形 NaI：†1検出器   

間  委託調査：DBM回路付き2”¢×2nNaI：Tl検出器  

線  1”¢×1”NaI：Tl  
量   積 算 線 量  熱ルミネセンス線量計   

（4）調査結果   

ア．全β放射能  

定時降水の全β放射能の測定結果は、前年度と同程度であった。   

イ．核種分析  

環境試料の核種分析の結果、微量の137c s、90s r及びトリチウムが検出された。  

131Ⅰはいずれの牛乳からも検出されなかった。   

ウ．空間放射線  
年間積算線量は、県下28地点で0．43～0．80mGyであり、平均は0．59mGyであった。  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる線量率の測定結果も合わせて前年度  

と同程度であった。  

3．結  

平成15年度の島根県下の環境放射能調査結果において、核種分析からは過去の核実験等  

の影響が見られたが、全体としては前年度と同程度のレベルであり、特異な傾向は認めら  

れなかった。  
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Ⅰ．定時降水試料中の全β放射能調査続果  

降水の定時採取（定時降船  

採 取 年 月  降水量  放射熊漠度（如／1ト  月間降下量  

（mm）  最低値   最高値   醐）  
平成15年 4月   191．8   14   m   0．97   16．82   

5月   101」3   7   m   0．49   0．64   

6月   192．9   7   Iの   0．81   4．65   

7月   330．1   19   ND   0．30   9．91   

8月   185．0   12   Ⅲ）   0．46   3．89   

9月   108．3   9   m   ND   m   

10月  13．2   7   ND   0．97   乳97   

11月  54．8   ND   0．75   1．26   

12月   21．5   14   Iの   2．58   53．76   

平成16年 1月   127．8   12   ND   2▲62   117．29   

2月   69．4   9   ND   2．19   32．07  

3月   67．4   4   壬の  0．鱒   13．01   

年  間 値  1653．5   123  ND   2．62   ND～117．29   

前年度までの過去3年間の値  347  Iの   17．9   州）～101．98   

ND：検出下限値未満を表すム  

Ⅱ．放射化学分析結果  

＊  90sr  
試 料 名  採取場所  採取年月  検体数  単  位  

最低値  最高値  過 去 の 借   

土 壌卜0～5ふ   ‘鹿島町1   ，03．7   90～120   Bqル2   

植  物（松 葉）   鹿島町1   ，03．5   5．1  4．3～ 5．3   

菜  鱒   鹿島町1   ’03．1、2   0．11  0．19～ 0．30   軸／kg・生   

茶  鹿島町1   Io3．5  0．90  0．86′－ 1．2   

準  水   原発沖1   io3．4   ND  1．8ぺ′・1．9   血恥几   

梅   
摩  

，03．4   2  壬心   ND   ND   

馳ルg・生  

隼 物   ，03．4   m  ND ～0」03   

＊：数寄は地点数を表す；  腫：検出下限値未満を表すム  過去の値‥前年度までの過去3年間の値を表す；  

Ⅲ．トリチウム分析結果  

＊  トリ チウム  
試 料 名  採取場所  採取年月  検体数  単  位  

最低値  最高値  過去の値   

月  間 降 水  松江市1   ，03．4（ノ04．3  12   用）   0．63   Ⅲ）～0．80   

原発沖4  

表 層 海 水   原発放水口2 ’03．4，10 12   ヱⅦ   1．32   Iの メ｝0．45   

原発取水口1   B〟L  

池  水  鹿島町1   ’03．5，1●1   2   0．40   0．55   0．10～0．69   

水 道 原 水  松江市2   ’03．5，11   4   0．50   0．66   0．34～0．72   

＊：数字は地点数を表すふ  弧：検出下限値未満を表す；  過去の値‥前年度までの過去3年間の値を表すム  
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Ⅳ．ゲルマニウム半導体検出掛こよる核種分析測定調査結果  

＊  検  

試  料 名    採取場所  採取年月   体  

137cs  
前年度ま・での 過嚢3年間の償   その他の検出 された人工  

数           放射性核種   

松江市1  
大 気 浮 遊 塵    鹿島町2   ，03．4～，04．3  36  ND  ND   昭  m   ND   醐   

降  下  物   松江市1   12  m   0．26   m   0．45   ND   Bq／ぜ   

上 水 原 水  松江市2   Io3．5～11  4  m   ND  ND   m   Ⅲ）   

陸  

蛇  口  水  松江市1   ND  ND   m   肺  罰軸几  

水  

鹿島町3、  6．9   18   0．77  26．0   ND   
土  IO3．7   

軸ルg，風乾土  
4  

大田市三瓶町1  304   550   10   1700   ND   恥／h2  

9．3  れ0   9．1   
壌   

m   如g・風乾土  

805  310   370   ND   も胆〟払2  

精  
松江市1  

米    鹿島町1   
，03．10～12  2  N）   ND   、ND   0．053   恥ルg・生   

鹿島町2  
大  根（根）   大田市三瓶町1   ，03．7～12  3  ND   0．044  Ⅲ）   0．353   叩）   

野  

ほ う れん革  鹿島町2   Io3．12   2  ND   ND p  ND   0．089   ND  

菜  ，03．5   2  Ⅲ）  ND  ND   ND   血  

小  松  菜  大田市三瓶町1  ，03．7   0．33  0．23   1．63   Ⅲ）   

軸ルg・生  

茶  鹿島町1   ’03．5   0．038  0．04  0．07   ND   

松  葉  

（2年菓）  松江市1   
，03．4ん10  3  ND   ND  m   0．29   叩   

牛  川）   ND   0．038   ND  原     乳  松江市朝酌町1 鹿島町1  IO3．4～，04．2  20  Iの  
乳  ，03．8   ND  ND   0．0劇 ND   

松江市1  
日  常  

食    鹿島・島根町1   
，03．6～11  2  M）   ND   壬の  0．034   ND   B正人・日   

原発沖4  
海  水    原発放水口2  ，03．4～10  9  2．0   2．6   1．7   3．6   ND   n馳／L 

海  底  土   原発沖4   ，03．4′～10  4  柑）   m   叩）   1．3   ND   馳ルg・風乾土   

浜田市1  

か  さ  ご   原発沿岸1   
，03．4～6   Ⅲ）   0．16   Ⅲ）   

梅  

な  ま  こ  原発沿岸1   ，03．2   ND  ND   ND   ND  

さざえ（筋肉）  原発沿岸2   ，03．4～，04．1  6  m   ND   NI）   川）   王Ⅶ  

産  〃   6  ■ 用）  ND  ND   0．13   ND  

原発沿岸3  軸／kg・生  

むらさきいがい   美保関町1  ’03．7～8  5  和）   川）   ！の   ND   ND  

生  浜田市1  

わ・か  め  原発沿岸2   ’03．4   2  Iの   ND   Ⅲ）   ND   ND  

あ  ら  め  原発沿岸4   ’03．6′－11  7  m   0．12   ND   0．16   ND  
物  

＊：数字は地点数を凱  抑：検出下限値未満を表すも  
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Ⅴ．牛乳中の131Ⅰ分析絡果  

松江市  松江市  松江市  松江市  松江市  松江市  
採 取 場所  

鹿 島 町  前年度までの過去  

朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町  朝酌町   両 群 武   3 年 間 の 値   

採取年月日  ’03．5．23  Io3．7．24  ，03．8，27  ，03．10．10  ，03．12．1  ，04．2．3  ’03．4．9～，04．1．30  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）  ND   ND   m   川）   皿   ND   m   m   ND   

腫：検出下限値未満を表すム  

Ⅵ．空間放射線量率測定結果  

a．水準調査  

モニタリングポスト h伽ル）  

測 定 年 月  
サーベイメータ   

最 低 値  最 高 値  平 均 値   h伽／b）  

平成15年 4月   31   51   36．4   50   

5月   34   54   38．4   50   

6月   35   56  37．6   50   

7月   3   71   38．0   52   

8月   36   54   38．1   48   

9月   36   48   38．0   52   

10月   36   54   38．3   54   

11   35   52   37．6   54   

12月   3   69   37．9   54   

平成16年 1月   30   67   36．1   52   

2月   34   68   36．5   52   

3月   34   51   36．6   52   

年  間  倍   30   71   37．3   48 ～ 54   

前年度までの過去3年間の借  44 ～ 58   

b．原発監視モニタリングポスト  単位：n軌  

地 点   最低噂   最 高 値   平 均 値   

甲浜佐陀   35   123   50   

御  棒   31   4   

盲  浦   34   90   39   

深 田 北   20   89   28   

片  句   38   87   43   

北 講 武   25   88   35   

佐陀本郷   24   92   31   

末  次   25   80   34   

大  声   30   88   36   

上 帯 武   19   96   32   

手  結   35   95   44   

Ⅶ・空間放射線積算線量  単位：四半期：鵬〟90日、年間：撼y／365日  

適 域  地点数  区  分  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  年間線量   

平 均 値   0．14   0．14   0．15   0．14   0．59  

県下全域  28                  最 低 値   0．10   0．10   0．11   0．11   0．43  

最 高 値   0．20   0．20   0．20   0．20   0．80   
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Ⅴ－33 岡山県における放射能調査  

岡山県環境保健センター  

宮崎清 清水光郎 借森達也  
道広寮秀島本浩一小倉肇   

1．緒言   

岡山県において平成15年度に実施した、文部科学省重言引こよる穣痩放射能水準調査結果について   
報告する。   

2．調査の概要  

†）調査対象  

降水（定時降水）、大気浮遊じん、降下物、陸水（上水・蛇口水）、土壌（0～5G町5～20¢m）、精米、野菜   

（大根凍ウレン革）、牛乳（原乳一市販乳）、日常食、海産生物（ボラ）、空間放射線畳率及びウラン分  

析（河川水）   

2）測定方法   

紙料の採取、前処理及び測定方法は文部科学省編F放射能測定調査委託喪施計画書（平成15年度）」   
及び文部科学省編の各種放射能測定シリーズに基づいて実施した。   

3）測定装置  

①全β放射能：GM自動測定装置（アロカ製TDC－511■GM－5004型）  

②γ線核種分析：ゲルマニウム半導体検出器（キャンベラ製GC－1520型）  

③空間放射線豊率：モニタリングポスト（アロカ製MAR－15型）  

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製、TCS－1郎型つ  

④ウラン分析：分光吸光光度計（ヒューレット・パッカード製8452A型）   

4）調査結果  

①定時降水試料申の全β放射能調査結果を表1に示す。定時降水（90件）及び大型水盤による降下物  

の測定値は、全てにおいて検出下限値未満であった。なお、過去3年間の測定値も検出下限値未満  

である。   

②牛乳（原乳）中の1311の分析結果を表2に示す。全試料（6回／年）とも検出下限値未満であった。′また、  
過去3年間の測定値も検出下限値未満である。  

③ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を表3に示す。平成15年廣も環境及び食  

品の試料について調査を行った。大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌（5～20cm）、精米、  

野菜（大根、ホウレン草）、牛乳（市販乳）、及び日常食の試料からは、13了c＄等の人工放射性核種は  
いずれも検出されなかった。一方、土壌（0～5cm）及び海産生物の試料からは聞csが微量検出され  
たdこれらの値は過去3年間の測定値あるいは全国の測定値（環境放射能調査研究成果論文抄録  

集）と比較しても同程度の値であった。  

④空間放射線量率測定結果を表4に示す。モニタリングポストによる計数率は、17．2～30．1cp＄（平均   

’19．1cps）の範囲であり、シンチレーションサーベイメータによる線量率は91～99nGy／hの範囲であっ  

た。いずれの線量率も過去3年間の測定値と同程度であった。   
⑤ウラン分析結果を表5に示す。核燃料サイクル開発機構人形峠環境技術センター周辺及び吉井川流  

域における河川水中のウラン濃度は、全地点で検出下限値未満であった。なお、過去3年間の測定  

値も検出下限値未満である。   

3．結語   

平成15年度に岡山県において実施した環境及び食品中の放射能調査結果は、過去の調査結果及び全   
国の調査結果と比較しても同程度の濃度レベルであり、異常値は認められなかった。  
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表1．大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  
降水の定時採取（定時降水も  大型水盤による降下物  

採 取 年月   降水量（m可  放射革準嘩（由／L）  月間降下量  月間降下量  

測定薮  最低値  最高値   （MBq／km2）  （M8q／km2）  

平成15年4月   13．2   9   ND NP   Nb   ND 

5月   1由．2   8   ND   N   ND   ND   

6月   1 12   ND   D   ND   ND   

了月   237．1   13   ND   ND   ND   ND   

8月   171.3333 10   ND  ‾ ND  ND   ND   

9月   68．9   7   ND   ND   ND   ND   

10月   34．7   6   NP   D   ND   ND   

11月   139．2   印   ND   ND   ND   D   

12月   27．ヰ   2   Nb   ND   ND   ND   

平成16年†月   3．0   ND ND   N   ND   

2月   4（）．12   3   ND   ND   ND   ND   

3月   65．4   8   ND   ND   ND   ND   

針蘭値 11フ4．5   90   ND   ND ND■｝ND   NDへ′ND   

前年度までめ過去3年間の値  219   N【   ND   ND～Nb   N【）、′－ND   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについてはrND」とした。  

表2．牛乳中の－3－1分析繹果   
採取瘍所   旭町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日  H15．5．26  H15．7．28  Hl昏．9．29  H15．11．25  H16．1．27  、H16且12  最低値  最革値   
放射鱒濃度（Bq／L）  NP   ND   ND   ND   ND   ND   ’ D   

性）紆薮僅か計数喪差の3鹿をや由るもわについでlかN二b」とした云   

表3．ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137 cs  
申年鹿妻で過  

詞∴料名   採取瘍所  採取年月   体  去3年間の値  

数  

淡海浮遊摩   岡山市 山D ND   ND  検出されず  mBq／m3   

酪亨／ ND   ND   ND  検出されず  山Bq／km2   

陸水・蛇口水   岡山市  H15．6，H15．12  2  Nb   ND ND   ND  検由されず  mBq／L   

1  ND   NP  
土  H15．7   岬■…lll仙11山仙鵬■叩Ill■■l…l●ll榊l岬■▲小●lHl什●岬｝t   検出されず   

Bq／kg乾土  

68．4  ND  ND  MBq／km2  

ND  ND   ND   
嘩   ＝15．7   検出されず   

Bq／kg乾土  

ND  ND   D  MBq／km2   

精   米   瀬戸叶   H15．12   ND  ND   ND  検出されず  Bq／kg精、′   

野  岡山市   H15．12   ND  ND   ND  検出きれず  Bq／kg生  

撃   H15．12   ND  ND   山D  検出されず  Bq／kg生   

牛  乳   岡山市   Hl・5．8   ND  ND   ND  検出されず  Bq／L  

日常食  ND  ND  

海産生物  0．088  ND   0．143   

（注）計数値が計数誤差の3倍を下回るものについては「ND」とした。  
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表軋空間放射線畳率測定緒果  

モニタリングポスト  サーベイメータ  

測定年月  （GP＄）  （エネルギー補償型による直読法）   

最低値   最高嘩   平均値   
（nG豆／h）  

平成椅年 4月   17．9   3．   19．1   9や   

5月   17．9   21．6   1由．8   92   

6月   17－4   2．4   19．2   95   

7月 口   17．2   2軋0   18．7   93   

8月   17．2   2．8   20．5   93   

9月   17．5   22．芦   j8鳥   97 

10．月   18．2   2孔5   18月   94   

11月   18．3   5   19・．2   93   

12月   1乱4   23．3   1臥0   91 

平成16年1月   18．8   21．4   18」9   9二9   

2月   18．5   30．1   18．6   93   

3月   18・す   230   1臥0   92   
／  

年 間 値  17．2   30．1   19」   91～99   

前年度までの過去3年間の値   17．5   2臥3  19．3   91～99   

（注）サーベイメーターの値は宇宙線を含む（直読値＋30nGy／h）   

表5．ウラン分析結果  

葡年鹿まセの  

試料名   採取場所   採取年月日   ウラン濃度（〟g／U   通草8年間の値  

恵低値  轟高隠   

H15．5．6   く2   く2   

河川水   吉井川水系  

H15．12．由   く2   く2   く2   

（注）測定数：24検体（12地点×2回）  
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Ⅴ－34 広 島 県 に お け る 放 射 能 調 査  

広島県保健環境センター  

松尾 健  金森 久幸  

1．緒 言   

平成15年度に広島県が実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査の測定結果   

について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象  

降水（定時降水），降下物，大気浮遊塵，陸水（蛇口水，淡水），土壌，日常食，牛   

乳（原乳，市販乳），野菜（ダイコン，ホウレン草）．精米，水産生物（コイ，カレイ，   

カキ，ワカメ）及び空間放射線量率（サーベイメータ，モニタリングポスト）  

2）測定方法  

試料の採取，調製および軋定は，文部科学省編「放射能測定調査環境放射能水準調査委   

託実施計画書（平成15年度）」，「全ベータ放射能測定法（昭和51年2訂）」及び「ゲルマ   

ニウム半導体検出器を用いた機器分析法（平成4年3訂）」にしたがって行った。  

3）測定機器  

GM計数装置：アロカ社製 TDC－511型  

Ge半導体検出器：セイコーEG＆Gオルテック社製 GEM15180P型  

シンチレーションサーベイメータ：アロカ社製 TCS－166型  

モニタリングポスト：アロカ社製 岨－21塑  

4）調査結果  

定時採水試料中の全ベータ放射能調査結果を表1に，空間放射線量率測定結果を表2   

に，ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果を表3に示した。  

全ベータ放射能が仝87試料中3試料から検出されたが，過去3年間の測定値の範囲内   

であった。  

3．結 語   

今年度の調査結果は，全項目について過去の測定値とほぼ同程度であり，特に異常値は認   

められなかった。  
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表1 定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   降水量  放射能濃度（Bq／け  月廟降下壷  

（mm）  （鵬q／k正号）    測定数  最低値  最高値   

平成15年4月   214．8   N．D   N．D   N．D   

5月   182．白   6  N．D   N．D   N．D   

6月   198．0   N．D   軋D   N．D   

7月   434．8   13  】N．D   1．2   2．4   

8月   179．6   12  N．D   N．D   N．D   

9月   85．2   8  N．D   吋，D   N．D   

10月   1．8   N．D   Ⅳ．D   N．D 

11月   131．2   N．D   1．2   2．4   

12月   36．7   N．D   1．6   3．2   

平成16年1月   8．5   2  軋D   N．p   N．D   

2月   39／云   2  軋D   N．D   N．D   

3月   69．9   7  ′ Ⅳ」D   N．D   軋b   

年間値   1582．5   N．D   1．6   NJD～3．2   

前年度までの過去3年蘭の値  242  N．D   6．1   N．D～12，0   

表2 空間放射線量率測定結果  

測定年月   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

鹿低値  最高値  平均値   （nGy／h）   

平成14年4月   40   43   由   

5月   40   

6月   40   43   

7月   40   42   

8月   39   42   

9月   40   49   42   

10月   40   48   42   

11月   39   43   

12月   39   42   

平成15年1月   39   46   42   

2月   39   42   

3月   39   41   

年間値   39   42   83 ～ 91   

前年度までの過去3年間の値  38   45   83 ～138   
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衷3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定結果  

疲  
その他検  

試料名 採取場所  採取年月   体  
137c亭  

前年度までの 過去3年間の値    出された 人工放射  

単位  

数  性核種  

大気浮遊塵   広島市  15．4～16．3 叩  4  N・p  ・軋D  N．D  N．D  mBq／m3   

降下物  広島市  15．4～16．3  四  軋D  N．D  N．D  N．D  岨q／km2   

陸  広島市   15．6   軋D  N．D  N．D  皿Bq／L  
●  

水   汲水   屈鹿市   15．10   N．D  N．D  N．D  mBq／L   

広島市   

2．6  軋D  2．4  
0－5cm  15．ナ   

Bq／kg乾土  

土  210   軋D   MBq／km2  

墳   6．1   7．2  6．5  
5⊥20叩   広島市   15．7   

Bq／kg乾土  

1100  l100  1500  MBq／km2   

精米  広革市   15・10   N．D  N．D  N．D  Bq／kg生   

野  15．12   N．D  軋D  N．D  馳／kg生  

菜   15．12   N．D  N．D  N，D  B■q／kg生   

牛  鹿島高   1．8   N．D   Bq／L  

乳   15．8   N．D  N．D  N．D  Bq／L   

淡水産生物（コイ）   原島市   15．10   0．10、  0．038  0．1写  Bq／kg生   

日常食  広島市  15．6，15． Bq／人・日   

海  大竹市   16．2   0．1 Bq／kg生  

産  広島市   16． 軋D  N．D  軋D  Bq／kg生  

生  ヵキ   せ日市市   1 雨．D  N．D  N．D  Bq／kg生  

物   
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Ⅴ－35 山 口 県 に お け る 放 射 能 調 査  

山口県環境保健研究センター  

佐野武彦，洲村弘志  
松田 義彦，有田 正義   

1．諸 言   

平成15年度に実施した文部科学省委託「環境放射能水準調査」の調査結果について、そ  

の概要を報告する。   

2．調査の概要   

1） 調査対象   

① 全β放射能測定試料  

定時降水   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核種分析  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根，ホウレン草）  
牛乳（市販乳）、日常食、海水、海底土及び海産生物（メバル）   

③ 空間γ線々量率調査  
シンチレーションサーベイメータ及びモニタリングポスト   

2） 測定方法   

① 全β放射能測定  

文部科学省編「全β放射能測定法」（昭和51年）及び放射能測定調査委託実施計  

画書（平成15年度）に準じて行った。   

② 137cs，131Ⅰ及び40K等の核積分析  

文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」（平成2  

年）及び放射能測定調査委託実施計画書（平成15年度）に準じて行った。   

③ 空間放射線量率調査  

放射能測定調査委寵実施計画書（平成15年度）に準じて行った。   

3） 測定装置   

① 低バックグラウンド放射能自動測定装置：アロカ  LBC－4202  

② Ge半導体検出器  
③ モニタリングポスト  

④ シンチレーションサーベイメータ  

ORTEC GEM－15180－P  
アロカ  MAR－21  
アロカ  TCS－166  

4） 調査結果  

定時降水試料中の全β放射能調査結果、空間放射線量率測定結果及びゲルマニウ  

ム半導体検出暑削こよる核種分析の結果をそれぞれ表1，2，3に示す。   

3．結 語   

平成15年度に行った全ての調査項目においていずれも平常値であり、低レベルで推移し  

ている。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
降 水 の定 時 採 取（定時降水）  

採政年月日  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

匝叫  測定数  最低値  最高値   即Bq／叫  

平成15年 4月   豆00．0   N．D   7．4   

5月   162．0   N．D   3．2   

6月   230．0   N．D   1．8   117   

7月   674．5   N．D   3．6   269   

8月   365．5   11   N．D   0．96   

9月   5 N．D   0．73   

10月   1．5   N．D   0．82   0．41   

11月   1女8．白   N．D   2．1   

12月   56．5   N．1D   7．3   

平成16年1月   31，5   0．77   5．4   74   

2月   81．0   10   0．45   

3月   114．5   N．D   3．1   

年   間   値  2，098．0   N．D   0．41～269   

前年度までの過去3年間の値  N．D   1．5～196   

表2空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（nGy／h）  
測定年月  

サーベイメータ  

最低値  最高値   平均値   （．nGy／h）  

平成15年 4月   135   

5月   130   

6月   

7月   135   

8月   134   

9月   92   

10月   133   

11月   

12月   

平成16年1月   

2月   

3月   134   

年 間 値   126～136   

前年度までの過去3年間の値   122～138   
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表3ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

肯廟姪史で その他か触  

試料名  採取場所  採取年月   
検体  即es  

過去3年間の値    れた人力妨惟  

数  

土  
390  230  3  MBq／km2  

壌   

3．8  3．0  5．1  如／k壷乾土  

5～20cm  萩 市  H15．8   

970  520  81d  扇軸／km2   

精米  山口市  H15．10   ＊   ＊  Bqイ短精米   

大根   油谷町  H16．1   ＊   ＊  
野  

頗跡g生  

菜  ＊   ＊   ＊ 

牛乳  山口市  H15．8   ＊   ＊   ＊  翫／L 

日常食  
H15．6，  

山口市   H15．12   2   ＊  0．03、9．  0．、017  b・031  Bq／人・日   

海水  β取口須町  H15．8   ＊   ＊   ＊  mBq／L   

海底土  匡百扶［壌町  H15．8   3．2   ＊  2．9  Bq／’kg乾土   

海産生物（メベル）   山口市  H16．3   0．15  、声  0．16  Bq／kg生   

注：＊印はND  
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Ⅴ－36徳革県『ニおける放射能調査  

徳島県保健環境センター  

轟音通博、細川晴美、宮脇宏  

1．緒言   
徳島県において平成15年度に実施した文部科学省委託による環境放射能水準調査結果   

について報告する。   

2．調査の概要  
1）調査対象   

定時降水の全ベータ放射能測定、大気浮遊じん－降下物一睡水（蛇口水）・土壌由緒米一   
野菜・牛乳一日常食の核種分析を行うとともに、サーベイメータ、モニタリングポストによ   
り空間放射線畳率を測定した。   

2）測定方法   

試料の採取や前処壇及び測定は、r平成15年度放射能測定調査委託計画薔」、科学技術  
庁鱒「環境試料採取法（昭和58年）」、同省編「ゲルマニウム半導体検出器によるがンマ線スヘリト   
鮮明－（平成2年改訂）」、同省編「全へ◆－タ放射能測定法（昭和54年改訂）」により実施し   
た。   

3）測定装置   

① 全β放射能の計測：プラスチックシンチレーション検出器（アロカ製JDC－3201）   

② γ線核種分析：Ge半導体核種分析装置（セイコーイーシ◆っンドジー製GE掛1引柑0－S）   

② 空間放射線量率：0〉Nal（Tl）シンチレーションサ←ヾイメータ  

アロカ製 TCS－171  

0モニタリンク●ホ○朴  

ア咄製 掴AR－21   

4）調査結果   

① 全β放射能  

表1に測定結果を示す。全訳料において検出限界以下であった。   
② γ線核種分析  

表2に測定結果を示す。降下物及び土壌試料で13了Csが検出されたが、特に異常値とは  
認められない。   

③ 空間放射線量率  

表3に測定結果を示す。前年度とほぼ同程度の数値であった。   

3．結語  
いずれの調査結果においても、特に異常値は認められなかった。  
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義一1定時降水試料申の全β放射能調査結果  

降水量 
降水の定時採取（定時降水）  

採取年月   （mm）  

測定数   最低値   最高値   （M8q／km2）   

平成柑年  4月   90．5   8   N．D   N．D  N．D  
5月   93．8   9   N．D   N．D  N．D  
6月   264．6   12   N．D   旺D  N．D   
7月   144．9   9   N．D   N．D  N．D   
8月   2¢8．5   7   N．D  N．D  N．D   
・崖   268．4   7   N．D   軋D  N．D   
10月   145．2   6   N．D   N．D  N．D   
11月   126．8   7   N．D   軋D N．D   
12月   120．7   2   N．D   軋D  N．D   

平成16年   1月   10．1   N．D   軋D  N．D   
2月  31．7   ′ 2   N．b  ．b   N．D   
3月   13¢．4   ●て   N．ロ  N.D N．D   

1701．6   79   N．D  N.D N．D   

耶■年度琶での過去3年  間の値   258   N．D   N  」D   N．D   
計数値がその計数誤葦の寧倍以下のものについてN．D七    表示て綬   
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表－2ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

37G′S  

検  
その他の  

試料名  
採癒  

採取年月   体  
場所  

数   

平成15年度  検出され た人工放  
最値  最高値ノ  最低値  最高値   

射性核種   

大気浮遊じん  徳島市  H15．4 一一日18．3   4   N．D   N．D   N．D   N．D  mBq／m3   

降下物  石女町  H15．4 一一日l＄．4 12   軋D  0．39  N．D   0．22  MBq／km2   

陸水（蛇口水）  徳島市   H15．6   N．D  N・P   ．D  mBq／／   

2．7  21   3．5  Bq／kg乾土  

0一－5¢m  上板町   H15．7   

土  
336  274   388  MBq／km2  

壌  
2．5  2．1   4．3  Bq／kg乾土  

5′・■20¢m  上板町   山5．7   

372  476   739  MBq／km2   

精米  石井町   Hl＄．1   D  N．D   N．D  Bq／kg清米   

石井町   H16，1   N．D  N．D   N．D  
野  

大根  

Bq／kg生  
薫  

ほうれん革  石井町   H16．1   N・P  軋D   軋D  

牛乳  上板町   H15．8   N．D  N．D   N．D  如／／   

日常食  徳島市  H15．6，12   2   N・DトD  N．D  0．055  Bq／人■日   

計数値がその計数誤差の3倍以下のものについてN．Dと表示   



表嶋3空間放射線畳率測定鋸果  

測 定 年 月 日   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

低値   （nGy／h） 

平成15年  4月   如．0   50．0   41．4   78   
5月   3軌0   53．0   41．3   74   
6月   39．0   59．0   41．9   76   
7月   39．0   60．0   41．4   ウ2   

8月   3臥0   64．0   射．8   80   
9月   39．0   51、0   41．2   80   
10月   40．0   55．0   射．5   90   
‖月   39．0   54．0   41．8   82   
12月   39．0   54．0   41．4   78   

平成16年  1月   3臥0   49．0   41．2   74   
之月   40．0   ¢2．0   41．ラ   74   
3月   39．0   50．0   41．6   78   

年間値   38．0   ＄4．0   射．5   72～90   

前年度までめ過去3年間の値   ／   ノ   ／   ¢4・－88   

平成12年‖月から前年度の億  38．d   由8．0   41．1  
モニタノングポストの過去値は  機器変更のため平成12年11月（変更時）からの値とした   
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Ⅴ－37香川県における放射能調査  

香川県環境保健研究センター  

岩下 陽子  日野康良  

1．緒言  

文部科学省委託による平成15年度環境放射能測定調査結呆の概要について報告する。  

2．調査の概要   

（1）調査対象  

定時降水の全ベータ放射能・大気浮遊じん。降下物・陸水（蛇口水）・土壌・精米・野菜（大根・ほうれん  
草）・牛乳・日常食・海産生物（カレイ）の核種分析及び空間放射線量率について、調査を行ったものであ  
る。  

（2）  

試料の前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画書」、「全ベータ放射能測定牲（昭和51年  
改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリ（平成4年改訂版）」により行った。  

（3）測定装置  

1）全ベータ放射能  

2）核種分析  

3）空間放射線量率  

アロカJDC163  

キャンベラGC1518  

アロカTSC－131（シンチレーションサーベイメーター）  

（4）調査結果  

1）定時降水の全ベータ放射能は、表1のとおりである。  
畠）核種試料の核種分析は、表2のとおりである。  
3）空間放射線量率は、表3のとおりである。   

3．結語  

平成15年度香川県における環境放射能調査結果においては、Cs－137が土壌、日常食及び海産生物  
から検出されたが、これまでの調査結果とほぼ同程度の債であった。  

その他の調査項目からは人工放射性核種は検出されなかった。  

空間放射線量についても、過去の値と同程度であり、異常値は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能  

降水の定時輝取 促時降水）  

採 取 年 月   降水量  放射能濃度（Bq／劇）  
I 

月間降下量  

（MBq／血り  

（mm）  測定数   最低値   最高値   

平成15年 4月   78．5   11  N．D   Ⅳ．D   札D   

5月   88．5   9  軋D   Ⅳ．D   N．D   

6月   93．5   12  虹D   N．D   軋p   

7月   129，5   10  N．   札p   N．D   
溜  

8月   268．5   10  N．D  軋D   Ⅳ．D   

9月   51．0   5  N．D   札   さ丁．D   

10月   41．5   6  凡D   札b   Ⅳ．   

11月   128．0   9  N．P   N．D   Ⅳ．   

12月   24. 555 3  凡D   凡D   N．D   
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表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで過去  

試 料 名  採取場所  採取年月   体  157cs  3年間の値  検出され  

数  
単位  

大気浮遊じん  高松市  4半期毎  4  N．D   N．D  N．D   N．D  mBq／m3   

降 下 物  高松市   毎月   12  N．D  N．D   Ⅳ．D  N．D  MBq／km2   

上水源水  
陸  

鱒口水   高松市  15．6．9  ロ  軋D   N．D  N．D  
水  

mBq／且  

淡水  

7．5   5・P  16  Bq／kg範士  

土  

280   170   365  MBq／km2  

N．D  N．D   ・8  Bq／kg乾土  

壌   

N．D  N．D   210  MBq／km2   

精  米  三木町  15．10．6  ロ  軋D  軋D  Ⅳ．D  Bq／kg精米   

野  大 根   高松市  15．11．26  ロ  札D  Ⅳ．D   N．D  
Bq／kg生  

菜                        ホウレン草  高松市  15．11．26  ロ  N．D  札D   N．D  

茶  Bq／kg乾物   

牛  乳  高瀬町  16．1．5  ロ  凡p  軋D   Ⅳ．D  Bq／劇   

淡水産生物 Bq／kg生   

15．6．29  

日 常 食  高松市   15．12．9   2   N．D  0．025    N．D  0，055  Bq／人・日   

海  水  比瓜1／且   

海 底 土  Bq／kg乾土   

カレイ   庵治町  15．11．18  ロ  0．049  N．D  0．048  
海  

Bq／kg生  

産  

生  

吻  
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表3 空間放射線畳率測定結果  

モニタリングボスト（nGy／h）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最低値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成15年  4月   53   70   Fjtj 78   

5月   53   66   55   80   

6月   53   73   55   8   

7月   53   81   55   76   

鱒月   53   76   56   75 

9月   53   93   56   73   

10月   53   66   55   75   

11月   51   71   55   75   

12月   3   62   55   80   

平成1（∋年  1月   56   65   58   73  

2月   56   76   59   

3月   54   67   57   69   

年  間  償   51   93   55～59   69～80   

前年度までの過去3年間の値   49   93   5   74～112   
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Ⅴ－38 愛媛県における放射能調査  

愛媛県立衛生環境研究所  

園田 浩二・楠 憲一・篠崎 由紀  
善家 久隆・武田 尚彦・武田 伸也   

1緒言   

平成15年度に、愛媛県が主として西宇和郡伊方町及び松山市において実施した原子力  

発電所周辺環境放射線等調査と、文部科学省委託の環境放射能水準調査の結果について   

報告する。   

2 調査の概要  

（1）調査対象  

大気浮遊じん、降下物、陸水、土壌、農産食品、植物、牛乳、日常食、海水、海底   
土、海産生物、空間放射線量率、積算線量  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、文部科学省の放射能測定法シリーズと「放射能調   

査委託計画書（平成15年度）」に準じて行った。  

（3）測定装置   

ア 全ベータ放射能 低バッククやラウげ放射能自動測定装置：アロカLBC－420写   

イ 核種分析  高純度ケやルマニ恥半導体検出器：オ脾ツタGEM－40180  

低バッククヰラ妙ド液体シンチレーションカウンタ：ア両LSC－LB5   

ウ 空間放射線量率 陶Ⅰ（Tl）シンチレーション検出器：アロカ瓜ト122Rl、アロカ舶R－15  

応用光研MSP－20＋8B8  

加圧型電離箱検出器：アロカRICT328、GERSS－131  

NaI（Tl）シンチレーションサーへ＋イメータ：アロカTCS－166   

エ 積算線量  
（4）調査結果  

蛍光がラス線量計：千代田テクルSC－1   

ア 環襲試料の全ベータ放射能  
環境試料の全ベータ放射能調査結果は表1に、降下物の全ベータ放射能調査結果  

は表2に示すとおりであり、過去3年間の値と同レベルである。   

イ 環境試料の核種分析  
90Srの放射化学分析結果は表3に示すとおり、過去3年間の値と同レベルであ  

る01■さ1Ⅰの分析結果は表4に示すとおりであり、全試料とも検出されていない。ま  

た、さHの分析結果についても表5に示すとおり過去3年間と同レベルである。ゲル  

マニウム半導体検出器を用いた核種分析結果は表6のとおりであり、137Csが微量  
検出されている。  

ウ 空間線量  
モニタリングステーション、モニタリングポスト及びサーベイメータによる空間  

放射線量率測定結果は、表7のとおりである。また、モニタリングポイント（31地  
点）における積算線量測定結果は表8に示すとおりであり、いずれも過去3年間の  
値と同レづルである。   

3 結語   

平成15年度の環境放射線等のレベルは、過去3年間の調査結果と比較して同レベルで  

あり、異常は認められなかった。なお、一部の試料から検出された人工放射性核種は、過  
去における大気圏内核爆発実験等の影響と考えられる。  
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（粉 末知試料の放射能N±△N睾憲動＼て、N≦3△Nのとき恥」と表示し塩梅由り則雄も一40K朝敵＼ている。   

表2 大型水盤による降下物扉料中の全β効射靡調査結果  

公園  松  山  市  

採 取 年 月            降水量  月間降下量  陣場  月間降下量  

血血  （MBq／加2）  叫）  伽Bq／加2）   

15年4月   112．5   22   15．0   17   

槻嘲駐3年附宣  3～25  5～27   
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表3 放射化学分析結果  

検  90sr濃度  前咄憾錦紗陪  

試料 堕陀 喜・  採取年明   体  単位  
数               最低値  一点高値  最圏直  島野直   

脚欄  15／5，11   2   ND  ND   0．13   

時 下 物  脇ノ血2・月  

針山市  15／5．11   2  ⅠⅦ）   0．076   ND   0．072   

陸 水  河 川 水  脚即嘲l】  15／10   0．70  0．25   0．65  舶   

土壌  0′、一10cm  脚丁柵馳  15／7   3  1．I   3．7   0．92   5．4  恥侮軋   

農産食品  野 東  伊 方 町  6／1   1   0．057  0．11   0．16  軸／態盛   

永   朋町平錮  15／5．7．9．11   4  壬の  1．9   用）   3．1  嘲／L   

海 底■ 土   伊方幅婆神  15／5．7．9．11   8   ND  NI）   0．27  馳／短牡   

海  1   ND 川）  

産  1   ND  ND   0．031  

生  ND  ND   0．055  
恥旭  

物二   2  工の   0．037   ND   0．061   

（注）未知試料の放射儲酎±△N一日執＼て、N＜3△Nのとき恥」と表示した。   

表413モⅠ分析結果  

試 料 名    採取場所  採蛛月   納数  131Ⅰ濃度  満更ま髄3聞嘩  単位   

みかん（醸部）   伊 方 町  15／11   3   沌）   Ⅲ）   

農産  
みかん（表皮）   伊 方 町  15／11   3   ND 沌）  

食t晶  

野   菜   伊 方 町  15／12，16／1   9   Ⅲ）   用）   

軸掬姓  

松   葉   伊 方 町  I5／8   1   虻）   柑）  

植 物  

杉   葉   伊 方 町  15／5．8．11，16／2  4   壬㊥   ND   

海産生物  海藻類  全体  脚押掛  1訂4   1   ヱ心   壬①   

（試卜未知諦神髄婚渦訓±△Nに軌＼て、N＜3△Nのとき恥」と表示した。   

表5 3Ⅱ分析結果  

3H濃度  前傾ま憾碑醐宣  

試料名   採取場所  採 取 年 月  検体数  単 位  

最低値  最高値  最低値  最高値   

脚脚棚   月1回   12  ND   0．96   I心   1．6   

陸  

松 山 市   月1回   12  ND   0．72   工心   1．3  

水   軸几  

剛l永  脚即嘲Il  15／47．10，16／1   4   N）  ND   1．0   

海 水   伊方町平聾沖  15／5．7．9．11   4   l心  f心   4．3   

（注）未知試料の放射能Ⅳ±△Nに軌ヽて、N＜3△Nのとき恥」と表示した。  
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表6 ゲ／レマニウム半導体検出掛こよる杉蒋扮析結果  

物   葉  伊 方 町  15／5．8．11，16／2   8  柑）  0．027  王心  0‘107  

牛  乳   松 山 市  15／8，16／2   4   ND  ND  田  ぬ几   

日 常食   ね山 市  15／6．1   2  0．014  0．023  0．010  0．042  ∨なし、  軌・F   

海  水   伊方町平卵  15／5．7．9，11   4  1．9  2．3  1．6  2．・7   四  舶   

海 底 土   伊方町平婆沖  15／5．7．9．11   8  ．70  1．1  N）   1．1   なぃ  恥／kg牡   

脚醐閻  15／4．7．10，16／2   8  0・体4  0．16  0．050  0．18   
海  

松山市沖  1占／8   0．11  0．090  0．13   

産  

魚類（榔  脚醐閻  15／4．7．10．11，16／2  8  沌）  0．072  川）  0．13   吋咄  
生  

ハヽヽ  細囲脚  15／4．7．10．11，16／2  8   ♪の  川）  0．035  

物   

海 藻 類  脚冊脚  15／4．7．10，16／2   8  用）  0．091  ∴阻  0．085  

（注）未知試料の放射能N±△Nにおいて、N＜3△Nのとき恥」と表示した。  
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表7 棚轍掟結果  

モニタリンクやステーション  モニタリンダポスト  

測定地点  

桝輌九町越  伊方町伊赤松  伊方町九町  伊方嘲  伊柵II永田   

親睦辞  恥Ⅰ什且）湘ヨン    加圧型電＃箱  加圧型電離薪  加圧型電離薪  加圧型電離箱  

如初旬  （地相  （醐  （r応yル）  細浦   

区分  鱒氏  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均  最低  最高  平均   

15年4月  15  44  18  亜  67  46  53  75  55  43  61  45  47  67  49   
5月  15  52  18  亜  67  46  53  83  55  亜  飢  45  47  70  49   
6月  15  34  18  44  59  46  52  67  54  42  57  45  47  6β  50   
7月  15  76  18  亜  78  亜  52  99、  55  43  79  46  47  92  50   
8月  15  田  17，  43  66  46  52  80  54  43  65  45  47  71  50   
9月  15  36  17  44  58  46  51  66  53  43  5Z  45  47  57  49   

10月  16  40  18  43  68  46．  50  71  54  亜  64  46  46  68  49   
11月  16  41  18  43  62  45  51  67  53  亜  55  45  46  62  49   
12月  15  36  ′17  43  57  45  51  70  54  43  58  45  46  62  49   

16年1月  16  32  17  43  61  46  51  75  54  43  65  46  46  73  49   
2月  15  56  17  44  閏  46  52  86   55  44  75  46  47  78  49   
3月  15  39  17  44  64  46  53  73  54  亜  59  46  47  69  49   

年 間値  15  ぅ76  田  43  ケ8  46  50  99  54  彪   79   45   46  92  49   

前轍髄3年附宣  l5■  61  土7  極3）  ー（7ナ）  （や  51  93  55  亜  73  48  （砥）  （73）  （50）   

年 間 償  さ7  94  41  41  74  45  42  66  45  19  28  写0  83～94  19～80   

駒敵で駐3年恥蛭  甲）  趣1）  （41）  （亜）  l  （亜  、（3白）・  （花）  （亜）  19  26  20  82～95  19～82   

（封 青絆産まで過去3年間の傍が（）の箇所は13年度新設された地点について参考に掲げた。  

表8 横軸掟結果触扮ヾラ櫛  （単位：〃Gy／91日）  

測 定 地 点  第1四半期  第2四半期  第3四半期  第4四半期  1瑚掛四半掛ら肺射て棚   

伊方町等30地点  78～140  80～140  76～133  79～136   76′～142   

松山市 1地点   197   203   2（沿   202   193～203   

（注）蛍光がラ嫡塊糾丸平曲3年度第卜四半期から測定開始した  
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Ⅴ－－39 高知県における放射能調査  

高知県衛生研究所   

近渾紘史 植村多恵子 石井隆夫   

平成15年度に、高知県が実施した文部科学省委託による「環境放射能水準調査」の結   

果について、その概要を報告する。   

2 調査の概要   

1）調査対象  

降水、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根、ホウレン草）、牛乳   

（原乳、市販乳）、日常食、海産物伽オ）、空間放射線畳率（モガりげホ○スト、サイイ  

メ“タ）  

2）測定方法  

試料の採取、調製及び測定は「放射能測定調査委託実施計画書（文部科学省平成  

15年度）」、文部科学省編「全ヾ一夕放射能謝定法（1976）」及び「ケ■脈ニウム半導体検  

出器によるガンマ線スへ○外ロメ川－（平成2年改訂）」に準じて行った。  

3）測定装置  

GM計数装置  アロカ（株）でDC＿105  

シンチレうヨ沖イイメータ  アロカ（株）TCS－166  

モガりげポスト  アロカ（株）M－21  

Ge半導体検出器 （株）東芝IGC1619SD  

4）調査結果   

（1）定時降水中の全β放射能を表1に示した。  

全ての試料は検出限界値未満であった。   

（2）空間放射線量率測定結果を表2に示した。  

前年と同様、異常値は認められなかった。   

（3）Ge半導体検出器による137csの核種分析測定調査結果を表3に示した。  

137csは土壌、大根、日常食およびカツオから検出されたものの、異常値は認め  

られなかった。   

（4）牛乳中の131Ⅰ分析結果を表4に示した。  

全ての検体は検出限界値未満であった。   

3 結 語  

いずれの調査項目においても、前年度とほぼ同程度の億を示し特に異常は認められ  

なかった。  
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表1 大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取年月   降水量  放鼻  寸能濃度（B／L）  月間降下量   月 間 降 下 量  

（mm）   測定数  最低値  最高値  （MBq／km2）   （MBq／km2）   

平成15年 4月   211   N．D   N．D   N．D  

5月   480   N．D   N．D   N．D  

6月   341   14  N．D   N．D   N．D  

7月   254   9   N．D   N．D   N．D  

8月   513   10   N．D   N．D   N．D  

9月   302   10   N．D   N．D   N．D  

10月   187   7   N．D   N．D   N．D  

11月   281   10   N．D   N．D   N，D  

12月   54   3   N．D   N．D   N．D  

平成16年1月   20   3   N．D  N．D   N．D  

2月   79   2   N，D   N．D   N．D  

3月   214   10   N．D   N．D   N．D  

年 間 値   2936   100   N．D   N．D   N．D  

前年度まセの過去3年間の値  261   N．D 3．4 N．D～6．2  

（採取地点：高知市丸ノ内）  

表 2  空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   モニタリンダホラれ（nGシ／hト  サーヘーィメータ  

最低値  最高値  平均値   （nGy／h）  

平成15年  4月   23．3   34．3   25．6   30   

5月   23．0   53．7   25．7   29   

6月   23．3   43．7   26．3   30   

7月   23．3   48．8   26．5   30   

8月   23．3   41．3   26・．1   35   

9月   23．3   36．9   25．6   32   

10月   23．5   41．1   26．3   33   

11月   23．9   41．7   26．2   34   

12月   24．0   42．5   26．1   34   

平成16年  1月   23．6   35．3   25．7   33   

2月   23．9   44．之   26．1   34   

3月   23．2   38．3   25．9   29   

年 間 値   23．0   53．7   26．0   29′・・′35   

前年度までの過去3年間の値   20．9   54．4   26．0   29～36   

（測定地点：高知市丸ノ内）  
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表 3  ケやルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  前年度まで  その他の  

書式 料 名  採取場所  採取年月   体  137cs  過去3年間の値    検出された  

数           人工放射性核種   

降 下 物  高知市  H15．4′、■H16．3  12  N．D  N．D  N．D  0．077   な し  MBq／km2   

陸 水  上水 蛇口水  高知市   両5．6   軋D  ．D  N．D  N．D   な し   mBq／L   

q～ 5cm  高知市   H15．7   20   l  21   四    な し  Bq／kg乾土  

土 壌  500  540  900   な し   MBq／km2  

5・、ノ20¢m  高知市   H15，7   9．5   14   口  12       な し  Bq／kg乾土  

490  750  1200   な し   MBq／km2   

精  高知市   H16．1   N．D  N，D  N．D   な し  Bq／kg精米   

0」017  N．D  N，D   な し  Bq／kg生  野 菜  大 根  南国市  H15．12  口  

ホウレン草  南国市   H15．12   NID   N．D  0．72   な し   

な し   牛 乳  原  乳  高知市  H15．8  口  N上）  N．D  N．D  N．D  Bq／L  

市販乳  高知市   H15．8   N．D  N．D  N．D  N．D   な し   

日  常  食  高知市  H15，6．H15」11  2  0．030  0．039  N．D  0．062   な し  Bq／人・日   

海産生物  カ ツ オ  土佐市沖   H15．5   0．23  0．26  0．27   な し   Bq／kg生   

表4 牛乳中の131Ⅰ分析結果  

採取場所   高知市   高知市   前年度まで  

（原乳）  （市販乳）  過去3年間の値   

採取年月日   H15息6   H15．8．4  最低値  最高値   

放射能濃度（Bq／L）   N．D   N．D N．D   N．D   
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Y－40福岡県における放射能調査  

福岡県保健環境研究所  

田上四郎・櫻井利彦・岩本虞二  

1．緒 言   

平成15年度に福岡県が実施した文部科学省委託業務「環境放射能水準調査」の結果につい   

て報告する。   

2．調査の概要  

1）調査対象   

ア 全ベータ放射能   

イ 空間放射線量率  

降水（定時降水）100件  

ⅣaI（T凰）シンチレーション式モニタリングポスト（当所屋上に設置）  

による常時測定及びNaI（T且）シンチレーション式サーベイメ岬夕に  

よる毎月l回の定地点（福岡市早良区脇山）測定  

月間降下物（大型水盤）12件、陸水（源水1件、蛇口水l件）、  

土壌（地表－5cml件、5岬20cml件）、精米（消費地l件、  

生産地1件）、 野菜（大根1件、ホウレン草1件）、牛乳  
（原乳1件、消費乳1件）、日常食（都市部2件）、海水1件、   
海底土l件、海産生物（鯛）1件の合計27件   

ウ 核種分析  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は「平成15年度放射能測定調査委託実施計画書」及び科学技  

術庁編の各放射熊測定法シリーズに準じて行った。  

3）測定装置   

ア 全ベータ放射能：GM計数装置（アロカ製JDC－163）   

イ 空間放射線量率：NaI（T且）シンチレーション式モニタリングポスト（アロカ製MAR－15）  

NaI（T且）シンチレMション式サーベイメータ （アロカ製TCS－166）   

ウ（核種分析  ：ゲルマニウム半導体核種分析装置（セイコーEG＆G製ORTECGEM－30185）   

4）調査結果   

ア 全ベータ放射能：定時降水の全ベータ放射能測定結果を表lに示す。定時降水の測  
定回数は100回で、このうち93回はND（検出されず）であった。  

検出された放射能漉度の最高値は6．3Bq／見であった。   

イ 空間放射線量率：測定結果を表2に示す。モニタリングポスト、サーベイメータの  

測定結果は、ともに過去3年間の値と同程度であった。   
ウ 核種分析  ：分析結果を表3に示す0137csが土壌、だいこん、日常食、海底土  

及び海産生物（鯛）から検出されたが、その他の人工放射性核種はい  

ずれの試料からも検出されなかった。  

3．結 語  

いずれの調査項目においても、特に異常値は認められなかった。  
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表1 定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果  

降水の定時採取（定時陸水）  

採 取  

降水量  放射能∴濃度（Bd／鼠）  
年 月  

月間降下量  

（叩）  測 定 数  最 低値  最滴値   （HBq／km2）  

平成i5年 4月   173．4   ND   ND   ND   

5月   101．3   ND   ．1   2．4   

6月   207．5   ND   ND   ND   

7月   657．0   ND   ND   ND   

8月   259．0   ND   ND   Mト   

9月   82．5   ND   N   ND   

10月   12，6   4   ND   ND   叩   

11月   127．0   nD ND   ND   

12月   36．0   ND   ND   ND   

平成16年1月   47．3   ND   6．3   52．6   

2月   33．3   4   3．2   8．6   

3月   151．9   ND   ND   

年  間  値   1888．8 100   ND   6．3   ND～52．6   

前年度までの過去3年間の値  312   ND   4．5 N骨～60．2  

ND：検出しない（計数値がその計数誤差の 3倍を下回るもの）   

表 2 空間放射線量率測定結果  

モ七夕リングポスト（cps、）  サーベイメータ  

測  定  年  月  

最 低 値  、最 高値  平 均値   （nGy／b）  

平成15年4 月   13．2   18．1   14．1   

5、月   13．3   18．2   14．0   70   

6 月   13．1   18．6   14．0   

71月   13．0   22．1   13．9   70   

8 月   13．1   24，2   13．9   72   

9 月   13．0   15．0   13．8   74   

10 月   13．8   17．2   14．5   76   

11 月   13．5   17．5   14．3   74   

1 13．4   18．2   14．2   74   

平成16年 1 月   13．5   18．9   14．2   84   

2 月   13．4   22．7   14．2   74   

3 月   13．4   19．4   14．0   

年  間  値   13．2   24．2   14．1   70～98   

前年度までの過去 3年間の値   13．0   23．6   14．2   70～80   
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表 3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  その他の検出さ  

額 科 名  採取  採取年月  体  過去3年間の値  れた人工放射性  

場所  数  核種   

（平成）  最低値  最高値  最低値  最高値   

降 下 物   太宰府市  15．4－16．3  田   ⅣD   ND   ND   0．085   なし   MBq／km2   

陸  ND   ND   N   ND   なし   

mBq／且  

水   ND   ND   ND   ND   なし   

2・   2．9   2．2   2．4   なし   Bq／kg乾土  

土  

220   220   150   なし   MBq／km2  

0．61   0．61   ND   0．69   なし   Bq／kg琴土  

囁   

ND   88   なし   MBq／km2   

精  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／kg精米  

米   ND   ⅣD   ND   0．090   なし   

野  口  0．022  0．022   ND   0．014   なし   

Bq／kg生  

菜   ⅣD   ND   ND   なし   

牛  ND   ND   ND   ND   なし   

Bq／且  

乳   ⅣD   ⅣD   ND   ND   なし   

日  なし   Bq／人・日  

庸  

食   

海  水  北九州市  15．8   ND   ND   ND   ND   なし   mBq／且   

海 底 土  北九州市  15．8   口  、2．6   2．6   1．5   3．7   なし   Bq／kg乾土   

海産生物（鯛）   福 岡 市  15．7   口  0．15  0．15  0．11   0．13   なし   Bq／kg生   

ⅣD：検出しない（計数値がその計数誤差の3倍を下回るもの）  
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Ⅴ－41佐 賀 県 に お け る 放 射 能 調 査  

佐賀県環境センター  

深川玲子  日迫剛志  
犬塚加代子 田代典久  

1．緒言  

平成15年度に文部科学省委託により佐賀県が実施した環境放射能水準調査の結果  

を報告する。   

2．調査の概要   

1）調査対象  

平成14年度と同様に、空間放射線及び環境試料中の放射能について調査を  

行った。  

空間放射線は、佐賀市の1カ所で連続測定及び毎月1回のサーベイメータに  

よる測定を行った。  

環境試料中の放射能については、ゲルマニウム半導体検出器を用いた核種分  

析を実施した。  

調査対象試料数、測定内容は、降水101試料の全β放射能測定及び大気浮遊  

じん4、降下物12、陸水1、土壌2、精米1、野菜類2、牛乳1、日常  
食2、海産生物1試料の核種分析並びに牛乳6試料のト131の測定で  
ある。   

2）測定方法  

空間放射線測定及び環境試料中の放射能測定は、文部科学省編の各種放射能  

測定法シリーズ及び「放射能測定調査委託実施計画書（平成15年度）」に基づ  

いて行った。   

3）測定装置  

全β放射能……… Aloka：L丑C－481Q低げツクダランド放射能測定装置  

核種分析………… 東陽テクニカ：Ge半導体検出器  

牛乳中のト131…東陽テクニカ：Ge半導体検出器  
空間放射線……… Aloka：2’’×2’’ⅣaI（Tl）モニタリンクやホ○スト、TCS－166サーへヾイメータ  

4）調査結果  

調査結果は次表のとおり。  

表1に定時降水試料申の全β放射能調査結果を示す。  

表2に牛乳申のト131の調査結果を示す。  

表3に各種環境試料中の核種分析調査結果を示す。  

表4に空間放射線量率の測定結果を示す。   

3．結語   

平成15年度の調査では、定時降水中の全β放射能、環境試料中の核種分析及び空  

間放射線量率の測定結果は、前年度までの調査結果と同程度のレベルであり、異常は  

認められなかった。   

また、環境試料中の核種分析で検出されているCs－137は、過去の大気中の核実験等  

の影響によるものと思われるが、その濃度は極めて低く、問題となるものではなかっ  

た。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  大型水盤による降下物  

採取  
降水量  放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  月間降下量  

年月 （HBq／kd）  （HBq／kIぱ）  

（mふ）  測定数   最低値   最高値   

平成15年 4月  204．9   10   NI〕   0．32   4．4  ■   

5月  157．9   9   NI）   0．31   0．69  

6月  236・亭   12   NI）   ND   NI）  

7月  404．1   12   NI〕   0．55   36  

8月  254．6   10   N工）   1．1   103  

9月   60．0   6   NI）   ND   ND  

IO月   4．8   5   NI）   1．7   0．94  

11月  159．5   11   ND   1．0   11  

12月   32．8   8   Nわ   ND   N工）  

平成16年1月   26．5   6   ND   12  

2月   20．3   4   ND   0．81  1．9  

3月  203．2   8   ND   0． 43   4．6  

年 間 値  1俺4． 101   D 2．9   如～103  

前年贋までの過去3年間の値   92～111   か   3．2   m～115   ～   

（注）N工）・‥定量限界未満を示す。  －・‥ 測定せず。   

表2 牛乳中の131Ⅰ調査結果  

痍∈ 取 瘍 鱒  佐賀郡大和町  佐賀郡大和町東山田  前年度まで過去3年間の値   

川上  

H15年  Ⅱ16年  

採∴取 年 月 日  最低値   最高値   

5／14  8／27  10／17  12／24   1／29  占／2  

鱒能濃度（Bq／几）   ND  ND   N】〕  N工）  NI）  ND   NI）   ND   

（注）N】〕‥・定量限界未満を示す。   
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衷3 ゲルマニウム単導体検出器による核種分析調査結果  

検  前年度まで  その他ゐ検軋  

試 料名  採取場所  採取年月   体  7cs  過去3年間の値    された人工放  

数   野性核種   

最低値  最高値  最低値  最高値   

15．4  
大気浮遊じん   佐賀市  ～  4  ND  ND  NI）  N   なし   嘘郎扉   

16．3  

15．4  

降下物  佐賀市  ～  ND  NI）  NI）、  0．10   〝   il．1l   

16．3   

上水 蛇口水   佐賀市   15．6   NI）  ⅣD  NI）   〟   嘘qル   

1．3  0．97  1．3   〟   Bqノkg乾土  

土  15．9   

33   89   〟   鵬q丑孤2  

ND  0．67  0，73   ノ／   Bqノ嘩乞ヰ  

壌   15．9   

ND  58   150   〟   蝿兢皿2   

精米  佐賀市   15．11   叩D  NI）  〟   Bqノk鱒準   

野  佐賀市   15．11   1   NI）  NI）  NI）   〝   

的几g生  

畢   15，12   ND  ND  N   〝  

牛乳  佐賀郡   15．10   対○  N 〟   的几  

15．6  

日食  鹿賀市他  2  D ND   ND  0．由5   // B〟人・日   

15．1Z  

水  

産  佐賀郡   14．8   0．077  0．047  0．体0   〝   Bq／kg生   

生  

物   

（注）ND‥・定量限界未満 を示す。  
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衷4 空間放射線畳率測定結果  
モニタリングポスト（∴nGy／h）  サーベイメーター  

判 定 年・月  

最低 値   最 高 値   平均 値   （nGy／h）   

平成15年  4 月   39   57   41   88   

5 月   39   6寧   42   82   

6 月   42   65   44   80   

7 月   38   74   44   82   

8月   42   74   44   8   

9 月   42   48   45   80   

10 月   42   60   45   96   

11月   42   65   45   90   

12 月   41   57   43   8（；   

平成16年  1月   42   鱒1   45   90   

2 月   44   86   46   88   

3月   42   62   46   86   

年   闇  値   38   8e；   44   80 ～ 96   

前年度までの過去3年間の値   7   73   40   70 ～102   

（注）モニタリングポストはⅡ14に更新したため、「前年度までの過去3年間の値」のモニタリングポストに   
おける値は臥4のみの値（旧ポストの測定値単位はcps）  
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Ⅴ－42 長崎県における放射能調査  

長崎県衛生公賓研究所  

谷村義則   豊坂元子  

「T－二仙藷官‾‾‾【岬岬‾叫－…‾‾‾叩………仙‾‾岬‾‾仙…叫‾…‾－‾…－‾…叫‾叫‾…‾‾－‾仙‾…‾…仰‾…‾……‾‾州仙‾叫…‾…‾－‾仰‾‾‾‾…‾「  】   

文部科学省の委託業務として、平成15年度に長崎県で実施した環境  

放射能水準調査結果について、その概要を報告する。  

査
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：定時降水  

大気浮遊塵、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精  
米、野菜（大根、ほうれん革）、牛乳、市販牛  
乳、日常食及び海産生物（アサリ、アマダイ、  
ワカメ）  

モニタリングポスト、NaI（TI）シンチレー  
ションサーベイメータ   

③空間放射線魔率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定方法は「放射能測定調査委託実施計画   

書〔文部科学省、平成15年度〕」及び科学技術庁編放射能測建シリ  
ーズに基づいて実施した。  

3）測定装置  

①全β放射能：β線自動測定装置 アロカ製JDC・3201  
②γ線核種分析：Ge半導体検出器 セイコーEG＆G GEM－15180・P  
③空間放射線量率  
・モニタリ ングポスト  アロカ製MAR－15   
・NaI（TI）シンチレーション式サーベイメータ アロカ製TCS・166  

4）調査結果   

①定時降水中の今β放射能調査結果を蓑1に示した。定時降水88件  
中11件検出（最高値0．88Bq／1）されたが、過去3年間の値の範囲  
内であった。  

②牛乳（生産地の原乳）中の131Ⅰの調査結果を表2に示した。生産地  
の原乳については181Ⅰは検出されなかった。  

③環境試料中の核種分析結果を表3に示した。環境及び食品の28試  
料について実施した。137Csは、土壌（小浜町雲仙）、海産生物（アマ  
ダイ）から検出されたが、過去の結果と同程度の濃度であった。  

④空間放射線量率の測定結果を表4に示した。モニタリングポスト  
の結果は31～47nGy／h（平均32nGy／h）、シンチレーションサーベ  
イメータの結果は 56～64nGy／h（宇宙線の影響30nGy／h を含む）で  
あり、いずれの項目も過去の結果と同程度であった。   

3．結語   
平成15年度に長崎県で実施した環境及び食品試料中の放射能調査結  

果は、長崎県の過去3年間と同程度の濃度レベルであり、特に異常値は  
認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果（平成15年度）  

降水の定時採取（定時降水）  

採取年月日   
降水量  

（m）  
放射能濃度・（的几）  

月間降下量  

測定数   最低値   最高値   （H的／伽り  

平成15年 4月  241．5   ⅣD   0．34   26   

5月  115．5   0．44   6．6   

6月  264．0   ND   0．62   38   

7月  243，0   ⅣD   0．36   49   

8月  －283．5   10   ⅣD   0．37   

9月  120．0   4  ⅣD  0．49   23   

10月  13．0   ⅣD   0．87   4．3   

11月  166．0   8   ND   ⅣD   ⅣD   

12月  33．0   ⅣD   0．48   3．0   

平成16年1月   寧．0   封D   0．88   4．4   

2月   81．与   ⅣD   0．76   2．9   

3月  1鱒．0   ND   ⅣD   ⅣD   

年間値   1，678   88   ⅣD   0．88   ND～49   

前年度串での過声3年間の嘩  276   ⅣD   2．0   ⅣD～25   

（注1）ⅣD：測定値が測定誤差の3倍未満。  

表2 牛乳中の131Ⅰの分析結果（平成15年度）  

採取場所   諌早市   
前年度まで過茸  

3年間の値   

採取年月日   H15．7．7   最低値   最高値   

放射能濃度  

伸班）   
ND   ⅣD   ⅣD   

（注1）牛乳の取扱区分は、生産地（原乳）である   

（注2）放射能測定は、ゲルマニウム半導体検出器によるγ線スぺクトロメーターで測定した。  

（注3）ND：測定値が測定誤差の3倍未満。  
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表3 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果（平成15年度）  

前年度まで  

検  137cs  過去3年間の慣  阜の他鱒検  

試料名  採取場所  採取年月   体  
出された人エ 放射性核種  単位  

数                     最低値  最高噂   最底値  最高値   

大気浮遊じん   長崎市  15年4月 ～16年3月  4   
ⅣD   ⅣD  ⅣD   ⅣD   ND   嘘q／m3   

降下物  長嶋市  15年4月 ～16年3月  12  ⅣD   M）  ⅣD  0．080   ⅣD   HBq／血2   

陸  

蛇口水   長崎市   15年6月  n   m   m  ⅣD   ND   ND   嘘q／L   

水   

小浜町  29  35   ⅣD   

0～5cm  
Bq／kg乾土  

土  
（雲仙）   540  1300  2100   ND HBq／血2  

小串町  
15年 7月   16  18   22   ⅣD   Bq／kg乾土  

5～20cm  
（宴仙）  610  710  1900   ⅣD   H恥／血2   

緬米  長崎市  16年1月  円   ⅣD  ND   m   m   鵬〟短精米   

野  長崎  16年1月  n   Ⅳp  ⅣD   m   m   

菜   ND  ND   yD   ⅣD   Bq座g生  

牛 乳  長崎市  15、年8月  Ⅶ   ⅣD m   m   軸几   

15年6月1  ND  m   m  0．069   ⅣD   

日常食  長崎甲   及び10月  
Bq／人・日  

ND  m   m  0．030   m   

海  小長井町  15年 5月  、1   ⅣⅠ）  ⅣD   ⅣD   m   
産  

生  0．P94  0．080  0．22   ⅣD  Bq／kg生  

物   島原市  16年 2月  田   m  ⅣD   ⅣD   ⅣD   

（注1）食品試料のうち海産生物は生産地、牛乳（市販乳）・野菜及び精米は消費地としての取扱いである。  

（注2）m：測定値が測定誤差の3倍未満  
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表4 空間放射線量率測定結果（平成15年度）  

モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメーター  

測定 年月  
最嘩値   最高値   平均値   （nGy／h）   

平成15年4月   30   42   64   

5月   30   41   64   

6月   30   3   62   

7月   30   32   

8月   48   33   

9月   31 35   32   60   

10月   32   46   33   

11月   30   41   33   

12月   42   33   64   

平成16年1月   46   60   

2月   33   60   

3月   49   

年 間 値   30   32   56～64   

（注1）サーベイメーターの値は、宇宙線の影響30nGy／hを含む。  
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Ⅴ岬43 熊 本 県 に お け る 放 射 能 調 査  

熊本県保健環境科学研究所  

北岡宏道 本山雅文 上野一藩  

松崎達哉 矢野弘道  

1 緒 嘗   

前年度に引き続き、平成15年度に実施した文部科学省委託の環境放射能水準調査結果   

について報告する。  

2 調査の概要  

（1）調査対象  

① 食べータ放射能  

② ガンマ線核種分析   

降水（定時降水）  

大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、野菜（生産  

地、大根及びホウレン草）、茶く生産地）、精米（生産地）、  

牛乳（生産地）、日常食  

モニタリングポスト及びサーベイメータによる測定  ③ 空間放射線畳率  

（2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は、「放射能測定調査委託実施計画穏（平成15年  

鹿）」及び文部科学省編の各種放射線測定法シリーズに基づいて行った。  

（3）測定装置  

① 全ベータ放射能  

GM式ベータ線測定装置：アロカJDC－163  
② ガンマ線核種分析  

ゲルマニウム半導体検出器：EG＆G ORTEC GEM－15180P  
波高分析装置  ：セイコー・イージーアンドジー MCA7700  

③ 空間放射線畳率  

モニタリングポスト   ：アロカ MAR－21  

シンチレーション式サーベイメータ：アロカ TC＄－151   

（4）調査結果  

① 宇土市における定時降水の全ベータ放射能調査結果を表1に示す。測定した94検  

体のうち4検体から放射帝が検出された。  

② ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果を表2に示す。27検体の  

測定を実施し、土壌及び日常食から187c＄が検出されたが、いずれも過去3年間の測  
定値の範囲内であった。  

③ 宇土市（モニタリングポスト）及び合志町（サーベイメータ）における空間放射線  

盈率測定結果を表3に示す。計測値は過去3年間の値と同程度であった。   

3 結 語   

平成15年鹿の熊本県における調査結果は、環境試料中の放射能及び空間放射線盈率とも   

に前年度とほぼ同程度であり、特に異常な値は認められなかった。  
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表1定時降水試料申の全β放射能親登鯖果  

降水の定時採取（定時降水）  

採取 年 月   降水量  放射能濁度（8qノ    り  月間降下畳   

（仰l）  く柏8q／km2）  

最高値    測定数   最低値  

平成15年4月   219．9   軋D  札D   N．p   

5 月   174．2   g   N．D  N．D   N．D  

8月   326．0   12   牡D  N．D  N．D   

7月   2 12   軋D  N．D  N．D   

8月   313．7   什   札D  軋、D 軋b   

98a 20．4   3   軋b  雨．D  ．D   

10月   3了．3   4   N．D  1．9   3．2   

11・月   213．7   10   札D  N．D  札D   

12月   39．4   6 N．D  札D  札D   

平成16ヰ1月   39．3   3   N．D  3／6   2由   

2月   87．9   3   NJD  5．4  9．4   

3月   105．7   10   軋D  1．9  11   

年 間 値   柑14．1   94   N．D  5．4  N．D～28   

前年度までの過去3年間の値  269   N．D  軋D  N．D   

（注）調査開始：平成元年10月  

軋D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表2 ゲルマニウム単導体検出器による核種分析測定調査儲果  

検  闘C＄  前年度まで過  
試 料 名   採取  去3年間の値  

場所   数  た人工放  

射能核種   

大気浮遊じん   宇土市   
15年4月  

4  軋D  軋D  軋D  軋D  岬q仰   

～16年3月  

降下物  宇土市   
15年4月  

12  軋P  軋 岨q伽？   

～16年3月  

陸  
15年6月  

1■  軋D  軋D  N．D  雨．D  
水   

Bq／鬼   

15年12月  

57   53   6了  

土  口            Bq／kg乾土  
1300  1200  1ヰ00  鵬q／km2  

18  Bq／kg乾土  
壌   口    15  瓜  

9 鵬q／km   

精  米   合志町  15年10月   N．D  軋D  軋D  Bq／kg精米   

野  合志町  15年5月   軋D  軋D  軋D  
Bq／kg生  

菜   N．D  胤D  軋D  

茶  
御船町  

2  N．D  軋 
上村   

Bq／kg乾物   

牛  乳   合串町  15年8月   N．D  軋D  N．D  敗D 軸／   

淡水産生物  

日 常 食   熊本市   
15年6月  

2  0．0137  0．044  N．D  0．b54  Bq／人一日   

15年12月  

海  水  

海 底 土  

海  

産  

生  

物  

（注）調査開始：平成元年10月  

軋D   ：検出されず（測定値が計数誤差の3倍未満）  
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表3 空間放射線畳率測定結果  

モニタリングポスト（n如／h）  サーベイメ⊥タ  

測雇年 月  

最低値 最高値   平均値   （nGy／h）   

平成15年 4月   24   49   44   

5 月   軍7   40   28   42   

6月   27   48   29   40   

7月   2了   47   32   叩   

8月   25   28   46   

9月   26   27   47   

10月   2   44   28   42   

什   22   37   28   45   

ほ、月   25   47   28   46   

平成16年1月   27   45   29   47   

2月   27   59   29   44   

3月   27   44   29   42   

年 間 値   22   59   29   40 ん47   

前年度手での過去3年間の値   22   60   29   3色～46   

（注）調査開始：平成元年10月  
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Ⅴ－44 大 分 県 に お け る 放 射 能 調 査  

大分県衛生環境研究センター  

蛎灰谷喬、粟津記久夫  

1．緒  日   

大分県において、平成15年度に実施した文部科学省からの委託による環境放射能測定調査   

の結果について報告する。  

2．調査の概要  

1）調査対象   

・全β放射能  定時降水   

・γ線核種分析 大気浮遊じん，降下物，陸水，土壌，精米，野菜，牛乳及び日常食   

・空間放射線畳率  

2）測定方法  

試料の採取、前処理及び測定は「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成15年度）」   

及び各放射能測定絵（文部科学省編）に準じて実施した。  

3）測定装置   

・全β放射能   

。γ線核種分析   

・空間放射線量率  

GM自動測定装置（アロカ製 ∬C－163）  

Ge半導体検出器（キャンベラ製 インスペクタ1200）  

モニタリングポスト（アロカ製 仙は－21）  

シンチレーションサーベイメータ（アロカ製 TCS－171）  

4）調査結果   

・全β放射能  大分市における定時降水の測定結果を表1に示す。90試料中22例  

検出したが、異常値は認められなかった。  

・γ線核種分析 分析結果を表2に示す。測定試料数は25検体で、137csが土壌及び日  

常食から検出されたが、異常値は認められなかった。  

・空間放射線量率 測定結果を表3に示す。計測値に異常値は認められなかった。  

3．結  

平成15年度に大分県で実施した環境放射能水準調査の結果については、特に異常値は認め   

られなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水量  
降水の定時採取（定時降水）  

採取年月  
（血）  

放射能濃度（Bq／L）  月間降下量  

測定数   最低値   最高値   価q佃2）  

15年 4月   12．5   10   軋D   5．9   60   

5月   327．5   凡D   1．3   51   

6月   206．5   12   鱒D   2．6   39   

7月   286．0   10   軋D   1．0   6   

8月   398．5   軋D   凡D   凡D   

9月   202．5   6   軋D   2．2   47   

10月   66．5   4   凡D   5．9   22   

11月   195．0   10   凡D   4．5   139   

12月   26．5   3   軋D   軋D  軋D   

16年 1月   37．0   凡D   凡D   軋D   

2月   28．0   2   札D   軋D   凡D   

3月   96．0   10   軋D   1．1   45   

年蘭倍   1999．5   90   軋D   5．9   軋D～139   

前年度までの過去3年間の債＊  

＊：平成15年度より調査地点変更  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  1甲Csの前年度まで  

試料名  
採取   痍取    体  の過去3年間の値  

場所   年月    数  

大気浮遊じん   あ  4  凡D   凡D   ＿＊   ＿＊   
＿＊   mBq／m3   

降下物  大市  毎月  12  軋D   軋D   ー＊   嶋＊   ー＊   MBq／km2   

陸水  蛇口水  大分市  15．6  ロ   凡D  ＿＊   ＿＊   ＿＊   MBq／L   

0′、J5cm  久住町  15・7  口   
60  59   64  恥kg乾土  

1壊  
1000  610  1100  も阻q／km2  

14  
5～20cm  久町  15．7  6  

16   25  鵬乾土  

60  710   1200  MBq／km2   

精米  宇佐市  15．11  口   軋D  軋D   凡D  馳収g精米   

大根  宇佐市  15．12  口   凡D  凡D   凡D  

野菜  

ホウレン草  宇佐市  15．12  ロ   
Bq／kg生  

凡D  虹D   軋D  

牛乳  久住町  15．8  6   札D  凡D   0．、086  Bq／L   

日常食  大分市  15．6 15．11   2  0．025  0・03   凡D   0．026  Bq／人・日   

＊：平成15年度より調査地点変更  
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表3 空間放射線畳率結果  

モニタリングポえト（nGy／h）  サーベイメータ＊  

測 定年月  （大分市）  （nGy／h）  

最低値   最高値   平均値   （佐賀関町）  

15年 4月   44   59   46   96   

5月   44   63   45   104   

6月   44   62   46   98   

7月   45   69   46   96   

8月   43   66   45   97   

9月   43   55   44   9   

10月   42   5壬享   44   10畠   

11月   42  63   45   i鵬   

12月   43   55   45   103   

16年 1月   43   59   45   102   

2月   43   68   45  10年 

3月   43   57 45   100   

年 間 値   42   69   45   96～1や4？   

前年度までの過去3年間の値   ＿＿＊＊   ＿＊＊   ＿＊＊   ＿＊＊＊   

＊  ：宇宙線を含む。  

＊＊ ：平成15年度より調査地点変更  

＊＊＊：平成15年度よりエネルギー補償型方式の測定器に変更  
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Ⅴ－45 宮崎県 にお け る 放射能調査  

宮崎県衛生環境研究所  

中村公生、浜田洋彦、田中重雄  

1緒 言   

前年度に引き続き、平成15年4月から平成16年3月までに、文部科学省の委託により実施した  

宮崎県における環境放射能水準調査について、調査結果の概要を報告する。  

2 調査の概要  

1）調査対象  

宮崎県内における降水、大気浮遊じん、降下物、陸水（蛇口水）、土壌、精米、野菜（大根及び  

ホウレン草）、茶、牛乳、日常食及び空間放射線量率   

2）測定方法  

試料の調製及び測定1は、文部科学省編「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成15年度）」、  

r全ベータ放射能測定法（昭和51年改訂版）」及び「ゲルマニウム半導体検出器を用いた機器   

分析払（平成4年改訂版）」により行った。   

3）測定装置  

全ベータ放射能  GM式β線測定装置  

ガンマ線核種分析：  Ge半導体核種分析装置  

（アロカ社製 JDC－163）  

（SEIKO EG＆G社製 GEM－15180－P＆MCA7700）   

空間放射線量率  モニタリングポスト  （アロカ社製 MAR－21）  

シンチレーションサーベイメータ  

（アロカ社製 TCS－166）  

4）調査結果   

表1に定時降水試料中の全β放射能調査結果を示す。全β放射能濃度は前年度までの過去3年間   

の値と比較して、特に異常は認められなかった。   

表2にゲルマニウム半導体検出器による核種分析秋定繭査結果を示す。人工放射性核種としては  

137csが土壌、茶及び日常食から検出されたが、その量は前年度までの過去3年間の値とほぼ同   

程度であった。その他の人工放射性核種は検出されなかった。   

表3にモニタリングポスト及びサーベイメータによる空間放射線量率測定結果を示す。いずれも   

前年度までの過去3年間の値と比較して、特に異常は認められなかった。  

3 結 語   

平成15年度の宮崎県における環境放射能の調査結果は、いずれもこれまでの調査結果と同程度で   

あり、特に異常は認められなかった。  
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表1定時降水試料中の全β放射能調査結果  

採  取  降水螢  
降 水 の唐疇採取（定暗薩永）  

年  月  （mm）  

放射能磯度（B    q／L）  月間降下恕  

最高値  （MBq／km2）  

平成15年 4月   277．9   N．D  2．2  3．6 

5月   CjSCi. 6 14   叫D  2．9  6，3 

6月   808．9   1．7   N．D  N．D  NJD   

7月   93．6   9   N．D  3．3  5．7   

8月   248．1   10   N．D  N．D  N．D   

9月   204．5   7   N．D  N．D  N．D   

10月   207．0   6   ．D  2．2  34．6   

11月   226．4   N．D  2．5  58．2   

12月   37．3   3   ．D  N．D  N．D   

平成16年 1月   55．l   3   N．D  2．4  8．2 

2月   10．2   2   N．D  1．6  ．2   

3月   238．3   10   N．D  2．1  26．6 

年 間 値   3103．9   1。03   軋D  3．3  軋D′～58．2   

前年度までの過去3年間の値  303   N．D  6．4  N．D～97．1 

（N．D：検出されず）  

表2 ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  
137cs  盛宴嘗皐齢値  

その他検出  

試 料 名   採取場所  採取年月   体  された人工  

数          放射性核種   

大気浮遊塵   宮崎市  15．4～16．3  4  N．D   N．D   N．D   N．D   な し   mBqノma   

降 下 物  15．4へ′16．3  12  N．D   N．D   N．D  0．083  な し   MBq／km2   

陸   蛇口水   
水  

15．6   N．D  N．D   N．D   な し   mBq／L   

2．1  2．2   6．4   な し   Bq／kg乾土  
土  15．7   

87  86．5   393   な し   MBq／km貨  

2．8  2．7   4．1   
壌   

な し   Bq／kg乾土  

463  ・・377   750   な し   MBq／km2   

精 米  15．8   N．D  N．D   N．D   な し   Bq／kg精米   

野  15．11   N．D  N．D   N．D   な し   

Bq／kg生  

菜   〃   15．11   N．D  N．D   N．D   な し   

茶  
川南町  

15．4   
都城市  

2  0．99  1．8   0．73  1．2   な し   Bq／kg乾物  

牛乳  高原町  15．8  N．  N．D  Bq／L  

日常食    宮崎市   15．6，15．12   Bq／人・日   

（N．D：検出されず）  
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表3 空間放射線量率測定結果  

モニタリげポわ（nGy／h）  サ｝＼÷ィメータ  

測 定 年 月  
最低嘩  最高慮  平均値   （nGy／h）  

平成15年 4月   25．6   47．4   28．0   50   

5月   25．4   43．9   27．4   48   

6月   25．5   43．5   28．4   52   

7月   25．6   47．9   27．1   50   

8月   25．6   47．4   27．3   52   

9月   25．6   39．2   27．1   50   

10月   25．8   由．1   27．8   54   

11月   25．9   48．0   27．7   52   

12月   25．7   43．4   26」9   74   

平成16年1月   25．8   50，0   27，3   48   

2月   25．8   47．6   26．8   50   

3月   25．2   55．3   27．7   50   

年  間  値   25．2   56．1   27．5  48 ～ 74   

前年度までの過去3年間の値   24．6   61．6   27．1  48～68   
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Ⅴ－46 鹿児島県における放射能調査  

鹿児島県環境保健センター  

坂本 洋，白坂邦三郎  

柴 哲治，奥江 碩  

1．目 的   

今回の調査は，原子力発電施設立地県等において実施されている放射線監視事業   

の測定データが，当該施設からの影響によるものか否かを把握し，正確な評価を行   

うことを目的としている。   

なお，この調査は，平成15年度に鹿児島県が実施した文部科学省委託の環境放射   

能水準を調査したものである。  
2．調査の概要  

1）調査対象   

①全ベータ放射能：降水（定時降水）91試料   

②核種分析：降下物12試料，陸水（蛇口水）・精米・野菜（大根，ホウレンソウ）  

・海産生物（きびなご），海水・海底土各1試料及び土壌・茶・牛乳  

・日常■食各2試料  

③空間放射線量率：鹿児島市内においてモニタリングポストによる連続測定及び  

サーベイメータによる測定   

2）測定方法  

試料の採取，前処理，調製及び測定は，文部科学省編の各種放射能測定シリー   
ズ及び「環境放射能水準調査委託実施計画書（平成15年度）」に基づいて行った。   

3）測定装置   

① 全ベータ放射能調査 GM計数装置（アロカ製TDC－104）   

② 核種分析調査  Ge半導体検出器（EG＆G ORTEC製GMX40）   
③ 空間放射線量率調査 モニタリングポスト（アロカ製MAR－21）  

サーベイメータ（アロカ製TCS－166）   

4）調査期間  

全ベータ放射能調査については平成15年4月～16年3月の各降雨ごとに測定，   

核種分析調査は降下物については毎月，その他の試料については平成15年5月～   

12月に試料採取を行った。また，空間放射線量率調査においてはモニタリングポ   

ストによる連続測定及びサーベイメータに皐る毎月1回の測定を実施した。   

5）調査結果  

定時降水試料中の全ベータ放射能調査結果及び空間放射線量率調査結果は表－   
1及び表－2に示すとおり，いずれも，これまでの調査結果と同程度のレベルで  

あった。  

また，核種分析調査結果は表－3のとおりであった。この結果については，こ   

れまでに実施してきた川内原子力発電所周辺環境放射線調査結果（昭和56年度～）   

及び環境放射能水準調査結果（昭和63年度～）と比較して同程度のレベルであっ  

た。  

3．結 語   

平成15年度における環境放射能調査結果は，環境試料の放射能及び空間放射線量   
率とも，これまでの調査結果と比較して同程度のレベルであった。  

なお，今回の調査は，当センターの過去の調査結果と比べ特に異常は認められな   

かった。  
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（表－1） 定時降水試料中の全β放射能調査結果  

降水の定時採取（定時降水）  

採  取  降水量  

年 月  

放射能濃度（Bq／幻  
（mm）  

月間降下量  

測定数   
（MBq／km2）  

最低値   最高値   

平成15年4月   195．5   10   NI）   ND   ND   

5月   139．5   8   ND   ND   ND   

6月   528．5   13   ND   ND   ND   

7月   310．5   10   ND   ND   ND   

8月   182．0   8   m   ND   ND   

9月   37．0   5   ND   m   ND   

10月   46．0   3   m   ND   ∴和   

11月   202．5   9   ND   ND   ND   

12月   29．5   4   ND   ND   ND   

平成16年1月   42．5   8   ND   2．6   10   

2月   33．5   5   ND   m   m   

3月   116．5   8   m   ND   ND   

年蘭 値   1，863．5   91   ND   2．6   ND～10   

前年度までの過去3年間の値  273   N工）   6．0   ND～9．0   

（調査地点：鹿児島市）  

（表－2） 空間放射線量率測定結果  

測 定 年 月   
モニタリングポスト（nGy／h）  サーベイメータ  

最低値   最高嘩   平均値   （hGy／h）   

平成15年 34．1   66．3   40．2   74   

白月   34．5   61．4   40．2   74   

6月   38．2   59．5   41．2   75   

7月   38．0   75．1   40．1   73   

8月   38．8   60．2   40．6   76   

9月   39．1   44．1   40．9   74   

10月   39．8   70．4   41．4   75   

11月   39．6   56．1   41．5   77   

12月   38．   57．1   40．7   70   

平成16年1月   38．7   63．8   41．0   76   

2月   38．7   62．9   40．7   76   

3月   38．9   65．7   41．6   78   

年   廟   値   34．1   75．1   40．8  70 へ 78   

前年度までの過去3年間の値   30．6   291．7   38．0   72 へ 81   

（調査地点：鹿児島市）  

注）モニタリングポストは平成13年度よりDBM方式に変更  
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（表…3） ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

検  137cs  前年度まで  

試 料 名    採取場所  採取年月  体  過去3年間の借   のの れた人工放射性   

数  核種   

降 下 物    鹿児島市  H15．4～H16．3  12  ND  抑  ND  0．067  なし  此q／血2   
陸水   蛇口水  鹿児島市   H15．8   m  m  ND  m   なし   mBq/ll 

0～5cm  開聞町   
m  ND  ■ ND  0．54  なし   

H15．9   
馳／kg乾土  

土  m  m    42   なし 鵬q／加2  

壌  0．91  0．91  0．97  1．3  なし   
5～20cm  開聞町   H15，9   

Bq／kg乾土  

140  140  120  200  なし   姫q／km2   

精  米    鹿児島市   H15．12   6  m  m    0．16  なし   Bq／kg精米   

野  H15，12   6  m  m  鼎  0．017  なし   Bq／kg生  

束   H15．12   6  0．14  0．14  0．10  0．14  なし   Bq／kg生   

茶  

知町   15・5   6  1，5  1．5  1．2  1．3  なし   Bq／kg乾物  

宮之城町   H15．6   ロ  d．66  0，ヱt66  0．42  0．50  なし   Rq／kg乾物   

牛  H15・9   1 ND ND ND ND なし   Bq／但  

乳   H15．9   ND  ND  肺  ND   なし   寧q／良   

日常 食    川内市   H15．6，11   2  0．017  0．018  0．027  0．？購  なし   Bq／人・日   

海  水    加世田市   H15．9   ND  m  NI）  ND  なし   鱒q川   

海 底 土    加世田市   H15．9   6  m′  ND  Np  0．73  なし   Bq／kg乾士   

海産生物   きびなご  阿久根市   H15．11   6  0．13  0．13  0．14  0．15  なし   Bq／kg生   
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Ⅴ－47 沖縄県における放射能調査  

沖縄県衛生環境研究所  
普天間朝好 泉水仁  
嘉手納恒 与儀和夫  

1．緒言   

前年度に引き続き文部科学省の委託を受け，平成15年度に沖縄  
県が実施した環境放射能調査の概要を報告する．   

2．調査の概要  
1）調査対象  

降水，降下物，陸水，農畜産物，日常食，土壌，海水，海底   
土，海産生物及び空間線量率の測定を行っ1た．  

試料の採取または測定地点，測定結果を表1～4に示す．   
2）測定方法  

試料の採取，前処理及び測定法は「平成15年度放射能調査委託   
計画書」，「全ベータ放射能測定法」及び「ゲルマニウム半導体検   
出器を用いた機器分析法」に基づいた．   
3）測定装置   

a・叩測定装置  一Aloka TDC－511，SC－756C   

b．Ge半導体検出器   EG＆G ORTEC GEM－25185－P  
MCA波高分析装置  EG＆G ORTEC TRUMP－8k－W3＆MAESTRO   

c．モニタリングポストAloka MSR－151W，ND－105  
d．サーベイメーrタ  Aloka TCS－166   

4）調査結果   

a．降水，降下物の全ベータ放射能の調査結束を表1に示す．  
降水の放射能濃度，降下量はN．D．～0．41Bq／1，N．D．～3．41  

MBq／km2の範囲で特1こ異常な値は見られなかった，降下物の月  
間降下量は全てN．D．であった．   

b．牛乳中の131Ⅰの測定結果を表2に示す．131Ⅰは何れの試料におい  
ても検出されなかった．   

c．ゲルマニウム半導体検出器による137csの測定結果を表3に示  
す．環境試料中の137cs濃度は前年度とほぼ同レベルの推移で   

特に異常値はみられなかった．   
d．空間放射線量率の測定結果を表4に示す．モニタリンクやポストにお  
ける線量率は平成14年度に検出器を更新したことにより過去3  
年間の値の最大値が106．1cpsへ上昇した．また、平成16年3月  
に検出器更新に伴い計数率が上昇した．  
サーベイメータによる線量率は56．8～67．1nGy／hの範囲で，     ， で 囲
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空間放射線量率は前年度とほぼ同レベル  

3．結語   

平成15年度の降水，降下物の全べ∵タ放  
率は前年度と同レベルの推移で，変動の要  
によるものと推察された．また，環境試料  
と同レベルの推移で，特に異常値はみられ  
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（1）大型水盤による月間降下物試料及び定時降水試料申の全β放射能調査結果  

睡水の零時採取臆時降水）  大型水盤による降下物  

採取  降水量  

放射能濃度（Bq／l）  月間降下量  月間降下量  

年月  （mm）  （MBq／kポ）  （MBq／kポ）  

平成15年 4月  103．7   5   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

5月  148．8   6   ．D．   0．41   3．41   N．D．   

6月  224．2   10   N．D．   N五   N．D．   ND】   

7月  31．7   3   N．D．   N．D．   N．D．   N．D．   

8月  155．7   9   N．D．   N．D．   N．D．   N皿   

9月  186．9   ．D．   N．．   NtD．   N．D．   

10月  168．2   7   N．D．   N．b．   N．D．   N⊥D．   

11月   9．8   9   N．D．   N．D．   N．．   N．D． 

1草月   62．6   4   N．D．   N．D．   N．D．   軋D．   

平成16年1月  104．5   8  N．D．   皿   N．．   ・D・   

2月   96．3   6   N．D．   N．D．   N．D．   ．   

3月  104．8   8   N．D．   N．D．   N－P・   N．D．   

年闇値   1480．2   86   N．D．   0．41   3．41   N■D・ ～ N・・   

前年度まで過去3年間の値   279   N．D．   0．86  N－D．～ 7．04  N鳳  ～ 261息   

＊：降水は大里村、大型水盤による降下物は与那城町で採取している。  

（2）牛乳中の131Ⅰ分析鯨果  

採取場所   与那城町  前年度まで過去3年間の値   

採取年月日   H15．＆19  最低値   最高値   

放射能濃度（Bq／暮）   N．D．  N．D．   N．D．   
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（3）ゲルマニウム半導体検出器による核種分析測定調査結果  

採  
検  376去  申年革まで過去時間の値   その他の検出され  

軸   採取場所  取  
体  

年  
単位  

月  数   た人工放射性核種  

大気浮遊じん  mBq／ポ   

時下物   与那城町  H15．4〈′16．3  四  N．D．  N．D∴  MBq／kn了   

上水 源水  

陸  

蛇口水  那覇市  H15．乱18  口  N．D．  N．D．  mBq／l  

水  

淡 水  

5．86   4．96   5馴  Bq／kg乾土  

土  

0～5cm  如覇市   H15．8   

325   242   461  MBq／kn了  

壌  
3．51   2．80   乱73  Bq／kg乾土  

5～20em  那市   H13．6   

611   542   660  MBq／kn†   

滞来  与那城町  H15．10   N・∴   N．D∴   0．022  MBq／kg精米   

野  与那城町  H16．2   N．D．  NJD．  

MBq／kg生  

菜   N．D．  N．D．  

Bq／kg乾物   

寧L 与那城町  H1甲   N．D．   N．D．   N．D．  Bq／l   

淡永産生物   与那城町  Bq／kg生   

日常食  那覇市  H15．8，H16．2  2  N．D．  N．D．   N．D．   0．064  Bq／人・日   

準水  勝連町   H15．11   3．09   N．D．   3．15  mBq／l   

底土  勝連町   H15．11   軋D・   N．D．   N．D．  Bq／kg乾土   

海  
タカサゴ  与那城町  H15」11   0．123  0．0了3   0．127  

産  

生  
Bq／kg生  

物  
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環視澤う閤  

（4）空間放射線量率測定結果  

モニタリングポスト（¢PS）  サーベイメータ  

測定年月日  

最低値   最高値   車均値   （nGy／h）  

平成15年 4月   48．5   82．2   53．8   63．0   

5月   48．8   8軋9   54．6   56．8   

6月   46．9   85．0   52．9   60．3   

7月   49，2  70．9   53．2   60．3   

；呈   48．3   61．8   52．7   58．9   

9月   48．0   61．4   52．6   59．0   

10月   48．2   72．5   53．6   59．3   

11月   4   84．4   53．3   5凱5   

◆   

12月   48．1   83．8   53．6   61．7   

平成16年 1月   48．6   80．1   53．9   65．0   

2月   48．0   102．8   54．1   67．1   

3月   77．0   136．0   84．0   61．了   

年間値   46．9   136・   6・0   56．8  ～  67．1   

前年度まで過去3年間の値   乱3   106．1   臥2   57  ～  64   

＊1）平成14年度から検出器を更新したため、過去3年間の値における最大値計数率が上昇   
＊2）平成16年3月に検出器更新により計数率上昇  
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